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5月14日（月）　中岡慎太郎花家紋

高知県北川村役場
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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
平成30年4月30日現在　（　）は前月比

人　口 1,316人 （＋1）
　男 616人 （＋3）
　女 700人 （－2）
世帯数 627戸 （－3）
昨年同期の総人口 1,329人  世帯数627戸
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　　　今年の北川小学校の学校教育目標は、「たのしく　あかるく　かがやく北川小学校」。これは校歌の中にも
あることばで、先日の全校集会で運営委員会から全校児童へ披露もされ、児童が書いたこの目標は玄関掲示板に
貼り出されています。
　本年度の北川小学校の児童は50名。1年生をはじめどの子も意欲にあふれる学校生活をおくっていますが、さ
らに、たのしく、あかるく、かがやいていけるよう、教職員一同、保護者の皆さんや地域の方からの協力を得ながら
子ども達へのサポートや指導を行って参ります。
　４月２９日（日）の本年度初めての参観日には、たくさんの保護者の方の参加をいただきました。授業のゴールイ
メージを指導者が明確に持ち、そこに到達する授業展開を考えて授業をつくっていく、そんな流れの授業が各学年
で行われました。
　これからも、日々の授業をはじめ、学校・学級行事等を通してどの子にとっても、たのしく・あかるく・かがやく北
川小学校を目指します。

学 校 通 信 School communication

1 輝け！ 北川っ子！
　　　＝本年度第２回目の「新入生オリエンテーション」を行いました＝　
　この行事は「新入生と在校生との交流を図る」そして「自分
の役割や責任を果たすことでより良い人間関係をつくり、互
いを支え合い認め合える集団を作る。」ことを目的に、生徒会
執行委員会が４月当初より準備を進め、拡大代表委員会を経
て、班会で打合せを重ねながら当日を迎えました。
   あいにくの雨模様の中、午前中のピザ作りでは火起こしや
生地作りに悪戦苦闘し、午後からは仲間と意思疎通を図りな
がら、息をぴったり合わせコミュニケーションゲームに取り組
みました。この活動全体を通じ、失敗を責めない温かい雰囲
気が感じられ、ピザ作りやゲームに対して手順や目標、役割分
担や作戦を考える活動に全員が積極的に参加し、困難だと思う課題にも力を合わせ挑戦するなど、生徒同士の絆
が深まり、今後の北川中学校の活動がますます充実することを予感させる一日になりました。

2 新入生オリエンテーションⅡ ５月８日（火）　～室戸少年自然の家～
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中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

　毎年好評をいただいております『中岡慎太郎花家紋』を4月28日～5月
27日の期間中、中岡慎太郎生家広場へ展示致しました。この期間中、GW期
間と週末に、島在住の上村さんお手製『リアルな案山子』も展示し、ご来場い
ただいたお客様のほとんどの方が
『人だと思って話しかけてしまいました！』と仰ってくださいました。上村さん、
モネの庭の皆さん、ご協力いただき、ありがとうございました。
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会費 ： 正会員2,000円・賛助会員1,000円　※会員様はドリンク類が100円☆

北川村の宝☆中岡慎太郎先生の魅力を一緒に学び、次世代へ伝えていきませんか??
皆様のご賛同、心よりお待ちしております。

中岡慎太郎先生顕彰会　会員募集

平成30年度各会計当初予算額
会　計　名

一 般 会 計

代 替 輸 送 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別

簡 易 水 道 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合 　 　 計

予　算　額

21億5,371万7千円

3,122万2千円

2億2,910万1千円

1億1,565万円

3,243万8千円

25億6,212万8千円

前年度比較

28.8％減

9.6％増

16.1％減

36.9％増

10.9％減

25.6％減

一般会計の主な事業 （21億5,371万7千円）
企画・統計

１５.６%

平成30年度

予算総額は予算総額は２１億５,３７１万７千円２１億５,３７１万７千円

地籍調査費・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億4,500万円 電源立地地域対策交付金・・・・・・・・・ 1,700万円
情報通信基盤事業・・・・・・・・・・・・・ 2,218万円

商工・観光

５.０%
モネの庭維持費等・・・・・・・・・・・・・ 2,980万円 モネの庭階段改築工事・・・・・・・・・・・・ 1,037万円
日本遺産「魚梁瀬森林鉄道」推進協議会負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 650万円

消防・防災

４.９%
中芸広域連合負担金・・・・・・・・・・・ 4,480万円 地域防災対策工事・・・・・・・・・・・・・・・・・ 350万円
住宅耐震改修等事業・・・・・・・・・・・ 2,352万円 家具転倒防止等対策事業・・・・・・・・・・・・・ 50万円

教育

８.４%
スクールバス運行費・・・・・・・・・・・・・ 284万円 奨学資金貸付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 288万円
学力向上非常勤講師派遣事業・・・・・ 910万円 中岡慎太郎館運営事業・・・・・・・・・・・ 2,480万円
保小中一体化推進事業・・・・・・・・・ 1,785万円

建設

１１.４% 社会資本整備総合交付金・・・・ 1億5,411万円 がけくずれ住家防災対策・・・・・・・・・・ 2,740万円

農林業

６.５%
緊急間伐総合支援事業・・・・・・・・・・・ 289万円 林道島日浦線新設工事負担金・・・・・・ 1,201万円
新規就農総合支援事業・・・・・・・・・ 1,090千円 鳥獣被害緊急対策事業・・・・・・・・・・・・ 1,316万円

健康・福祉

２２.２%
北川村あったかふれあいセンター整備促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,125万円
児童医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 342万円 児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,367万円
ごみ・し尿処理費・・・・・・・・・・・・・・ 6,833万円 中芸広域連合負担金（介護）・・・・・・・ 4,010万円
後期高齢者医療負担金・・・・・・・・・ 3,944万円 保育所運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,945万円
中芸広域連合負担金（火葬場）・・・・・ 292万円 中芸広域連合負担金（保健福祉）・・・ 3,714万円

その他

２６.０%
借入金返済・・・・・・・・・・・・・・・・ １億7,734万円 議会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,382万円
選挙費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 124万円 戸籍住民基本台帳費・・・・・・・・・・・・・ 1,034万円
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日本遺産「魚梁瀬森林鉄道」推進協議会負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 650万円

消防・防災

４.９%
中芸広域連合負担金・・・・・・・・・・・ 4,480万円 地域防災対策工事・・・・・・・・・・・・・・・・・ 350万円
住宅耐震改修等事業・・・・・・・・・・・ 2,352万円 家具転倒防止等対策事業・・・・・・・・・・・・・ 50万円

教育

８.４%
スクールバス運行費・・・・・・・・・・・・・ 284万円 奨学資金貸付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 288万円
学力向上非常勤講師派遣事業・・・・・ 910万円 中岡慎太郎館運営事業・・・・・・・・・・・ 2,480万円
保小中一体化推進事業・・・・・・・・・ 1,785万円

建設

１１.４% 社会資本整備総合交付金・・・・ 1億5,411万円 がけくずれ住家防災対策・・・・・・・・・・ 2,740万円

農林業

６.５%
緊急間伐総合支援事業・・・・・・・・・・・ 289万円 林道島日浦線新設工事負担金・・・・・・ 1,201万円
新規就農総合支援事業・・・・・・・・・ 1,090千円 鳥獣被害緊急対策事業・・・・・・・・・・・・ 1,316万円

健康・福祉

２２.２%
北川村あったかふれあいセンター整備促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,125万円
児童医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 342万円 児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,367万円
ごみ・し尿処理費・・・・・・・・・・・・・・ 6,833万円 中芸広域連合負担金（介護）・・・・・・・ 4,010万円
後期高齢者医療負担金・・・・・・・・・ 3,944万円 保育所運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,945万円
中芸広域連合負担金（火葬場）・・・・・ 292万円 中芸広域連合負担金（保健福祉）・・・ 3,714万円

その他

２６.０%
借入金返済・・・・・・・・・・・・・・・・ １億7,734万円 議会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,382万円
選挙費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 124万円 戸籍住民基本台帳費・・・・・・・・・・・・・ 1,034万円
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　平
成
３０
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、２
月
１５
日
に
開

会
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）
　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

　平
成
３０
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
に
開
会
し
、

契
約
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

当
初
予
算
５
件
、条
例
６
件
の
議
案
の
審
議
が
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　９
日
に
は
、４
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま

し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・

■
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

　平
成
３０
年
度
は「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
実
行
３
年
目
、折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま

す
。　北

川
村
の
人
口
を
、過
去
５
年
の
出
生
数
や
死
亡
数

の
自
然
増
減
の
状
況
を
基
に
村
独
自
に
推
計
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、２
０
３
０
年
の
人
口
は
９
３
６
人（
１５
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
５２
人
）と
、国
の
推
計
よ
り
も
さ
ら
に

５
％
ほ
ど
低
い
値（
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
は
約
半

分
）と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、何
ら
対
応
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、当
初
の
想
定
よ
り
も
早
い
速
度

で
人
口
が
減
り
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　村
の
人
口
が
１
，０
０
０
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
足

掻
き
き
ら
な
け
れ
ば
、北
川
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
し
ま
い
ま
す
。残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。「
北

川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
作
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」こ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
徹
底
的
に
追
求
し
、政
策
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の

一
体
化
」な
ど
、戦
略
目
標
は
明
確
化
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
村
民
の
皆
様
に
そ
の
具
体
的
な
動
き
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　平
成
３０
年
度
は
、戦
略
全
体
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
村
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
の
実
現
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成  ３０
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、２
，１
５
３
，７
１
７
千
円（
前
年
度
当
初

予
算
比
△
８
７
２
，４
６
３
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、北
川
村
の
５
つ
の

基
本
政
策
①
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築 

②
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実 

③
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活

用 

④
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑤
日
本
一
元
気
な

長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　一
方
、こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
抑
制

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
村
債
残
高
の
減
少
、基

金
残
高
の
増
加
に
加
え
、国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
な

ど
、積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、当
面
の

財
政
運
営
は
健
全
な
状
況
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。 

　し
か
し
、本
村
予
算
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、小
規
模
な
市
町
村
に
有
利
で
あ
っ
た
算
定

項
目
が
廃
止
さ
れ
、平
成
３０
年
度
か
ら
約
１
億
円
減
少

と
な
る
見
通
し
で
、今
後
の
財
政
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、再
度
収

支
見
込
み
の
洗
い
出
し
を
行
い
、平
成
３０
年
度
予
算
は
、

村
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
に
対
応
で
き
る
様
、基
金

の
取
り
崩
し
や
今
年
度
予
算
の
繰
り
越
し
を
財
源
に

充
て
る
こ
と
で
、何
と
か
収
支
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　北
川
村
に
住
ん
で
働
き
、生
活
に
必
要
な
収
入
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、農
業
、特
に
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
ゆ
ず
の
振
興
を
軸
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　平

成
３０
年
度
か
ら
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る
基

盤
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、ゆ
ず
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
基
盤
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　村
内
各
地
域
に
基
盤
整
備
の
候
補
地
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、宗
ノ
上
、小
島
、二
タ
又
、久

江
ノ
上
の
４
地
区
で
あ
わ
せ
て
約
５
・
５
ha
を
整
備
す

る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　今
後
も
村
内
で
１
ha
の
耕
作
面
積
を
持
つ
専
業
農
家

１
０
０
軒
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、整
備
可
能
な
候
補
地

の
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、ゆ
ず
園
地
の

若
返
り
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
担
い
手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３１
年
度

後
半
か
ら
の
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、そ
し

て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住
者
、と
い
う

順
を
追
っ
て
規
模
拡
大
農
家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず
栽
培

の
技
術
的
な
支
援
や
大
規
模
な
園
地
に
必
要
な
機
械
類

の
導
入
に
よ
る
営
農
の
効
率
化
、省
力
化
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
な
評
価

を
得
て
い
る
高
知
大
学
と
新
規
就
農
者
に
対
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、省
力
化
の
た
め
の
機
械
整
備
に
必
要
な
経
費

の
助
成
制
度
を
平
成
３０
年
度
に
創
設
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、行
政
に
よ
る
支
援
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、村
全
体
に「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
気
運
を
醸
成
し
、行
政
と
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
機
関
も
加
え
、オ
ー
ル
北
川
村
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
学
習
機
会
を
確
保
し
、学
習
の
場
を
通
じ
て「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
ん
で
い
く
」「
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
自
主
的

に
進
ん
で
い
く
」と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
取
組
み
は
、す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
を
感
じ

に
く
い
分
野
で
も
あ
り
、現
段
階
で
は
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、

高
知
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
る
体
験
の
機
会
を
創
る
な
ど
、

地
域
で
学
ん
で
活
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、将

来
に
わ
た
り
北
川
村
の
学
校
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
を

目
標
に
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、少
子
化
が
一
層
進
む
教
育
環
境
を
踏
ま
え
、中

学
校
卒
業
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
、子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的
な
教
育
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
６
月
に
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
、教
育
関
係

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
北
川
村
保
小
中
一
体
化
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

各
教
育
機
関
の
抱
え
る
課
題
、ま
た
地
域
か
ら
見
た
課

題
な
ど
の
拾
い
出
し
を
進
め
る
一
方
、既
に
一
体
化
教

育
を
展
開
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
３０
年
度
は
、こ
れ
ら
の
課
題
整
理
や
先
進
地
に

お
け
る
参
考
点
を
踏
ま
え
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素

案
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
３２
年

度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、い

わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

る
課
題
に
い
か
に
対
応
で
き
る
か
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
や「
生
き
る
力
」、「
郷
土
愛
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
力
を
い
か
に
養
う
か
、社
会
生
活
に
お
い

て
必
要
と
な
る
力
の
基
礎
を
中
学
校
卒
業
時
に
全
員
が

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、今
、北
川
村
に
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
課
題
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　災
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
本
村
に
と
り
ま
し
て
、

村
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、道
路
や
住
宅
、水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、村
道
石
ノ
内
線
な
ど
村
内
の
道
路
改
良

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、石
ノ
内
沿
線

の
宅
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、耐
震
改
修
が
必
要
な
野
友
の
簡
易
水
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、詳
細
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。野
川
地

区
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、補
助
事
業

の
活
用
や
工
期
的
な
こ
と
も
考
え
、一
部
地
域
の
皆
様

に
は
お
待
た
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、平
成
３０
年

か
ら
３１
年
度
の
２
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

川
道
路
の
柏
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
和
田
地
区
ま

で
の
約
４
㎞
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　本
年
１
月
に
は
、国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
四
国
地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
野
根
〜
安
倉
間
に
つ
き
ま
し
て
、審
議

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
平
成
２６
年
８
月
に
小
島
地
区
で
発

生
し
た
災
害
な
ど
、国
道
４
９
３
号
に
は
複
数
の
危
険

箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、防
災
上
の
観
点
か

ら
野
根
〜
安
倉
間
の
整
備
の
在
り
方
が
審
議
さ
れ
、現

道
の
改
良
案
と
２
つ
の
バ
イ
パ
ス
整
備
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　村
と
し
て
も
、引
き
続
き
議
会
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、県
と
も
連
携
し
な
が
ら
粘
り
強
く
国

や
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
、地
域
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、個
人
、地

域
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
本
村
で
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、重
要
な「
共
助
」、助
け
合
い
も
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、守
っ
た
命
を
地
域
で
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
の
基
本
と
な
る
取
組
み
が
住
宅
の
耐
震
化
で
す
。

今
年
度
、全
地
区
の
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、平
成
３１
年
度
か
ら
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
金
の
制

度
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、出
来
る
だ
け
平
成

３０
年
度
中
に
耐
震
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
へ
の
周
知
方
法
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

す
。　ま

た
、非
常
時
の
通
信
手
段
で
あ
る
衛
星
携
帯
電
話

を
各
避
難
所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
訓
練

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　あ
わ
せ
ま
し
て
、防
災
学
習
会
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、避
難
所
に
設
置
す
べ
き
そ
の
他
の
資
機
材
に
つ
い

て
、自
主
防
災
組
織
で
も
検
証
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
防
災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。　こ

う
し
た
自
助
、共
助
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

同
時
に
、地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、大

規
模
災
害
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。こ

の
た
め
、平
成
３０
年
度
に
は
、実
際
現
場
で
復
旧
復
興
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

大
き
な
災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
や
今
後
の
防
災
体

制
の
構
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。免
許

を
お
持
ち
で
な
い
、あ
る
い
は
返
上
し
て
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
で
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、村
営
バ
ス
を
活
用
し
て
、公
共
交

通
や
福
祉
的
交
通
手
段
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
と
さ
れ
る「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
実
現
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
末
永
く
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、

６５
歳
以
上
に
占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
で
あ
る「
要
介

護
率
」が
全
国
で
一
番
低
い
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、今
年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　平
成
２８
年
度
の
北
川
村
の
要
介
護
率
は
１４
・
２
％
で

す
が
、総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末

に
は
、全
国
平
均
の
１３
・
３
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
対
策
と
し
て
重
要
な
特
定
健

診
の
受
診
率
を
平
成
２８
年
の
４６
・
４
％
か
ら
平
成
３１
年

に
は
約
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　村
で
雇
用
を
し
て
い
る
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
成
果
も
あ
り
、特
定
健
診
の
受
診
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
方
で
、健
診
受
診
者
の
問
診
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
生
活
改
善
意
欲
が
な
い
」と
お
答
え
た
方
の
割
合
が
男

性
で
５０
・
８
％
、女
性
で
３８
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、村
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
い
、と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、北
川
村
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
も
２
割
程
度
高
い
こ
と
、高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
症
状
で
病
院
を
受
診
す
る
割
合
が
、県
平
均
と
比
較

し
て
高
い
こ
と
、な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
３０
年
度
は「
健
康
意

識
の
向
上
」と「
健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
」を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　健
康
意
識
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推

進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
、ま
た
昨
年
度
よ
り
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
ん
検
診
の
無
料
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
ま
し
て
、健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
北
川
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」は
、さ
ら
に
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、取
組
み
を
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、若

い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
様
、こ

れ
ま
で
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
２０
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、専
門
的
な
視
点
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
な
ど
、自
ら
の
健
康
と
生
活
改
善
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
に
よ
る
健
診
結
果
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。さ
ら
に
、２０
歳
か
ら
５０
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
を

中
心
に
し
た
運
動
や
食
に
関
す
る
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
、健
康
づ
く
り
に
取
組
む
自
発
的
な
活
動
を
後
押

し
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

・・ 

行
政
報
告 
・・

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　昨
年
、村
内
で
は
豪
雨
に
よ
り
村
道
１
件
、林
道
４
件

の
計
５
件
が
被
災
し
、林
道
の
う
ち
１
件
は
す
で
に
工

事
が
完
成
し
、年
度
内
に
さ
ら
に
１
件
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。残
り
の
林
道
２
件
及
び
村
道
１
件
に
つ
き
ま

し
て
も
契
約
済
み
で
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、２
月
末
現
在
で
村
内

所
有
者
の
う
ち
耐
震
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震
診
断
１７
件

（
累
計
１
８
７
件
／
３
９
０
件（
４７
・
９
％
））、改
修
工
事

１１
件（
累
計
６５
件
／
３
９
０
件（
１６
・
６
％
））と
な
っ
て

い
ま
す
。

　野
友
、小
島
、島
地
区
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、勉
強
会
や
防
災
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
様
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
住
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　住
民
の
皆
様
の
移
動
手
段
を
守
る
方
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、久
木
線
の
往
復
一
便
を
定
時
定
路
線
と
し
、

デ
マ
ン
ド
区
間
及
び
福
祉
的
バ
ス
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

実
施
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　本
年
５
月
頃
を
目
途
に
村
民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、運
賃
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
賜
る
と
と
も
に
、財
政
運
営
を
鑑
み
つ
つ
改
善
で

き
る
点
は
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　特
定
健
診
の
受
診
率
は
２
月
調
査
分
で
４５
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、前
年
度
同
時
期
の
３８
・
６
％
と
比
較
し
て

約
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、約
４
か
月
間
で
延
べ
４８
人

の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
る
方
も
お
り
、健
康
意
欲
の
増
進

に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て
、今
後
も
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　野
友
地
区
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
基
盤
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、地
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、村
に
売
却
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

約
半
数
、ま
た
代
替
地
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
、当

地
域
で
の
耕
作
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
中
旬
に
県
安
芸
土
木
事
務
所
が
奈
半
利
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
予
定
箇
所
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

さ
る
３
月
１
日
に
、地
権
者
や
地
区
の
総
代
、南
部
地
区

土
地
改
良
区
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　小
規
模
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、今
年
度
、加
茂
地

区
と
西
谷
地
区
の
２
件
の
整
備
を
実
施
し
、新
規
就
農

者
が
今
年
か
ら
ゆ
ず
を
植
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。平
成
３０
年
度
は
、早
期
に
実
施
可
能
性
が
高
い
加
茂
、

野
川
の
２
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
若
返
り
を
目
的
と
し
た
苗
木
購
入
に
対

す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
希
望
数
は
５
，

１
７
３
本
と
な
り
、そ
の
全
て
を
供
給
で
き
る
見
通
し

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
末
時
点

に
お
い
て
６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円
と
な
り
、

目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１６
日

の
落
成
式
、そ
し
て
６
月
２６
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
開
業
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
る
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
川
村
観
光
び
ら

き
に
は
約
２
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。会

場
で
は
、村
内
の
商
店
、加
工
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
川
村
の
特
産
品
で
来
場
者
を
も
て

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
平
成
２９
年
度
の
入
園
者
数
は
７
４
，７

０
０
人
と
な
り
、 

目
標
の
６
５
，０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、昨
年
４
月

の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、幕

末
維
新
博
と
の
連
動
企
画
に
よ
る
集
客
効
果
、さ
ら
に
、

県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
し
て

き
た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
や
移
住
相
談
会
の
参
加
に
よ
り
、今
年
度
の

相
談
件
数
は
３１
件
、こ
の
う
ち
、ゆ
ず
の
就
農
相
談
が
１６

件
あ
り
ま
し
た
。移
住
実
績
は
４
組
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、久
府
付
地
区
２
戸

と
野
川
地
区
の
１
戸
の
住
宅
改
修
が
完
了
し
、う
ち
、２

戸
に
入
居
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
に
整
備
予
定

の
野
友
地
区
及
び
久
府
付
地
区
の
各
１
戸
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
入
札
を
行
い
、工
事
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、小
島
の
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、３
月

末
に
完
成
し
、地
区
の
浄
化
槽
の
整
備
が
完
了
す
る
６

月
か
ら
稼
働
す
る
見
込
み
で
す
。

　既
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
１
名
が
村
内
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、４
月
よ
り
２
人
目
の
隊
員
が
着

任
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
度
は
２

人
体
制
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
中
岡
慎
太
郎
に
つ
い
て
）

　中
岡
慎
太
郎
館
は
、昨
年
３
月
４
日
に
開
幕
し
ま
し

た「
志
国
高
知

　幕
末
維
新
博
」の
地
域
会
場
と
し
て
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、来
館
者
数
は
２
月
末
現

在
で
９
，２
７
８
人（
前
年
同
期
比
７０
・
３
％
増
）と
な
っ

て
お
り
、好
調
を
持
続
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
平
成
３１
年
度
末
ま
で
続
く「
志
国
高
知

　幕

末
維
新
博
」の
期
間
中
、企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、情
報
発
信
と
来
館
者
の

増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
）

　５
月
１３
日
の
大
会
開
催
に
向
け
、住
民
説
明
会
の
開

催
、協
賛
企
業
の
募
集
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
業
務
に
つ
い
て
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

は
、３
月
１
日
時
点
で
次
の
と
お
り
で
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て

9

　小
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、北
川
村
温
泉
の

オ
ー
プ
ン
も
近
づ
き
集
客
に
期
待
が
持
て
る
が
再
開
の

予
定
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
は
、６
月
に
北

川
村
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、高
知
県
が
、ポ
ス
ト
維
新
博
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
や

自
然
体
験
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
小
島
地
区
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　し

か
し
、こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
豪
雨
に
よ
っ

て
流
失
し
た
こ
と
が
、記
憶
に
あ
る
中
で
は
５
回
あ
り

ま
す
。度
々
発
生
し
て
い
る
水
害
、平
成
２６
年
の
道
路
が

決
壊
し
た
災
害
に
つ
い
て
、そ
の
対
策
が
い
ま
だ
に
検

討
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、直
ぐ
に
再
開
さ
せ

る
事
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
後
、中
北
部
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活

性
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
鑑
み
、安
全
確
保
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　温
泉
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、キ
ャ
ン
プ
場
で
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
、キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
と
が

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。安
全
が
確
認
で

き
れ
ば
、是
非
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

9

　村
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、昨
年
１０
月
ダ
イ
ヤ
改
正

さ
れ
、そ
の
後
、利
用
者
が
ど
の
様
に
改
善
さ
れ
た
か
。

ま
た
、久
木
発
６
時
５０
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、平
成
２７
年
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、移
動
に
要
す
る
負
担
を
軽
減
し
、

公
営
性
を
保
た
せ
る
こ
と
か
ら
、同
年
に
運
賃
の
上
限

を
３
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。そ

の
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
行
政
座
談
会
で
の
声
を
受

け
、久
木
線
で
の
上
下
線
１
便
の
定
時
定
路
線
化
、デ
マ

ン
ド
区
間
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
、宗
ノ
上
築
溜
や
西

谷
地
区
へ
の
運
行
区
間
の
拡
張
、福
祉
的
バ
ス
の
運
行

開
始
な
ど
の
新
た
な
運
行
体
型
を
構
築
し
、昨
年
１０
月

に
実
証
運
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
鍋
以
北
の
状
況
は

実
証
運
行
開
始
か
ら
３
ヵ
月
間
で
対
前
年
比
１
０
２
・

５
％
、１
月
以
降
は
前
年
並
の
乗
車
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、自
然
減
が
進
む
地
域
人
口
を
考
え
れ
ば
利
用

頻
度
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
福
祉
的
バ
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、周
知
を
徹
底
す
れ
ば
利
用
者
数
は
伸
び
る
と
推
測

し
て
い
ま
す
。築
溜
、西
谷
に
つ
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
区
間
と
な
り
ま
す
が
、地
域

人
口
に
応
じ
た
利
用
者
数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運
行

形
態
を
切
り
替
え
て
約
５
ヵ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、利
用

者
の
反
応
は
デ
マ
ン
ド
区
間
で
上
下
１
便
を
定
路
線
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、「
予
約
す
る
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、村
営

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
夏
ま
で
に
利
用
状

況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　次
に
、早
朝
の
運
転
手
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
に
必
要
な
対
応
が
お
こ
な
え
る
よ
う
反
映
し
て
い

ま
す
。委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
、土
日
な
ど
こ

れ
ま
で
に
全
く
利
用
が
な
い
便
の
デ
マ
ン
ド
化
や
、運

行
便
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
軽
減
負

担
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、冬
場
の
運
行
は
、道
路
の
凍

結
が
あ
っ
て
危
険
で
、平
鍋
か
ら
北
部
へ
は
、大
型
ダ
ン

プ
カ
ー
が
頻
繁
に
通
っ
て
い
て
、す
れ
違
い
が
多
く
、ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
行
き
違
い
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。デ
マ
ン
ド
な
ら
乗
客
は
、確
実
に
乗

れ
る
。定
時
バ
ス
は
、乗
客
が
出
て
い
な
い
と
、素
通
り

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、費
用
の
問
題
も
あ
り
、デ
マ

ン
ド
で
運
行
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　今
年
は
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

大
変
苦
慮
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。注
意
し
て
運
行
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、先
ほ
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
交
通
会
議
も
開
い
て
運
行

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　冬
場
の
凍
結
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と

か
、チ
ェ
ー
ン
を
車
に
乗
せ
て
お
く
と
い
う
対
策
も
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、デ
マ
ン
ド
運
行
が
い
い
の
か
、あ
る
い
は
一
便
だ
け

で
も
定
時
定
路
線
化
の
方
向
が
い
い
の
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　出
来
る
だ
け
村
民
の
利
便
性
を
考
え
た
対
応
を
図
る

べ
く
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

北
川
村
の
観
光
に
つ
い
て

9

　北
川
村
は
モ
ネ
、北
川
村
温
泉
、中
岡
慎
太
郎
と
十

分
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、中
岡
慎
太
郎
は
、他
の
２
つ

よ
り
少
し
弱
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。中
岡
慎
太
郎
を

も
っ
と
表
に
出
し
て
北
川
村
の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　

　村
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る

昭
和
４２
年
に
中
岡
記
念
館
と
し
て
生
家
の
復
元
を
行
い
、

そ
れ
以
降
、慎
太
郎
読
本
の
発
刊
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
本
村
が
誇
る
全
国
区
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　特
に
慎
太
郎
の
盟
友
と
い
わ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
生
誕

１
５
０
年
が
迫
り
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
６０
年
頃
、

龍
馬
に
続
け
と
地
域
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
ふ
る
さ
と
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
、そ
れ

ぞ
れ
各
行
政
団
体
に
資
金
が
国
か
ら
配
ら
れ
、そ
の
資

金
活
用
に
お
い
て
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
高

い
支
持
が
あ
っ
た
中
岡
慎
太
郎
館
を
建
設
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、中
岡
慎
太
郎
を
顕
彰
し
て
功
績

や
人
と
な
り
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
、そ
し
て
伝

承
し
続
け
る
為
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　開
館
し
た
平
成
６
年
に
は
来
館
者
が
約
３
万
人
を
超

え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、平
成
２２
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
年
に
県
を
挙

げ
て「
龍
馬
で
あ
い
博
」と
い
う
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
博
に
併
せ
て
集
客
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、観
光
の
一
素
材
と
し
て
時
折
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　現
在
開
催
中
の「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」に
お
い
て

は
、地
域
会
場
に
位
置
づ
け
て
頂
い
て
、入
館
者
数
も
１

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。歴
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
覧
会
等
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
入
館
者
数
は
増
え
、

ま
た
そ
れ
が
終
わ
る
と
少
し
減
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
、花
家
紋
や
中
岡
慎
太
郎
館
の
年
間
を
通
じ

た
企
画
展
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、そ
れ
と
並
行
し

て
村
内
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
地
道
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
し
た
結
果
、特
に
こ
の
幕
末
維
新
博
の
開
催
に

よ
り
対
前
年
比
７
割
増
し
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　観
光
と
中
岡
慎
太
郎
の
顕
彰
、慎
太
郎
館
に
は
目
的

が
二
つ
有
り
ま
す
。し
か
し
根
幹
と
な
る
、中
岡
慎
太
郎

先
生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
為
の
施
設
と
し
て
今
後

の
展
開
に
お
い
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、交
流
人
口
の
拡

大
に
目
を
向
け
、村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅

持
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　館
の
み
で
な
く
、館
を
取
り
巻
く
人
、他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
事
に
対
し
て
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。支
援
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

 

答

　村
長

　中
岡
慎
太
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
、あ
る
い
は
地
域
の
方
、そ
う
し
た
方
々

の
支
援
が
あ
っ
て
今
が
在
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
き
ま
し
て
は
共
に

携
え
て
、時
に
は
主
に
な
っ
て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　村
と
し
て
は
顕
彰
会
が
、任
意
団
体
で
あ
っ
た
時
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
き
に
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、き
ち
っ
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
、議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
頂
き
、中
岡
慎
太
郎
生
家
の
指
定
管
理
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
で
、今
後
も
き
ち
ん
と
確
固
た
る
持
続

で
き
る
組
織
と
し
て
形
成
し
て
頂
い
て
、共
に
今
後
も

携
え
て
中
岡
慎
太
郎
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、中
岡

慎
太
郎
の
顕
彰
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
や
っ
て
い
る
微
々
た
る
行

動
で
も
、や
は
り
持
続
し
て
行
っ
て
村
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
、温
泉
・
モ
ネ
・
慎
太
郎
は
、北
川
村
の
観
光
の
中

心
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
。

　顕
彰
会
は
、今
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。顕

彰
会
の
組
織
を
弱
ら
せ
な
い
為
に
事
務
局
長
を
も
う
１

人
雇
用
し
て
頂
き
た
い
、そ
う
し
な
い
と
持
続
し
て
い

け
な
い
。

 

答

　村
長

　村
と
し
て
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
い
て
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
大
変
ご
苦
労
も
な
さ
り
、組
織
を
ま
と
め

て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
一
同
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
し
、今
も
地
道
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
き

ち
っ
と
持
続
で
き
る
団
体
に
な
る
為
に
基
盤
を
作
る
準

備
段
階
で
も
あ
っ
た
、そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
し
て
頂

い
た
上
で
議
員
の
皆
様
も
賛
同
し
て
頂
い
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。脆
弱
な
団
体
に
指
定
管
理
、あ
る
い
は
補
助
金
を
継

続
し
て
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
の
予
算
査
定
に
お
い
て
顕
彰
会
か
ら
こ
う
い
う

ふ
う
に
持
続
出
来
る
組
織
に
な
り
た
い
か
ら
、こ
う
い

う
支
援
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
出
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
努
力
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
の
段
階
に
進
め
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
。現
状
の
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
脆
弱
な

体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
支
出
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。体
質
の
改
善
の
見
込
み
が
立
ち
、こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き

れ
ば
、３０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
執
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
し
、さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
企
画
、提
案
が
な
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
支
援
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　顕
彰
会
自
体
が
活
動
と
し
て
生
家
の
管
理
、あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
等
懸
命
に
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
き
た
と

い
う
の
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、今
後
も
そ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　た
だ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と

な
っ
て
い
る
今
、本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
持
続
で

き
る
形
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と

言
う
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　や
は
り
村
が
き
ち
っ
と
対
処
し
て
い
く
た
め
に
初
志

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手
を
携
え
て
今
後
も

や
っ
て
い
け
る
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

北
川
村
温
泉
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
開
館
の
準
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　２
月
１
日
に
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と
北
川
村
温
泉

の
指
定
管
理
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、担
当
者
を
雇

用
し
て
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
採
用
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求
人
掲
載

を
依
頼
し
、支
配
人
や
料
理
長
候
補
に
つ
い
て
は
、早
速

数
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旧
従
業
員
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
掲
載
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
に
て
求
人
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　営
業
開
始
に
向
け
、フ
ロ
ン
ト
、宿
泊
予
約
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
発
注
を
終
え
て
、現
在
、営
業
許
可
、労
働
保
険

関
係
等
の
手
続
き
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
必
要
な
備

品
類
の
選
定
、決
定
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　村
と
し
て
も
奈
半
利
駅
や
国
道
沿
い
の
案
内
看
板
を

新
年
度
早
々
に
は
整
備
し
ま
す
。

9

　開
園
前
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
村
民
向
け
の
無
料
入

浴
や
、試
食
会
の
よ
う
な
催
し
の
計
画
は
あ
る
か
。

　ま
た
、従
前
の
入
浴
券
が
、新
た
な
温
泉
で
利
用
出
来

る
の
か
。

 

答

　村
長

　村
民
へ
の
披
露
は
、落
成
式
後
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
、こ
こ
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　入
浴
に
際
し
て
村
民
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
割
引
券
は
、平
成

３２
年
３
月
末
、開
館
か
ら
２
年
間
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　ふ
る
さ
と
納
税
の
前
年
度
の
実
績
は
、約
４
７
，０

０
０
千
円
で
、新
年
度
の
目
標
額
は
、下
方
修
正
し
て
、

４
０
，０
０
０
千
円
と
聞
い
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　地
方
創
生
の
提
唱
に
あ
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
で

日
本
を
元
気
」に
と
考
え
て
、地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、都

会
に
出
た
方
々
が
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ

税
制
を
通
じ
て
貢
献
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
意
義
と
し
て

①
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
税
の
使
わ

れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。税
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、納
税
の
大
切
さ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
。

②
生
ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力
に
な
れ
る
こ
と
。

③
自
治
体
間
の
競
争
が
進
む
こ
と
。

　と
国
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
北
川
村
は
、北
川
村
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
、応
援
団
に
な
っ
て
頂
く
方
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
と
共
に
、自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

北
川
村
が
生
き
残
る
為
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、こ

の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
年
に
な
り
ま
す
が
、農
作
物
や
ジ
ビ
エ
関
係
に
返

礼
品
を
広
げ
る
こ
と
で
、徐
々
に
農
業
者
や
村
の
狩
猟

関
係
者
な
ど
、村
民
が
返
礼
品
を
出
す
と
い
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　多
く
の
村
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、オ
ー
ル
北

川
村
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
も
出

来
る
だ
ろ
う
し
、高
齢
者
に
も
稼
ぎ
が
可
能
と
な
り
、農

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
繋
が
る
と
い
う
側

面
も
生
じ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
た
だ
単
に
産
品
を
売
っ
て
北
川
村
の
消
費

を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
度
の
目
標
額
に
つ
い
て
は
、返
礼
率
が
総
務
省

の
指
導
に
よ
り
３０
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加

え
て
、観
光
協
会
の
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
が
退
職

し
て
、受
託
で
き
な
く
な
り
、観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託

先
が
、決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
得
ら
れ
た
金

額
と
い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
、４
，０
０
０
万
円
に
設

定
し
ま
し
た
。
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　観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託
先
の
目
安
は
つ
い
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　

　新
た
な
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
の
変

わ
り
に
業
務
を
ま
か
せ
ら
れ
る
企
業
、あ
る
い
は
団
体

が
見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　継
続
で
き
る
組
織
、団
体
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
う
で

な
け
れ
ば
村
が
専
門
の
職
員
を
雇
用
す
る
と
い
う
形
で
、

直
接
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
月
中
に
早
急
に
判
断
し
、決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
・
小
・
中
一
体
化
教
育
に
つ
い
て

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
２９
年
度
に
視

察
さ
れ
た
視
察
先
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　高
知
市
の
土
佐
山
学
舎
、香
南
市
夜
須
小
中
学
校
、埼

玉
県
の
草
加
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　土
佐
山
学
舎
は
、小
中
同
じ
校
舎
で
、校
区
外
か
ら
の

流
入
者
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
高
知
市
の
特
認
校
に

な
っ
て
い
て
、外
国
語
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
て
校
区

外
か
ら
児
童
を
迎
え
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。日
常
的
に
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に
、小
学

校
の
先
生
が
中
学
校
に
、出
入
り
が
垣
根
な
く
出
来
て

い
ま
す
。

　夜
須
小
中
学
校
の
校
舎
は
、別
々
で
、位
置
が
離
れ
て

い
る
形
で
一
貫
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　草
加
市
は
、保
育
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま
で
の
一
体

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

は
な
か
な
か
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
時
間
の
か
か

る
大
変
難
し
い
分
野
だ
。

　子
供
達
へ
の
北
川
村
へ
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
中

岡
慎
太
郎
や
ゆ
ず
に
特
化
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　北
川
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
供
達
が
他
所
へ
い
っ

た
と
き
に
北
川
の
子
は
さ
す
が
、慎
太
郎
や
幕
末
、ゆ
ず

の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
北
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　ま
た
、例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
、鉛
筆
の
よ
う
な

グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
北
川
村
の
子
達
に
配
布
し
て
、慎
太

郎
や
ゆ
ず
の
こ
と
を
常
日
頃
、目
に
し
て
い
る
と
、意
識

も
芽
生
え
て
、定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　安
芸
市
は
、子
ど
も
達
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
関
す

る
下
敷
き
を
配
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
と
し
て
、中
学
生
の
海
外

派
遣
も
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ベ
ル
ニ
ー
へ
行
き
も
っ
と
交
流

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　特
徴
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、保
・
小
・
中
の
一
体
化

の
み
な
ら
ず
、今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で
す
。

　郷
土
愛
を
育
む
た
め
慎
太
郎
・
ゆ
ず
が
事
例
に
上
が

り
ま
し
た
。知
識
と
し
て
北
川
村
を
卒
業
す
る
子
ど
も

達
に
は
持
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　海
外
派
遣
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
英
語
研
修

で
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ジ
ベ
ル
ニ
ー
経
由
、あ
る
い

は
イ
ギ
リ
ス
経
由
ジ
ベ
ル
ニ
ー
と
い
う
形
が
取
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の

中
で
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
で
素
案
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
盛

り
込
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

9

　ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
が
平
成
３１
年
ま
で
と
聞

い
て
い
る
。平
成
３２
年
度
以
降
も
ゆ
ず
園
地
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
中
で
、今
後
も
、農
家
を
支
援
す
る
制

度
を
継
続
す
る
か
。

 

答

　村
長

　検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゆ
ず
専

業
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
を
作
ろ
う
と
い
う
の
が
機

軸
で
す
。今
後
専
業
農
家
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、あ
る

一
定
絞
っ
た
形
に
は
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
形
で
支
援
は
続
け
て
行
き
た
い
と
検
討
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　過
去
３
年
間
の
寄
附
実
績
額
と
使
い
方
の
指
定
及

び
資
金
活
用
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　総
務
課
長

　平
成
２７
年
度
は
２
９
０
千
円
、平
成
２８
年
度
は
２
２
，

５
４
５
千
円
、平
成
２９
年
３
月
４
日
現
在
、で
４
７
，７

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
目
的
別
に
つ
い
て
は
、１
次
産

業
に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
が
２

４
，１
０
０
千
円
で
す
。同
じ
く
自
然
環
境
に
９
，３
９

０
千
円
、教
育
文
化
振
興
に
４
，７
０
０
千
円
、福
祉
子

育
て
支
援
に
１
１
，２
０
０
千
円
、全
て
の
用
途
に
使
っ

て
貰
い
た
い
が
、１
３
，０
０
０
千
円
ほ
ど
で
す
。そ
の

他
指
定
無
し
が
９
，４
０
０
千
円
で
、合
計
約
７
２
，０

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
活
用
実
績
に
つ
い
て
は
、２
件

で
、平
成
２２
年
に
１
，６
６
０
千
円
で
福
祉
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　今
年
度
に
も
リ
フ
ト
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
両
を

４
，０
０
０
千
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

9

　教
育
文
化
の
分
野
で
、子
ど
も
達
に
対
し
て
北
川

な
ら
で
の
教
育
に
使
え
る
財
源
が
４
，７
０
０
千
円
ほ

ど
あ
り
ま
す
。３０
年
度
の
予
算
の
中
に
は
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、こ
の
財
源
を
利
用
し
た
事
業
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　１
次
産
業
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
各
課
か
ら
提

案
す
る
形
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　北
川
村
は
、納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
て
ど
の
位
の

割
合
の
返
礼
品
を
出
し
て
い
た
の
か
。

　返
礼
品
と
し
て
村
内
の
企
業
、個
人
か
ら
集
め
た
商

品
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　

　総
務
省
か
ら
の
通
達
の
３
割
以
前
は
、返
礼
率
は
５

割
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
は
池
田
柚
華
園
さ
ん
の
商
品
の
み
で
す
。

　平
成
２８
年
に
な
っ
て
か
ら
組
み
合
わ
せ
商
品
が
色
々

出
て
き
ま
し
た
。

　第
１
位
が
き
た
が
わ
ポ
ン
酢
セ
ッ
ト(

柚
華
園
ポ
ン

酢
２
本
＋
ゆ
ず
王
国
ポ
ン
酢
＋
う
ま
塩
ポ
ン
酢)

が
２

３
３
件
で
す
。

　２
位
が
モ
ネ
の
手
作
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
１
９
１

件
、３
位
が
ゆ
ず
王
国
の
柚
茶
セ
ッ
ト
で
１
４
０
件
。

　平
成
２９
年
に
な
っ
て
生
産
者
の
品
物
も
入
っ
て
い
ま

す
。順
位
別
に
１
位
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
の
３０
本
セ
ッ
ト
が

５
３
２
件
、２
位
が
ト
マ
ト
の
２
０
０
個
箱
、５
２
３
件
、

３
位
が
ゆ
ず
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
３
７
５
件
、４
位
に

猪
肉
ス
ラ
イ
ス
３
６
４
件
で
、生
産
者
の
も
の
も
人
気

商
品
と
し
て
上
位
に
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
、

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

9

　レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て
、入
園
者
数
に
対

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
率
、客
単
価
を
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　７
４
，７
０
０
人
の
有
料
の
入
園
者
数
の
内
、約
３５
％

の
利
用
率
で
、約
２
６
，０
０
０
人
と
推
計
し
、一
人
当

た
り
の
客
単
価
は
、約
１
，１
３
８
円
で
す
。

9

　計
算
式
は
あ
っ
て
い
る
が
、モ
ネ
の
庭
の
指
定
管

理
料
の
算
出
に
つ
い
て
は
、担
当
部
署
は
、年
間
の
実
績

書
が
、上
が
っ
て
き
た
ら
社
長
や
支
配
人
な
ど
の
経
営

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、年
間
の
入
園
者
数
や
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ
の
増
減
の
要
因
の
営

業
分
析
し
た
う
え
で
、翌
年
の
売
上
げ
数
の
目
標
値
を

立
て
て
、収
益
増
加
に
繋
げ
て
い
く
営
業
計
画
を
立
て

て
、積
み
上
げ
、算
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
に
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
や
予
算
委
員
会
で
も

そ
う
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

 

答

　村
長

　平
成
３０
年
度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
き
た
中
で
庭
に
関
し
て
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
お
り

ま
す
の
で
何
ら
問
題
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

9

　指
定
管
理
料
が
、お
か
し
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、

算
出
し
て
い
く
過
程
で
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。ど
ん
な

対
策
を
行
う
の
か
を
聞
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
指
定
管
理
料
に
か
か
る

部
分
に
つ
い
て
精
査
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

9

　２９
年
度
は
い
く
ら
の
補
助
金
、委
託
金
を
観
光
協

会
に
出
し
た
か
。

 

答

　産
業
課
長

　観
光
部
門
と
し
て
１
３
，９
２
８
千
円
、ふ
る
さ
と
納

税
部
門
で
２
５
，２
７
７
千
円
、合
計
３
９
，２
０
５
千

円
で
す
。

9

　先
の
議
員
質
問
で
、村
長
は
、運
営
が
脆
弱
な
団
体

に
は
補
助
金
、委
託
金
は
付
け
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
ま
す
。観
光
協
会
は
脆
弱
な
団
体
で
は
な
い

の
か
。

 

答

　村
長

　

　当
初
予
算
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、委
託
金
と

い
う
名
目
で
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
川
村
温
泉
開
設
準
備
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
支
配
人
及
び
料
理
長
は
、い
つ
採

用
す
る
予
定
か
、指
定
管
理
者
の
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ

ン
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

　ま
た
、開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
て
い

る
か
。実
質
あ
と
約
３
ヵ
月
だ
が
、プ
レ
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
早
急
に
作
ら
せ
て
、議
会
へ
も

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 

答

　副
村
長

　

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
か
ら
は
期
日
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

早
急
に
雇
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
ジ
ャ
ル
ダ

ン
と
調
整
確
認
を
し
て
決
定
し
た
も
の
を
議
会
に
も
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　温
泉
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
の
案
内
書
が
、元
従
業
員

達
に
送
ら
れ
て
来
た
と
聞
い
た
。

　元
従
業
員
の
個
人
情
報
が
、北
川
村
観
光
協
会
か
ら

き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
へ
漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、そ
の
案
内
書
に
は
、会
社
印
で
な
く
、和
田
社

長
の
個
人
印
が
、押
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
２
点
に
つ
い
て
回
答
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　温
泉
が
、閉
館
す
る
時
に
、再
開
時
に
は
、案
内
さ
せ

て
頂
く
事
で
、従
業
員
の
方
々
と
北
川
村
観
光
協
会
に

了
解
済
み
で
し
た
の
で
、情
報
漏
洩
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
押
印
に
つ
い
て
は
、個
人
印
で
出
さ

れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、指
導

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　営
業
許
可
や
予
約
受
付
体
制
に
つ
い
て
と
、こ
れ

ま
で
に
来
ら
れ
た
方
々
の
宿
泊
名
簿
が
、温
泉
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

 

答

　副
村
長  

　宿
泊
の
予
約
は
、建
物
完
成
後
、旅
館
業
の
許
可
を

取
っ
て
か
ら
に
な
り
、そ
の
許
可
が
な
い
と
正
式
な
予

約
受
付
と
い
う
の
は
出
来
ま
せ
ん
が
、準
備
と
し
て
、宿

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

進
め
て
お
り
、許
可
が
取
れ
た
ら
直
ぐ
に
予
約
体
制
が

取
れ
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。　宿

泊
者
名
簿
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
確

認
は
取
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

9

　営
業
許
可
は
い
つ
頃
取
れ
る
予
定
か
。

　ま
た
、北
川
村
温
泉
も
色
ん
な
時
代
を
経
て
き
て
、資

産
台
帳
の
整
理
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、新

し
い
行
政
財
産
と
し
て
、建
物
や
備
品
等
の
資
産
台
帳

を
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う
指
示
を
。

 

答

　副
村
長

　

　営
業
許
可
は
、６
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。建
築
の
確
認
、消
防
の
確
認
が
終
わ
っ

て
か
ら
約
１０
日
か
ら
２
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　資
産
台
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

し
っ
か
り
と
法
令
を
遵
守
し
て
適
切
な
取
扱
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て

9

　役
場
職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、管
理
職
員
を
集
め
た
課
長

会
等
の
場
で
、議
論
を
し
ま
し
た
。

　直
ぐ
着
手
で
き
る
も
の
と
し
て
、業
務
改
革
、事
務
の

見
直
し
、窓
口
業
務
、例
え
ば
税
務
業
務
で
す
け
れ
ど
も
、

証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
様
式
を
改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
も
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
よ
う
な
表
示
を
し
ま
し
た
。そ
れ
と
先
日
の
臨

時
議
会
の
時
に
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
入
札
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
対
し
て
は
、原
因
と
対
策
を
し
っ
か

り
と
分
析
し
、入
札
事
務
に
共
通
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　ミ
ス
を
し
た
ら
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
か
を
徹
底
的

に
洗
い
出
し
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、や
る
必
要
が
あ
る
。行
政
の
業
務
に

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。是
非
、課
長
会
で

全
部
署
共
通
の
課
題
と
し
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
、そ
う
い
う
も
れ
が
出
て
い
る
、気
の
緩
み
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　新
年
度
を
迎
え
、気
分
を
新
た
に
ミ
ス
の
な
い
よ
う

人
材
育
成
も
計
れ
る
よ
う
な
事
業
予
算
の
執
行
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
温
泉
新
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
温
泉
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

森
林
セ
ン
タ
ー「
北
川
温
泉
」施
設
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
８
，４
７
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
，４
１
０
，９
０
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、９
，８
７
７
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
６
４
，３
９
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
３
，３
８
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
，７
７
０
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
　

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，５
９
９
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，８
４
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，１
５
３
，７
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，２
２
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
９
，１
０
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
１
５
，６
５
０
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
２
，４
３
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

■
平
成
３０
年

１２
月
２１
日（
木
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

１２
月
２１
日（
木
）
　年
頭
挨
拶

　録
音

　（
北
川
村
役
場
）

１２
月
２１
日（
木
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
田
野
町
役
場
）

１２
月
２５
日（
月
）
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　

（
愛
光
園
）

１２
月
２５
日（
月
）
　平
成
２９
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
平
成
３０
年

１
月
３
日（
水
）
　北
川
村
成
人
式

　（
モ
ネ
の
庭
）

１
月
１０
日（
水
）
　中
国
四
国
農
政
局
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　（
圃
場
整
備
）
　（
岡
山
市
）

１
月
１４
日（
日
）
　出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
）

１
月
１５
日（
月
）
　全
員
協
議
会

　（
小
水
力
発
電
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

１
月
１７
日（
水
）
　自
動
車
道
整
備
促
進
勉
強
会

　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

中
芸
地
区
町
村
長
議
長
商
工
会
正
副

会
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

１
月
２３
日（
火
）、２４
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研

修

　（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

１
月
２６
日（
金
）
　奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

　
　

（
奈
半
利
町
）

１
月
３０
日（
火
）
　四
国
地
方
整
備
局
長
視
察

　
　
　
　

（
北
川
村
内
）

２
月
８
日（
木
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
視
察

　

（
徳
島
県

　橘
湾
火
力
発
電
所
、長

安
口
ダ
ム
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　

（
高
知
県
自
治
会
館
）

２
月
１５
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
北
川
村
議
会
臨
時

会

　

２
月
２２
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
６９
回
定

期
総
会

　

　
　
　
　
　
　
　町
村
長
町
村
議
会
議
長
大
会

　
　

（
高
知
市
）
　
　
　
　

２
月
２３
日（
木
）
　第
３７
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
自
治
会
館
）
　

２
月
２７
日（
火
）
　一
般
質
問
受
理

２
月
２７
日（
火
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２
月
２８
日（
水
）
　北
川
村
議
会
運
営
委
員
会

　

２
月
２８
日（
水
）
　全
員
協
議
会

　（
北
川
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

３
月
１
日（
木
）
　中
芸
高
等
学
校
卒
業
式

　（
田
野
町
）

３
月
２
日（
金
）
　平
成
３０
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

３
月
２
日（
木
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
北
川
村
役
場
）

３
月
４
日（
土
）
　や
な
せ
水
源
の
森
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

（
馬
路
村

　魚
梁
瀬
）

３
月
５
日（
日
）
　北
川
村
観
光
開
き

　（
モ
ネ
の
庭
）

平
成
３０
年

第
１
回
議
会
定
例
会

平
成
３０
年

第
１
回
議
会
臨
時
会

（
抜
粋
）

（
抜
粋
）

上村　　誠 村長

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　
　議
長

　岩
垣

　實
男



6
き

　  た
　  が

わ

7
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、２
月
１５
日
に
開

会
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）
　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

　平
成
３０
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
に
開
会
し
、

契
約
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

当
初
予
算
５
件
、条
例
６
件
の
議
案
の
審
議
が
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　９
日
に
は
、４
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま

し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・

■
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

　平
成
３０
年
度
は「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
実
行
３
年
目
、折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま

す
。　北

川
村
の
人
口
を
、過
去
５
年
の
出
生
数
や
死
亡
数

の
自
然
増
減
の
状
況
を
基
に
村
独
自
に
推
計
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、２
０
３
０
年
の
人
口
は
９
３
６
人（
１５
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
５２
人
）と
、国
の
推
計
よ
り
も
さ
ら
に

５
％
ほ
ど
低
い
値（
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
は
約
半

分
）と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、何
ら
対
応
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、当
初
の
想
定
よ
り
も
早
い
速
度

で
人
口
が
減
り
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　村
の
人
口
が
１
，０
０
０
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
足

掻
き
き
ら
な
け
れ
ば
、北
川
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
し
ま
い
ま
す
。残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。「
北

川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
作
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」こ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
徹
底
的
に
追
求
し
、政
策
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の

一
体
化
」な
ど
、戦
略
目
標
は
明
確
化
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
村
民
の
皆
様
に
そ
の
具
体
的
な
動
き
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　平
成
３０
年
度
は
、戦
略
全
体
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
村
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
の
実
現
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成  ３０
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、２
，１
５
３
，７
１
７
千
円（
前
年
度
当
初

予
算
比
△
８
７
２
，４
６
３
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、北
川
村
の
５
つ
の

基
本
政
策
①
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築 

②
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実 

③
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活

用 

④
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑤
日
本
一
元
気
な

長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　一
方
、こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
抑
制

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
村
債
残
高
の
減
少
、基

金
残
高
の
増
加
に
加
え
、国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
な

ど
、積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、当
面
の

財
政
運
営
は
健
全
な
状
況
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。 

　し
か
し
、本
村
予
算
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、小
規
模
な
市
町
村
に
有
利
で
あ
っ
た
算
定

項
目
が
廃
止
さ
れ
、平
成
３０
年
度
か
ら
約
１
億
円
減
少

と
な
る
見
通
し
で
、今
後
の
財
政
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、再
度
収

支
見
込
み
の
洗
い
出
し
を
行
い
、平
成
３０
年
度
予
算
は
、

村
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
に
対
応
で
き
る
様
、基
金

の
取
り
崩
し
や
今
年
度
予
算
の
繰
り
越
し
を
財
源
に

充
て
る
こ
と
で
、何
と
か
収
支
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　北
川
村
に
住
ん
で
働
き
、生
活
に
必
要
な
収
入
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、農
業
、特
に
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
ゆ
ず
の
振
興
を
軸
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　平

成
３０
年
度
か
ら
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る
基

盤
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、ゆ
ず
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
基
盤
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　村
内
各
地
域
に
基
盤
整
備
の
候
補
地
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、宗
ノ
上
、小
島
、二
タ
又
、久

江
ノ
上
の
４
地
区
で
あ
わ
せ
て
約
５
・
５
ha
を
整
備
す

る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　今
後
も
村
内
で
１
ha
の
耕
作
面
積
を
持
つ
専
業
農
家

１
０
０
軒
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、整
備
可
能
な
候
補
地

の
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、ゆ
ず
園
地
の

若
返
り
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
担
い
手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３１
年
度

後
半
か
ら
の
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、そ
し

て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住
者
、と
い
う

順
を
追
っ
て
規
模
拡
大
農
家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず
栽
培

の
技
術
的
な
支
援
や
大
規
模
な
園
地
に
必
要
な
機
械
類

の
導
入
に
よ
る
営
農
の
効
率
化
、省
力
化
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
な
評
価

を
得
て
い
る
高
知
大
学
と
新
規
就
農
者
に
対
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、省
力
化
の
た
め
の
機
械
整
備
に
必
要
な
経
費

の
助
成
制
度
を
平
成
３０
年
度
に
創
設
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、行
政
に
よ
る
支
援
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、村
全
体
に「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
気
運
を
醸
成
し
、行
政
と
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
機
関
も
加
え
、オ
ー
ル
北
川
村
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
学
習
機
会
を
確
保
し
、学
習
の
場
を
通
じ
て「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
ん
で
い
く
」「
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
自
主
的

に
進
ん
で
い
く
」と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
取
組
み
は
、す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
を
感
じ

に
く
い
分
野
で
も
あ
り
、現
段
階
で
は
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、

高
知
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
る
体
験
の
機
会
を
創
る
な
ど
、

地
域
で
学
ん
で
活
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、将

来
に
わ
た
り
北
川
村
の
学
校
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
を

目
標
に
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、少
子
化
が
一
層
進
む
教
育
環
境
を
踏
ま
え
、中

学
校
卒
業
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
、子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的
な
教
育
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
６
月
に
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
、教
育
関
係

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
北
川
村
保
小
中
一
体
化
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

各
教
育
機
関
の
抱
え
る
課
題
、ま
た
地
域
か
ら
見
た
課

題
な
ど
の
拾
い
出
し
を
進
め
る
一
方
、既
に
一
体
化
教

育
を
展
開
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
３０
年
度
は
、こ
れ
ら
の
課
題
整
理
や
先
進
地
に

お
け
る
参
考
点
を
踏
ま
え
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素

案
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
３２
年

度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、い

わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

る
課
題
に
い
か
に
対
応
で
き
る
か
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
や「
生
き
る
力
」、「
郷
土
愛
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
力
を
い
か
に
養
う
か
、社
会
生
活
に
お
い

て
必
要
と
な
る
力
の
基
礎
を
中
学
校
卒
業
時
に
全
員
が

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、今
、北
川
村
に
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
課
題
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　災
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
本
村
に
と
り
ま
し
て
、

村
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、道
路
や
住
宅
、水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、村
道
石
ノ
内
線
な
ど
村
内
の
道
路
改
良

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、石
ノ
内
沿
線

の
宅
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、耐
震
改
修
が
必
要
な
野
友
の
簡
易
水
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、詳
細
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。野
川
地

区
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、補
助
事
業

の
活
用
や
工
期
的
な
こ
と
も
考
え
、一
部
地
域
の
皆
様

に
は
お
待
た
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、平
成
３０
年

か
ら
３１
年
度
の
２
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

川
道
路
の
柏
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
和
田
地
区
ま

で
の
約
４
㎞
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　本
年
１
月
に
は
、国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
四
国
地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
野
根
〜
安
倉
間
に
つ
き
ま
し
て
、審
議

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
平
成
２６
年
８
月
に
小
島
地
区
で
発

生
し
た
災
害
な
ど
、国
道
４
９
３
号
に
は
複
数
の
危
険

箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、防
災
上
の
観
点
か

ら
野
根
〜
安
倉
間
の
整
備
の
在
り
方
が
審
議
さ
れ
、現

道
の
改
良
案
と
２
つ
の
バ
イ
パ
ス
整
備
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　村
と
し
て
も
、引
き
続
き
議
会
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、県
と
も
連
携
し
な
が
ら
粘
り
強
く
国

や
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
、地
域
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、個
人
、地

域
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
本
村
で
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、重
要
な「
共
助
」、助
け
合
い
も
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、守
っ
た
命
を
地
域
で
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
の
基
本
と
な
る
取
組
み
が
住
宅
の
耐
震
化
で
す
。

今
年
度
、全
地
区
の
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、平
成
３１
年
度
か
ら
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
金
の
制

度
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、出
来
る
だ
け
平
成

３０
年
度
中
に
耐
震
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
へ
の
周
知
方
法
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

す
。　ま

た
、非
常
時
の
通
信
手
段
で
あ
る
衛
星
携
帯
電
話

を
各
避
難
所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
訓
練

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　あ
わ
せ
ま
し
て
、防
災
学
習
会
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、避
難
所
に
設
置
す
べ
き
そ
の
他
の
資
機
材
に
つ
い

て
、自
主
防
災
組
織
で
も
検
証
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
防
災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。　こ

う
し
た
自
助
、共
助
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

同
時
に
、地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、大

規
模
災
害
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。こ

の
た
め
、平
成
３０
年
度
に
は
、実
際
現
場
で
復
旧
復
興
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

大
き
な
災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
や
今
後
の
防
災
体

制
の
構
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。免
許

を
お
持
ち
で
な
い
、あ
る
い
は
返
上
し
て
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
で
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、村
営
バ
ス
を
活
用
し
て
、公
共
交

通
や
福
祉
的
交
通
手
段
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
と
さ
れ
る「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
実
現
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
末
永
く
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、

６５
歳
以
上
に
占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
で
あ
る「
要
介

護
率
」が
全
国
で
一
番
低
い
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、今
年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　平
成
２８
年
度
の
北
川
村
の
要
介
護
率
は
１４
・
２
％
で

す
が
、総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末

に
は
、全
国
平
均
の
１３
・
３
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
対
策
と
し
て
重
要
な
特
定
健

診
の
受
診
率
を
平
成
２８
年
の
４６
・
４
％
か
ら
平
成
３１
年

に
は
約
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　村
で
雇
用
を
し
て
い
る
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
成
果
も
あ
り
、特
定
健
診
の
受
診
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
方
で
、健
診
受
診
者
の
問
診
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
生
活
改
善
意
欲
が
な
い
」と
お
答
え
た
方
の
割
合
が
男

性
で
５０
・
８
％
、女
性
で
３８
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、村
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
い
、と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、北
川
村
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
も
２
割
程
度
高
い
こ
と
、高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
症
状
で
病
院
を
受
診
す
る
割
合
が
、県
平
均
と
比
較

し
て
高
い
こ
と
、な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
３０
年
度
は「
健
康
意

識
の
向
上
」と「
健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
」を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　健
康
意
識
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推

進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
、ま
た
昨
年
度
よ
り
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
ん
検
診
の
無
料
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
ま
し
て
、健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
北
川
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」は
、さ
ら
に
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、取
組
み
を
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、若

い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
様
、こ

れ
ま
で
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
２０
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、専
門
的
な
視
点
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
な
ど
、自
ら
の
健
康
と
生
活
改
善
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
に
よ
る
健
診
結
果
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。さ
ら
に
、２０
歳
か
ら
５０
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
を

中
心
に
し
た
運
動
や
食
に
関
す
る
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
、健
康
づ
く
り
に
取
組
む
自
発
的
な
活
動
を
後
押

し
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

・・ 

行
政
報
告 

・・

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　昨
年
、村
内
で
は
豪
雨
に
よ
り
村
道
１
件
、林
道
４
件

の
計
５
件
が
被
災
し
、林
道
の
う
ち
１
件
は
す
で
に
工

事
が
完
成
し
、年
度
内
に
さ
ら
に
１
件
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。残
り
の
林
道
２
件
及
び
村
道
１
件
に
つ
き
ま

し
て
も
契
約
済
み
で
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、２
月
末
現
在
で
村
内

所
有
者
の
う
ち
耐
震
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震
診
断
１７
件

（
累
計
１
８
７
件
／
３
９
０
件（
４７
・
９
％
））、改
修
工
事

１１
件（
累
計
６５
件
／
３
９
０
件（
１６
・
６
％
））と
な
っ
て

い
ま
す
。

　野
友
、小
島
、島
地
区
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、勉
強
会
や
防
災
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
様
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
住
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　住
民
の
皆
様
の
移
動
手
段
を
守
る
方
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、久
木
線
の
往
復
一
便
を
定
時
定
路
線
と
し
、

デ
マ
ン
ド
区
間
及
び
福
祉
的
バ
ス
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

実
施
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　本
年
５
月
頃
を
目
途
に
村
民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、運
賃
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
賜
る
と
と
も
に
、財
政
運
営
を
鑑
み
つ
つ
改
善
で

き
る
点
は
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　特
定
健
診
の
受
診
率
は
２
月
調
査
分
で
４５
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、前
年
度
同
時
期
の
３８
・
６
％
と
比
較
し
て

約
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、約
４
か
月
間
で
延
べ
４８
人

の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
る
方
も
お
り
、健
康
意
欲
の
増
進

に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て
、今
後
も
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　野
友
地
区
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
基
盤
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、地
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、村
に
売
却
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

約
半
数
、ま
た
代
替
地
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
、当

地
域
で
の
耕
作
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
中
旬
に
県
安
芸
土
木
事
務
所
が
奈
半
利
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
予
定
箇
所
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

さ
る
３
月
１
日
に
、地
権
者
や
地
区
の
総
代
、南
部
地
区

土
地
改
良
区
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　小
規
模
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、今
年
度
、加
茂
地

区
と
西
谷
地
区
の
２
件
の
整
備
を
実
施
し
、新
規
就
農

者
が
今
年
か
ら
ゆ
ず
を
植
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。平
成
３０
年
度
は
、早
期
に
実
施
可
能
性
が
高
い
加
茂
、

野
川
の
２
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
若
返
り
を
目
的
と
し
た
苗
木
購
入
に
対

す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
希
望
数
は
５
，

１
７
３
本
と
な
り
、そ
の
全
て
を
供
給
で
き
る
見
通
し

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
末
時
点

に
お
い
て
６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円
と
な
り
、

目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１６
日

の
落
成
式
、そ
し
て
６
月
２６
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
開
業
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
る
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
川
村
観
光
び
ら

き
に
は
約
２
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。会

場
で
は
、村
内
の
商
店
、加
工
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
川
村
の
特
産
品
で
来
場
者
を
も
て

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
平
成
２９
年
度
の
入
園
者
数
は
７
４
，７

０
０
人
と
な
り
、 

目
標
の
６
５
，０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、昨
年
４
月

の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、幕

末
維
新
博
と
の
連
動
企
画
に
よ
る
集
客
効
果
、さ
ら
に
、

県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
し
て

き
た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
や
移
住
相
談
会
の
参
加
に
よ
り
、今
年
度
の

相
談
件
数
は
３１
件
、こ
の
う
ち
、ゆ
ず
の
就
農
相
談
が
１６

件
あ
り
ま
し
た
。移
住
実
績
は
４
組
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、久
府
付
地
区
２
戸

と
野
川
地
区
の
１
戸
の
住
宅
改
修
が
完
了
し
、う
ち
、２

戸
に
入
居
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
に
整
備
予
定

の
野
友
地
区
及
び
久
府
付
地
区
の
各
１
戸
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
入
札
を
行
い
、工
事
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、小
島
の
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、３
月

末
に
完
成
し
、地
区
の
浄
化
槽
の
整
備
が
完
了
す
る
６

月
か
ら
稼
働
す
る
見
込
み
で
す
。

　既
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
１
名
が
村
内
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、４
月
よ
り
２
人
目
の
隊
員
が
着

任
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
度
は
２

人
体
制
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
中
岡
慎
太
郎
に
つ
い
て
）

　中
岡
慎
太
郎
館
は
、昨
年
３
月
４
日
に
開
幕
し
ま
し

た「
志
国
高
知

　幕
末
維
新
博
」の
地
域
会
場
と
し
て
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、来
館
者
数
は
２
月
末
現

在
で
９
，２
７
８
人（
前
年
同
期
比
７０
・
３
％
増
）と
な
っ

て
お
り
、好
調
を
持
続
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
平
成
３１
年
度
末
ま
で
続
く「
志
国
高
知

　幕

末
維
新
博
」の
期
間
中
、企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、情
報
発
信
と
来
館
者
の

増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
）

　５
月
１３
日
の
大
会
開
催
に
向
け
、住
民
説
明
会
の
開

催
、協
賛
企
業
の
募
集
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
業
務
に
つ
い
て
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

は
、３
月
１
日
時
点
で
次
の
と
お
り
で
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て

9

　小
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、北
川
村
温
泉
の

オ
ー
プ
ン
も
近
づ
き
集
客
に
期
待
が
持
て
る
が
再
開
の

予
定
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
は
、６
月
に
北

川
村
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、高
知
県
が
、ポ
ス
ト
維
新
博
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
や

自
然
体
験
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
小
島
地
区
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　し

か
し
、こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
豪
雨
に
よ
っ

て
流
失
し
た
こ
と
が
、記
憶
に
あ
る
中
で
は
５
回
あ
り

ま
す
。度
々
発
生
し
て
い
る
水
害
、平
成
２６
年
の
道
路
が

決
壊
し
た
災
害
に
つ
い
て
、そ
の
対
策
が
い
ま
だ
に
検

討
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、直
ぐ
に
再
開
さ
せ

る
事
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
後
、中
北
部
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活

性
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
鑑
み
、安
全
確
保
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　温
泉
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、キ
ャ
ン
プ
場
で
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
、キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
と
が

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。安
全
が
確
認
で

き
れ
ば
、是
非
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

9

　村
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、昨
年
１０
月
ダ
イ
ヤ
改
正

さ
れ
、そ
の
後
、利
用
者
が
ど
の
様
に
改
善
さ
れ
た
か
。

ま
た
、久
木
発
６
時
５０
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、平
成
２７
年
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、移
動
に
要
す
る
負
担
を
軽
減
し
、

公
営
性
を
保
た
せ
る
こ
と
か
ら
、同
年
に
運
賃
の
上
限

を
３
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。そ

の
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
行
政
座
談
会
で
の
声
を
受

け
、久
木
線
で
の
上
下
線
１
便
の
定
時
定
路
線
化
、デ
マ

ン
ド
区
間
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
、宗
ノ
上
築
溜
や
西

谷
地
区
へ
の
運
行
区
間
の
拡
張
、福
祉
的
バ
ス
の
運
行

開
始
な
ど
の
新
た
な
運
行
体
型
を
構
築
し
、昨
年
１０
月

に
実
証
運
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
鍋
以
北
の
状
況
は

実
証
運
行
開
始
か
ら
３
ヵ
月
間
で
対
前
年
比
１
０
２
・

５
％
、１
月
以
降
は
前
年
並
の
乗
車
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、自
然
減
が
進
む
地
域
人
口
を
考
え
れ
ば
利
用

頻
度
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
福
祉
的
バ
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、周
知
を
徹
底
す
れ
ば
利
用
者
数
は
伸
び
る
と
推
測

し
て
い
ま
す
。築
溜
、西
谷
に
つ
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
区
間
と
な
り
ま
す
が
、地
域

人
口
に
応
じ
た
利
用
者
数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運
行

形
態
を
切
り
替
え
て
約
５
ヵ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、利
用

者
の
反
応
は
デ
マ
ン
ド
区
間
で
上
下
１
便
を
定
路
線
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、「
予
約
す
る
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、村
営

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
夏
ま
で
に
利
用
状

況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　次
に
、早
朝
の
運
転
手
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
に
必
要
な
対
応
が
お
こ
な
え
る
よ
う
反
映
し
て
い

ま
す
。委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
、土
日
な
ど
こ

れ
ま
で
に
全
く
利
用
が
な
い
便
の
デ
マ
ン
ド
化
や
、運

行
便
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
軽
減
負

担
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、冬
場
の
運
行
は
、道
路
の
凍

結
が
あ
っ
て
危
険
で
、平
鍋
か
ら
北
部
へ
は
、大
型
ダ
ン

プ
カ
ー
が
頻
繁
に
通
っ
て
い
て
、す
れ
違
い
が
多
く
、ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
行
き
違
い
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。デ
マ
ン
ド
な
ら
乗
客
は
、確
実
に
乗

れ
る
。定
時
バ
ス
は
、乗
客
が
出
て
い
な
い
と
、素
通
り

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、費
用
の
問
題
も
あ
り
、デ
マ

ン
ド
で
運
行
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　今
年
は
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

大
変
苦
慮
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。注
意
し
て
運
行
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、先
ほ
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
交
通
会
議
も
開
い
て
運
行

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　冬
場
の
凍
結
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と

か
、チ
ェ
ー
ン
を
車
に
乗
せ
て
お
く
と
い
う
対
策
も
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、デ
マ
ン
ド
運
行
が
い
い
の
か
、あ
る
い
は
一
便
だ
け

で
も
定
時
定
路
線
化
の
方
向
が
い
い
の
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　出
来
る
だ
け
村
民
の
利
便
性
を
考
え
た
対
応
を
図
る

べ
く
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

北
川
村
の
観
光
に
つ
い
て
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　北
川
村
は
モ
ネ
、北
川
村
温
泉
、中
岡
慎
太
郎
と
十

分
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、中
岡
慎
太
郎
は
、他
の
２
つ

よ
り
少
し
弱
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。中
岡
慎
太
郎
を

も
っ
と
表
に
出
し
て
北
川
村
の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　

　村
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る

昭
和
４２
年
に
中
岡
記
念
館
と
し
て
生
家
の
復
元
を
行
い
、

そ
れ
以
降
、慎
太
郎
読
本
の
発
刊
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
本
村
が
誇
る
全
国
区
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　特
に
慎
太
郎
の
盟
友
と
い
わ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
生
誕

１
５
０
年
が
迫
り
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
６０
年
頃
、

龍
馬
に
続
け
と
地
域
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
ふ
る
さ
と
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
、そ
れ

ぞ
れ
各
行
政
団
体
に
資
金
が
国
か
ら
配
ら
れ
、そ
の
資

金
活
用
に
お
い
て
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
高

い
支
持
が
あ
っ
た
中
岡
慎
太
郎
館
を
建
設
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、中
岡
慎
太
郎
を
顕
彰
し
て
功
績

や
人
と
な
り
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
、そ
し
て
伝

承
し
続
け
る
為
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　開
館
し
た
平
成
６
年
に
は
来
館
者
が
約
３
万
人
を
超

え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、平
成
２２
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
年
に
県
を
挙

げ
て「
龍
馬
で
あ
い
博
」と
い
う
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
博
に
併
せ
て
集
客
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、観
光
の
一
素
材
と
し
て
時
折
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　現
在
開
催
中
の「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」に
お
い
て

は
、地
域
会
場
に
位
置
づ
け
て
頂
い
て
、入
館
者
数
も
１

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。歴
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
覧
会
等
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
入
館
者
数
は
増
え
、

ま
た
そ
れ
が
終
わ
る
と
少
し
減
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
、花
家
紋
や
中
岡
慎
太
郎
館
の
年
間
を
通
じ

た
企
画
展
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、そ
れ
と
並
行
し

て
村
内
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
地
道
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
し
た
結
果
、特
に
こ
の
幕
末
維
新
博
の
開
催
に

よ
り
対
前
年
比
７
割
増
し
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　観
光
と
中
岡
慎
太
郎
の
顕
彰
、慎
太
郎
館
に
は
目
的

が
二
つ
有
り
ま
す
。し
か
し
根
幹
と
な
る
、中
岡
慎
太
郎

先
生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
為
の
施
設
と
し
て
今
後

の
展
開
に
お
い
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、交
流
人
口
の
拡

大
に
目
を
向
け
、村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅

持
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　館
の
み
で
な
く
、館
を
取
り
巻
く
人
、他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
事
に
対
し
て
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。支
援
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

 

答

　村
長

　中
岡
慎
太
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
、あ
る
い
は
地
域
の
方
、そ
う
し
た
方
々

の
支
援
が
あ
っ
て
今
が
在
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
き
ま
し
て
は
共
に

携
え
て
、時
に
は
主
に
な
っ
て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　村
と
し
て
は
顕
彰
会
が
、任
意
団
体
で
あ
っ
た
時
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
き
に
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、き
ち
っ
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
、議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
頂
き
、中
岡
慎
太
郎
生
家
の
指
定
管
理
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
で
、今
後
も
き
ち
ん
と
確
固
た
る
持
続

で
き
る
組
織
と
し
て
形
成
し
て
頂
い
て
、共
に
今
後
も

携
え
て
中
岡
慎
太
郎
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、中
岡

慎
太
郎
の
顕
彰
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
や
っ
て
い
る
微
々
た
る
行

動
で
も
、や
は
り
持
続
し
て
行
っ
て
村
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
、温
泉
・
モ
ネ
・
慎
太
郎
は
、北
川
村
の
観
光
の
中

心
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
。

　顕
彰
会
は
、今
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。顕

彰
会
の
組
織
を
弱
ら
せ
な
い
為
に
事
務
局
長
を
も
う
１

人
雇
用
し
て
頂
き
た
い
、そ
う
し
な
い
と
持
続
し
て
い

け
な
い
。

 

答

　村
長

　村
と
し
て
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
い
て
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
大
変
ご
苦
労
も
な
さ
り
、組
織
を
ま
と
め

て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
一
同
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
し
、今
も
地
道
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
き

ち
っ
と
持
続
で
き
る
団
体
に
な
る
為
に
基
盤
を
作
る
準

備
段
階
で
も
あ
っ
た
、そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
し
て
頂

い
た
上
で
議
員
の
皆
様
も
賛
同
し
て
頂
い
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。脆
弱
な
団
体
に
指
定
管
理
、あ
る
い
は
補
助
金
を
継

続
し
て
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
の
予
算
査
定
に
お
い
て
顕
彰
会
か
ら
こ
う
い
う

ふ
う
に
持
続
出
来
る
組
織
に
な
り
た
い
か
ら
、こ
う
い

う
支
援
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
出
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
努
力
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
の
段
階
に
進
め
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
。現
状
の
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
脆
弱
な

体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
支
出
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。体
質
の
改
善
の
見
込
み
が
立
ち
、こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き

れ
ば
、３０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
執
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
し
、さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
企
画
、提
案
が
な
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
支
援
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　顕
彰
会
自
体
が
活
動
と
し
て
生
家
の
管
理
、あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
等
懸
命
に
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
き
た
と

い
う
の
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、今
後
も
そ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　た
だ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と

な
っ
て
い
る
今
、本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
持
続
で

き
る
形
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と

言
う
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　や
は
り
村
が
き
ち
っ
と
対
処
し
て
い
く
た
め
に
初
志

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手
を
携
え
て
今
後
も

や
っ
て
い
け
る
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

北
川
村
温
泉
に
つ
い
て
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　北
川
村
温
泉
の
開
館
の
準
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　２
月
１
日
に
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と
北
川
村
温
泉

の
指
定
管
理
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、担
当
者
を
雇

用
し
て
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
採
用
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求
人
掲
載

を
依
頼
し
、支
配
人
や
料
理
長
候
補
に
つ
い
て
は
、早
速

数
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旧
従
業
員
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
掲
載
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
に
て
求
人
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　営
業
開
始
に
向
け
、フ
ロ
ン
ト
、宿
泊
予
約
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
発
注
を
終
え
て
、現
在
、営
業
許
可
、労
働
保
険

関
係
等
の
手
続
き
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
必
要
な
備

品
類
の
選
定
、決
定
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　村
と
し
て
も
奈
半
利
駅
や
国
道
沿
い
の
案
内
看
板
を

新
年
度
早
々
に
は
整
備
し
ま
す
。

9

　開
園
前
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
村
民
向
け
の
無
料
入

浴
や
、試
食
会
の
よ
う
な
催
し
の
計
画
は
あ
る
か
。

　ま
た
、従
前
の
入
浴
券
が
、新
た
な
温
泉
で
利
用
出
来

る
の
か
。

 

答

　村
長

　村
民
へ
の
披
露
は
、落
成
式
後
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
、こ
こ
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　入
浴
に
際
し
て
村
民
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
割
引
券
は
、平
成

３２
年
３
月
末
、開
館
か
ら
２
年
間
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　ふ
る
さ
と
納
税
の
前
年
度
の
実
績
は
、約
４
７
，０

０
０
千
円
で
、新
年
度
の
目
標
額
は
、下
方
修
正
し
て
、

４
０
，０
０
０
千
円
と
聞
い
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　地
方
創
生
の
提
唱
に
あ
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
で

日
本
を
元
気
」に
と
考
え
て
、地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、都

会
に
出
た
方
々
が
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ

税
制
を
通
じ
て
貢
献
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
意
義
と
し
て

①
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
税
の
使
わ

れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。税
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、納
税
の
大
切
さ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
。

②
生
ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力
に
な
れ
る
こ
と
。

③
自
治
体
間
の
競
争
が
進
む
こ
と
。

　と
国
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
北
川
村
は
、北
川
村
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
、応
援
団
に
な
っ
て
頂
く
方
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
と
共
に
、自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

北
川
村
が
生
き
残
る
為
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、こ

の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
年
に
な
り
ま
す
が
、農
作
物
や
ジ
ビ
エ
関
係
に
返

礼
品
を
広
げ
る
こ
と
で
、徐
々
に
農
業
者
や
村
の
狩
猟

関
係
者
な
ど
、村
民
が
返
礼
品
を
出
す
と
い
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　多
く
の
村
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、オ
ー
ル
北

川
村
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
も
出

来
る
だ
ろ
う
し
、高
齢
者
に
も
稼
ぎ
が
可
能
と
な
り
、農

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
繋
が
る
と
い
う
側

面
も
生
じ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
た
だ
単
に
産
品
を
売
っ
て
北
川
村
の
消
費

を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
度
の
目
標
額
に
つ
い
て
は
、返
礼
率
が
総
務
省

の
指
導
に
よ
り
３０
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加

え
て
、観
光
協
会
の
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
が
退
職

し
て
、受
託
で
き
な
く
な
り
、観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託

先
が
、決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
得
ら
れ
た
金

額
と
い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
、４
，０
０
０
万
円
に
設

定
し
ま
し
た
。

9

　観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託
先
の
目
安
は
つ
い
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　

　新
た
な
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
の
変

わ
り
に
業
務
を
ま
か
せ
ら
れ
る
企
業
、あ
る
い
は
団
体

が
見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　継
続
で
き
る
組
織
、団
体
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
う
で

な
け
れ
ば
村
が
専
門
の
職
員
を
雇
用
す
る
と
い
う
形
で
、

直
接
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
月
中
に
早
急
に
判
断
し
、決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
・
小
・
中
一
体
化
教
育
に
つ
い
て

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
２９
年
度
に
視

察
さ
れ
た
視
察
先
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　高
知
市
の
土
佐
山
学
舎
、香
南
市
夜
須
小
中
学
校
、埼

玉
県
の
草
加
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　土
佐
山
学
舎
は
、小
中
同
じ
校
舎
で
、校
区
外
か
ら
の

流
入
者
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
高
知
市
の
特
認
校
に

な
っ
て
い
て
、外
国
語
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
て
校
区

外
か
ら
児
童
を
迎
え
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。日
常
的
に
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に
、小
学

校
の
先
生
が
中
学
校
に
、出
入
り
が
垣
根
な
く
出
来
て

い
ま
す
。

　夜
須
小
中
学
校
の
校
舎
は
、別
々
で
、位
置
が
離
れ
て

い
る
形
で
一
貫
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　草
加
市
は
、保
育
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま
で
の
一
体

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

は
な
か
な
か
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
時
間
の
か
か

る
大
変
難
し
い
分
野
だ
。

　子
供
達
へ
の
北
川
村
へ
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
中

岡
慎
太
郎
や
ゆ
ず
に
特
化
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　北
川
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
供
達
が
他
所
へ
い
っ

た
と
き
に
北
川
の
子
は
さ
す
が
、慎
太
郎
や
幕
末
、ゆ
ず

の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
北
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　ま
た
、例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
、鉛
筆
の
よ
う
な

グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
北
川
村
の
子
達
に
配
布
し
て
、慎
太

郎
や
ゆ
ず
の
こ
と
を
常
日
頃
、目
に
し
て
い
る
と
、意
識

も
芽
生
え
て
、定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　安
芸
市
は
、子
ど
も
達
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
関
す

る
下
敷
き
を
配
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
と
し
て
、中
学
生
の
海
外

派
遣
も
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ベ
ル
ニ
ー
へ
行
き
も
っ
と
交
流

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　特
徴
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、保
・
小
・
中
の
一
体
化

の
み
な
ら
ず
、今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で
す
。

　郷
土
愛
を
育
む
た
め
慎
太
郎
・
ゆ
ず
が
事
例
に
上
が

り
ま
し
た
。知
識
と
し
て
北
川
村
を
卒
業
す
る
子
ど
も

達
に
は
持
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　海
外
派
遣
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
英
語
研
修

で
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ジ
ベ
ル
ニ
ー
経
由
、あ
る
い

は
イ
ギ
リ
ス
経
由
ジ
ベ
ル
ニ
ー
と
い
う
形
が
取
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の

中
で
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
で
素
案
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
盛

り
込
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

9

　ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
が
平
成
３１
年
ま
で
と
聞

い
て
い
る
。平
成
３２
年
度
以
降
も
ゆ
ず
園
地
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
中
で
、今
後
も
、農
家
を
支
援
す
る
制

度
を
継
続
す
る
か
。

 

答

　村
長

　検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゆ
ず
専

業
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
を
作
ろ
う
と
い
う
の
が
機

軸
で
す
。今
後
専
業
農
家
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、あ
る

一
定
絞
っ
た
形
に
は
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
形
で
支
援
は
続
け
て
行
き
た
い
と
検
討
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　過
去
３
年
間
の
寄
附
実
績
額
と
使
い
方
の
指
定
及

び
資
金
活
用
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　総
務
課
長

　平
成
２７
年
度
は
２
９
０
千
円
、平
成
２８
年
度
は
２
２
，

５
４
５
千
円
、平
成
２９
年
３
月
４
日
現
在
、で
４
７
，７

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
目
的
別
に
つ
い
て
は
、１
次
産

業
に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
が
２

４
，１
０
０
千
円
で
す
。同
じ
く
自
然
環
境
に
９
，３
９

０
千
円
、教
育
文
化
振
興
に
４
，７
０
０
千
円
、福
祉
子

育
て
支
援
に
１
１
，２
０
０
千
円
、全
て
の
用
途
に
使
っ

て
貰
い
た
い
が
、１
３
，０
０
０
千
円
ほ
ど
で
す
。そ
の

他
指
定
無
し
が
９
，４
０
０
千
円
で
、合
計
約
７
２
，０

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
活
用
実
績
に
つ
い
て
は
、２
件

で
、平
成
２２
年
に
１
，６
６
０
千
円
で
福
祉
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　今
年
度
に
も
リ
フ
ト
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
両
を

４
，０
０
０
千
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

9

　教
育
文
化
の
分
野
で
、子
ど
も
達
に
対
し
て
北
川

な
ら
で
の
教
育
に
使
え
る
財
源
が
４
，７
０
０
千
円
ほ

ど
あ
り
ま
す
。３０
年
度
の
予
算
の
中
に
は
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、こ
の
財
源
を
利
用
し
た
事
業
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　１
次
産
業
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
各
課
か
ら
提

案
す
る
形
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　北
川
村
は
、納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
て
ど
の
位
の

割
合
の
返
礼
品
を
出
し
て
い
た
の
か
。

　返
礼
品
と
し
て
村
内
の
企
業
、個
人
か
ら
集
め
た
商

品
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　

　総
務
省
か
ら
の
通
達
の
３
割
以
前
は
、返
礼
率
は
５

割
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
は
池
田
柚
華
園
さ
ん
の
商
品
の
み
で
す
。

　平
成
２８
年
に
な
っ
て
か
ら
組
み
合
わ
せ
商
品
が
色
々

出
て
き
ま
し
た
。

　第
１
位
が
き
た
が
わ
ポ
ン
酢
セ
ッ
ト(

柚
華
園
ポ
ン

酢
２
本
＋
ゆ
ず
王
国
ポ
ン
酢
＋
う
ま
塩
ポ
ン
酢)

が
２

３
３
件
で
す
。

　２
位
が
モ
ネ
の
手
作
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
１
９
１

件
、３
位
が
ゆ
ず
王
国
の
柚
茶
セ
ッ
ト
で
１
４
０
件
。

　平
成
２９
年
に
な
っ
て
生
産
者
の
品
物
も
入
っ
て
い
ま

す
。順
位
別
に
１
位
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
の
３０
本
セ
ッ
ト
が

５
３
２
件
、２
位
が
ト
マ
ト
の
２
０
０
個
箱
、５
２
３
件
、

３
位
が
ゆ
ず
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
３
７
５
件
、４
位
に

猪
肉
ス
ラ
イ
ス
３
６
４
件
で
、生
産
者
の
も
の
も
人
気

商
品
と
し
て
上
位
に
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
、

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

9

　レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て
、入
園
者
数
に
対

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
率
、客
単
価
を
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　７
４
，７
０
０
人
の
有
料
の
入
園
者
数
の
内
、約
３５
％

の
利
用
率
で
、約
２
６
，０
０
０
人
と
推
計
し
、一
人
当

た
り
の
客
単
価
は
、約
１
，１
３
８
円
で
す
。

9

　計
算
式
は
あ
っ
て
い
る
が
、モ
ネ
の
庭
の
指
定
管

理
料
の
算
出
に
つ
い
て
は
、担
当
部
署
は
、年
間
の
実
績

書
が
、上
が
っ
て
き
た
ら
社
長
や
支
配
人
な
ど
の
経
営

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、年
間
の
入
園
者
数
や
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ
の
増
減
の
要
因
の
営

業
分
析
し
た
う
え
で
、翌
年
の
売
上
げ
数
の
目
標
値
を

立
て
て
、収
益
増
加
に
繋
げ
て
い
く
営
業
計
画
を
立
て

て
、積
み
上
げ
、算
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
に
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
や
予
算
委
員
会
で
も

そ
う
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

 

答

　村
長

　平
成
３０
年
度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
き
た
中
で
庭
に
関
し
て
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
お
り

ま
す
の
で
何
ら
問
題
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

9

　指
定
管
理
料
が
、お
か
し
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、

算
出
し
て
い
く
過
程
で
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。ど
ん
な

対
策
を
行
う
の
か
を
聞
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
指
定
管
理
料
に
か
か
る

部
分
に
つ
い
て
精
査
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

9

　２９
年
度
は
い
く
ら
の
補
助
金
、委
託
金
を
観
光
協

会
に
出
し
た
か
。

 

答

　産
業
課
長

　観
光
部
門
と
し
て
１
３
，９
２
８
千
円
、ふ
る
さ
と
納

税
部
門
で
２
５
，２
７
７
千
円
、合
計
３
９
，２
０
５
千

円
で
す
。

9

　先
の
議
員
質
問
で
、村
長
は
、運
営
が
脆
弱
な
団
体

に
は
補
助
金
、委
託
金
は
付
け
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
ま
す
。観
光
協
会
は
脆
弱
な
団
体
で
は
な
い

の
か
。

 

答

　村
長

　

　当
初
予
算
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、委
託
金
と

い
う
名
目
で
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
川
村
温
泉
開
設
準
備
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
支
配
人
及
び
料
理
長
は
、い
つ
採

用
す
る
予
定
か
、指
定
管
理
者
の
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ

ン
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

　ま
た
、開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
て
い

る
か
。実
質
あ
と
約
３
ヵ
月
だ
が
、プ
レ
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
早
急
に
作
ら
せ
て
、議
会
へ
も

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 

答

　副
村
長

　

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
か
ら
は
期
日
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

早
急
に
雇
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
ジ
ャ
ル
ダ

ン
と
調
整
確
認
を
し
て
決
定
し
た
も
の
を
議
会
に
も
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　温
泉
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
の
案
内
書
が
、元
従
業
員

達
に
送
ら
れ
て
来
た
と
聞
い
た
。

　元
従
業
員
の
個
人
情
報
が
、北
川
村
観
光
協
会
か
ら

き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
へ
漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、そ
の
案
内
書
に
は
、会
社
印
で
な
く
、和
田
社

長
の
個
人
印
が
、押
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
２
点
に
つ
い
て
回
答
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　温
泉
が
、閉
館
す
る
時
に
、再
開
時
に
は
、案
内
さ
せ

て
頂
く
事
で
、従
業
員
の
方
々
と
北
川
村
観
光
協
会
に

了
解
済
み
で
し
た
の
で
、情
報
漏
洩
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
押
印
に
つ
い
て
は
、個
人
印
で
出
さ

れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、指
導

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　営
業
許
可
や
予
約
受
付
体
制
に
つ
い
て
と
、こ
れ

ま
で
に
来
ら
れ
た
方
々
の
宿
泊
名
簿
が
、温
泉
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

 

答

　副
村
長  

　宿
泊
の
予
約
は
、建
物
完
成
後
、旅
館
業
の
許
可
を

取
っ
て
か
ら
に
な
り
、そ
の
許
可
が
な
い
と
正
式
な
予

約
受
付
と
い
う
の
は
出
来
ま
せ
ん
が
、準
備
と
し
て
、宿

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

進
め
て
お
り
、許
可
が
取
れ
た
ら
直
ぐ
に
予
約
体
制
が

取
れ
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。　宿

泊
者
名
簿
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
確

認
は
取
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

9

　営
業
許
可
は
い
つ
頃
取
れ
る
予
定
か
。

　ま
た
、北
川
村
温
泉
も
色
ん
な
時
代
を
経
て
き
て
、資

産
台
帳
の
整
理
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、新

し
い
行
政
財
産
と
し
て
、建
物
や
備
品
等
の
資
産
台
帳

を
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う
指
示
を
。

 

答

　副
村
長

　

　営
業
許
可
は
、６
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。建
築
の
確
認
、消
防
の
確
認
が
終
わ
っ

て
か
ら
約
１０
日
か
ら
２
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　資
産
台
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

し
っ
か
り
と
法
令
を
遵
守
し
て
適
切
な
取
扱
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て

9

　役
場
職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、管
理
職
員
を
集
め
た
課
長

会
等
の
場
で
、議
論
を
し
ま
し
た
。

　直
ぐ
着
手
で
き
る
も
の
と
し
て
、業
務
改
革
、事
務
の

見
直
し
、窓
口
業
務
、例
え
ば
税
務
業
務
で
す
け
れ
ど
も
、

証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
様
式
を
改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
も
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
よ
う
な
表
示
を
し
ま
し
た
。そ
れ
と
先
日
の
臨

時
議
会
の
時
に
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
入
札
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
対
し
て
は
、原
因
と
対
策
を
し
っ
か

り
と
分
析
し
、入
札
事
務
に
共
通
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　ミ
ス
を
し
た
ら
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
か
を
徹
底
的

に
洗
い
出
し
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、や
る
必
要
が
あ
る
。行
政
の
業
務
に

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。是
非
、課
長
会
で

全
部
署
共
通
の
課
題
と
し
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
、そ
う
い
う
も
れ
が
出
て
い
る
、気
の
緩
み
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　新
年
度
を
迎
え
、気
分
を
新
た
に
ミ
ス
の
な
い
よ
う

人
材
育
成
も
計
れ
る
よ
う
な
事
業
予
算
の
執
行
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
温
泉
新
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
温
泉
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

森
林
セ
ン
タ
ー「
北
川
温
泉
」施
設
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
８
，４
７
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
，４
１
０
，９
０
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、９
，８
７
７
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
６
４
，３
９
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
３
，３
８
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
，７
７
０
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
　

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，５
９
９
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，８
４
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，１
５
３
，７
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，２
２
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
９
，１
０
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
１
５
，６
５
０
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
２
，４
３
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

■
平
成
３０
年

１２
月
２１
日（
木
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

１２
月
２１
日（
木
）
　年
頭
挨
拶

　録
音

　（
北
川
村
役
場
）

１２
月
２１
日（
木
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
田
野
町
役
場
）

１２
月
２５
日（
月
）
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　

（
愛
光
園
）

１２
月
２５
日（
月
）
　平
成
２９
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
平
成
３０
年

１
月
３
日（
水
）
　北
川
村
成
人
式

　（
モ
ネ
の
庭
）

１
月
１０
日（
水
）
　中
国
四
国
農
政
局
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　（
圃
場
整
備
）
　（
岡
山
市
）

１
月
１４
日（
日
）
　出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
）

１
月
１５
日（
月
）
　全
員
協
議
会

　（
小
水
力
発
電
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

１
月
１７
日（
水
）
　自
動
車
道
整
備
促
進
勉
強
会

　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

中
芸
地
区
町
村
長
議
長
商
工
会
正
副

会
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

１
月
２３
日（
火
）、２４
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研

修

　（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

１
月
２６
日（
金
）
　奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

　
　

（
奈
半
利
町
）

１
月
３０
日（
火
）
　四
国
地
方
整
備
局
長
視
察

　
　
　
　

（
北
川
村
内
）

２
月
８
日（
木
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
視
察

　

（
徳
島
県

　橘
湾
火
力
発
電
所
、長

安
口
ダ
ム
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　

（
高
知
県
自
治
会
館
）

２
月
１５
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
北
川
村
議
会
臨
時

会

　

２
月
２２
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
６９
回
定

期
総
会

　

　
　
　
　
　
　
　町
村
長
町
村
議
会
議
長
大
会

　
　

（
高
知
市
）
　
　
　
　

２
月
２３
日（
木
）
　第
３７
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
自
治
会
館
）
　

２
月
２７
日（
火
）
　一
般
質
問
受
理

２
月
２７
日（
火
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２
月
２８
日（
水
）
　北
川
村
議
会
運
営
委
員
会

　

２
月
２８
日（
水
）
　全
員
協
議
会

　（
北
川
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

３
月
１
日（
木
）
　中
芸
高
等
学
校
卒
業
式

　（
田
野
町
）

３
月
２
日（
金
）
　平
成
３０
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

３
月
２
日（
木
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
北
川
村
役
場
）

３
月
４
日（
土
）
　や
な
せ
水
源
の
森
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

（
馬
路
村

　魚
梁
瀬
）

３
月
５
日（
日
）
　北
川
村
観
光
開
き

　（
モ
ネ
の
庭
）

平
成
３０
年

第
１
回
議
会
定
例
会

平
成
３０
年

第
１
回
議
会
臨
時
会

（
抜
粋
）

（
抜
粋
）

上村　　誠 村長

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　
　議
長

　岩
垣

　實
男



8
き

　  た
　  が

わ

9
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、２
月
１５
日
に
開

会
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）
　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

　平
成
３０
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
に
開
会
し
、

契
約
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

当
初
予
算
５
件
、条
例
６
件
の
議
案
の
審
議
が
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　９
日
に
は
、４
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま

し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・

■
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

　平
成
３０
年
度
は「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
実
行
３
年
目
、折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま

す
。　北

川
村
の
人
口
を
、過
去
５
年
の
出
生
数
や
死
亡
数

の
自
然
増
減
の
状
況
を
基
に
村
独
自
に
推
計
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、２
０
３
０
年
の
人
口
は
９
３
６
人（
１５
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
５２
人
）と
、国
の
推
計
よ
り
も
さ
ら
に

５
％
ほ
ど
低
い
値（
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
は
約
半

分
）と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、何
ら
対
応
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、当
初
の
想
定
よ
り
も
早
い
速
度

で
人
口
が
減
り
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　村
の
人
口
が
１
，０
０
０
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
足

掻
き
き
ら
な
け
れ
ば
、北
川
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
し
ま
い
ま
す
。残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。「
北

川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
作
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」こ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
徹
底
的
に
追
求
し
、政
策
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の

一
体
化
」な
ど
、戦
略
目
標
は
明
確
化
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
村
民
の
皆
様
に
そ
の
具
体
的
な
動
き
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　平
成
３０
年
度
は
、戦
略
全
体
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
村
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
の
実
現
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成  ３０
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、２
，１
５
３
，７
１
７
千
円（
前
年
度
当
初

予
算
比
△
８
７
２
，４
６
３
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、北
川
村
の
５
つ
の

基
本
政
策
①
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築 

②
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実 

③
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活

用 

④
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑤
日
本
一
元
気
な

長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　一
方
、こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
抑
制

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
村
債
残
高
の
減
少
、基

金
残
高
の
増
加
に
加
え
、国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
な

ど
、積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、当
面
の

財
政
運
営
は
健
全
な
状
況
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。 

　し
か
し
、本
村
予
算
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、小
規
模
な
市
町
村
に
有
利
で
あ
っ
た
算
定

項
目
が
廃
止
さ
れ
、平
成
３０
年
度
か
ら
約
１
億
円
減
少

と
な
る
見
通
し
で
、今
後
の
財
政
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、再
度
収

支
見
込
み
の
洗
い
出
し
を
行
い
、平
成
３０
年
度
予
算
は
、

村
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
に
対
応
で
き
る
様
、基
金

の
取
り
崩
し
や
今
年
度
予
算
の
繰
り
越
し
を
財
源
に

充
て
る
こ
と
で
、何
と
か
収
支
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　北
川
村
に
住
ん
で
働
き
、生
活
に
必
要
な
収
入
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、農
業
、特
に
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
ゆ
ず
の
振
興
を
軸
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　平

成
３０
年
度
か
ら
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る
基

盤
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、ゆ
ず
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
基
盤
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　村
内
各
地
域
に
基
盤
整
備
の
候
補
地
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、宗
ノ
上
、小
島
、二
タ
又
、久

江
ノ
上
の
４
地
区
で
あ
わ
せ
て
約
５
・
５
ha
を
整
備
す

る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　今
後
も
村
内
で
１
ha
の
耕
作
面
積
を
持
つ
専
業
農
家

１
０
０
軒
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、整
備
可
能
な
候
補
地

の
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、ゆ
ず
園
地
の

若
返
り
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
担
い
手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３１
年
度

後
半
か
ら
の
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、そ
し

て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住
者
、と
い
う

順
を
追
っ
て
規
模
拡
大
農
家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず
栽
培

の
技
術
的
な
支
援
や
大
規
模
な
園
地
に
必
要
な
機
械
類

の
導
入
に
よ
る
営
農
の
効
率
化
、省
力
化
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
な
評
価

を
得
て
い
る
高
知
大
学
と
新
規
就
農
者
に
対
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、省
力
化
の
た
め
の
機
械
整
備
に
必
要
な
経
費

の
助
成
制
度
を
平
成
３０
年
度
に
創
設
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、行
政
に
よ
る
支
援
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、村
全
体
に「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
気
運
を
醸
成
し
、行
政
と
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
機
関
も
加
え
、オ
ー
ル
北
川
村
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
学
習
機
会
を
確
保
し
、学
習
の
場
を
通
じ
て「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
ん
で
い
く
」「
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
自
主
的

に
進
ん
で
い
く
」と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
取
組
み
は
、す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
を
感
じ

に
く
い
分
野
で
も
あ
り
、現
段
階
で
は
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、

高
知
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
る
体
験
の
機
会
を
創
る
な
ど
、

地
域
で
学
ん
で
活
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、将

来
に
わ
た
り
北
川
村
の
学
校
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
を

目
標
に
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、少
子
化
が
一
層
進
む
教
育
環
境
を
踏
ま
え
、中

学
校
卒
業
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
、子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的
な
教
育
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
６
月
に
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
、教
育
関
係

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
北
川
村
保
小
中
一
体
化
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

各
教
育
機
関
の
抱
え
る
課
題
、ま
た
地
域
か
ら
見
た
課

題
な
ど
の
拾
い
出
し
を
進
め
る
一
方
、既
に
一
体
化
教

育
を
展
開
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
３０
年
度
は
、こ
れ
ら
の
課
題
整
理
や
先
進
地
に

お
け
る
参
考
点
を
踏
ま
え
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素

案
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
３２
年

度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、い

わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

る
課
題
に
い
か
に
対
応
で
き
る
か
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
や「
生
き
る
力
」、「
郷
土
愛
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
力
を
い
か
に
養
う
か
、社
会
生
活
に
お
い

て
必
要
と
な
る
力
の
基
礎
を
中
学
校
卒
業
時
に
全
員
が

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、今
、北
川
村
に
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
課
題
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　災
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
本
村
に
と
り
ま
し
て
、

村
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、道
路
や
住
宅
、水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、村
道
石
ノ
内
線
な
ど
村
内
の
道
路
改
良

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、石
ノ
内
沿
線

の
宅
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、耐
震
改
修
が
必
要
な
野
友
の
簡
易
水
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、詳
細
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。野
川
地

区
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、補
助
事
業

の
活
用
や
工
期
的
な
こ
と
も
考
え
、一
部
地
域
の
皆
様

に
は
お
待
た
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、平
成
３０
年

か
ら
３１
年
度
の
２
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

川
道
路
の
柏
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
和
田
地
区
ま

で
の
約
４
㎞
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　本
年
１
月
に
は
、国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
四
国
地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
野
根
〜
安
倉
間
に
つ
き
ま
し
て
、審
議

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
平
成
２６
年
８
月
に
小
島
地
区
で
発

生
し
た
災
害
な
ど
、国
道
４
９
３
号
に
は
複
数
の
危
険

箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、防
災
上
の
観
点
か

ら
野
根
〜
安
倉
間
の
整
備
の
在
り
方
が
審
議
さ
れ
、現

道
の
改
良
案
と
２
つ
の
バ
イ
パ
ス
整
備
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　村
と
し
て
も
、引
き
続
き
議
会
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、県
と
も
連
携
し
な
が
ら
粘
り
強
く
国

や
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
、地
域
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、個
人
、地

域
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
本
村
で
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、重
要
な「
共
助
」、助
け
合
い
も
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、守
っ
た
命
を
地
域
で
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
の
基
本
と
な
る
取
組
み
が
住
宅
の
耐
震
化
で
す
。

今
年
度
、全
地
区
の
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、平
成
３１
年
度
か
ら
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
金
の
制

度
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、出
来
る
だ
け
平
成

３０
年
度
中
に
耐
震
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
へ
の
周
知
方
法
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

す
。　ま

た
、非
常
時
の
通
信
手
段
で
あ
る
衛
星
携
帯
電
話

を
各
避
難
所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
訓
練

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　あ
わ
せ
ま
し
て
、防
災
学
習
会
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、避
難
所
に
設
置
す
べ
き
そ
の
他
の
資
機
材
に
つ
い

て
、自
主
防
災
組
織
で
も
検
証
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
防
災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。　こ

う
し
た
自
助
、共
助
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

同
時
に
、地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、大

規
模
災
害
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。こ

の
た
め
、平
成
３０
年
度
に
は
、実
際
現
場
で
復
旧
復
興
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

大
き
な
災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
や
今
後
の
防
災
体

制
の
構
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。免
許

を
お
持
ち
で
な
い
、あ
る
い
は
返
上
し
て
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
で
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、村
営
バ
ス
を
活
用
し
て
、公
共
交

通
や
福
祉
的
交
通
手
段
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
と
さ
れ
る「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
実
現
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
末
永
く
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、

６５
歳
以
上
に
占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
で
あ
る「
要
介

護
率
」が
全
国
で
一
番
低
い
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、今
年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　平
成
２８
年
度
の
北
川
村
の
要
介
護
率
は
１４
・
２
％
で

す
が
、総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末

に
は
、全
国
平
均
の
１３
・
３
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
対
策
と
し
て
重
要
な
特
定
健

診
の
受
診
率
を
平
成
２８
年
の
４６
・
４
％
か
ら
平
成
３１
年

に
は
約
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　村
で
雇
用
を
し
て
い
る
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
成
果
も
あ
り
、特
定
健
診
の
受
診
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
方
で
、健
診
受
診
者
の
問
診
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
生
活
改
善
意
欲
が
な
い
」と
お
答
え
た
方
の
割
合
が
男

性
で
５０
・
８
％
、女
性
で
３８
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、村
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
い
、と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、北
川
村
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
も
２
割
程
度
高
い
こ
と
、高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
症
状
で
病
院
を
受
診
す
る
割
合
が
、県
平
均
と
比
較

し
て
高
い
こ
と
、な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
３０
年
度
は「
健
康
意

識
の
向
上
」と「
健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
」を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　健
康
意
識
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推

進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
、ま
た
昨
年
度
よ
り
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
ん
検
診
の
無
料
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
ま
し
て
、健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
北
川
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」は
、さ
ら
に
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、取
組
み
を
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、若

い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
様
、こ

れ
ま
で
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
２０
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、専
門
的
な
視
点
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
な
ど
、自
ら
の
健
康
と
生
活
改
善
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
に
よ
る
健
診
結
果
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。さ
ら
に
、２０
歳
か
ら
５０
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
を

中
心
に
し
た
運
動
や
食
に
関
す
る
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
、健
康
づ
く
り
に
取
組
む
自
発
的
な
活
動
を
後
押

し
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

・・ 

行
政
報
告 

・・

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　昨
年
、村
内
で
は
豪
雨
に
よ
り
村
道
１
件
、林
道
４
件

の
計
５
件
が
被
災
し
、林
道
の
う
ち
１
件
は
す
で
に
工

事
が
完
成
し
、年
度
内
に
さ
ら
に
１
件
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。残
り
の
林
道
２
件
及
び
村
道
１
件
に
つ
き
ま

し
て
も
契
約
済
み
で
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、２
月
末
現
在
で
村
内

所
有
者
の
う
ち
耐
震
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震
診
断
１７
件

（
累
計
１
８
７
件
／
３
９
０
件（
４７
・
９
％
））、改
修
工
事

１１
件（
累
計
６５
件
／
３
９
０
件（
１６
・
６
％
））と
な
っ
て

い
ま
す
。

　野
友
、小
島
、島
地
区
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、勉
強
会
や
防
災
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
様
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
住
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　住
民
の
皆
様
の
移
動
手
段
を
守
る
方
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、久
木
線
の
往
復
一
便
を
定
時
定
路
線
と
し
、

デ
マ
ン
ド
区
間
及
び
福
祉
的
バ
ス
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

実
施
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　本
年
５
月
頃
を
目
途
に
村
民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、運
賃
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
賜
る
と
と
も
に
、財
政
運
営
を
鑑
み
つ
つ
改
善
で

き
る
点
は
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　特
定
健
診
の
受
診
率
は
２
月
調
査
分
で
４５
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、前
年
度
同
時
期
の
３８
・
６
％
と
比
較
し
て

約
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、約
４
か
月
間
で
延
べ
４８
人

の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
る
方
も
お
り
、健
康
意
欲
の
増
進

に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て
、今
後
も
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　野
友
地
区
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
基
盤
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、地
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、村
に
売
却
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

約
半
数
、ま
た
代
替
地
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
、当

地
域
で
の
耕
作
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
中
旬
に
県
安
芸
土
木
事
務
所
が
奈
半
利
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
予
定
箇
所
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

さ
る
３
月
１
日
に
、地
権
者
や
地
区
の
総
代
、南
部
地
区

土
地
改
良
区
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　小
規
模
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、今
年
度
、加
茂
地

区
と
西
谷
地
区
の
２
件
の
整
備
を
実
施
し
、新
規
就
農

者
が
今
年
か
ら
ゆ
ず
を
植
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。平
成
３０
年
度
は
、早
期
に
実
施
可
能
性
が
高
い
加
茂
、

野
川
の
２
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
若
返
り
を
目
的
と
し
た
苗
木
購
入
に
対

す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
希
望
数
は
５
，

１
７
３
本
と
な
り
、そ
の
全
て
を
供
給
で
き
る
見
通
し

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
末
時
点

に
お
い
て
６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円
と
な
り
、

目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１６
日

の
落
成
式
、そ
し
て
６
月
２６
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
開
業
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
る
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
川
村
観
光
び
ら

き
に
は
約
２
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。会

場
で
は
、村
内
の
商
店
、加
工
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
川
村
の
特
産
品
で
来
場
者
を
も
て

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
平
成
２９
年
度
の
入
園
者
数
は
７
４
，７

０
０
人
と
な
り
、 

目
標
の
６
５
，０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、昨
年
４
月

の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、幕

末
維
新
博
と
の
連
動
企
画
に
よ
る
集
客
効
果
、さ
ら
に
、

県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
し
て

き
た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
や
移
住
相
談
会
の
参
加
に
よ
り
、今
年
度
の

相
談
件
数
は
３１
件
、こ
の
う
ち
、ゆ
ず
の
就
農
相
談
が
１６

件
あ
り
ま
し
た
。移
住
実
績
は
４
組
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、久
府
付
地
区
２
戸

と
野
川
地
区
の
１
戸
の
住
宅
改
修
が
完
了
し
、う
ち
、２

戸
に
入
居
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
に
整
備
予
定

の
野
友
地
区
及
び
久
府
付
地
区
の
各
１
戸
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
入
札
を
行
い
、工
事
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、小
島
の
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、３
月

末
に
完
成
し
、地
区
の
浄
化
槽
の
整
備
が
完
了
す
る
６

月
か
ら
稼
働
す
る
見
込
み
で
す
。

　既
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
１
名
が
村
内
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、４
月
よ
り
２
人
目
の
隊
員
が
着

任
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
度
は
２

人
体
制
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
中
岡
慎
太
郎
に
つ
い
て
）

　中
岡
慎
太
郎
館
は
、昨
年
３
月
４
日
に
開
幕
し
ま
し

た「
志
国
高
知

　幕
末
維
新
博
」の
地
域
会
場
と
し
て
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、来
館
者
数
は
２
月
末
現

在
で
９
，２
７
８
人（
前
年
同
期
比
７０
・
３
％
増
）と
な
っ

て
お
り
、好
調
を
持
続
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
平
成
３１
年
度
末
ま
で
続
く「
志
国
高
知

　幕

末
維
新
博
」の
期
間
中
、企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、情
報
発
信
と
来
館
者
の

増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
）

　５
月
１３
日
の
大
会
開
催
に
向
け
、住
民
説
明
会
の
開

催
、協
賛
企
業
の
募
集
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
業
務
に
つ
い
て
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

は
、３
月
１
日
時
点
で
次
の
と
お
り
で
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
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　小
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、北
川
村
温
泉
の

オ
ー
プ
ン
も
近
づ
き
集
客
に
期
待
が
持
て
る
が
再
開
の

予
定
は
な
い
か
。

 
答

　村
長

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
は
、６
月
に
北

川
村
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、高
知
県
が
、ポ
ス
ト
維
新
博
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
や

自
然
体
験
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
小
島
地
区
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　し

か
し
、こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
豪
雨
に
よ
っ

て
流
失
し
た
こ
と
が
、記
憶
に
あ
る
中
で
は
５
回
あ
り

ま
す
。度
々
発
生
し
て
い
る
水
害
、平
成
２６
年
の
道
路
が

決
壊
し
た
災
害
に
つ
い
て
、そ
の
対
策
が
い
ま
だ
に
検

討
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、直
ぐ
に
再
開
さ
せ

る
事
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
後
、中
北
部
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活

性
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
鑑
み
、安
全
確
保
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　温
泉
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、キ
ャ
ン
プ
場
で
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
、キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
と
が

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。安
全
が
確
認
で

き
れ
ば
、是
非
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

9

　村
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、昨
年
１０
月
ダ
イ
ヤ
改
正

さ
れ
、そ
の
後
、利
用
者
が
ど
の
様
に
改
善
さ
れ
た
か
。

ま
た
、久
木
発
６
時
５０
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、平
成
２７
年
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、移
動
に
要
す
る
負
担
を
軽
減
し
、

公
営
性
を
保
た
せ
る
こ
と
か
ら
、同
年
に
運
賃
の
上
限

を
３
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。そ

の
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
行
政
座
談
会
で
の
声
を
受

け
、久
木
線
で
の
上
下
線
１
便
の
定
時
定
路
線
化
、デ
マ

ン
ド
区
間
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
、宗
ノ
上
築
溜
や
西

谷
地
区
へ
の
運
行
区
間
の
拡
張
、福
祉
的
バ
ス
の
運
行

開
始
な
ど
の
新
た
な
運
行
体
型
を
構
築
し
、昨
年
１０
月

に
実
証
運
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
鍋
以
北
の
状
況
は

実
証
運
行
開
始
か
ら
３
ヵ
月
間
で
対
前
年
比
１
０
２
・

５
％
、１
月
以
降
は
前
年
並
の
乗
車
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、自
然
減
が
進
む
地
域
人
口
を
考
え
れ
ば
利
用

頻
度
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
福
祉
的
バ
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、周
知
を
徹
底
す
れ
ば
利
用
者
数
は
伸
び
る
と
推
測

し
て
い
ま
す
。築
溜
、西
谷
に
つ
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
区
間
と
な
り
ま
す
が
、地
域

人
口
に
応
じ
た
利
用
者
数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運
行

形
態
を
切
り
替
え
て
約
５
ヵ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、利
用

者
の
反
応
は
デ
マ
ン
ド
区
間
で
上
下
１
便
を
定
路
線
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、「
予
約
す
る
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、村
営

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
夏
ま
で
に
利
用
状

況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　次
に
、早
朝
の
運
転
手
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
に
必
要
な
対
応
が
お
こ
な
え
る
よ
う
反
映
し
て
い

ま
す
。委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
、土
日
な
ど
こ

れ
ま
で
に
全
く
利
用
が
な
い
便
の
デ
マ
ン
ド
化
や
、運

行
便
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
軽
減
負

担
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、冬
場
の
運
行
は
、道
路
の
凍

結
が
あ
っ
て
危
険
で
、平
鍋
か
ら
北
部
へ
は
、大
型
ダ
ン

プ
カ
ー
が
頻
繁
に
通
っ
て
い
て
、す
れ
違
い
が
多
く
、ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
行
き
違
い
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。デ
マ
ン
ド
な
ら
乗
客
は
、確
実
に
乗

れ
る
。定
時
バ
ス
は
、乗
客
が
出
て
い
な
い
と
、素
通
り

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、費
用
の
問
題
も
あ
り
、デ
マ

ン
ド
で
運
行
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　今
年
は
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

大
変
苦
慮
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。注
意
し
て
運
行
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、先
ほ
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
交
通
会
議
も
開
い
て
運
行

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　冬
場
の
凍
結
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と

か
、チ
ェ
ー
ン
を
車
に
乗
せ
て
お
く
と
い
う
対
策
も
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、デ
マ
ン
ド
運
行
が
い
い
の
か
、あ
る
い
は
一
便
だ
け

で
も
定
時
定
路
線
化
の
方
向
が
い
い
の
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　出
来
る
だ
け
村
民
の
利
便
性
を
考
え
た
対
応
を
図
る

べ
く
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

北
川
村
の
観
光
に
つ
い
て

9

　北
川
村
は
モ
ネ
、北
川
村
温
泉
、中
岡
慎
太
郎
と
十

分
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、中
岡
慎
太
郎
は
、他
の
２
つ

よ
り
少
し
弱
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。中
岡
慎
太
郎
を

も
っ
と
表
に
出
し
て
北
川
村
の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　

　村
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る

昭
和
４２
年
に
中
岡
記
念
館
と
し
て
生
家
の
復
元
を
行
い
、

そ
れ
以
降
、慎
太
郎
読
本
の
発
刊
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
本
村
が
誇
る
全
国
区
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　特
に
慎
太
郎
の
盟
友
と
い
わ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
生
誕

１
５
０
年
が
迫
り
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
６０
年
頃
、

龍
馬
に
続
け
と
地
域
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
ふ
る
さ
と
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
、そ
れ

ぞ
れ
各
行
政
団
体
に
資
金
が
国
か
ら
配
ら
れ
、そ
の
資

金
活
用
に
お
い
て
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
高

い
支
持
が
あ
っ
た
中
岡
慎
太
郎
館
を
建
設
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、中
岡
慎
太
郎
を
顕
彰
し
て
功
績

や
人
と
な
り
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
、そ
し
て
伝

承
し
続
け
る
為
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　開
館
し
た
平
成
６
年
に
は
来
館
者
が
約
３
万
人
を
超

え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、平
成
２２
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
年
に
県
を
挙

げ
て「
龍
馬
で
あ
い
博
」と
い
う
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
博
に
併
せ
て
集
客
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、観
光
の
一
素
材
と
し
て
時
折
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　現
在
開
催
中
の「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」に
お
い
て

は
、地
域
会
場
に
位
置
づ
け
て
頂
い
て
、入
館
者
数
も
１

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。歴
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
覧
会
等
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
入
館
者
数
は
増
え
、

ま
た
そ
れ
が
終
わ
る
と
少
し
減
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
、花
家
紋
や
中
岡
慎
太
郎
館
の
年
間
を
通
じ

た
企
画
展
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、そ
れ
と
並
行
し

て
村
内
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
地
道
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
し
た
結
果
、特
に
こ
の
幕
末
維
新
博
の
開
催
に

よ
り
対
前
年
比
７
割
増
し
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　観
光
と
中
岡
慎
太
郎
の
顕
彰
、慎
太
郎
館
に
は
目
的

が
二
つ
有
り
ま
す
。し
か
し
根
幹
と
な
る
、中
岡
慎
太
郎

先
生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
為
の
施
設
と
し
て
今
後

の
展
開
に
お
い
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、交
流
人
口
の
拡

大
に
目
を
向
け
、村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅

持
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　館
の
み
で
な
く
、館
を
取
り
巻
く
人
、他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
事
に
対
し
て
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。支
援
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

 

答

　村
長

　中
岡
慎
太
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
、あ
る
い
は
地
域
の
方
、そ
う
し
た
方
々

の
支
援
が
あ
っ
て
今
が
在
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
き
ま
し
て
は
共
に

携
え
て
、時
に
は
主
に
な
っ
て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　村
と
し
て
は
顕
彰
会
が
、任
意
団
体
で
あ
っ
た
時
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
き
に
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、き
ち
っ
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
、議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
頂
き
、中
岡
慎
太
郎
生
家
の
指
定
管
理
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
で
、今
後
も
き
ち
ん
と
確
固
た
る
持
続

で
き
る
組
織
と
し
て
形
成
し
て
頂
い
て
、共
に
今
後
も

携
え
て
中
岡
慎
太
郎
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、中
岡

慎
太
郎
の
顕
彰
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
や
っ
て
い
る
微
々
た
る
行

動
で
も
、や
は
り
持
続
し
て
行
っ
て
村
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
、温
泉
・
モ
ネ
・
慎
太
郎
は
、北
川
村
の
観
光
の
中

心
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
。

　顕
彰
会
は
、今
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。顕

彰
会
の
組
織
を
弱
ら
せ
な
い
為
に
事
務
局
長
を
も
う
１

人
雇
用
し
て
頂
き
た
い
、そ
う
し
な
い
と
持
続
し
て
い

け
な
い
。

 

答

　村
長

　村
と
し
て
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
い
て
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
大
変
ご
苦
労
も
な
さ
り
、組
織
を
ま
と
め

て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
一
同
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
し
、今
も
地
道
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
き

ち
っ
と
持
続
で
き
る
団
体
に
な
る
為
に
基
盤
を
作
る
準

備
段
階
で
も
あ
っ
た
、そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
し
て
頂

い
た
上
で
議
員
の
皆
様
も
賛
同
し
て
頂
い
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。脆
弱
な
団
体
に
指
定
管
理
、あ
る
い
は
補
助
金
を
継

続
し
て
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
の
予
算
査
定
に
お
い
て
顕
彰
会
か
ら
こ
う
い
う

ふ
う
に
持
続
出
来
る
組
織
に
な
り
た
い
か
ら
、こ
う
い

う
支
援
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
出
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
努
力
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
の
段
階
に
進
め
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
。現
状
の
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
脆
弱
な

体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
支
出
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。体
質
の
改
善
の
見
込
み
が
立
ち
、こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き

れ
ば
、３０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
執
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
し
、さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
企
画
、提
案
が
な
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
支
援
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　顕
彰
会
自
体
が
活
動
と
し
て
生
家
の
管
理
、あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
等
懸
命
に
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
き
た
と

い
う
の
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、今
後
も
そ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　た
だ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と

な
っ
て
い
る
今
、本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
持
続
で

き
る
形
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と

言
う
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　や
は
り
村
が
き
ち
っ
と
対
処
し
て
い
く
た
め
に
初
志

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手
を
携
え
て
今
後
も

や
っ
て
い
け
る
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

北
川
村
温
泉
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
開
館
の
準
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　２
月
１
日
に
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と
北
川
村
温
泉

の
指
定
管
理
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、担
当
者
を
雇

用
し
て
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
採
用
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求
人
掲
載

を
依
頼
し
、支
配
人
や
料
理
長
候
補
に
つ
い
て
は
、早
速

数
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旧
従
業
員
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
掲
載
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
に
て
求
人
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　営
業
開
始
に
向
け
、フ
ロ
ン
ト
、宿
泊
予
約
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
発
注
を
終
え
て
、現
在
、営
業
許
可
、労
働
保
険

関
係
等
の
手
続
き
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
必
要
な
備

品
類
の
選
定
、決
定
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　村
と
し
て
も
奈
半
利
駅
や
国
道
沿
い
の
案
内
看
板
を

新
年
度
早
々
に
は
整
備
し
ま
す
。

9

　開
園
前
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
村
民
向
け
の
無
料
入

浴
や
、試
食
会
の
よ
う
な
催
し
の
計
画
は
あ
る
か
。

　ま
た
、従
前
の
入
浴
券
が
、新
た
な
温
泉
で
利
用
出
来

る
の
か
。

 

答

　村
長

　村
民
へ
の
披
露
は
、落
成
式
後
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
、こ
こ
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　入
浴
に
際
し
て
村
民
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
割
引
券
は
、平
成

３２
年
３
月
末
、開
館
か
ら
２
年
間
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　ふ
る
さ
と
納
税
の
前
年
度
の
実
績
は
、約
４
７
，０

０
０
千
円
で
、新
年
度
の
目
標
額
は
、下
方
修
正
し
て
、

４
０
，０
０
０
千
円
と
聞
い
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　地
方
創
生
の
提
唱
に
あ
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
で

日
本
を
元
気
」に
と
考
え
て
、地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、都

会
に
出
た
方
々
が
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ

税
制
を
通
じ
て
貢
献
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
意
義
と
し
て

①
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
税
の
使
わ

れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。税
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、納
税
の
大
切
さ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
。

②
生
ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力
に
な
れ
る
こ
と
。

③
自
治
体
間
の
競
争
が
進
む
こ
と
。

　と
国
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
北
川
村
は
、北
川
村
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
、応
援
団
に
な
っ
て
頂
く
方
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
と
共
に
、自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

北
川
村
が
生
き
残
る
為
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、こ

の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
年
に
な
り
ま
す
が
、農
作
物
や
ジ
ビ
エ
関
係
に
返

礼
品
を
広
げ
る
こ
と
で
、徐
々
に
農
業
者
や
村
の
狩
猟

関
係
者
な
ど
、村
民
が
返
礼
品
を
出
す
と
い
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　多
く
の
村
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、オ
ー
ル
北

川
村
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
も
出

来
る
だ
ろ
う
し
、高
齢
者
に
も
稼
ぎ
が
可
能
と
な
り
、農

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
繋
が
る
と
い
う
側

面
も
生
じ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
た
だ
単
に
産
品
を
売
っ
て
北
川
村
の
消
費

を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
度
の
目
標
額
に
つ
い
て
は
、返
礼
率
が
総
務
省

の
指
導
に
よ
り
３０
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加

え
て
、観
光
協
会
の
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
が
退
職

し
て
、受
託
で
き
な
く
な
り
、観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託

先
が
、決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
得
ら
れ
た
金

額
と
い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
、４
，０
０
０
万
円
に
設

定
し
ま
し
た
。
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　観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託
先
の
目
安
は
つ
い
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　

　新
た
な
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
の
変

わ
り
に
業
務
を
ま
か
せ
ら
れ
る
企
業
、あ
る
い
は
団
体

が
見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　継
続
で
き
る
組
織
、団
体
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
う
で

な
け
れ
ば
村
が
専
門
の
職
員
を
雇
用
す
る
と
い
う
形
で
、

直
接
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
月
中
に
早
急
に
判
断
し
、決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
・
小
・
中
一
体
化
教
育
に
つ
い
て

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
２９
年
度
に
視

察
さ
れ
た
視
察
先
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　高
知
市
の
土
佐
山
学
舎
、香
南
市
夜
須
小
中
学
校
、埼

玉
県
の
草
加
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　土
佐
山
学
舎
は
、小
中
同
じ
校
舎
で
、校
区
外
か
ら
の

流
入
者
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
高
知
市
の
特
認
校
に

な
っ
て
い
て
、外
国
語
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
て
校
区

外
か
ら
児
童
を
迎
え
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。日
常
的
に
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に
、小
学

校
の
先
生
が
中
学
校
に
、出
入
り
が
垣
根
な
く
出
来
て

い
ま
す
。

　夜
須
小
中
学
校
の
校
舎
は
、別
々
で
、位
置
が
離
れ
て

い
る
形
で
一
貫
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　草
加
市
は
、保
育
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま
で
の
一
体

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

は
な
か
な
か
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
時
間
の
か
か

る
大
変
難
し
い
分
野
だ
。

　子
供
達
へ
の
北
川
村
へ
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
中

岡
慎
太
郎
や
ゆ
ず
に
特
化
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　北
川
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
供
達
が
他
所
へ
い
っ

た
と
き
に
北
川
の
子
は
さ
す
が
、慎
太
郎
や
幕
末
、ゆ
ず

の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
北
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　ま
た
、例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
、鉛
筆
の
よ
う
な

グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
北
川
村
の
子
達
に
配
布
し
て
、慎
太

郎
や
ゆ
ず
の
こ
と
を
常
日
頃
、目
に
し
て
い
る
と
、意
識

も
芽
生
え
て
、定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　安
芸
市
は
、子
ど
も
達
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
関
す

る
下
敷
き
を
配
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
と
し
て
、中
学
生
の
海
外

派
遣
も
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ベ
ル
ニ
ー
へ
行
き
も
っ
と
交
流

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　特
徴
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、保
・
小
・
中
の
一
体
化

の
み
な
ら
ず
、今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で
す
。

　郷
土
愛
を
育
む
た
め
慎
太
郎
・
ゆ
ず
が
事
例
に
上
が

り
ま
し
た
。知
識
と
し
て
北
川
村
を
卒
業
す
る
子
ど
も

達
に
は
持
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　海
外
派
遣
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
英
語
研
修

で
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ジ
ベ
ル
ニ
ー
経
由
、あ
る
い

は
イ
ギ
リ
ス
経
由
ジ
ベ
ル
ニ
ー
と
い
う
形
が
取
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の

中
で
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
で
素
案
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
盛

り
込
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

9

　ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
が
平
成
３１
年
ま
で
と
聞

い
て
い
る
。平
成
３２
年
度
以
降
も
ゆ
ず
園
地
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
中
で
、今
後
も
、農
家
を
支
援
す
る
制

度
を
継
続
す
る
か
。

 

答

　村
長

　検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゆ
ず
専

業
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
を
作
ろ
う
と
い
う
の
が
機

軸
で
す
。今
後
専
業
農
家
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、あ
る

一
定
絞
っ
た
形
に
は
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
形
で
支
援
は
続
け
て
行
き
た
い
と
検
討
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　過
去
３
年
間
の
寄
附
実
績
額
と
使
い
方
の
指
定
及

び
資
金
活
用
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　総
務
課
長

　平
成
２７
年
度
は
２
９
０
千
円
、平
成
２８
年
度
は
２
２
，

５
４
５
千
円
、平
成
２９
年
３
月
４
日
現
在
、で
４
７
，７

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
目
的
別
に
つ
い
て
は
、１
次
産

業
に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
が
２

４
，１
０
０
千
円
で
す
。同
じ
く
自
然
環
境
に
９
，３
９

０
千
円
、教
育
文
化
振
興
に
４
，７
０
０
千
円
、福
祉
子

育
て
支
援
に
１
１
，２
０
０
千
円
、全
て
の
用
途
に
使
っ

て
貰
い
た
い
が
、１
３
，０
０
０
千
円
ほ
ど
で
す
。そ
の

他
指
定
無
し
が
９
，４
０
０
千
円
で
、合
計
約
７
２
，０

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
活
用
実
績
に
つ
い
て
は
、２
件

で
、平
成
２２
年
に
１
，６
６
０
千
円
で
福
祉
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　今
年
度
に
も
リ
フ
ト
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
両
を

４
，０
０
０
千
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

9

　教
育
文
化
の
分
野
で
、子
ど
も
達
に
対
し
て
北
川

な
ら
で
の
教
育
に
使
え
る
財
源
が
４
，７
０
０
千
円
ほ

ど
あ
り
ま
す
。３０
年
度
の
予
算
の
中
に
は
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、こ
の
財
源
を
利
用
し
た
事
業
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　１
次
産
業
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
各
課
か
ら
提

案
す
る
形
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　北
川
村
は
、納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
て
ど
の
位
の

割
合
の
返
礼
品
を
出
し
て
い
た
の
か
。

　返
礼
品
と
し
て
村
内
の
企
業
、個
人
か
ら
集
め
た
商

品
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　

　総
務
省
か
ら
の
通
達
の
３
割
以
前
は
、返
礼
率
は
５

割
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
は
池
田
柚
華
園
さ
ん
の
商
品
の
み
で
す
。

　平
成
２８
年
に
な
っ
て
か
ら
組
み
合
わ
せ
商
品
が
色
々

出
て
き
ま
し
た
。

　第
１
位
が
き
た
が
わ
ポ
ン
酢
セ
ッ
ト(

柚
華
園
ポ
ン

酢
２
本
＋
ゆ
ず
王
国
ポ
ン
酢
＋
う
ま
塩
ポ
ン
酢)

が
２

３
３
件
で
す
。

　２
位
が
モ
ネ
の
手
作
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
１
９
１

件
、３
位
が
ゆ
ず
王
国
の
柚
茶
セ
ッ
ト
で
１
４
０
件
。

　平
成
２９
年
に
な
っ
て
生
産
者
の
品
物
も
入
っ
て
い
ま

す
。順
位
別
に
１
位
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
の
３０
本
セ
ッ
ト
が

５
３
２
件
、２
位
が
ト
マ
ト
の
２
０
０
個
箱
、５
２
３
件
、

３
位
が
ゆ
ず
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
３
７
５
件
、４
位
に

猪
肉
ス
ラ
イ
ス
３
６
４
件
で
、生
産
者
の
も
の
も
人
気

商
品
と
し
て
上
位
に
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
、

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

9

　レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て
、入
園
者
数
に
対

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
率
、客
単
価
を
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　７
４
，７
０
０
人
の
有
料
の
入
園
者
数
の
内
、約
３５
％

の
利
用
率
で
、約
２
６
，０
０
０
人
と
推
計
し
、一
人
当

た
り
の
客
単
価
は
、約
１
，１
３
８
円
で
す
。

9

　計
算
式
は
あ
っ
て
い
る
が
、モ
ネ
の
庭
の
指
定
管

理
料
の
算
出
に
つ
い
て
は
、担
当
部
署
は
、年
間
の
実
績

書
が
、上
が
っ
て
き
た
ら
社
長
や
支
配
人
な
ど
の
経
営

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、年
間
の
入
園
者
数
や
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ
の
増
減
の
要
因
の
営

業
分
析
し
た
う
え
で
、翌
年
の
売
上
げ
数
の
目
標
値
を

立
て
て
、収
益
増
加
に
繋
げ
て
い
く
営
業
計
画
を
立
て

て
、積
み
上
げ
、算
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
に
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
や
予
算
委
員
会
で
も

そ
う
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

 

答

　村
長

　平
成
３０
年
度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
き
た
中
で
庭
に
関
し
て
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
お
り

ま
す
の
で
何
ら
問
題
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

9

　指
定
管
理
料
が
、お
か
し
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、

算
出
し
て
い
く
過
程
で
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。ど
ん
な

対
策
を
行
う
の
か
を
聞
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
指
定
管
理
料
に
か
か
る

部
分
に
つ
い
て
精
査
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

9

　２９
年
度
は
い
く
ら
の
補
助
金
、委
託
金
を
観
光
協

会
に
出
し
た
か
。

 

答

　産
業
課
長

　観
光
部
門
と
し
て
１
３
，９
２
８
千
円
、ふ
る
さ
と
納

税
部
門
で
２
５
，２
７
７
千
円
、合
計
３
９
，２
０
５
千

円
で
す
。

9

　先
の
議
員
質
問
で
、村
長
は
、運
営
が
脆
弱
な
団
体

に
は
補
助
金
、委
託
金
は
付
け
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
ま
す
。観
光
協
会
は
脆
弱
な
団
体
で
は
な
い

の
か
。

 

答

　村
長

　

　当
初
予
算
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、委
託
金
と

い
う
名
目
で
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
川
村
温
泉
開
設
準
備
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
支
配
人
及
び
料
理
長
は
、い
つ
採

用
す
る
予
定
か
、指
定
管
理
者
の
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ

ン
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

　ま
た
、開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
て
い

る
か
。実
質
あ
と
約
３
ヵ
月
だ
が
、プ
レ
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
早
急
に
作
ら
せ
て
、議
会
へ
も

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 

答

　副
村
長

　

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
か
ら
は
期
日
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

早
急
に
雇
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
ジ
ャ
ル
ダ

ン
と
調
整
確
認
を
し
て
決
定
し
た
も
の
を
議
会
に
も
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　温
泉
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
の
案
内
書
が
、元
従
業
員

達
に
送
ら
れ
て
来
た
と
聞
い
た
。

　元
従
業
員
の
個
人
情
報
が
、北
川
村
観
光
協
会
か
ら

き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
へ
漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、そ
の
案
内
書
に
は
、会
社
印
で
な
く
、和
田
社

長
の
個
人
印
が
、押
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
２
点
に
つ
い
て
回
答
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　温
泉
が
、閉
館
す
る
時
に
、再
開
時
に
は
、案
内
さ
せ

て
頂
く
事
で
、従
業
員
の
方
々
と
北
川
村
観
光
協
会
に

了
解
済
み
で
し
た
の
で
、情
報
漏
洩
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
押
印
に
つ
い
て
は
、個
人
印
で
出
さ

れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、指
導

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　営
業
許
可
や
予
約
受
付
体
制
に
つ
い
て
と
、こ
れ

ま
で
に
来
ら
れ
た
方
々
の
宿
泊
名
簿
が
、温
泉
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

 

答

　副
村
長  

　宿
泊
の
予
約
は
、建
物
完
成
後
、旅
館
業
の
許
可
を

取
っ
て
か
ら
に
な
り
、そ
の
許
可
が
な
い
と
正
式
な
予

約
受
付
と
い
う
の
は
出
来
ま
せ
ん
が
、準
備
と
し
て
、宿

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

進
め
て
お
り
、許
可
が
取
れ
た
ら
直
ぐ
に
予
約
体
制
が

取
れ
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。　宿

泊
者
名
簿
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
確

認
は
取
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

9

　営
業
許
可
は
い
つ
頃
取
れ
る
予
定
か
。

　ま
た
、北
川
村
温
泉
も
色
ん
な
時
代
を
経
て
き
て
、資

産
台
帳
の
整
理
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、新

し
い
行
政
財
産
と
し
て
、建
物
や
備
品
等
の
資
産
台
帳

を
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う
指
示
を
。

 

答

　副
村
長

　

　営
業
許
可
は
、６
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。建
築
の
確
認
、消
防
の
確
認
が
終
わ
っ

て
か
ら
約
１０
日
か
ら
２
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　資
産
台
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

し
っ
か
り
と
法
令
を
遵
守
し
て
適
切
な
取
扱
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て

9

　役
場
職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、管
理
職
員
を
集
め
た
課
長

会
等
の
場
で
、議
論
を
し
ま
し
た
。

　直
ぐ
着
手
で
き
る
も
の
と
し
て
、業
務
改
革
、事
務
の

見
直
し
、窓
口
業
務
、例
え
ば
税
務
業
務
で
す
け
れ
ど
も
、

証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
様
式
を
改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
も
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
よ
う
な
表
示
を
し
ま
し
た
。そ
れ
と
先
日
の
臨

時
議
会
の
時
に
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
入
札
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
対
し
て
は
、原
因
と
対
策
を
し
っ
か

り
と
分
析
し
、入
札
事
務
に
共
通
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　ミ
ス
を
し
た
ら
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
か
を
徹
底
的

に
洗
い
出
し
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、や
る
必
要
が
あ
る
。行
政
の
業
務
に

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。是
非
、課
長
会
で

全
部
署
共
通
の
課
題
と
し
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
、そ
う
い
う
も
れ
が
出
て
い
る
、気
の
緩
み
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　新
年
度
を
迎
え
、気
分
を
新
た
に
ミ
ス
の
な
い
よ
う

人
材
育
成
も
計
れ
る
よ
う
な
事
業
予
算
の
執
行
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
温
泉
新
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
温
泉
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

森
林
セ
ン
タ
ー「
北
川
温
泉
」施
設
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
８
，４
７
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
，４
１
０
，９
０
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、９
，８
７
７
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
６
４
，３
９
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
３
，３
８
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
，７
７
０
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
　

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，５
９
９
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，８
４
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，１
５
３
，７
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，２
２
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
９
，１
０
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
１
５
，６
５
０
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
２
，４
３
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

■
平
成
３０
年

１２
月
２１
日（
木
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

１２
月
２１
日（
木
）
　年
頭
挨
拶

　録
音

　（
北
川
村
役
場
）

１２
月
２１
日（
木
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
田
野
町
役
場
）

１２
月
２５
日（
月
）
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　

（
愛
光
園
）

１２
月
２５
日（
月
）
　平
成
２９
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
平
成
３０
年

１
月
３
日（
水
）
　北
川
村
成
人
式

　（
モ
ネ
の
庭
）

１
月
１０
日（
水
）
　中
国
四
国
農
政
局
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　（
圃
場
整
備
）
　（
岡
山
市
）

１
月
１４
日（
日
）
　出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
）

１
月
１５
日（
月
）
　全
員
協
議
会

　（
小
水
力
発
電
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

１
月
１７
日（
水
）
　自
動
車
道
整
備
促
進
勉
強
会

　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

中
芸
地
区
町
村
長
議
長
商
工
会
正
副

会
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

１
月
２３
日（
火
）、２４
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研

修

　（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

１
月
２６
日（
金
）
　奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

　
　

（
奈
半
利
町
）

１
月
３０
日（
火
）
　四
国
地
方
整
備
局
長
視
察

　
　
　
　

（
北
川
村
内
）

２
月
８
日（
木
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
視
察

　

（
徳
島
県

　橘
湾
火
力
発
電
所
、長

安
口
ダ
ム
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　

（
高
知
県
自
治
会
館
）

２
月
１５
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
北
川
村
議
会
臨
時

会

　

２
月
２２
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
６９
回
定

期
総
会

　

　
　
　
　
　
　
　町
村
長
町
村
議
会
議
長
大
会

　
　

（
高
知
市
）
　
　
　
　

２
月
２３
日（
木
）
　第
３７
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
自
治
会
館
）
　

２
月
２７
日（
火
）
　一
般
質
問
受
理

２
月
２７
日（
火
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２
月
２８
日（
水
）
　北
川
村
議
会
運
営
委
員
会

　

２
月
２８
日（
水
）
　全
員
協
議
会

　（
北
川
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

３
月
１
日（
木
）
　中
芸
高
等
学
校
卒
業
式

　（
田
野
町
）

３
月
２
日（
金
）
　平
成
３０
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

３
月
２
日（
木
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
北
川
村
役
場
）

３
月
４
日（
土
）
　や
な
せ
水
源
の
森
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

（
馬
路
村

　魚
梁
瀬
）

３
月
５
日（
日
）
　北
川
村
観
光
開
き

　（
モ
ネ
の
庭
）

西尾　勝幸 議員

大西　　学 議員

濵渦　康雄 議員

 

区

　分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

１８２９

発
注
件
数

１８２４

完
了
件
数

１５９

発
注
率

１００
％

８２
・
８
％

完
了
率

８３
・
３
％

３１
・
０
％



8
き

　  た
　  が

わ

9
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、２
月
１５
日
に
開

会
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）
　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

　平
成
３０
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
に
開
会
し
、

契
約
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

当
初
予
算
５
件
、条
例
６
件
の
議
案
の
審
議
が
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　９
日
に
は
、４
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま

し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・

■
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

　平
成
３０
年
度
は「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
実
行
３
年
目
、折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま

す
。　北

川
村
の
人
口
を
、過
去
５
年
の
出
生
数
や
死
亡
数

の
自
然
増
減
の
状
況
を
基
に
村
独
自
に
推
計
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、２
０
３
０
年
の
人
口
は
９
３
６
人（
１５
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
５２
人
）と
、国
の
推
計
よ
り
も
さ
ら
に

５
％
ほ
ど
低
い
値（
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
は
約
半

分
）と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、何
ら
対
応
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、当
初
の
想
定
よ
り
も
早
い
速
度

で
人
口
が
減
り
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　村
の
人
口
が
１
，０
０
０
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
足

掻
き
き
ら
な
け
れ
ば
、北
川
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
し
ま
い
ま
す
。残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。「
北

川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
作
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」こ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
徹
底
的
に
追
求
し
、政
策
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の

一
体
化
」な
ど
、戦
略
目
標
は
明
確
化
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
村
民
の
皆
様
に
そ
の
具
体
的
な
動
き
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　平
成
３０
年
度
は
、戦
略
全
体
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
村
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
の
実
現
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成  ３０
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、２
，１
５
３
，７
１
７
千
円（
前
年
度
当
初

予
算
比
△
８
７
２
，４
６
３
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、北
川
村
の
５
つ
の

基
本
政
策
①
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築 

②
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実 

③
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活

用 

④
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑤
日
本
一
元
気
な

長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　一
方
、こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
抑
制

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
村
債
残
高
の
減
少
、基

金
残
高
の
増
加
に
加
え
、国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
な

ど
、積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、当
面
の

財
政
運
営
は
健
全
な
状
況
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。 

　し
か
し
、本
村
予
算
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、小
規
模
な
市
町
村
に
有
利
で
あ
っ
た
算
定

項
目
が
廃
止
さ
れ
、平
成
３０
年
度
か
ら
約
１
億
円
減
少

と
な
る
見
通
し
で
、今
後
の
財
政
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、再
度
収

支
見
込
み
の
洗
い
出
し
を
行
い
、平
成
３０
年
度
予
算
は
、

村
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
に
対
応
で
き
る
様
、基
金

の
取
り
崩
し
や
今
年
度
予
算
の
繰
り
越
し
を
財
源
に

充
て
る
こ
と
で
、何
と
か
収
支
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　北
川
村
に
住
ん
で
働
き
、生
活
に
必
要
な
収
入
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、農
業
、特
に
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
ゆ
ず
の
振
興
を
軸
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　平

成
３０
年
度
か
ら
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る
基

盤
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、ゆ
ず
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
基
盤
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　村
内
各
地
域
に
基
盤
整
備
の
候
補
地
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、宗
ノ
上
、小
島
、二
タ
又
、久

江
ノ
上
の
４
地
区
で
あ
わ
せ
て
約
５
・
５
ha
を
整
備
す

る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　今
後
も
村
内
で
１
ha
の
耕
作
面
積
を
持
つ
専
業
農
家

１
０
０
軒
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、整
備
可
能
な
候
補
地

の
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、ゆ
ず
園
地
の

若
返
り
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
担
い
手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３１
年
度

後
半
か
ら
の
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、そ
し

て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住
者
、と
い
う

順
を
追
っ
て
規
模
拡
大
農
家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず
栽
培

の
技
術
的
な
支
援
や
大
規
模
な
園
地
に
必
要
な
機
械
類

の
導
入
に
よ
る
営
農
の
効
率
化
、省
力
化
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
な
評
価

を
得
て
い
る
高
知
大
学
と
新
規
就
農
者
に
対
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、省
力
化
の
た
め
の
機
械
整
備
に
必
要
な
経
費

の
助
成
制
度
を
平
成
３０
年
度
に
創
設
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、行
政
に
よ
る
支
援
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、村
全
体
に「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
気
運
を
醸
成
し
、行
政
と
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
機
関
も
加
え
、オ
ー
ル
北
川
村
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
学
習
機
会
を
確
保
し
、学
習
の
場
を
通
じ
て「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
ん
で
い
く
」「
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
自
主
的

に
進
ん
で
い
く
」と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
取
組
み
は
、す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
を
感
じ

に
く
い
分
野
で
も
あ
り
、現
段
階
で
は
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、

高
知
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
る
体
験
の
機
会
を
創
る
な
ど
、

地
域
で
学
ん
で
活
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、将

来
に
わ
た
り
北
川
村
の
学
校
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
を

目
標
に
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、少
子
化
が
一
層
進
む
教
育
環
境
を
踏
ま
え
、中

学
校
卒
業
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
、子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的
な
教
育
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
６
月
に
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
、教
育
関
係

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
北
川
村
保
小
中
一
体
化
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

各
教
育
機
関
の
抱
え
る
課
題
、ま
た
地
域
か
ら
見
た
課

題
な
ど
の
拾
い
出
し
を
進
め
る
一
方
、既
に
一
体
化
教

育
を
展
開
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
３０
年
度
は
、こ
れ
ら
の
課
題
整
理
や
先
進
地
に

お
け
る
参
考
点
を
踏
ま
え
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素

案
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
３２
年

度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、い

わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

る
課
題
に
い
か
に
対
応
で
き
る
か
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
や「
生
き
る
力
」、「
郷
土
愛
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
力
を
い
か
に
養
う
か
、社
会
生
活
に
お
い

て
必
要
と
な
る
力
の
基
礎
を
中
学
校
卒
業
時
に
全
員
が

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、今
、北
川
村
に
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
課
題
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　災
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
本
村
に
と
り
ま
し
て
、

村
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、道
路
や
住
宅
、水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、村
道
石
ノ
内
線
な
ど
村
内
の
道
路
改
良

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、石
ノ
内
沿
線

の
宅
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、耐
震
改
修
が
必
要
な
野
友
の
簡
易
水
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、詳
細
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。野
川
地

区
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、補
助
事
業

の
活
用
や
工
期
的
な
こ
と
も
考
え
、一
部
地
域
の
皆
様

に
は
お
待
た
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、平
成
３０
年

か
ら
３１
年
度
の
２
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

川
道
路
の
柏
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
和
田
地
区
ま

で
の
約
４
㎞
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　本
年
１
月
に
は
、国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
四
国
地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
野
根
〜
安
倉
間
に
つ
き
ま
し
て
、審
議

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
平
成
２６
年
８
月
に
小
島
地
区
で
発

生
し
た
災
害
な
ど
、国
道
４
９
３
号
に
は
複
数
の
危
険

箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、防
災
上
の
観
点
か

ら
野
根
〜
安
倉
間
の
整
備
の
在
り
方
が
審
議
さ
れ
、現

道
の
改
良
案
と
２
つ
の
バ
イ
パ
ス
整
備
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　村
と
し
て
も
、引
き
続
き
議
会
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、県
と
も
連
携
し
な
が
ら
粘
り
強
く
国

や
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
、地
域
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、個
人
、地

域
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
本
村
で
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、重
要
な「
共
助
」、助
け
合
い
も
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、守
っ
た
命
を
地
域
で
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
の
基
本
と
な
る
取
組
み
が
住
宅
の
耐
震
化
で
す
。

今
年
度
、全
地
区
の
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、平
成
３１
年
度
か
ら
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
金
の
制

度
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、出
来
る
だ
け
平
成

３０
年
度
中
に
耐
震
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
へ
の
周
知
方
法
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

す
。　ま

た
、非
常
時
の
通
信
手
段
で
あ
る
衛
星
携
帯
電
話

を
各
避
難
所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
訓
練

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　あ
わ
せ
ま
し
て
、防
災
学
習
会
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、避
難
所
に
設
置
す
べ
き
そ
の
他
の
資
機
材
に
つ
い

て
、自
主
防
災
組
織
で
も
検
証
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
防
災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。　こ

う
し
た
自
助
、共
助
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

同
時
に
、地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、大

規
模
災
害
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。こ

の
た
め
、平
成
３０
年
度
に
は
、実
際
現
場
で
復
旧
復
興
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

大
き
な
災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
や
今
後
の
防
災
体

制
の
構
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。免
許

を
お
持
ち
で
な
い
、あ
る
い
は
返
上
し
て
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
で
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、村
営
バ
ス
を
活
用
し
て
、公
共
交

通
や
福
祉
的
交
通
手
段
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
と
さ
れ
る「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
実
現
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
末
永
く
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、

６５
歳
以
上
に
占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
で
あ
る「
要
介

護
率
」が
全
国
で
一
番
低
い
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、今
年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　平
成
２８
年
度
の
北
川
村
の
要
介
護
率
は
１４
・
２
％
で

す
が
、総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末

に
は
、全
国
平
均
の
１３
・
３
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
対
策
と
し
て
重
要
な
特
定
健

診
の
受
診
率
を
平
成
２８
年
の
４６
・
４
％
か
ら
平
成
３１
年

に
は
約
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　村
で
雇
用
を
し
て
い
る
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
成
果
も
あ
り
、特
定
健
診
の
受
診
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
方
で
、健
診
受
診
者
の
問
診
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
生
活
改
善
意
欲
が
な
い
」と
お
答
え
た
方
の
割
合
が
男

性
で
５０
・
８
％
、女
性
で
３８
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、村
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
い
、と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、北
川
村
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
も
２
割
程
度
高
い
こ
と
、高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
症
状
で
病
院
を
受
診
す
る
割
合
が
、県
平
均
と
比
較

し
て
高
い
こ
と
、な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
３０
年
度
は「
健
康
意

識
の
向
上
」と「
健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
」を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　健
康
意
識
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推

進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
、ま
た
昨
年
度
よ
り
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
ん
検
診
の
無
料
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
ま
し
て
、健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
北
川
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」は
、さ
ら
に
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、取
組
み
を
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、若

い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
様
、こ

れ
ま
で
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
２０
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、専
門
的
な
視
点
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
な
ど
、自
ら
の
健
康
と
生
活
改
善
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
に
よ
る
健
診
結
果
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。さ
ら
に
、２０
歳
か
ら
５０
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
を

中
心
に
し
た
運
動
や
食
に
関
す
る
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
、健
康
づ
く
り
に
取
組
む
自
発
的
な
活
動
を
後
押

し
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

・・ 

行
政
報
告 

・・

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　昨
年
、村
内
で
は
豪
雨
に
よ
り
村
道
１
件
、林
道
４
件

の
計
５
件
が
被
災
し
、林
道
の
う
ち
１
件
は
す
で
に
工

事
が
完
成
し
、年
度
内
に
さ
ら
に
１
件
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。残
り
の
林
道
２
件
及
び
村
道
１
件
に
つ
き
ま

し
て
も
契
約
済
み
で
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、２
月
末
現
在
で
村
内

所
有
者
の
う
ち
耐
震
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震
診
断
１７
件

（
累
計
１
８
７
件
／
３
９
０
件（
４７
・
９
％
））、改
修
工
事

１１
件（
累
計
６５
件
／
３
９
０
件（
１６
・
６
％
））と
な
っ
て

い
ま
す
。

　野
友
、小
島
、島
地
区
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、勉
強
会
や
防
災
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
様
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
住
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　住
民
の
皆
様
の
移
動
手
段
を
守
る
方
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、久
木
線
の
往
復
一
便
を
定
時
定
路
線
と
し
、

デ
マ
ン
ド
区
間
及
び
福
祉
的
バ
ス
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

実
施
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　本
年
５
月
頃
を
目
途
に
村
民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、運
賃
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
賜
る
と
と
も
に
、財
政
運
営
を
鑑
み
つ
つ
改
善
で

き
る
点
は
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　特
定
健
診
の
受
診
率
は
２
月
調
査
分
で
４５
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、前
年
度
同
時
期
の
３８
・
６
％
と
比
較
し
て

約
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、約
４
か
月
間
で
延
べ
４８
人

の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
る
方
も
お
り
、健
康
意
欲
の
増
進

に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て
、今
後
も
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　野
友
地
区
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
基
盤
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、地
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、村
に
売
却
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

約
半
数
、ま
た
代
替
地
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
、当

地
域
で
の
耕
作
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
中
旬
に
県
安
芸
土
木
事
務
所
が
奈
半
利
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
予
定
箇
所
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

さ
る
３
月
１
日
に
、地
権
者
や
地
区
の
総
代
、南
部
地
区

土
地
改
良
区
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　小
規
模
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、今
年
度
、加
茂
地

区
と
西
谷
地
区
の
２
件
の
整
備
を
実
施
し
、新
規
就
農

者
が
今
年
か
ら
ゆ
ず
を
植
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。平
成
３０
年
度
は
、早
期
に
実
施
可
能
性
が
高
い
加
茂
、

野
川
の
２
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
若
返
り
を
目
的
と
し
た
苗
木
購
入
に
対

す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
希
望
数
は
５
，

１
７
３
本
と
な
り
、そ
の
全
て
を
供
給
で
き
る
見
通
し

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
末
時
点

に
お
い
て
６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円
と
な
り
、

目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１６
日

の
落
成
式
、そ
し
て
６
月
２６
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
開
業
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
る
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
川
村
観
光
び
ら

き
に
は
約
２
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。会

場
で
は
、村
内
の
商
店
、加
工
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
川
村
の
特
産
品
で
来
場
者
を
も
て

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
平
成
２９
年
度
の
入
園
者
数
は
７
４
，７

０
０
人
と
な
り
、 

目
標
の
６
５
，０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、昨
年
４
月

の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、幕

末
維
新
博
と
の
連
動
企
画
に
よ
る
集
客
効
果
、さ
ら
に
、

県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
し
て

き
た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
や
移
住
相
談
会
の
参
加
に
よ
り
、今
年
度
の

相
談
件
数
は
３１
件
、こ
の
う
ち
、ゆ
ず
の
就
農
相
談
が
１６

件
あ
り
ま
し
た
。移
住
実
績
は
４
組
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、久
府
付
地
区
２
戸

と
野
川
地
区
の
１
戸
の
住
宅
改
修
が
完
了
し
、う
ち
、２

戸
に
入
居
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
に
整
備
予
定

の
野
友
地
区
及
び
久
府
付
地
区
の
各
１
戸
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
入
札
を
行
い
、工
事
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、小
島
の
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、３
月

末
に
完
成
し
、地
区
の
浄
化
槽
の
整
備
が
完
了
す
る
６

月
か
ら
稼
働
す
る
見
込
み
で
す
。

　既
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
１
名
が
村
内
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、４
月
よ
り
２
人
目
の
隊
員
が
着

任
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
度
は
２

人
体
制
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
中
岡
慎
太
郎
に
つ
い
て
）

　中
岡
慎
太
郎
館
は
、昨
年
３
月
４
日
に
開
幕
し
ま
し

た「
志
国
高
知

　幕
末
維
新
博
」の
地
域
会
場
と
し
て
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、来
館
者
数
は
２
月
末
現

在
で
９
，２
７
８
人（
前
年
同
期
比
７０
・
３
％
増
）と
な
っ

て
お
り
、好
調
を
持
続
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
平
成
３１
年
度
末
ま
で
続
く「
志
国
高
知

　幕

末
維
新
博
」の
期
間
中
、企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、情
報
発
信
と
来
館
者
の

増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
）

　５
月
１３
日
の
大
会
開
催
に
向
け
、住
民
説
明
会
の
開

催
、協
賛
企
業
の
募
集
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
業
務
に
つ
い
て
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

は
、３
月
１
日
時
点
で
次
の
と
お
り
で
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て

9

　小
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、北
川
村
温
泉
の

オ
ー
プ
ン
も
近
づ
き
集
客
に
期
待
が
持
て
る
が
再
開
の

予
定
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
は
、６
月
に
北

川
村
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、高
知
県
が
、ポ
ス
ト
維
新
博
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
や

自
然
体
験
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
小
島
地
区
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　し

か
し
、こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
豪
雨
に
よ
っ

て
流
失
し
た
こ
と
が
、記
憶
に
あ
る
中
で
は
５
回
あ
り

ま
す
。度
々
発
生
し
て
い
る
水
害
、平
成
２６
年
の
道
路
が

決
壊
し
た
災
害
に
つ
い
て
、そ
の
対
策
が
い
ま
だ
に
検

討
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、直
ぐ
に
再
開
さ
せ

る
事
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
後
、中
北
部
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活

性
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
鑑
み
、安
全
確
保
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　温
泉
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、キ
ャ
ン
プ
場
で
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
、キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
と
が

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。安
全
が
確
認
で

き
れ
ば
、是
非
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

9

　村
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、昨
年
１０
月
ダ
イ
ヤ
改
正

さ
れ
、そ
の
後
、利
用
者
が
ど
の
様
に
改
善
さ
れ
た
か
。

ま
た
、久
木
発
６
時
５０
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、平
成
２７
年
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、移
動
に
要
す
る
負
担
を
軽
減
し
、

公
営
性
を
保
た
せ
る
こ
と
か
ら
、同
年
に
運
賃
の
上
限

を
３
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。そ

の
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
行
政
座
談
会
で
の
声
を
受

け
、久
木
線
で
の
上
下
線
１
便
の
定
時
定
路
線
化
、デ
マ

ン
ド
区
間
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
、宗
ノ
上
築
溜
や
西

谷
地
区
へ
の
運
行
区
間
の
拡
張
、福
祉
的
バ
ス
の
運
行

開
始
な
ど
の
新
た
な
運
行
体
型
を
構
築
し
、昨
年
１０
月

に
実
証
運
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
鍋
以
北
の
状
況
は

実
証
運
行
開
始
か
ら
３
ヵ
月
間
で
対
前
年
比
１
０
２
・

５
％
、１
月
以
降
は
前
年
並
の
乗
車
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、自
然
減
が
進
む
地
域
人
口
を
考
え
れ
ば
利
用

頻
度
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
福
祉
的
バ
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、周
知
を
徹
底
す
れ
ば
利
用
者
数
は
伸
び
る
と
推
測

し
て
い
ま
す
。築
溜
、西
谷
に
つ
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
区
間
と
な
り
ま
す
が
、地
域

人
口
に
応
じ
た
利
用
者
数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運
行

形
態
を
切
り
替
え
て
約
５
ヵ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、利
用

者
の
反
応
は
デ
マ
ン
ド
区
間
で
上
下
１
便
を
定
路
線
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、「
予
約
す
る
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、村
営

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
夏
ま
で
に
利
用
状

況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　次
に
、早
朝
の
運
転
手
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
に
必
要
な
対
応
が
お
こ
な
え
る
よ
う
反
映
し
て
い

ま
す
。委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
、土
日
な
ど
こ

れ
ま
で
に
全
く
利
用
が
な
い
便
の
デ
マ
ン
ド
化
や
、運

行
便
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
軽
減
負

担
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、冬
場
の
運
行
は
、道
路
の
凍

結
が
あ
っ
て
危
険
で
、平
鍋
か
ら
北
部
へ
は
、大
型
ダ
ン

プ
カ
ー
が
頻
繁
に
通
っ
て
い
て
、す
れ
違
い
が
多
く
、ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
行
き
違
い
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。デ
マ
ン
ド
な
ら
乗
客
は
、確
実
に
乗

れ
る
。定
時
バ
ス
は
、乗
客
が
出
て
い
な
い
と
、素
通
り

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、費
用
の
問
題
も
あ
り
、デ
マ

ン
ド
で
運
行
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　今
年
は
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

大
変
苦
慮
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。注
意
し
て
運
行
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、先
ほ
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
交
通
会
議
も
開
い
て
運
行

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　冬
場
の
凍
結
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と

か
、チ
ェ
ー
ン
を
車
に
乗
せ
て
お
く
と
い
う
対
策
も
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、デ
マ
ン
ド
運
行
が
い
い
の
か
、あ
る
い
は
一
便
だ
け

で
も
定
時
定
路
線
化
の
方
向
が
い
い
の
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　出
来
る
だ
け
村
民
の
利
便
性
を
考
え
た
対
応
を
図
る

べ
く
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

北
川
村
の
観
光
に
つ
い
て
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　北
川
村
は
モ
ネ
、北
川
村
温
泉
、中
岡
慎
太
郎
と
十

分
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、中
岡
慎
太
郎
は
、他
の
２
つ

よ
り
少
し
弱
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。中
岡
慎
太
郎
を

も
っ
と
表
に
出
し
て
北
川
村
の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　

　村
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る

昭
和
４２
年
に
中
岡
記
念
館
と
し
て
生
家
の
復
元
を
行
い
、

そ
れ
以
降
、慎
太
郎
読
本
の
発
刊
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
本
村
が
誇
る
全
国
区
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　特
に
慎
太
郎
の
盟
友
と
い
わ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
生
誕

１
５
０
年
が
迫
り
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
６０
年
頃
、

龍
馬
に
続
け
と
地
域
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
ふ
る
さ
と
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
、そ
れ

ぞ
れ
各
行
政
団
体
に
資
金
が
国
か
ら
配
ら
れ
、そ
の
資

金
活
用
に
お
い
て
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
高

い
支
持
が
あ
っ
た
中
岡
慎
太
郎
館
を
建
設
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、中
岡
慎
太
郎
を
顕
彰
し
て
功
績

や
人
と
な
り
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
、そ
し
て
伝

承
し
続
け
る
為
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　開
館
し
た
平
成
６
年
に
は
来
館
者
が
約
３
万
人
を
超

え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、平
成
２２
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
年
に
県
を
挙

げ
て「
龍
馬
で
あ
い
博
」と
い
う
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
博
に
併
せ
て
集
客
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、観
光
の
一
素
材
と
し
て
時
折
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　現
在
開
催
中
の「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」に
お
い
て

は
、地
域
会
場
に
位
置
づ
け
て
頂
い
て
、入
館
者
数
も
１

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。歴
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
覧
会
等
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
入
館
者
数
は
増
え
、

ま
た
そ
れ
が
終
わ
る
と
少
し
減
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
、花
家
紋
や
中
岡
慎
太
郎
館
の
年
間
を
通
じ

た
企
画
展
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、そ
れ
と
並
行
し

て
村
内
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
地
道
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
し
た
結
果
、特
に
こ
の
幕
末
維
新
博
の
開
催
に

よ
り
対
前
年
比
７
割
増
し
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　観
光
と
中
岡
慎
太
郎
の
顕
彰
、慎
太
郎
館
に
は
目
的

が
二
つ
有
り
ま
す
。し
か
し
根
幹
と
な
る
、中
岡
慎
太
郎

先
生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
為
の
施
設
と
し
て
今
後

の
展
開
に
お
い
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、交
流
人
口
の
拡

大
に
目
を
向
け
、村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅

持
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　館
の
み
で
な
く
、館
を
取
り
巻
く
人
、他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
事
に
対
し
て
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。支
援
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

 

答

　村
長

　中
岡
慎
太
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
、あ
る
い
は
地
域
の
方
、そ
う
し
た
方
々

の
支
援
が
あ
っ
て
今
が
在
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
き
ま
し
て
は
共
に

携
え
て
、時
に
は
主
に
な
っ
て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　村
と
し
て
は
顕
彰
会
が
、任
意
団
体
で
あ
っ
た
時
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
き
に
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、き
ち
っ
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
、議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
頂
き
、中
岡
慎
太
郎
生
家
の
指
定
管
理
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
で
、今
後
も
き
ち
ん
と
確
固
た
る
持
続

で
き
る
組
織
と
し
て
形
成
し
て
頂
い
て
、共
に
今
後
も

携
え
て
中
岡
慎
太
郎
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、中
岡

慎
太
郎
の
顕
彰
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
や
っ
て
い
る
微
々
た
る
行

動
で
も
、や
は
り
持
続
し
て
行
っ
て
村
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
、温
泉
・
モ
ネ
・
慎
太
郎
は
、北
川
村
の
観
光
の
中

心
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
。

　顕
彰
会
は
、今
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。顕

彰
会
の
組
織
を
弱
ら
せ
な
い
為
に
事
務
局
長
を
も
う
１

人
雇
用
し
て
頂
き
た
い
、そ
う
し
な
い
と
持
続
し
て
い

け
な
い
。

 

答

　村
長

　村
と
し
て
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
い
て
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
大
変
ご
苦
労
も
な
さ
り
、組
織
を
ま
と
め

て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
一
同
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
し
、今
も
地
道
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
き

ち
っ
と
持
続
で
き
る
団
体
に
な
る
為
に
基
盤
を
作
る
準

備
段
階
で
も
あ
っ
た
、そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
し
て
頂

い
た
上
で
議
員
の
皆
様
も
賛
同
し
て
頂
い
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。脆
弱
な
団
体
に
指
定
管
理
、あ
る
い
は
補
助
金
を
継

続
し
て
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
の
予
算
査
定
に
お
い
て
顕
彰
会
か
ら
こ
う
い
う

ふ
う
に
持
続
出
来
る
組
織
に
な
り
た
い
か
ら
、こ
う
い

う
支
援
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
出
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
努
力
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
の
段
階
に
進
め
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
。現
状
の
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
脆
弱
な

体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
支
出
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。体
質
の
改
善
の
見
込
み
が
立
ち
、こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き

れ
ば
、３０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
執
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
し
、さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
企
画
、提
案
が
な
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
支
援
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　顕
彰
会
自
体
が
活
動
と
し
て
生
家
の
管
理
、あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
等
懸
命
に
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
き
た
と

い
う
の
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、今
後
も
そ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　た
だ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と

な
っ
て
い
る
今
、本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
持
続
で

き
る
形
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と

言
う
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　や
は
り
村
が
き
ち
っ
と
対
処
し
て
い
く
た
め
に
初
志

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手
を
携
え
て
今
後
も

や
っ
て
い
け
る
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

北
川
村
温
泉
に
つ
い
て
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　北
川
村
温
泉
の
開
館
の
準
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　２
月
１
日
に
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と
北
川
村
温
泉

の
指
定
管
理
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、担
当
者
を
雇

用
し
て
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
採
用
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求
人
掲
載

を
依
頼
し
、支
配
人
や
料
理
長
候
補
に
つ
い
て
は
、早
速

数
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旧
従
業
員
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
掲
載
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
に
て
求
人
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　営
業
開
始
に
向
け
、フ
ロ
ン
ト
、宿
泊
予
約
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
発
注
を
終
え
て
、現
在
、営
業
許
可
、労
働
保
険

関
係
等
の
手
続
き
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
必
要
な
備

品
類
の
選
定
、決
定
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　村
と
し
て
も
奈
半
利
駅
や
国
道
沿
い
の
案
内
看
板
を

新
年
度
早
々
に
は
整
備
し
ま
す
。

9

　開
園
前
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
村
民
向
け
の
無
料
入

浴
や
、試
食
会
の
よ
う
な
催
し
の
計
画
は
あ
る
か
。

　ま
た
、従
前
の
入
浴
券
が
、新
た
な
温
泉
で
利
用
出
来

る
の
か
。

 

答

　村
長

　村
民
へ
の
披
露
は
、落
成
式
後
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
、こ
こ
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　入
浴
に
際
し
て
村
民
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
割
引
券
は
、平
成

３２
年
３
月
末
、開
館
か
ら
２
年
間
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　ふ
る
さ
と
納
税
の
前
年
度
の
実
績
は
、約
４
７
，０

０
０
千
円
で
、新
年
度
の
目
標
額
は
、下
方
修
正
し
て
、

４
０
，０
０
０
千
円
と
聞
い
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　地
方
創
生
の
提
唱
に
あ
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
で

日
本
を
元
気
」に
と
考
え
て
、地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、都

会
に
出
た
方
々
が
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ

税
制
を
通
じ
て
貢
献
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
意
義
と
し
て

①
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
税
の
使
わ

れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。税
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、納
税
の
大
切
さ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
。

②
生
ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力
に
な
れ
る
こ
と
。

③
自
治
体
間
の
競
争
が
進
む
こ
と
。

　と
国
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
北
川
村
は
、北
川
村
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
、応
援
団
に
な
っ
て
頂
く
方
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
と
共
に
、自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

北
川
村
が
生
き
残
る
為
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、こ

の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
年
に
な
り
ま
す
が
、農
作
物
や
ジ
ビ
エ
関
係
に
返

礼
品
を
広
げ
る
こ
と
で
、徐
々
に
農
業
者
や
村
の
狩
猟

関
係
者
な
ど
、村
民
が
返
礼
品
を
出
す
と
い
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　多
く
の
村
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、オ
ー
ル
北

川
村
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
も
出

来
る
だ
ろ
う
し
、高
齢
者
に
も
稼
ぎ
が
可
能
と
な
り
、農

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
繋
が
る
と
い
う
側

面
も
生
じ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
た
だ
単
に
産
品
を
売
っ
て
北
川
村
の
消
費

を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
度
の
目
標
額
に
つ
い
て
は
、返
礼
率
が
総
務
省

の
指
導
に
よ
り
３０
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加

え
て
、観
光
協
会
の
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
が
退
職

し
て
、受
託
で
き
な
く
な
り
、観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託

先
が
、決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
得
ら
れ
た
金

額
と
い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
、４
，０
０
０
万
円
に
設

定
し
ま
し
た
。

9

　観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託
先
の
目
安
は
つ
い
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　

　新
た
な
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
の
変

わ
り
に
業
務
を
ま
か
せ
ら
れ
る
企
業
、あ
る
い
は
団
体

が
見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　継
続
で
き
る
組
織
、団
体
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
う
で

な
け
れ
ば
村
が
専
門
の
職
員
を
雇
用
す
る
と
い
う
形
で
、

直
接
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
月
中
に
早
急
に
判
断
し
、決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
・
小
・
中
一
体
化
教
育
に
つ
い
て

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
２９
年
度
に
視

察
さ
れ
た
視
察
先
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　高
知
市
の
土
佐
山
学
舎
、香
南
市
夜
須
小
中
学
校
、埼

玉
県
の
草
加
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　土
佐
山
学
舎
は
、小
中
同
じ
校
舎
で
、校
区
外
か
ら
の

流
入
者
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
高
知
市
の
特
認
校
に

な
っ
て
い
て
、外
国
語
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
て
校
区

外
か
ら
児
童
を
迎
え
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。日
常
的
に
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に
、小
学

校
の
先
生
が
中
学
校
に
、出
入
り
が
垣
根
な
く
出
来
て

い
ま
す
。

　夜
須
小
中
学
校
の
校
舎
は
、別
々
で
、位
置
が
離
れ
て

い
る
形
で
一
貫
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　草
加
市
は
、保
育
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま
で
の
一
体

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

は
な
か
な
か
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
時
間
の
か
か

る
大
変
難
し
い
分
野
だ
。

　子
供
達
へ
の
北
川
村
へ
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
中

岡
慎
太
郎
や
ゆ
ず
に
特
化
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　北
川
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
供
達
が
他
所
へ
い
っ

た
と
き
に
北
川
の
子
は
さ
す
が
、慎
太
郎
や
幕
末
、ゆ
ず

の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
北
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　ま
た
、例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
、鉛
筆
の
よ
う
な

グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
北
川
村
の
子
達
に
配
布
し
て
、慎
太

郎
や
ゆ
ず
の
こ
と
を
常
日
頃
、目
に
し
て
い
る
と
、意
識

も
芽
生
え
て
、定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　安
芸
市
は
、子
ど
も
達
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
関
す

る
下
敷
き
を
配
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
と
し
て
、中
学
生
の
海
外

派
遣
も
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ベ
ル
ニ
ー
へ
行
き
も
っ
と
交
流

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　特
徴
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、保
・
小
・
中
の
一
体
化

の
み
な
ら
ず
、今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で
す
。

　郷
土
愛
を
育
む
た
め
慎
太
郎
・
ゆ
ず
が
事
例
に
上
が

り
ま
し
た
。知
識
と
し
て
北
川
村
を
卒
業
す
る
子
ど
も

達
に
は
持
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　海
外
派
遣
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
英
語
研
修

で
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ジ
ベ
ル
ニ
ー
経
由
、あ
る
い

は
イ
ギ
リ
ス
経
由
ジ
ベ
ル
ニ
ー
と
い
う
形
が
取
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の

中
で
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
で
素
案
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
盛

り
込
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

9

　ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
が
平
成
３１
年
ま
で
と
聞

い
て
い
る
。平
成
３２
年
度
以
降
も
ゆ
ず
園
地
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
中
で
、今
後
も
、農
家
を
支
援
す
る
制

度
を
継
続
す
る
か
。

 

答

　村
長

　検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゆ
ず
専

業
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
を
作
ろ
う
と
い
う
の
が
機

軸
で
す
。今
後
専
業
農
家
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、あ
る

一
定
絞
っ
た
形
に
は
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
形
で
支
援
は
続
け
て
行
き
た
い
と
検
討
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　過
去
３
年
間
の
寄
附
実
績
額
と
使
い
方
の
指
定
及

び
資
金
活
用
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　総
務
課
長

　平
成
２７
年
度
は
２
９
０
千
円
、平
成
２８
年
度
は
２
２
，

５
４
５
千
円
、平
成
２９
年
３
月
４
日
現
在
、で
４
７
，７

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
目
的
別
に
つ
い
て
は
、１
次
産

業
に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
が
２

４
，１
０
０
千
円
で
す
。同
じ
く
自
然
環
境
に
９
，３
９

０
千
円
、教
育
文
化
振
興
に
４
，７
０
０
千
円
、福
祉
子

育
て
支
援
に
１
１
，２
０
０
千
円
、全
て
の
用
途
に
使
っ

て
貰
い
た
い
が
、１
３
，０
０
０
千
円
ほ
ど
で
す
。そ
の

他
指
定
無
し
が
９
，４
０
０
千
円
で
、合
計
約
７
２
，０

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
活
用
実
績
に
つ
い
て
は
、２
件

で
、平
成
２２
年
に
１
，６
６
０
千
円
で
福
祉
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　今
年
度
に
も
リ
フ
ト
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
両
を

４
，０
０
０
千
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

9

　教
育
文
化
の
分
野
で
、子
ど
も
達
に
対
し
て
北
川

な
ら
で
の
教
育
に
使
え
る
財
源
が
４
，７
０
０
千
円
ほ

ど
あ
り
ま
す
。３０
年
度
の
予
算
の
中
に
は
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、こ
の
財
源
を
利
用
し
た
事
業
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　１
次
産
業
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
各
課
か
ら
提

案
す
る
形
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　北
川
村
は
、納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
て
ど
の
位
の

割
合
の
返
礼
品
を
出
し
て
い
た
の
か
。

　返
礼
品
と
し
て
村
内
の
企
業
、個
人
か
ら
集
め
た
商

品
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　

　総
務
省
か
ら
の
通
達
の
３
割
以
前
は
、返
礼
率
は
５

割
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
は
池
田
柚
華
園
さ
ん
の
商
品
の
み
で
す
。

　平
成
２８
年
に
な
っ
て
か
ら
組
み
合
わ
せ
商
品
が
色
々

出
て
き
ま
し
た
。

　第
１
位
が
き
た
が
わ
ポ
ン
酢
セ
ッ
ト(

柚
華
園
ポ
ン

酢
２
本
＋
ゆ
ず
王
国
ポ
ン
酢
＋
う
ま
塩
ポ
ン
酢)

が
２

３
３
件
で
す
。

　２
位
が
モ
ネ
の
手
作
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
１
９
１

件
、３
位
が
ゆ
ず
王
国
の
柚
茶
セ
ッ
ト
で
１
４
０
件
。

　平
成
２９
年
に
な
っ
て
生
産
者
の
品
物
も
入
っ
て
い
ま

す
。順
位
別
に
１
位
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
の
３０
本
セ
ッ
ト
が

５
３
２
件
、２
位
が
ト
マ
ト
の
２
０
０
個
箱
、５
２
３
件
、

３
位
が
ゆ
ず
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
３
７
５
件
、４
位
に

猪
肉
ス
ラ
イ
ス
３
６
４
件
で
、生
産
者
の
も
の
も
人
気

商
品
と
し
て
上
位
に
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
、

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

9

　レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て
、入
園
者
数
に
対

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
率
、客
単
価
を
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　７
４
，７
０
０
人
の
有
料
の
入
園
者
数
の
内
、約
３５
％

の
利
用
率
で
、約
２
６
，０
０
０
人
と
推
計
し
、一
人
当

た
り
の
客
単
価
は
、約
１
，１
３
８
円
で
す
。

9

　計
算
式
は
あ
っ
て
い
る
が
、モ
ネ
の
庭
の
指
定
管

理
料
の
算
出
に
つ
い
て
は
、担
当
部
署
は
、年
間
の
実
績

書
が
、上
が
っ
て
き
た
ら
社
長
や
支
配
人
な
ど
の
経
営

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、年
間
の
入
園
者
数
や
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ
の
増
減
の
要
因
の
営

業
分
析
し
た
う
え
で
、翌
年
の
売
上
げ
数
の
目
標
値
を

立
て
て
、収
益
増
加
に
繋
げ
て
い
く
営
業
計
画
を
立
て

て
、積
み
上
げ
、算
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
に
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
や
予
算
委
員
会
で
も

そ
う
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

 

答

　村
長

　平
成
３０
年
度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
き
た
中
で
庭
に
関
し
て
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
お
り

ま
す
の
で
何
ら
問
題
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

9

　指
定
管
理
料
が
、お
か
し
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、

算
出
し
て
い
く
過
程
で
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。ど
ん
な

対
策
を
行
う
の
か
を
聞
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
指
定
管
理
料
に
か
か
る

部
分
に
つ
い
て
精
査
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

9

　２９
年
度
は
い
く
ら
の
補
助
金
、委
託
金
を
観
光
協

会
に
出
し
た
か
。

 

答

　産
業
課
長

　観
光
部
門
と
し
て
１
３
，９
２
８
千
円
、ふ
る
さ
と
納

税
部
門
で
２
５
，２
７
７
千
円
、合
計
３
９
，２
０
５
千

円
で
す
。

9

　先
の
議
員
質
問
で
、村
長
は
、運
営
が
脆
弱
な
団
体

に
は
補
助
金
、委
託
金
は
付
け
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
ま
す
。観
光
協
会
は
脆
弱
な
団
体
で
は
な
い

の
か
。

 

答

　村
長

　

　当
初
予
算
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、委
託
金
と

い
う
名
目
で
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
川
村
温
泉
開
設
準
備
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
支
配
人
及
び
料
理
長
は
、い
つ
採

用
す
る
予
定
か
、指
定
管
理
者
の
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ

ン
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

　ま
た
、開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
て
い

る
か
。実
質
あ
と
約
３
ヵ
月
だ
が
、プ
レ
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
早
急
に
作
ら
せ
て
、議
会
へ
も

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 

答

　副
村
長

　

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
か
ら
は
期
日
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

早
急
に
雇
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
ジ
ャ
ル
ダ

ン
と
調
整
確
認
を
し
て
決
定
し
た
も
の
を
議
会
に
も
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　温
泉
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
の
案
内
書
が
、元
従
業
員

達
に
送
ら
れ
て
来
た
と
聞
い
た
。

　元
従
業
員
の
個
人
情
報
が
、北
川
村
観
光
協
会
か
ら

き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
へ
漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、そ
の
案
内
書
に
は
、会
社
印
で
な
く
、和
田
社

長
の
個
人
印
が
、押
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
２
点
に
つ
い
て
回
答
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　温
泉
が
、閉
館
す
る
時
に
、再
開
時
に
は
、案
内
さ
せ

て
頂
く
事
で
、従
業
員
の
方
々
と
北
川
村
観
光
協
会
に

了
解
済
み
で
し
た
の
で
、情
報
漏
洩
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
押
印
に
つ
い
て
は
、個
人
印
で
出
さ

れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、指
導

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　営
業
許
可
や
予
約
受
付
体
制
に
つ
い
て
と
、こ
れ

ま
で
に
来
ら
れ
た
方
々
の
宿
泊
名
簿
が
、温
泉
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

 

答

　副
村
長  

　宿
泊
の
予
約
は
、建
物
完
成
後
、旅
館
業
の
許
可
を

取
っ
て
か
ら
に
な
り
、そ
の
許
可
が
な
い
と
正
式
な
予

約
受
付
と
い
う
の
は
出
来
ま
せ
ん
が
、準
備
と
し
て
、宿

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

進
め
て
お
り
、許
可
が
取
れ
た
ら
直
ぐ
に
予
約
体
制
が

取
れ
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。　宿

泊
者
名
簿
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
確

認
は
取
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

9

　営
業
許
可
は
い
つ
頃
取
れ
る
予
定
か
。

　ま
た
、北
川
村
温
泉
も
色
ん
な
時
代
を
経
て
き
て
、資

産
台
帳
の
整
理
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、新

し
い
行
政
財
産
と
し
て
、建
物
や
備
品
等
の
資
産
台
帳

を
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う
指
示
を
。

 

答

　副
村
長

　

　営
業
許
可
は
、６
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。建
築
の
確
認
、消
防
の
確
認
が
終
わ
っ

て
か
ら
約
１０
日
か
ら
２
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　資
産
台
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

し
っ
か
り
と
法
令
を
遵
守
し
て
適
切
な
取
扱
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て

9

　役
場
職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、管
理
職
員
を
集
め
た
課
長

会
等
の
場
で
、議
論
を
し
ま
し
た
。

　直
ぐ
着
手
で
き
る
も
の
と
し
て
、業
務
改
革
、事
務
の

見
直
し
、窓
口
業
務
、例
え
ば
税
務
業
務
で
す
け
れ
ど
も
、

証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
様
式
を
改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
も
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
よ
う
な
表
示
を
し
ま
し
た
。そ
れ
と
先
日
の
臨

時
議
会
の
時
に
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
入
札
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
対
し
て
は
、原
因
と
対
策
を
し
っ
か

り
と
分
析
し
、入
札
事
務
に
共
通
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　ミ
ス
を
し
た
ら
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
か
を
徹
底
的

に
洗
い
出
し
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、や
る
必
要
が
あ
る
。行
政
の
業
務
に

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。是
非
、課
長
会
で

全
部
署
共
通
の
課
題
と
し
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
、そ
う
い
う
も
れ
が
出
て
い
る
、気
の
緩
み
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　新
年
度
を
迎
え
、気
分
を
新
た
に
ミ
ス
の
な
い
よ
う

人
材
育
成
も
計
れ
る
よ
う
な
事
業
予
算
の
執
行
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
温
泉
新
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
温
泉
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

森
林
セ
ン
タ
ー「
北
川
温
泉
」施
設
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
８
，４
７
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
，４
１
０
，９
０
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、９
，８
７
７
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
６
４
，３
９
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
３
，３
８
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
，７
７
０
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
　

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，５
９
９
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，８
４
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，１
５
３
，７
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，２
２
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
９
，１
０
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
１
５
，６
５
０
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
２
，４
３
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

■
平
成
３０
年

１２
月
２１
日（
木
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

１２
月
２１
日（
木
）
　年
頭
挨
拶

　録
音

　（
北
川
村
役
場
）

１２
月
２１
日（
木
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
田
野
町
役
場
）

１２
月
２５
日（
月
）
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　

（
愛
光
園
）

１２
月
２５
日（
月
）
　平
成
２９
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
平
成
３０
年

１
月
３
日（
水
）
　北
川
村
成
人
式

　（
モ
ネ
の
庭
）

１
月
１０
日（
水
）
　中
国
四
国
農
政
局
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　（
圃
場
整
備
）
　（
岡
山
市
）

１
月
１４
日（
日
）
　出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
）

１
月
１５
日（
月
）
　全
員
協
議
会

　（
小
水
力
発
電
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

１
月
１７
日（
水
）
　自
動
車
道
整
備
促
進
勉
強
会

　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

中
芸
地
区
町
村
長
議
長
商
工
会
正
副

会
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

１
月
２３
日（
火
）、２４
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研

修

　（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

１
月
２６
日（
金
）
　奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

　
　

（
奈
半
利
町
）

１
月
３０
日（
火
）
　四
国
地
方
整
備
局
長
視
察

　
　
　
　

（
北
川
村
内
）

２
月
８
日（
木
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
視
察

　

（
徳
島
県

　橘
湾
火
力
発
電
所
、長

安
口
ダ
ム
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　

（
高
知
県
自
治
会
館
）

２
月
１５
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
北
川
村
議
会
臨
時

会

　

２
月
２２
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
６９
回
定

期
総
会

　

　
　
　
　
　
　
　町
村
長
町
村
議
会
議
長
大
会

　
　

（
高
知
市
）
　
　
　
　

２
月
２３
日（
木
）
　第
３７
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
自
治
会
館
）
　

２
月
２７
日（
火
）
　一
般
質
問
受
理

２
月
２７
日（
火
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２
月
２８
日（
水
）
　北
川
村
議
会
運
営
委
員
会

　

２
月
２８
日（
水
）
　全
員
協
議
会

　（
北
川
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

３
月
１
日（
木
）
　中
芸
高
等
学
校
卒
業
式

　（
田
野
町
）

３
月
２
日（
金
）
　平
成
３０
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

３
月
２
日（
木
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
北
川
村
役
場
）

３
月
４
日（
土
）
　や
な
せ
水
源
の
森
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

（
馬
路
村

　魚
梁
瀬
）

３
月
５
日（
日
）
　北
川
村
観
光
開
き

　（
モ
ネ
の
庭
）

西尾　勝幸 議員

大西　　学 議員

濵渦　康雄 議員

 

区

　分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

１８２９

発
注
件
数

１８２４

完
了
件
数

１５９

発
注
率

１００
％

８２
・
８
％

完
了
率

８３
・
３
％

３１
・
０
％



10
き

　  た
　  が

わ

11
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、２
月
１５
日
に
開

会
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）
　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

　平
成
３０
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
に
開
会
し
、

契
約
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

当
初
予
算
５
件
、条
例
６
件
の
議
案
の
審
議
が
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　９
日
に
は
、４
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま

し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・

■
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

　平
成
３０
年
度
は「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
実
行
３
年
目
、折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま

す
。　北

川
村
の
人
口
を
、過
去
５
年
の
出
生
数
や
死
亡
数

の
自
然
増
減
の
状
況
を
基
に
村
独
自
に
推
計
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、２
０
３
０
年
の
人
口
は
９
３
６
人（
１５
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
５２
人
）と
、国
の
推
計
よ
り
も
さ
ら
に

５
％
ほ
ど
低
い
値（
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
は
約
半

分
）と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、何
ら
対
応
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、当
初
の
想
定
よ
り
も
早
い
速
度

で
人
口
が
減
り
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　村
の
人
口
が
１
，０
０
０
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
足

掻
き
き
ら
な
け
れ
ば
、北
川
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
し
ま
い
ま
す
。残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。「
北

川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
作
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」こ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
徹
底
的
に
追
求
し
、政
策
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の

一
体
化
」な
ど
、戦
略
目
標
は
明
確
化
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
村
民
の
皆
様
に
そ
の
具
体
的
な
動
き
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　平
成
３０
年
度
は
、戦
略
全
体
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
村
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
の
実
現
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成  ３０
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、２
，１
５
３
，７
１
７
千
円（
前
年
度
当
初

予
算
比
△
８
７
２
，４
６
３
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、北
川
村
の
５
つ
の

基
本
政
策
①
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築 

②
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実 

③
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活

用 

④
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑤
日
本
一
元
気
な

長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　一
方
、こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
抑
制

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
村
債
残
高
の
減
少
、基

金
残
高
の
増
加
に
加
え
、国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
な

ど
、積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、当
面
の

財
政
運
営
は
健
全
な
状
況
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。 

　し
か
し
、本
村
予
算
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、小
規
模
な
市
町
村
に
有
利
で
あ
っ
た
算
定

項
目
が
廃
止
さ
れ
、平
成
３０
年
度
か
ら
約
１
億
円
減
少

と
な
る
見
通
し
で
、今
後
の
財
政
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、再
度
収

支
見
込
み
の
洗
い
出
し
を
行
い
、平
成
３０
年
度
予
算
は
、

村
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
に
対
応
で
き
る
様
、基
金

の
取
り
崩
し
や
今
年
度
予
算
の
繰
り
越
し
を
財
源
に

充
て
る
こ
と
で
、何
と
か
収
支
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　北
川
村
に
住
ん
で
働
き
、生
活
に
必
要
な
収
入
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、農
業
、特
に
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
ゆ
ず
の
振
興
を
軸
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　平

成
３０
年
度
か
ら
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る
基

盤
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、ゆ
ず
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
基
盤
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　村
内
各
地
域
に
基
盤
整
備
の
候
補
地
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、宗
ノ
上
、小
島
、二
タ
又
、久

江
ノ
上
の
４
地
区
で
あ
わ
せ
て
約
５
・
５
ha
を
整
備
す

る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　今
後
も
村
内
で
１
ha
の
耕
作
面
積
を
持
つ
専
業
農
家

１
０
０
軒
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、整
備
可
能
な
候
補
地

の
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、ゆ
ず
園
地
の

若
返
り
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
担
い
手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３１
年
度

後
半
か
ら
の
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、そ
し

て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住
者
、と
い
う

順
を
追
っ
て
規
模
拡
大
農
家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず
栽
培

の
技
術
的
な
支
援
や
大
規
模
な
園
地
に
必
要
な
機
械
類

の
導
入
に
よ
る
営
農
の
効
率
化
、省
力
化
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
な
評
価

を
得
て
い
る
高
知
大
学
と
新
規
就
農
者
に
対
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、省
力
化
の
た
め
の
機
械
整
備
に
必
要
な
経
費

の
助
成
制
度
を
平
成
３０
年
度
に
創
設
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、行
政
に
よ
る
支
援
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、村
全
体
に「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
気
運
を
醸
成
し
、行
政
と
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
機
関
も
加
え
、オ
ー
ル
北
川
村
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
学
習
機
会
を
確
保
し
、学
習
の
場
を
通
じ
て「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
ん
で
い
く
」「
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
自
主
的

に
進
ん
で
い
く
」と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
取
組
み
は
、す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
を
感
じ

に
く
い
分
野
で
も
あ
り
、現
段
階
で
は
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、

高
知
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
る
体
験
の
機
会
を
創
る
な
ど
、

地
域
で
学
ん
で
活
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、将

来
に
わ
た
り
北
川
村
の
学
校
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
を

目
標
に
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、少
子
化
が
一
層
進
む
教
育
環
境
を
踏
ま
え
、中

学
校
卒
業
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
、子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的
な
教
育
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
６
月
に
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
、教
育
関
係

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
北
川
村
保
小
中
一
体
化
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

各
教
育
機
関
の
抱
え
る
課
題
、ま
た
地
域
か
ら
見
た
課

題
な
ど
の
拾
い
出
し
を
進
め
る
一
方
、既
に
一
体
化
教

育
を
展
開
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
３０
年
度
は
、こ
れ
ら
の
課
題
整
理
や
先
進
地
に

お
け
る
参
考
点
を
踏
ま
え
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素

案
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
３２
年

度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、い

わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

る
課
題
に
い
か
に
対
応
で
き
る
か
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
や「
生
き
る
力
」、「
郷
土
愛
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
力
を
い
か
に
養
う
か
、社
会
生
活
に
お
い

て
必
要
と
な
る
力
の
基
礎
を
中
学
校
卒
業
時
に
全
員
が

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、今
、北
川
村
に
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
課
題
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　災
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
本
村
に
と
り
ま
し
て
、

村
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、道
路
や
住
宅
、水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、村
道
石
ノ
内
線
な
ど
村
内
の
道
路
改
良

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、石
ノ
内
沿
線

の
宅
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、耐
震
改
修
が
必
要
な
野
友
の
簡
易
水
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、詳
細
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。野
川
地

区
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、補
助
事
業

の
活
用
や
工
期
的
な
こ
と
も
考
え
、一
部
地
域
の
皆
様

に
は
お
待
た
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、平
成
３０
年

か
ら
３１
年
度
の
２
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

川
道
路
の
柏
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
和
田
地
区
ま

で
の
約
４
㎞
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　本
年
１
月
に
は
、国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
四
国
地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
野
根
〜
安
倉
間
に
つ
き
ま
し
て
、審
議

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
平
成
２６
年
８
月
に
小
島
地
区
で
発

生
し
た
災
害
な
ど
、国
道
４
９
３
号
に
は
複
数
の
危
険

箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、防
災
上
の
観
点
か

ら
野
根
〜
安
倉
間
の
整
備
の
在
り
方
が
審
議
さ
れ
、現

道
の
改
良
案
と
２
つ
の
バ
イ
パ
ス
整
備
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　村
と
し
て
も
、引
き
続
き
議
会
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、県
と
も
連
携
し
な
が
ら
粘
り
強
く
国

や
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
、地
域
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、個
人
、地

域
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
本
村
で
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、重
要
な「
共
助
」、助
け
合
い
も
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、守
っ
た
命
を
地
域
で
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
の
基
本
と
な
る
取
組
み
が
住
宅
の
耐
震
化
で
す
。

今
年
度
、全
地
区
の
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、平
成
３１
年
度
か
ら
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
金
の
制

度
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、出
来
る
だ
け
平
成

３０
年
度
中
に
耐
震
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
へ
の
周
知
方
法
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

す
。　ま

た
、非
常
時
の
通
信
手
段
で
あ
る
衛
星
携
帯
電
話

を
各
避
難
所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
訓
練

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　あ
わ
せ
ま
し
て
、防
災
学
習
会
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、避
難
所
に
設
置
す
べ
き
そ
の
他
の
資
機
材
に
つ
い

て
、自
主
防
災
組
織
で
も
検
証
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
防
災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。　こ

う
し
た
自
助
、共
助
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

同
時
に
、地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、大

規
模
災
害
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。こ

の
た
め
、平
成
３０
年
度
に
は
、実
際
現
場
で
復
旧
復
興
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

大
き
な
災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
や
今
後
の
防
災
体

制
の
構
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。免
許

を
お
持
ち
で
な
い
、あ
る
い
は
返
上
し
て
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
で
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、村
営
バ
ス
を
活
用
し
て
、公
共
交

通
や
福
祉
的
交
通
手
段
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
と
さ
れ
る「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
実
現
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
末
永
く
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、

６５
歳
以
上
に
占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
で
あ
る「
要
介

護
率
」が
全
国
で
一
番
低
い
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、今
年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　平
成
２８
年
度
の
北
川
村
の
要
介
護
率
は
１４
・
２
％
で

す
が
、総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末

に
は
、全
国
平
均
の
１３
・
３
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
対
策
と
し
て
重
要
な
特
定
健

診
の
受
診
率
を
平
成
２８
年
の
４６
・
４
％
か
ら
平
成
３１
年

に
は
約
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　村
で
雇
用
を
し
て
い
る
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
成
果
も
あ
り
、特
定
健
診
の
受
診
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
方
で
、健
診
受
診
者
の
問
診
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
生
活
改
善
意
欲
が
な
い
」と
お
答
え
た
方
の
割
合
が
男

性
で
５０
・
８
％
、女
性
で
３８
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、村
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
い
、と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、北
川
村
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
も
２
割
程
度
高
い
こ
と
、高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
症
状
で
病
院
を
受
診
す
る
割
合
が
、県
平
均
と
比
較

し
て
高
い
こ
と
、な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
３０
年
度
は「
健
康
意

識
の
向
上
」と「
健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
」を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　健
康
意
識
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推

進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
、ま
た
昨
年
度
よ
り
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
ん
検
診
の
無
料
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
ま
し
て
、健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
北
川
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」は
、さ
ら
に
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、取
組
み
を
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、若

い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
様
、こ

れ
ま
で
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
２０
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、専
門
的
な
視
点
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
な
ど
、自
ら
の
健
康
と
生
活
改
善
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
に
よ
る
健
診
結
果
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。さ
ら
に
、２０
歳
か
ら
５０
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
を

中
心
に
し
た
運
動
や
食
に
関
す
る
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
、健
康
づ
く
り
に
取
組
む
自
発
的
な
活
動
を
後
押

し
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

・・ 

行
政
報
告 

・・

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　昨
年
、村
内
で
は
豪
雨
に
よ
り
村
道
１
件
、林
道
４
件

の
計
５
件
が
被
災
し
、林
道
の
う
ち
１
件
は
す
で
に
工

事
が
完
成
し
、年
度
内
に
さ
ら
に
１
件
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。残
り
の
林
道
２
件
及
び
村
道
１
件
に
つ
き
ま

し
て
も
契
約
済
み
で
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、２
月
末
現
在
で
村
内

所
有
者
の
う
ち
耐
震
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震
診
断
１７
件

（
累
計
１
８
７
件
／
３
９
０
件（
４７
・
９
％
））、改
修
工
事

１１
件（
累
計
６５
件
／
３
９
０
件（
１６
・
６
％
））と
な
っ
て

い
ま
す
。

　野
友
、小
島
、島
地
区
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、勉
強
会
や
防
災
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
様
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
住
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　住
民
の
皆
様
の
移
動
手
段
を
守
る
方
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、久
木
線
の
往
復
一
便
を
定
時
定
路
線
と
し
、

デ
マ
ン
ド
区
間
及
び
福
祉
的
バ
ス
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

実
施
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　本
年
５
月
頃
を
目
途
に
村
民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、運
賃
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
賜
る
と
と
も
に
、財
政
運
営
を
鑑
み
つ
つ
改
善
で

き
る
点
は
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　特
定
健
診
の
受
診
率
は
２
月
調
査
分
で
４５
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、前
年
度
同
時
期
の
３８
・
６
％
と
比
較
し
て

約
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、約
４
か
月
間
で
延
べ
４８
人

の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
る
方
も
お
り
、健
康
意
欲
の
増
進

に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て
、今
後
も
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　野
友
地
区
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
基
盤
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、地
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、村
に
売
却
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

約
半
数
、ま
た
代
替
地
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
、当

地
域
で
の
耕
作
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
中
旬
に
県
安
芸
土
木
事
務
所
が
奈
半
利
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
予
定
箇
所
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

さ
る
３
月
１
日
に
、地
権
者
や
地
区
の
総
代
、南
部
地
区

土
地
改
良
区
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　小
規
模
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、今
年
度
、加
茂
地

区
と
西
谷
地
区
の
２
件
の
整
備
を
実
施
し
、新
規
就
農

者
が
今
年
か
ら
ゆ
ず
を
植
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。平
成
３０
年
度
は
、早
期
に
実
施
可
能
性
が
高
い
加
茂
、

野
川
の
２
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
若
返
り
を
目
的
と
し
た
苗
木
購
入
に
対

す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
希
望
数
は
５
，

１
７
３
本
と
な
り
、そ
の
全
て
を
供
給
で
き
る
見
通
し

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
末
時
点

に
お
い
て
６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円
と
な
り
、

目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１６
日

の
落
成
式
、そ
し
て
６
月
２６
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
開
業
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
る
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
川
村
観
光
び
ら

き
に
は
約
２
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。会

場
で
は
、村
内
の
商
店
、加
工
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
川
村
の
特
産
品
で
来
場
者
を
も
て

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
平
成
２９
年
度
の
入
園
者
数
は
７
４
，７

０
０
人
と
な
り
、 

目
標
の
６
５
，０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、昨
年
４
月

の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、幕

末
維
新
博
と
の
連
動
企
画
に
よ
る
集
客
効
果
、さ
ら
に
、

県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
し
て

き
た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
や
移
住
相
談
会
の
参
加
に
よ
り
、今
年
度
の

相
談
件
数
は
３１
件
、こ
の
う
ち
、ゆ
ず
の
就
農
相
談
が
１６

件
あ
り
ま
し
た
。移
住
実
績
は
４
組
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、久
府
付
地
区
２
戸

と
野
川
地
区
の
１
戸
の
住
宅
改
修
が
完
了
し
、う
ち
、２

戸
に
入
居
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
に
整
備
予
定

の
野
友
地
区
及
び
久
府
付
地
区
の
各
１
戸
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
入
札
を
行
い
、工
事
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、小
島
の
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、３
月

末
に
完
成
し
、地
区
の
浄
化
槽
の
整
備
が
完
了
す
る
６

月
か
ら
稼
働
す
る
見
込
み
で
す
。

　既
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
１
名
が
村
内
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、４
月
よ
り
２
人
目
の
隊
員
が
着

任
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
度
は
２

人
体
制
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
中
岡
慎
太
郎
に
つ
い
て
）

　中
岡
慎
太
郎
館
は
、昨
年
３
月
４
日
に
開
幕
し
ま
し

た「
志
国
高
知

　幕
末
維
新
博
」の
地
域
会
場
と
し
て
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、来
館
者
数
は
２
月
末
現

在
で
９
，２
７
８
人（
前
年
同
期
比
７０
・
３
％
増
）と
な
っ

て
お
り
、好
調
を
持
続
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
平
成
３１
年
度
末
ま
で
続
く「
志
国
高
知

　幕

末
維
新
博
」の
期
間
中
、企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、情
報
発
信
と
来
館
者
の

増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
）

　５
月
１３
日
の
大
会
開
催
に
向
け
、住
民
説
明
会
の
開

催
、協
賛
企
業
の
募
集
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
業
務
に
つ
い
て
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

は
、３
月
１
日
時
点
で
次
の
と
お
り
で
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
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　小
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、北
川
村
温
泉
の

オ
ー
プ
ン
も
近
づ
き
集
客
に
期
待
が
持
て
る
が
再
開
の

予
定
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
は
、６
月
に
北

川
村
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、高
知
県
が
、ポ
ス
ト
維
新
博
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
や

自
然
体
験
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
小
島
地
区
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　し

か
し
、こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
豪
雨
に
よ
っ

て
流
失
し
た
こ
と
が
、記
憶
に
あ
る
中
で
は
５
回
あ
り

ま
す
。度
々
発
生
し
て
い
る
水
害
、平
成
２６
年
の
道
路
が

決
壊
し
た
災
害
に
つ
い
て
、そ
の
対
策
が
い
ま
だ
に
検

討
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、直
ぐ
に
再
開
さ
せ

る
事
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
後
、中
北
部
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活

性
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
鑑
み
、安
全
確
保
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　温
泉
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、キ
ャ
ン
プ
場
で
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
、キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
と
が

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。安
全
が
確
認
で

き
れ
ば
、是
非
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

9

　村
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、昨
年
１０
月
ダ
イ
ヤ
改
正

さ
れ
、そ
の
後
、利
用
者
が
ど
の
様
に
改
善
さ
れ
た
か
。

ま
た
、久
木
発
６
時
５０
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、平
成
２７
年
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、移
動
に
要
す
る
負
担
を
軽
減
し
、

公
営
性
を
保
た
せ
る
こ
と
か
ら
、同
年
に
運
賃
の
上
限

を
３
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。そ

の
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
行
政
座
談
会
で
の
声
を
受

け
、久
木
線
で
の
上
下
線
１
便
の
定
時
定
路
線
化
、デ
マ

ン
ド
区
間
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
、宗
ノ
上
築
溜
や
西

谷
地
区
へ
の
運
行
区
間
の
拡
張
、福
祉
的
バ
ス
の
運
行

開
始
な
ど
の
新
た
な
運
行
体
型
を
構
築
し
、昨
年
１０
月

に
実
証
運
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
鍋
以
北
の
状
況
は

実
証
運
行
開
始
か
ら
３
ヵ
月
間
で
対
前
年
比
１
０
２
・

５
％
、１
月
以
降
は
前
年
並
の
乗
車
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、自
然
減
が
進
む
地
域
人
口
を
考
え
れ
ば
利
用

頻
度
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
福
祉
的
バ
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、周
知
を
徹
底
す
れ
ば
利
用
者
数
は
伸
び
る
と
推
測

し
て
い
ま
す
。築
溜
、西
谷
に
つ
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
区
間
と
な
り
ま
す
が
、地
域

人
口
に
応
じ
た
利
用
者
数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運
行

形
態
を
切
り
替
え
て
約
５
ヵ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、利
用

者
の
反
応
は
デ
マ
ン
ド
区
間
で
上
下
１
便
を
定
路
線
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、「
予
約
す
る
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、村
営

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
夏
ま
で
に
利
用
状

況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　次
に
、早
朝
の
運
転
手
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
に
必
要
な
対
応
が
お
こ
な
え
る
よ
う
反
映
し
て
い

ま
す
。委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
、土
日
な
ど
こ

れ
ま
で
に
全
く
利
用
が
な
い
便
の
デ
マ
ン
ド
化
や
、運

行
便
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
軽
減
負

担
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、冬
場
の
運
行
は
、道
路
の
凍

結
が
あ
っ
て
危
険
で
、平
鍋
か
ら
北
部
へ
は
、大
型
ダ
ン

プ
カ
ー
が
頻
繁
に
通
っ
て
い
て
、す
れ
違
い
が
多
く
、ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
行
き
違
い
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。デ
マ
ン
ド
な
ら
乗
客
は
、確
実
に
乗

れ
る
。定
時
バ
ス
は
、乗
客
が
出
て
い
な
い
と
、素
通
り

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、費
用
の
問
題
も
あ
り
、デ
マ

ン
ド
で
運
行
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　今
年
は
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

大
変
苦
慮
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。注
意
し
て
運
行
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、先
ほ
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
交
通
会
議
も
開
い
て
運
行

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　冬
場
の
凍
結
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と

か
、チ
ェ
ー
ン
を
車
に
乗
せ
て
お
く
と
い
う
対
策
も
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、デ
マ
ン
ド
運
行
が
い
い
の
か
、あ
る
い
は
一
便
だ
け

で
も
定
時
定
路
線
化
の
方
向
が
い
い
の
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　出
来
る
だ
け
村
民
の
利
便
性
を
考
え
た
対
応
を
図
る

べ
く
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

北
川
村
の
観
光
に
つ
い
て

9

　北
川
村
は
モ
ネ
、北
川
村
温
泉
、中
岡
慎
太
郎
と
十

分
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、中
岡
慎
太
郎
は
、他
の
２
つ

よ
り
少
し
弱
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。中
岡
慎
太
郎
を

も
っ
と
表
に
出
し
て
北
川
村
の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　

　村
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る

昭
和
４２
年
に
中
岡
記
念
館
と
し
て
生
家
の
復
元
を
行
い
、

そ
れ
以
降
、慎
太
郎
読
本
の
発
刊
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
本
村
が
誇
る
全
国
区
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　特
に
慎
太
郎
の
盟
友
と
い
わ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
生
誕

１
５
０
年
が
迫
り
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
６０
年
頃
、

龍
馬
に
続
け
と
地
域
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
ふ
る
さ
と
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
、そ
れ

ぞ
れ
各
行
政
団
体
に
資
金
が
国
か
ら
配
ら
れ
、そ
の
資

金
活
用
に
お
い
て
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
高

い
支
持
が
あ
っ
た
中
岡
慎
太
郎
館
を
建
設
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、中
岡
慎
太
郎
を
顕
彰
し
て
功
績

や
人
と
な
り
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
、そ
し
て
伝

承
し
続
け
る
為
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　開
館
し
た
平
成
６
年
に
は
来
館
者
が
約
３
万
人
を
超

え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、平
成
２２
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
年
に
県
を
挙

げ
て「
龍
馬
で
あ
い
博
」と
い
う
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
博
に
併
せ
て
集
客
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、観
光
の
一
素
材
と
し
て
時
折
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　現
在
開
催
中
の「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」に
お
い
て

は
、地
域
会
場
に
位
置
づ
け
て
頂
い
て
、入
館
者
数
も
１

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。歴
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
覧
会
等
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
入
館
者
数
は
増
え
、

ま
た
そ
れ
が
終
わ
る
と
少
し
減
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
、花
家
紋
や
中
岡
慎
太
郎
館
の
年
間
を
通
じ

た
企
画
展
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、そ
れ
と
並
行
し

て
村
内
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
地
道
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
し
た
結
果
、特
に
こ
の
幕
末
維
新
博
の
開
催
に

よ
り
対
前
年
比
７
割
増
し
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　観
光
と
中
岡
慎
太
郎
の
顕
彰
、慎
太
郎
館
に
は
目
的

が
二
つ
有
り
ま
す
。し
か
し
根
幹
と
な
る
、中
岡
慎
太
郎

先
生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
為
の
施
設
と
し
て
今
後

の
展
開
に
お
い
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、交
流
人
口
の
拡

大
に
目
を
向
け
、村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅

持
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　館
の
み
で
な
く
、館
を
取
り
巻
く
人
、他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
事
に
対
し
て
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。支
援
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

 

答

　村
長

　中
岡
慎
太
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
、あ
る
い
は
地
域
の
方
、そ
う
し
た
方
々

の
支
援
が
あ
っ
て
今
が
在
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
き
ま
し
て
は
共
に

携
え
て
、時
に
は
主
に
な
っ
て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　村
と
し
て
は
顕
彰
会
が
、任
意
団
体
で
あ
っ
た
時
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
き
に
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、き
ち
っ
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
、議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
頂
き
、中
岡
慎
太
郎
生
家
の
指
定
管
理
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
で
、今
後
も
き
ち
ん
と
確
固
た
る
持
続

で
き
る
組
織
と
し
て
形
成
し
て
頂
い
て
、共
に
今
後
も

携
え
て
中
岡
慎
太
郎
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、中
岡

慎
太
郎
の
顕
彰
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
や
っ
て
い
る
微
々
た
る
行

動
で
も
、や
は
り
持
続
し
て
行
っ
て
村
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
、温
泉
・
モ
ネ
・
慎
太
郎
は
、北
川
村
の
観
光
の
中

心
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
。

　顕
彰
会
は
、今
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。顕

彰
会
の
組
織
を
弱
ら
せ
な
い
為
に
事
務
局
長
を
も
う
１

人
雇
用
し
て
頂
き
た
い
、そ
う
し
な
い
と
持
続
し
て
い

け
な
い
。

 

答

　村
長

　村
と
し
て
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
い
て
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
大
変
ご
苦
労
も
な
さ
り
、組
織
を
ま
と
め

て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
一
同
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
し
、今
も
地
道
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
き

ち
っ
と
持
続
で
き
る
団
体
に
な
る
為
に
基
盤
を
作
る
準

備
段
階
で
も
あ
っ
た
、そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
し
て
頂

い
た
上
で
議
員
の
皆
様
も
賛
同
し
て
頂
い
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。脆
弱
な
団
体
に
指
定
管
理
、あ
る
い
は
補
助
金
を
継

続
し
て
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
の
予
算
査
定
に
お
い
て
顕
彰
会
か
ら
こ
う
い
う

ふ
う
に
持
続
出
来
る
組
織
に
な
り
た
い
か
ら
、こ
う
い

う
支
援
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
出
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
努
力
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
の
段
階
に
進
め
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
。現
状
の
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
脆
弱
な

体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
支
出
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。体
質
の
改
善
の
見
込
み
が
立
ち
、こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き

れ
ば
、３０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
執
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
し
、さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
企
画
、提
案
が
な
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
支
援
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　顕
彰
会
自
体
が
活
動
と
し
て
生
家
の
管
理
、あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
等
懸
命
に
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
き
た
と

い
う
の
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、今
後
も
そ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　た
だ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と

な
っ
て
い
る
今
、本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
持
続
で

き
る
形
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と

言
う
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　や
は
り
村
が
き
ち
っ
と
対
処
し
て
い
く
た
め
に
初
志

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手
を
携
え
て
今
後
も

や
っ
て
い
け
る
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

北
川
村
温
泉
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
開
館
の
準
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　２
月
１
日
に
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と
北
川
村
温
泉

の
指
定
管
理
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、担
当
者
を
雇

用
し
て
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
採
用
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求
人
掲
載

を
依
頼
し
、支
配
人
や
料
理
長
候
補
に
つ
い
て
は
、早
速

数
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旧
従
業
員
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
掲
載
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
に
て
求
人
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　営
業
開
始
に
向
け
、フ
ロ
ン
ト
、宿
泊
予
約
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
発
注
を
終
え
て
、現
在
、営
業
許
可
、労
働
保
険

関
係
等
の
手
続
き
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
必
要
な
備

品
類
の
選
定
、決
定
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　村
と
し
て
も
奈
半
利
駅
や
国
道
沿
い
の
案
内
看
板
を

新
年
度
早
々
に
は
整
備
し
ま
す
。

9

　開
園
前
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
村
民
向
け
の
無
料
入

浴
や
、試
食
会
の
よ
う
な
催
し
の
計
画
は
あ
る
か
。

　ま
た
、従
前
の
入
浴
券
が
、新
た
な
温
泉
で
利
用
出
来

る
の
か
。

 

答

　村
長

　村
民
へ
の
披
露
は
、落
成
式
後
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
、こ
こ
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　入
浴
に
際
し
て
村
民
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
割
引
券
は
、平
成

３２
年
３
月
末
、開
館
か
ら
２
年
間
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　ふ
る
さ
と
納
税
の
前
年
度
の
実
績
は
、約
４
７
，０

０
０
千
円
で
、新
年
度
の
目
標
額
は
、下
方
修
正
し
て
、

４
０
，０
０
０
千
円
と
聞
い
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　地
方
創
生
の
提
唱
に
あ
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
で

日
本
を
元
気
」に
と
考
え
て
、地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、都

会
に
出
た
方
々
が
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ

税
制
を
通
じ
て
貢
献
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
意
義
と
し
て

①
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
税
の
使
わ

れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。税
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、納
税
の
大
切
さ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
。

②
生
ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力
に
な
れ
る
こ
と
。

③
自
治
体
間
の
競
争
が
進
む
こ
と
。

　と
国
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
北
川
村
は
、北
川
村
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
、応
援
団
に
な
っ
て
頂
く
方
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
と
共
に
、自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

北
川
村
が
生
き
残
る
為
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、こ

の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
年
に
な
り
ま
す
が
、農
作
物
や
ジ
ビ
エ
関
係
に
返

礼
品
を
広
げ
る
こ
と
で
、徐
々
に
農
業
者
や
村
の
狩
猟

関
係
者
な
ど
、村
民
が
返
礼
品
を
出
す
と
い
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　多
く
の
村
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、オ
ー
ル
北

川
村
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
も
出

来
る
だ
ろ
う
し
、高
齢
者
に
も
稼
ぎ
が
可
能
と
な
り
、農

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
繋
が
る
と
い
う
側

面
も
生
じ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
た
だ
単
に
産
品
を
売
っ
て
北
川
村
の
消
費

を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
度
の
目
標
額
に
つ
い
て
は
、返
礼
率
が
総
務
省

の
指
導
に
よ
り
３０
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加

え
て
、観
光
協
会
の
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
が
退
職

し
て
、受
託
で
き
な
く
な
り
、観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託

先
が
、決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
得
ら
れ
た
金

額
と
い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
、４
，０
０
０
万
円
に
設

定
し
ま
し
た
。
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　観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託
先
の
目
安
は
つ
い
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　

　新
た
な
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
の
変

わ
り
に
業
務
を
ま
か
せ
ら
れ
る
企
業
、あ
る
い
は
団
体

が
見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　継
続
で
き
る
組
織
、団
体
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
う
で

な
け
れ
ば
村
が
専
門
の
職
員
を
雇
用
す
る
と
い
う
形
で
、

直
接
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
月
中
に
早
急
に
判
断
し
、決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
・
小
・
中
一
体
化
教
育
に
つ
い
て

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
２９
年
度
に
視

察
さ
れ
た
視
察
先
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　高
知
市
の
土
佐
山
学
舎
、香
南
市
夜
須
小
中
学
校
、埼

玉
県
の
草
加
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　土
佐
山
学
舎
は
、小
中
同
じ
校
舎
で
、校
区
外
か
ら
の

流
入
者
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
高
知
市
の
特
認
校
に

な
っ
て
い
て
、外
国
語
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
て
校
区

外
か
ら
児
童
を
迎
え
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。日
常
的
に
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に
、小
学

校
の
先
生
が
中
学
校
に
、出
入
り
が
垣
根
な
く
出
来
て

い
ま
す
。

　夜
須
小
中
学
校
の
校
舎
は
、別
々
で
、位
置
が
離
れ
て

い
る
形
で
一
貫
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　草
加
市
は
、保
育
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま
で
の
一
体

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

は
な
か
な
か
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
時
間
の
か
か

る
大
変
難
し
い
分
野
だ
。

　子
供
達
へ
の
北
川
村
へ
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
中

岡
慎
太
郎
や
ゆ
ず
に
特
化
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　北
川
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
供
達
が
他
所
へ
い
っ

た
と
き
に
北
川
の
子
は
さ
す
が
、慎
太
郎
や
幕
末
、ゆ
ず

の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
北
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　ま
た
、例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
、鉛
筆
の
よ
う
な

グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
北
川
村
の
子
達
に
配
布
し
て
、慎
太

郎
や
ゆ
ず
の
こ
と
を
常
日
頃
、目
に
し
て
い
る
と
、意
識

も
芽
生
え
て
、定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　安
芸
市
は
、子
ど
も
達
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
関
す

る
下
敷
き
を
配
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
と
し
て
、中
学
生
の
海
外

派
遣
も
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ベ
ル
ニ
ー
へ
行
き
も
っ
と
交
流

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　特
徴
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、保
・
小
・
中
の
一
体
化

の
み
な
ら
ず
、今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で
す
。

　郷
土
愛
を
育
む
た
め
慎
太
郎
・
ゆ
ず
が
事
例
に
上
が

り
ま
し
た
。知
識
と
し
て
北
川
村
を
卒
業
す
る
子
ど
も

達
に
は
持
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　海
外
派
遣
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
英
語
研
修

で
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ジ
ベ
ル
ニ
ー
経
由
、あ
る
い

は
イ
ギ
リ
ス
経
由
ジ
ベ
ル
ニ
ー
と
い
う
形
が
取
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の

中
で
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
で
素
案
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
盛

り
込
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

9

　ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
が
平
成
３１
年
ま
で
と
聞

い
て
い
る
。平
成
３２
年
度
以
降
も
ゆ
ず
園
地
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
中
で
、今
後
も
、農
家
を
支
援
す
る
制

度
を
継
続
す
る
か
。

 

答

　村
長

　検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゆ
ず
専

業
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
を
作
ろ
う
と
い
う
の
が
機

軸
で
す
。今
後
専
業
農
家
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、あ
る

一
定
絞
っ
た
形
に
は
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
形
で
支
援
は
続
け
て
行
き
た
い
と
検
討
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　過
去
３
年
間
の
寄
附
実
績
額
と
使
い
方
の
指
定
及

び
資
金
活
用
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　総
務
課
長

　平
成
２７
年
度
は
２
９
０
千
円
、平
成
２８
年
度
は
２
２
，

５
４
５
千
円
、平
成
２９
年
３
月
４
日
現
在
、で
４
７
，７

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
目
的
別
に
つ
い
て
は
、１
次
産

業
に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
が
２

４
，１
０
０
千
円
で
す
。同
じ
く
自
然
環
境
に
９
，３
９

０
千
円
、教
育
文
化
振
興
に
４
，７
０
０
千
円
、福
祉
子

育
て
支
援
に
１
１
，２
０
０
千
円
、全
て
の
用
途
に
使
っ

て
貰
い
た
い
が
、１
３
，０
０
０
千
円
ほ
ど
で
す
。そ
の

他
指
定
無
し
が
９
，４
０
０
千
円
で
、合
計
約
７
２
，０

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
活
用
実
績
に
つ
い
て
は
、２
件

で
、平
成
２２
年
に
１
，６
６
０
千
円
で
福
祉
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　今
年
度
に
も
リ
フ
ト
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
両
を

４
，０
０
０
千
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

9

　教
育
文
化
の
分
野
で
、子
ど
も
達
に
対
し
て
北
川

な
ら
で
の
教
育
に
使
え
る
財
源
が
４
，７
０
０
千
円
ほ

ど
あ
り
ま
す
。３０
年
度
の
予
算
の
中
に
は
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、こ
の
財
源
を
利
用
し
た
事
業
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　１
次
産
業
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
各
課
か
ら
提

案
す
る
形
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　北
川
村
は
、納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
て
ど
の
位
の

割
合
の
返
礼
品
を
出
し
て
い
た
の
か
。

　返
礼
品
と
し
て
村
内
の
企
業
、個
人
か
ら
集
め
た
商

品
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　

　総
務
省
か
ら
の
通
達
の
３
割
以
前
は
、返
礼
率
は
５

割
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
は
池
田
柚
華
園
さ
ん
の
商
品
の
み
で
す
。

　平
成
２８
年
に
な
っ
て
か
ら
組
み
合
わ
せ
商
品
が
色
々

出
て
き
ま
し
た
。

　第
１
位
が
き
た
が
わ
ポ
ン
酢
セ
ッ
ト(

柚
華
園
ポ
ン

酢
２
本
＋
ゆ
ず
王
国
ポ
ン
酢
＋
う
ま
塩
ポ
ン
酢)

が
２

３
３
件
で
す
。

　２
位
が
モ
ネ
の
手
作
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
１
９
１

件
、３
位
が
ゆ
ず
王
国
の
柚
茶
セ
ッ
ト
で
１
４
０
件
。

　平
成
２９
年
に
な
っ
て
生
産
者
の
品
物
も
入
っ
て
い
ま

す
。順
位
別
に
１
位
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
の
３０
本
セ
ッ
ト
が

５
３
２
件
、２
位
が
ト
マ
ト
の
２
０
０
個
箱
、５
２
３
件
、

３
位
が
ゆ
ず
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
３
７
５
件
、４
位
に

猪
肉
ス
ラ
イ
ス
３
６
４
件
で
、生
産
者
の
も
の
も
人
気

商
品
と
し
て
上
位
に
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
、

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

9

　レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て
、入
園
者
数
に
対

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
率
、客
単
価
を
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　７
４
，７
０
０
人
の
有
料
の
入
園
者
数
の
内
、約
３５
％

の
利
用
率
で
、約
２
６
，０
０
０
人
と
推
計
し
、一
人
当

た
り
の
客
単
価
は
、約
１
，１
３
８
円
で
す
。

9

　計
算
式
は
あ
っ
て
い
る
が
、モ
ネ
の
庭
の
指
定
管

理
料
の
算
出
に
つ
い
て
は
、担
当
部
署
は
、年
間
の
実
績

書
が
、上
が
っ
て
き
た
ら
社
長
や
支
配
人
な
ど
の
経
営

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、年
間
の
入
園
者
数
や
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ
の
増
減
の
要
因
の
営

業
分
析
し
た
う
え
で
、翌
年
の
売
上
げ
数
の
目
標
値
を

立
て
て
、収
益
増
加
に
繋
げ
て
い
く
営
業
計
画
を
立
て

て
、積
み
上
げ
、算
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
に
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
や
予
算
委
員
会
で
も

そ
う
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

 

答

　村
長

　平
成
３０
年
度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
き
た
中
で
庭
に
関
し
て
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
お
り

ま
す
の
で
何
ら
問
題
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

9

　指
定
管
理
料
が
、お
か
し
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、

算
出
し
て
い
く
過
程
で
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。ど
ん
な

対
策
を
行
う
の
か
を
聞
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
指
定
管
理
料
に
か
か
る

部
分
に
つ
い
て
精
査
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

9

　２９
年
度
は
い
く
ら
の
補
助
金
、委
託
金
を
観
光
協

会
に
出
し
た
か
。

 

答

　産
業
課
長

　観
光
部
門
と
し
て
１
３
，９
２
８
千
円
、ふ
る
さ
と
納

税
部
門
で
２
５
，２
７
７
千
円
、合
計
３
９
，２
０
５
千

円
で
す
。

9

　先
の
議
員
質
問
で
、村
長
は
、運
営
が
脆
弱
な
団
体

に
は
補
助
金
、委
託
金
は
付
け
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
ま
す
。観
光
協
会
は
脆
弱
な
団
体
で
は
な
い

の
か
。

 

答

　村
長

　

　当
初
予
算
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、委
託
金
と

い
う
名
目
で
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
川
村
温
泉
開
設
準
備
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
支
配
人
及
び
料
理
長
は
、い
つ
採

用
す
る
予
定
か
、指
定
管
理
者
の
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ

ン
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

　ま
た
、開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
て
い

る
か
。実
質
あ
と
約
３
ヵ
月
だ
が
、プ
レ
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
早
急
に
作
ら
せ
て
、議
会
へ
も

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 

答

　副
村
長

　

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
か
ら
は
期
日
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

早
急
に
雇
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
ジ
ャ
ル
ダ

ン
と
調
整
確
認
を
し
て
決
定
し
た
も
の
を
議
会
に
も
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　温
泉
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
の
案
内
書
が
、元
従
業
員

達
に
送
ら
れ
て
来
た
と
聞
い
た
。

　元
従
業
員
の
個
人
情
報
が
、北
川
村
観
光
協
会
か
ら

き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
へ
漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、そ
の
案
内
書
に
は
、会
社
印
で
な
く
、和
田
社

長
の
個
人
印
が
、押
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
２
点
に
つ
い
て
回
答
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　温
泉
が
、閉
館
す
る
時
に
、再
開
時
に
は
、案
内
さ
せ

て
頂
く
事
で
、従
業
員
の
方
々
と
北
川
村
観
光
協
会
に

了
解
済
み
で
し
た
の
で
、情
報
漏
洩
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
押
印
に
つ
い
て
は
、個
人
印
で
出
さ

れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、指
導

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　営
業
許
可
や
予
約
受
付
体
制
に
つ
い
て
と
、こ
れ

ま
で
に
来
ら
れ
た
方
々
の
宿
泊
名
簿
が
、温
泉
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

 

答

　副
村
長  

　宿
泊
の
予
約
は
、建
物
完
成
後
、旅
館
業
の
許
可
を

取
っ
て
か
ら
に
な
り
、そ
の
許
可
が
な
い
と
正
式
な
予

約
受
付
と
い
う
の
は
出
来
ま
せ
ん
が
、準
備
と
し
て
、宿

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

進
め
て
お
り
、許
可
が
取
れ
た
ら
直
ぐ
に
予
約
体
制
が

取
れ
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。　宿

泊
者
名
簿
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
確

認
は
取
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

9

　営
業
許
可
は
い
つ
頃
取
れ
る
予
定
か
。

　ま
た
、北
川
村
温
泉
も
色
ん
な
時
代
を
経
て
き
て
、資

産
台
帳
の
整
理
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、新

し
い
行
政
財
産
と
し
て
、建
物
や
備
品
等
の
資
産
台
帳

を
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う
指
示
を
。

 

答

　副
村
長

　

　営
業
許
可
は
、６
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。建
築
の
確
認
、消
防
の
確
認
が
終
わ
っ

て
か
ら
約
１０
日
か
ら
２
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　資
産
台
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

し
っ
か
り
と
法
令
を
遵
守
し
て
適
切
な
取
扱
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て

9

　役
場
職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、管
理
職
員
を
集
め
た
課
長

会
等
の
場
で
、議
論
を
し
ま
し
た
。

　直
ぐ
着
手
で
き
る
も
の
と
し
て
、業
務
改
革
、事
務
の

見
直
し
、窓
口
業
務
、例
え
ば
税
務
業
務
で
す
け
れ
ど
も
、

証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
様
式
を
改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
も
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
よ
う
な
表
示
を
し
ま
し
た
。そ
れ
と
先
日
の
臨

時
議
会
の
時
に
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
入
札
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
対
し
て
は
、原
因
と
対
策
を
し
っ
か

り
と
分
析
し
、入
札
事
務
に
共
通
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　ミ
ス
を
し
た
ら
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
か
を
徹
底
的

に
洗
い
出
し
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、や
る
必
要
が
あ
る
。行
政
の
業
務
に

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。是
非
、課
長
会
で

全
部
署
共
通
の
課
題
と
し
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
、そ
う
い
う
も
れ
が
出
て
い
る
、気
の
緩
み
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　新
年
度
を
迎
え
、気
分
を
新
た
に
ミ
ス
の
な
い
よ
う

人
材
育
成
も
計
れ
る
よ
う
な
事
業
予
算
の
執
行
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
温
泉
新
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
温
泉
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

森
林
セ
ン
タ
ー「
北
川
温
泉
」施
設
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
８
，４
７
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
，４
１
０
，９
０
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、９
，８
７
７
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
６
４
，３
９
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
３
，３
８
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
，７
７
０
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
　

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，５
９
９
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，８
４
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，１
５
３
，７
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，２
２
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
９
，１
０
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
１
５
，６
５
０
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
２
，４
３
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

■
平
成
３０
年

１２
月
２１
日（
木
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

１２
月
２１
日（
木
）
　年
頭
挨
拶

　録
音

　（
北
川
村
役
場
）

１２
月
２１
日（
木
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
田
野
町
役
場
）

１２
月
２５
日（
月
）
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　

（
愛
光
園
）

１２
月
２５
日（
月
）
　平
成
２９
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
平
成
３０
年

１
月
３
日（
水
）
　北
川
村
成
人
式

　（
モ
ネ
の
庭
）

１
月
１０
日（
水
）
　中
国
四
国
農
政
局
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　（
圃
場
整
備
）
　（
岡
山
市
）

１
月
１４
日（
日
）
　出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
）

１
月
１５
日（
月
）
　全
員
協
議
会

　（
小
水
力
発
電
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

１
月
１７
日（
水
）
　自
動
車
道
整
備
促
進
勉
強
会

　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

中
芸
地
区
町
村
長
議
長
商
工
会
正
副

会
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

１
月
２３
日（
火
）、２４
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研

修

　（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

１
月
２６
日（
金
）
　奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

　
　

（
奈
半
利
町
）

１
月
３０
日（
火
）
　四
国
地
方
整
備
局
長
視
察

　
　
　
　

（
北
川
村
内
）

２
月
８
日（
木
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
視
察

　

（
徳
島
県

　橘
湾
火
力
発
電
所
、長

安
口
ダ
ム
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　

（
高
知
県
自
治
会
館
）

２
月
１５
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
北
川
村
議
会
臨
時

会

　

２
月
２２
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
６９
回
定

期
総
会

　

　
　
　
　
　
　
　町
村
長
町
村
議
会
議
長
大
会

　
　

（
高
知
市
）
　
　
　
　

２
月
２３
日（
木
）
　第
３７
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
自
治
会
館
）
　

２
月
２７
日（
火
）
　一
般
質
問
受
理

２
月
２７
日（
火
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２
月
２８
日（
水
）
　北
川
村
議
会
運
営
委
員
会

　

２
月
２８
日（
水
）
　全
員
協
議
会

　（
北
川
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

３
月
１
日（
木
）
　中
芸
高
等
学
校
卒
業
式

　（
田
野
町
）

３
月
２
日（
金
）
　平
成
３０
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

３
月
２
日（
木
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
北
川
村
役
場
）

３
月
４
日（
土
）
　や
な
せ
水
源
の
森
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

（
馬
路
村

　魚
梁
瀬
）

３
月
５
日（
日
）
　北
川
村
観
光
開
き

　（
モ
ネ
の
庭
）

尾﨑　一マ 議員



10
き

　  た
　  が

わ

11
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、２
月
１５
日
に
開

会
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）
　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

　平
成
３０
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
に
開
会
し
、

契
約
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

当
初
予
算
５
件
、条
例
６
件
の
議
案
の
審
議
が
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　９
日
に
は
、４
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま

し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・

■
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

　平
成
３０
年
度
は「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
実
行
３
年
目
、折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま

す
。　北

川
村
の
人
口
を
、過
去
５
年
の
出
生
数
や
死
亡
数

の
自
然
増
減
の
状
況
を
基
に
村
独
自
に
推
計
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、２
０
３
０
年
の
人
口
は
９
３
６
人（
１５
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
５２
人
）と
、国
の
推
計
よ
り
も
さ
ら
に

５
％
ほ
ど
低
い
値（
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
は
約
半

分
）と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、何
ら
対
応
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、当
初
の
想
定
よ
り
も
早
い
速
度

で
人
口
が
減
り
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　村
の
人
口
が
１
，０
０
０
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
足

掻
き
き
ら
な
け
れ
ば
、北
川
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
し
ま
い
ま
す
。残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。「
北

川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
作
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」こ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
徹
底
的
に
追
求
し
、政
策
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の

一
体
化
」な
ど
、戦
略
目
標
は
明
確
化
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
村
民
の
皆
様
に
そ
の
具
体
的
な
動
き
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　平
成
３０
年
度
は
、戦
略
全
体
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
村
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
の
実
現
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成  ３０
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、２
，１
５
３
，７
１
７
千
円（
前
年
度
当
初

予
算
比
△
８
７
２
，４
６
３
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、北
川
村
の
５
つ
の

基
本
政
策
①
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築 

②
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実 

③
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活

用 

④
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑤
日
本
一
元
気
な

長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　一
方
、こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
抑
制

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
村
債
残
高
の
減
少
、基

金
残
高
の
増
加
に
加
え
、国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
な

ど
、積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、当
面
の

財
政
運
営
は
健
全
な
状
況
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。 

　し
か
し
、本
村
予
算
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、小
規
模
な
市
町
村
に
有
利
で
あ
っ
た
算
定

項
目
が
廃
止
さ
れ
、平
成
３０
年
度
か
ら
約
１
億
円
減
少

と
な
る
見
通
し
で
、今
後
の
財
政
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、再
度
収

支
見
込
み
の
洗
い
出
し
を
行
い
、平
成
３０
年
度
予
算
は
、

村
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
に
対
応
で
き
る
様
、基
金

の
取
り
崩
し
や
今
年
度
予
算
の
繰
り
越
し
を
財
源
に

充
て
る
こ
と
で
、何
と
か
収
支
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　北
川
村
に
住
ん
で
働
き
、生
活
に
必
要
な
収
入
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、農
業
、特
に
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
ゆ
ず
の
振
興
を
軸
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　平

成
３０
年
度
か
ら
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る
基

盤
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、ゆ
ず
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
基
盤
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　村
内
各
地
域
に
基
盤
整
備
の
候
補
地
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、宗
ノ
上
、小
島
、二
タ
又
、久

江
ノ
上
の
４
地
区
で
あ
わ
せ
て
約
５
・
５
ha
を
整
備
す

る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　今
後
も
村
内
で
１
ha
の
耕
作
面
積
を
持
つ
専
業
農
家

１
０
０
軒
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、整
備
可
能
な
候
補
地

の
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、ゆ
ず
園
地
の

若
返
り
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
担
い
手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３１
年
度

後
半
か
ら
の
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、そ
し

て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住
者
、と
い
う

順
を
追
っ
て
規
模
拡
大
農
家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず
栽
培

の
技
術
的
な
支
援
や
大
規
模
な
園
地
に
必
要
な
機
械
類

の
導
入
に
よ
る
営
農
の
効
率
化
、省
力
化
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
な
評
価

を
得
て
い
る
高
知
大
学
と
新
規
就
農
者
に
対
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、省
力
化
の
た
め
の
機
械
整
備
に
必
要
な
経
費

の
助
成
制
度
を
平
成
３０
年
度
に
創
設
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、行
政
に
よ
る
支
援
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、村
全
体
に「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
気
運
を
醸
成
し
、行
政
と
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
機
関
も
加
え
、オ
ー
ル
北
川
村
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
学
習
機
会
を
確
保
し
、学
習
の
場
を
通
じ
て「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
ん
で
い
く
」「
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
自
主
的

に
進
ん
で
い
く
」と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
取
組
み
は
、す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
を
感
じ

に
く
い
分
野
で
も
あ
り
、現
段
階
で
は
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、

高
知
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
る
体
験
の
機
会
を
創
る
な
ど
、

地
域
で
学
ん
で
活
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、将

来
に
わ
た
り
北
川
村
の
学
校
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
を

目
標
に
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、少
子
化
が
一
層
進
む
教
育
環
境
を
踏
ま
え
、中

学
校
卒
業
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
、子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的
な
教
育
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
６
月
に
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
、教
育
関
係

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
北
川
村
保
小
中
一
体
化
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

各
教
育
機
関
の
抱
え
る
課
題
、ま
た
地
域
か
ら
見
た
課

題
な
ど
の
拾
い
出
し
を
進
め
る
一
方
、既
に
一
体
化
教

育
を
展
開
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
３０
年
度
は
、こ
れ
ら
の
課
題
整
理
や
先
進
地
に

お
け
る
参
考
点
を
踏
ま
え
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素

案
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
３２
年

度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、い

わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

る
課
題
に
い
か
に
対
応
で
き
る
か
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
や「
生
き
る
力
」、「
郷
土
愛
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
力
を
い
か
に
養
う
か
、社
会
生
活
に
お
い

て
必
要
と
な
る
力
の
基
礎
を
中
学
校
卒
業
時
に
全
員
が

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、今
、北
川
村
に
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
課
題
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　災
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
本
村
に
と
り
ま
し
て
、

村
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、道
路
や
住
宅
、水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、村
道
石
ノ
内
線
な
ど
村
内
の
道
路
改
良

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、石
ノ
内
沿
線

の
宅
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、耐
震
改
修
が
必
要
な
野
友
の
簡
易
水
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、詳
細
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。野
川
地

区
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、補
助
事
業

の
活
用
や
工
期
的
な
こ
と
も
考
え
、一
部
地
域
の
皆
様

に
は
お
待
た
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、平
成
３０
年

か
ら
３１
年
度
の
２
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

川
道
路
の
柏
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
和
田
地
区
ま

で
の
約
４
㎞
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　本
年
１
月
に
は
、国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
四
国
地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
野
根
〜
安
倉
間
に
つ
き
ま
し
て
、審
議

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
平
成
２６
年
８
月
に
小
島
地
区
で
発

生
し
た
災
害
な
ど
、国
道
４
９
３
号
に
は
複
数
の
危
険

箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、防
災
上
の
観
点
か

ら
野
根
〜
安
倉
間
の
整
備
の
在
り
方
が
審
議
さ
れ
、現

道
の
改
良
案
と
２
つ
の
バ
イ
パ
ス
整
備
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　村
と
し
て
も
、引
き
続
き
議
会
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、県
と
も
連
携
し
な
が
ら
粘
り
強
く
国

や
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
、地
域
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、個
人
、地

域
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
本
村
で
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、重
要
な「
共
助
」、助
け
合
い
も
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、守
っ
た
命
を
地
域
で
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
の
基
本
と
な
る
取
組
み
が
住
宅
の
耐
震
化
で
す
。

今
年
度
、全
地
区
の
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、平
成
３１
年
度
か
ら
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
金
の
制

度
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、出
来
る
だ
け
平
成

３０
年
度
中
に
耐
震
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
へ
の
周
知
方
法
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

す
。　ま

た
、非
常
時
の
通
信
手
段
で
あ
る
衛
星
携
帯
電
話

を
各
避
難
所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
訓
練

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　あ
わ
せ
ま
し
て
、防
災
学
習
会
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、避
難
所
に
設
置
す
べ
き
そ
の
他
の
資
機
材
に
つ
い

て
、自
主
防
災
組
織
で
も
検
証
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
防
災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。　こ

う
し
た
自
助
、共
助
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

同
時
に
、地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、大

規
模
災
害
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。こ

の
た
め
、平
成
３０
年
度
に
は
、実
際
現
場
で
復
旧
復
興
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

大
き
な
災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
や
今
後
の
防
災
体

制
の
構
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。免
許

を
お
持
ち
で
な
い
、あ
る
い
は
返
上
し
て
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
で
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、村
営
バ
ス
を
活
用
し
て
、公
共
交

通
や
福
祉
的
交
通
手
段
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
と
さ
れ
る「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
実
現
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
末
永
く
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、

６５
歳
以
上
に
占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
で
あ
る「
要
介

護
率
」が
全
国
で
一
番
低
い
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、今
年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　平
成
２８
年
度
の
北
川
村
の
要
介
護
率
は
１４
・
２
％
で

す
が
、総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末

に
は
、全
国
平
均
の
１３
・
３
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
対
策
と
し
て
重
要
な
特
定
健

診
の
受
診
率
を
平
成
２８
年
の
４６
・
４
％
か
ら
平
成
３１
年

に
は
約
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　村
で
雇
用
を
し
て
い
る
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
成
果
も
あ
り
、特
定
健
診
の
受
診
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
方
で
、健
診
受
診
者
の
問
診
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
生
活
改
善
意
欲
が
な
い
」と
お
答
え
た
方
の
割
合
が
男

性
で
５０
・
８
％
、女
性
で
３８
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、村
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
い
、と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、北
川
村
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
も
２
割
程
度
高
い
こ
と
、高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
症
状
で
病
院
を
受
診
す
る
割
合
が
、県
平
均
と
比
較

し
て
高
い
こ
と
、な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
３０
年
度
は「
健
康
意

識
の
向
上
」と「
健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
」を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　健
康
意
識
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推

進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
、ま
た
昨
年
度
よ
り
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
ん
検
診
の
無
料
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
ま
し
て
、健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
北
川
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」は
、さ
ら
に
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、取
組
み
を
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、若

い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
様
、こ

れ
ま
で
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
２０
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、専
門
的
な
視
点
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
な
ど
、自
ら
の
健
康
と
生
活
改
善
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
に
よ
る
健
診
結
果
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。さ
ら
に
、２０
歳
か
ら
５０
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
を

中
心
に
し
た
運
動
や
食
に
関
す
る
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
、健
康
づ
く
り
に
取
組
む
自
発
的
な
活
動
を
後
押

し
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

・・ 

行
政
報
告 

・・

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　昨
年
、村
内
で
は
豪
雨
に
よ
り
村
道
１
件
、林
道
４
件

の
計
５
件
が
被
災
し
、林
道
の
う
ち
１
件
は
す
で
に
工

事
が
完
成
し
、年
度
内
に
さ
ら
に
１
件
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。残
り
の
林
道
２
件
及
び
村
道
１
件
に
つ
き
ま

し
て
も
契
約
済
み
で
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、２
月
末
現
在
で
村
内

所
有
者
の
う
ち
耐
震
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震
診
断
１７
件

（
累
計
１
８
７
件
／
３
９
０
件（
４７
・
９
％
））、改
修
工
事

１１
件（
累
計
６５
件
／
３
９
０
件（
１６
・
６
％
））と
な
っ
て

い
ま
す
。

　野
友
、小
島
、島
地
区
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、勉
強
会
や
防
災
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
様
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
住
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　住
民
の
皆
様
の
移
動
手
段
を
守
る
方
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、久
木
線
の
往
復
一
便
を
定
時
定
路
線
と
し
、

デ
マ
ン
ド
区
間
及
び
福
祉
的
バ
ス
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

実
施
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　本
年
５
月
頃
を
目
途
に
村
民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、運
賃
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
賜
る
と
と
も
に
、財
政
運
営
を
鑑
み
つ
つ
改
善
で

き
る
点
は
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　特
定
健
診
の
受
診
率
は
２
月
調
査
分
で
４５
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、前
年
度
同
時
期
の
３８
・
６
％
と
比
較
し
て

約
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、約
４
か
月
間
で
延
べ
４８
人

の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
る
方
も
お
り
、健
康
意
欲
の
増
進

に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て
、今
後
も
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　野
友
地
区
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
基
盤
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、地
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、村
に
売
却
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

約
半
数
、ま
た
代
替
地
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
、当

地
域
で
の
耕
作
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
中
旬
に
県
安
芸
土
木
事
務
所
が
奈
半
利
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
予
定
箇
所
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

さ
る
３
月
１
日
に
、地
権
者
や
地
区
の
総
代
、南
部
地
区

土
地
改
良
区
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　小
規
模
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、今
年
度
、加
茂
地

区
と
西
谷
地
区
の
２
件
の
整
備
を
実
施
し
、新
規
就
農

者
が
今
年
か
ら
ゆ
ず
を
植
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。平
成
３０
年
度
は
、早
期
に
実
施
可
能
性
が
高
い
加
茂
、

野
川
の
２
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
若
返
り
を
目
的
と
し
た
苗
木
購
入
に
対

す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
希
望
数
は
５
，

１
７
３
本
と
な
り
、そ
の
全
て
を
供
給
で
き
る
見
通
し

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
末
時
点

に
お
い
て
６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円
と
な
り
、

目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１６
日

の
落
成
式
、そ
し
て
６
月
２６
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
開
業
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
る
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
川
村
観
光
び
ら

き
に
は
約
２
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。会

場
で
は
、村
内
の
商
店
、加
工
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
川
村
の
特
産
品
で
来
場
者
を
も
て

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
平
成
２９
年
度
の
入
園
者
数
は
７
４
，７

０
０
人
と
な
り
、 

目
標
の
６
５
，０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、昨
年
４
月

の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、幕

末
維
新
博
と
の
連
動
企
画
に
よ
る
集
客
効
果
、さ
ら
に
、

県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
し
て

き
た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
や
移
住
相
談
会
の
参
加
に
よ
り
、今
年
度
の

相
談
件
数
は
３１
件
、こ
の
う
ち
、ゆ
ず
の
就
農
相
談
が
１６

件
あ
り
ま
し
た
。移
住
実
績
は
４
組
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、久
府
付
地
区
２
戸

と
野
川
地
区
の
１
戸
の
住
宅
改
修
が
完
了
し
、う
ち
、２

戸
に
入
居
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
に
整
備
予
定

の
野
友
地
区
及
び
久
府
付
地
区
の
各
１
戸
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
入
札
を
行
い
、工
事
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、小
島
の
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、３
月

末
に
完
成
し
、地
区
の
浄
化
槽
の
整
備
が
完
了
す
る
６

月
か
ら
稼
働
す
る
見
込
み
で
す
。

　既
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
１
名
が
村
内
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、４
月
よ
り
２
人
目
の
隊
員
が
着

任
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
度
は
２

人
体
制
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
中
岡
慎
太
郎
に
つ
い
て
）

　中
岡
慎
太
郎
館
は
、昨
年
３
月
４
日
に
開
幕
し
ま
し

た「
志
国
高
知

　幕
末
維
新
博
」の
地
域
会
場
と
し
て
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、来
館
者
数
は
２
月
末
現

在
で
９
，２
７
８
人（
前
年
同
期
比
７０
・
３
％
増
）と
な
っ

て
お
り
、好
調
を
持
続
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
平
成
３１
年
度
末
ま
で
続
く「
志
国
高
知

　幕

末
維
新
博
」の
期
間
中
、企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、情
報
発
信
と
来
館
者
の

増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
）

　５
月
１３
日
の
大
会
開
催
に
向
け
、住
民
説
明
会
の
開

催
、協
賛
企
業
の
募
集
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
業
務
に
つ
い
て
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

は
、３
月
１
日
時
点
で
次
の
と
お
り
で
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て

9

　小
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、北
川
村
温
泉
の

オ
ー
プ
ン
も
近
づ
き
集
客
に
期
待
が
持
て
る
が
再
開
の

予
定
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
は
、６
月
に
北

川
村
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、高
知
県
が
、ポ
ス
ト
維
新
博
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
や

自
然
体
験
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
小
島
地
区
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　し

か
し
、こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
豪
雨
に
よ
っ

て
流
失
し
た
こ
と
が
、記
憶
に
あ
る
中
で
は
５
回
あ
り

ま
す
。度
々
発
生
し
て
い
る
水
害
、平
成
２６
年
の
道
路
が

決
壊
し
た
災
害
に
つ
い
て
、そ
の
対
策
が
い
ま
だ
に
検

討
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、直
ぐ
に
再
開
さ
せ

る
事
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
後
、中
北
部
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活

性
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
鑑
み
、安
全
確
保
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　温
泉
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、キ
ャ
ン
プ
場
で
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
、キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
と
が

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。安
全
が
確
認
で

き
れ
ば
、是
非
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

9

　村
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、昨
年
１０
月
ダ
イ
ヤ
改
正

さ
れ
、そ
の
後
、利
用
者
が
ど
の
様
に
改
善
さ
れ
た
か
。

ま
た
、久
木
発
６
時
５０
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、平
成
２７
年
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、移
動
に
要
す
る
負
担
を
軽
減
し
、

公
営
性
を
保
た
せ
る
こ
と
か
ら
、同
年
に
運
賃
の
上
限

を
３
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。そ

の
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
行
政
座
談
会
で
の
声
を
受

け
、久
木
線
で
の
上
下
線
１
便
の
定
時
定
路
線
化
、デ
マ

ン
ド
区
間
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
、宗
ノ
上
築
溜
や
西

谷
地
区
へ
の
運
行
区
間
の
拡
張
、福
祉
的
バ
ス
の
運
行

開
始
な
ど
の
新
た
な
運
行
体
型
を
構
築
し
、昨
年
１０
月

に
実
証
運
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
鍋
以
北
の
状
況
は

実
証
運
行
開
始
か
ら
３
ヵ
月
間
で
対
前
年
比
１
０
２
・

５
％
、１
月
以
降
は
前
年
並
の
乗
車
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、自
然
減
が
進
む
地
域
人
口
を
考
え
れ
ば
利
用

頻
度
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
福
祉
的
バ
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、周
知
を
徹
底
す
れ
ば
利
用
者
数
は
伸
び
る
と
推
測

し
て
い
ま
す
。築
溜
、西
谷
に
つ
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
区
間
と
な
り
ま
す
が
、地
域

人
口
に
応
じ
た
利
用
者
数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運
行

形
態
を
切
り
替
え
て
約
５
ヵ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、利
用

者
の
反
応
は
デ
マ
ン
ド
区
間
で
上
下
１
便
を
定
路
線
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、「
予
約
す
る
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、村
営

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
夏
ま
で
に
利
用
状

況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　次
に
、早
朝
の
運
転
手
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
に
必
要
な
対
応
が
お
こ
な
え
る
よ
う
反
映
し
て
い

ま
す
。委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
、土
日
な
ど
こ

れ
ま
で
に
全
く
利
用
が
な
い
便
の
デ
マ
ン
ド
化
や
、運

行
便
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
軽
減
負

担
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、冬
場
の
運
行
は
、道
路
の
凍

結
が
あ
っ
て
危
険
で
、平
鍋
か
ら
北
部
へ
は
、大
型
ダ
ン

プ
カ
ー
が
頻
繁
に
通
っ
て
い
て
、す
れ
違
い
が
多
く
、ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
行
き
違
い
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。デ
マ
ン
ド
な
ら
乗
客
は
、確
実
に
乗

れ
る
。定
時
バ
ス
は
、乗
客
が
出
て
い
な
い
と
、素
通
り

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、費
用
の
問
題
も
あ
り
、デ
マ

ン
ド
で
運
行
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　今
年
は
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

大
変
苦
慮
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。注
意
し
て
運
行
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、先
ほ
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
交
通
会
議
も
開
い
て
運
行

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　冬
場
の
凍
結
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と

か
、チ
ェ
ー
ン
を
車
に
乗
せ
て
お
く
と
い
う
対
策
も
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、デ
マ
ン
ド
運
行
が
い
い
の
か
、あ
る
い
は
一
便
だ
け

で
も
定
時
定
路
線
化
の
方
向
が
い
い
の
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　出
来
る
だ
け
村
民
の
利
便
性
を
考
え
た
対
応
を
図
る

べ
く
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

北
川
村
の
観
光
に
つ
い
て
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　北
川
村
は
モ
ネ
、北
川
村
温
泉
、中
岡
慎
太
郎
と
十

分
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、中
岡
慎
太
郎
は
、他
の
２
つ

よ
り
少
し
弱
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。中
岡
慎
太
郎
を

も
っ
と
表
に
出
し
て
北
川
村
の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　

　村
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る

昭
和
４２
年
に
中
岡
記
念
館
と
し
て
生
家
の
復
元
を
行
い
、

そ
れ
以
降
、慎
太
郎
読
本
の
発
刊
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
本
村
が
誇
る
全
国
区
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　特
に
慎
太
郎
の
盟
友
と
い
わ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
生
誕

１
５
０
年
が
迫
り
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
６０
年
頃
、

龍
馬
に
続
け
と
地
域
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
ふ
る
さ
と
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
、そ
れ

ぞ
れ
各
行
政
団
体
に
資
金
が
国
か
ら
配
ら
れ
、そ
の
資

金
活
用
に
お
い
て
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
高

い
支
持
が
あ
っ
た
中
岡
慎
太
郎
館
を
建
設
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、中
岡
慎
太
郎
を
顕
彰
し
て
功
績

や
人
と
な
り
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
、そ
し
て
伝

承
し
続
け
る
為
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　開
館
し
た
平
成
６
年
に
は
来
館
者
が
約
３
万
人
を
超

え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、平
成
２２
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
年
に
県
を
挙

げ
て「
龍
馬
で
あ
い
博
」と
い
う
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
博
に
併
せ
て
集
客
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、観
光
の
一
素
材
と
し
て
時
折
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　現
在
開
催
中
の「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」に
お
い
て

は
、地
域
会
場
に
位
置
づ
け
て
頂
い
て
、入
館
者
数
も
１

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。歴
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
覧
会
等
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
入
館
者
数
は
増
え
、

ま
た
そ
れ
が
終
わ
る
と
少
し
減
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
、花
家
紋
や
中
岡
慎
太
郎
館
の
年
間
を
通
じ

た
企
画
展
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、そ
れ
と
並
行
し

て
村
内
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
地
道
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
し
た
結
果
、特
に
こ
の
幕
末
維
新
博
の
開
催
に

よ
り
対
前
年
比
７
割
増
し
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　観
光
と
中
岡
慎
太
郎
の
顕
彰
、慎
太
郎
館
に
は
目
的

が
二
つ
有
り
ま
す
。し
か
し
根
幹
と
な
る
、中
岡
慎
太
郎

先
生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
為
の
施
設
と
し
て
今
後

の
展
開
に
お
い
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、交
流
人
口
の
拡

大
に
目
を
向
け
、村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅

持
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　館
の
み
で
な
く
、館
を
取
り
巻
く
人
、他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
事
に
対
し
て
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。支
援
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

 

答

　村
長

　中
岡
慎
太
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
、あ
る
い
は
地
域
の
方
、そ
う
し
た
方
々

の
支
援
が
あ
っ
て
今
が
在
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
き
ま
し
て
は
共
に

携
え
て
、時
に
は
主
に
な
っ
て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　村
と
し
て
は
顕
彰
会
が
、任
意
団
体
で
あ
っ
た
時
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
き
に
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、き
ち
っ
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
、議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
頂
き
、中
岡
慎
太
郎
生
家
の
指
定
管
理
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
で
、今
後
も
き
ち
ん
と
確
固
た
る
持
続

で
き
る
組
織
と
し
て
形
成
し
て
頂
い
て
、共
に
今
後
も

携
え
て
中
岡
慎
太
郎
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、中
岡

慎
太
郎
の
顕
彰
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
や
っ
て
い
る
微
々
た
る
行

動
で
も
、や
は
り
持
続
し
て
行
っ
て
村
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
、温
泉
・
モ
ネ
・
慎
太
郎
は
、北
川
村
の
観
光
の
中

心
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
。

　顕
彰
会
は
、今
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。顕

彰
会
の
組
織
を
弱
ら
せ
な
い
為
に
事
務
局
長
を
も
う
１

人
雇
用
し
て
頂
き
た
い
、そ
う
し
な
い
と
持
続
し
て
い

け
な
い
。

 

答

　村
長

　村
と
し
て
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
い
て
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
大
変
ご
苦
労
も
な
さ
り
、組
織
を
ま
と
め

て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
一
同
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
し
、今
も
地
道
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
き

ち
っ
と
持
続
で
き
る
団
体
に
な
る
為
に
基
盤
を
作
る
準

備
段
階
で
も
あ
っ
た
、そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
し
て
頂

い
た
上
で
議
員
の
皆
様
も
賛
同
し
て
頂
い
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。脆
弱
な
団
体
に
指
定
管
理
、あ
る
い
は
補
助
金
を
継

続
し
て
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
の
予
算
査
定
に
お
い
て
顕
彰
会
か
ら
こ
う
い
う

ふ
う
に
持
続
出
来
る
組
織
に
な
り
た
い
か
ら
、こ
う
い

う
支
援
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
出
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
努
力
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
の
段
階
に
進
め
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
。現
状
の
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
脆
弱
な

体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
支
出
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。体
質
の
改
善
の
見
込
み
が
立
ち
、こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き

れ
ば
、３０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
執
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
し
、さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
企
画
、提
案
が
な
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
支
援
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　顕
彰
会
自
体
が
活
動
と
し
て
生
家
の
管
理
、あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
等
懸
命
に
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
き
た
と

い
う
の
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、今
後
も
そ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　た
だ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と

な
っ
て
い
る
今
、本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
持
続
で

き
る
形
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と

言
う
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　や
は
り
村
が
き
ち
っ
と
対
処
し
て
い
く
た
め
に
初
志

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手
を
携
え
て
今
後
も

や
っ
て
い
け
る
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

北
川
村
温
泉
に
つ
い
て
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　北
川
村
温
泉
の
開
館
の
準
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　２
月
１
日
に
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と
北
川
村
温
泉

の
指
定
管
理
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、担
当
者
を
雇

用
し
て
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
採
用
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求
人
掲
載

を
依
頼
し
、支
配
人
や
料
理
長
候
補
に
つ
い
て
は
、早
速

数
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旧
従
業
員
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
掲
載
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
に
て
求
人
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　営
業
開
始
に
向
け
、フ
ロ
ン
ト
、宿
泊
予
約
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
発
注
を
終
え
て
、現
在
、営
業
許
可
、労
働
保
険

関
係
等
の
手
続
き
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
必
要
な
備

品
類
の
選
定
、決
定
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　村
と
し
て
も
奈
半
利
駅
や
国
道
沿
い
の
案
内
看
板
を

新
年
度
早
々
に
は
整
備
し
ま
す
。
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　開
園
前
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
村
民
向
け
の
無
料
入

浴
や
、試
食
会
の
よ
う
な
催
し
の
計
画
は
あ
る
か
。

　ま
た
、従
前
の
入
浴
券
が
、新
た
な
温
泉
で
利
用
出
来

る
の
か
。

 

答

　村
長

　村
民
へ
の
披
露
は
、落
成
式
後
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
、こ
こ
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　入
浴
に
際
し
て
村
民
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
割
引
券
は
、平
成

３２
年
３
月
末
、開
館
か
ら
２
年
間
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　ふ
る
さ
と
納
税
の
前
年
度
の
実
績
は
、約
４
７
，０

０
０
千
円
で
、新
年
度
の
目
標
額
は
、下
方
修
正
し
て
、

４
０
，０
０
０
千
円
と
聞
い
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　地
方
創
生
の
提
唱
に
あ
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
で

日
本
を
元
気
」に
と
考
え
て
、地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、都

会
に
出
た
方
々
が
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ

税
制
を
通
じ
て
貢
献
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
意
義
と
し
て

①
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
税
の
使
わ

れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。税
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、納
税
の
大
切
さ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
。

②
生
ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力
に
な
れ
る
こ
と
。

③
自
治
体
間
の
競
争
が
進
む
こ
と
。

　と
国
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
北
川
村
は
、北
川
村
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
、応
援
団
に
な
っ
て
頂
く
方
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
と
共
に
、自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

北
川
村
が
生
き
残
る
為
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、こ

の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
年
に
な
り
ま
す
が
、農
作
物
や
ジ
ビ
エ
関
係
に
返

礼
品
を
広
げ
る
こ
と
で
、徐
々
に
農
業
者
や
村
の
狩
猟

関
係
者
な
ど
、村
民
が
返
礼
品
を
出
す
と
い
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　多
く
の
村
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、オ
ー
ル
北

川
村
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
も
出

来
る
だ
ろ
う
し
、高
齢
者
に
も
稼
ぎ
が
可
能
と
な
り
、農

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
繋
が
る
と
い
う
側

面
も
生
じ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
た
だ
単
に
産
品
を
売
っ
て
北
川
村
の
消
費

を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
度
の
目
標
額
に
つ
い
て
は
、返
礼
率
が
総
務
省

の
指
導
に
よ
り
３０
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加

え
て
、観
光
協
会
の
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
が
退
職

し
て
、受
託
で
き
な
く
な
り
、観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託

先
が
、決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
得
ら
れ
た
金

額
と
い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
、４
，０
０
０
万
円
に
設

定
し
ま
し
た
。

9

　観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託
先
の
目
安
は
つ
い
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　

　新
た
な
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
の
変

わ
り
に
業
務
を
ま
か
せ
ら
れ
る
企
業
、あ
る
い
は
団
体

が
見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　継
続
で
き
る
組
織
、団
体
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
う
で

な
け
れ
ば
村
が
専
門
の
職
員
を
雇
用
す
る
と
い
う
形
で
、

直
接
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
月
中
に
早
急
に
判
断
し
、決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
・
小
・
中
一
体
化
教
育
に
つ
い
て

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
２９
年
度
に
視

察
さ
れ
た
視
察
先
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　高
知
市
の
土
佐
山
学
舎
、香
南
市
夜
須
小
中
学
校
、埼

玉
県
の
草
加
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　土
佐
山
学
舎
は
、小
中
同
じ
校
舎
で
、校
区
外
か
ら
の

流
入
者
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
高
知
市
の
特
認
校
に

な
っ
て
い
て
、外
国
語
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
て
校
区

外
か
ら
児
童
を
迎
え
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。日
常
的
に
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に
、小
学

校
の
先
生
が
中
学
校
に
、出
入
り
が
垣
根
な
く
出
来
て

い
ま
す
。

　夜
須
小
中
学
校
の
校
舎
は
、別
々
で
、位
置
が
離
れ
て

い
る
形
で
一
貫
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　草
加
市
は
、保
育
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま
で
の
一
体

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

は
な
か
な
か
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
時
間
の
か
か

る
大
変
難
し
い
分
野
だ
。

　子
供
達
へ
の
北
川
村
へ
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
中

岡
慎
太
郎
や
ゆ
ず
に
特
化
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　北
川
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
供
達
が
他
所
へ
い
っ

た
と
き
に
北
川
の
子
は
さ
す
が
、慎
太
郎
や
幕
末
、ゆ
ず

の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
北
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　ま
た
、例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
、鉛
筆
の
よ
う
な

グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
北
川
村
の
子
達
に
配
布
し
て
、慎
太

郎
や
ゆ
ず
の
こ
と
を
常
日
頃
、目
に
し
て
い
る
と
、意
識

も
芽
生
え
て
、定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　安
芸
市
は
、子
ど
も
達
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
関
す

る
下
敷
き
を
配
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
と
し
て
、中
学
生
の
海
外

派
遣
も
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ベ
ル
ニ
ー
へ
行
き
も
っ
と
交
流

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　特
徴
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、保
・
小
・
中
の
一
体
化

の
み
な
ら
ず
、今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で
す
。

　郷
土
愛
を
育
む
た
め
慎
太
郎
・
ゆ
ず
が
事
例
に
上
が

り
ま
し
た
。知
識
と
し
て
北
川
村
を
卒
業
す
る
子
ど
も

達
に
は
持
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　海
外
派
遣
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
英
語
研
修

で
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ジ
ベ
ル
ニ
ー
経
由
、あ
る
い

は
イ
ギ
リ
ス
経
由
ジ
ベ
ル
ニ
ー
と
い
う
形
が
取
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の

中
で
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
で
素
案
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
盛

り
込
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

9

　ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
が
平
成
３１
年
ま
で
と
聞

い
て
い
る
。平
成
３２
年
度
以
降
も
ゆ
ず
園
地
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
中
で
、今
後
も
、農
家
を
支
援
す
る
制

度
を
継
続
す
る
か
。

 

答

　村
長

　検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゆ
ず
専

業
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
を
作
ろ
う
と
い
う
の
が
機

軸
で
す
。今
後
専
業
農
家
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、あ
る

一
定
絞
っ
た
形
に
は
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
形
で
支
援
は
続
け
て
行
き
た
い
と
検
討
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　過
去
３
年
間
の
寄
附
実
績
額
と
使
い
方
の
指
定
及

び
資
金
活
用
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　総
務
課
長

　平
成
２７
年
度
は
２
９
０
千
円
、平
成
２８
年
度
は
２
２
，

５
４
５
千
円
、平
成
２９
年
３
月
４
日
現
在
、で
４
７
，７

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
目
的
別
に
つ
い
て
は
、１
次
産

業
に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
が
２

４
，１
０
０
千
円
で
す
。同
じ
く
自
然
環
境
に
９
，３
９

０
千
円
、教
育
文
化
振
興
に
４
，７
０
０
千
円
、福
祉
子

育
て
支
援
に
１
１
，２
０
０
千
円
、全
て
の
用
途
に
使
っ

て
貰
い
た
い
が
、１
３
，０
０
０
千
円
ほ
ど
で
す
。そ
の

他
指
定
無
し
が
９
，４
０
０
千
円
で
、合
計
約
７
２
，０

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
活
用
実
績
に
つ
い
て
は
、２
件

で
、平
成
２２
年
に
１
，６
６
０
千
円
で
福
祉
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　今
年
度
に
も
リ
フ
ト
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
両
を

４
，０
０
０
千
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

9

　教
育
文
化
の
分
野
で
、子
ど
も
達
に
対
し
て
北
川

な
ら
で
の
教
育
に
使
え
る
財
源
が
４
，７
０
０
千
円
ほ

ど
あ
り
ま
す
。３０
年
度
の
予
算
の
中
に
は
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、こ
の
財
源
を
利
用
し
た
事
業
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　１
次
産
業
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
各
課
か
ら
提

案
す
る
形
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　北
川
村
は
、納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
て
ど
の
位
の

割
合
の
返
礼
品
を
出
し
て
い
た
の
か
。

　返
礼
品
と
し
て
村
内
の
企
業
、個
人
か
ら
集
め
た
商

品
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　

　総
務
省
か
ら
の
通
達
の
３
割
以
前
は
、返
礼
率
は
５

割
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
は
池
田
柚
華
園
さ
ん
の
商
品
の
み
で
す
。

　平
成
２８
年
に
な
っ
て
か
ら
組
み
合
わ
せ
商
品
が
色
々

出
て
き
ま
し
た
。

　第
１
位
が
き
た
が
わ
ポ
ン
酢
セ
ッ
ト(

柚
華
園
ポ
ン

酢
２
本
＋
ゆ
ず
王
国
ポ
ン
酢
＋
う
ま
塩
ポ
ン
酢)

が
２

３
３
件
で
す
。

　２
位
が
モ
ネ
の
手
作
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
１
９
１

件
、３
位
が
ゆ
ず
王
国
の
柚
茶
セ
ッ
ト
で
１
４
０
件
。

　平
成
２９
年
に
な
っ
て
生
産
者
の
品
物
も
入
っ
て
い
ま

す
。順
位
別
に
１
位
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
の
３０
本
セ
ッ
ト
が

５
３
２
件
、２
位
が
ト
マ
ト
の
２
０
０
個
箱
、５
２
３
件
、

３
位
が
ゆ
ず
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
３
７
５
件
、４
位
に

猪
肉
ス
ラ
イ
ス
３
６
４
件
で
、生
産
者
の
も
の
も
人
気

商
品
と
し
て
上
位
に
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
、

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

9

　レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て
、入
園
者
数
に
対

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
率
、客
単
価
を
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　７
４
，７
０
０
人
の
有
料
の
入
園
者
数
の
内
、約
３５
％

の
利
用
率
で
、約
２
６
，０
０
０
人
と
推
計
し
、一
人
当

た
り
の
客
単
価
は
、約
１
，１
３
８
円
で
す
。

9

　計
算
式
は
あ
っ
て
い
る
が
、モ
ネ
の
庭
の
指
定
管

理
料
の
算
出
に
つ
い
て
は
、担
当
部
署
は
、年
間
の
実
績

書
が
、上
が
っ
て
き
た
ら
社
長
や
支
配
人
な
ど
の
経
営

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、年
間
の
入
園
者
数
や
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ
の
増
減
の
要
因
の
営

業
分
析
し
た
う
え
で
、翌
年
の
売
上
げ
数
の
目
標
値
を

立
て
て
、収
益
増
加
に
繋
げ
て
い
く
営
業
計
画
を
立
て

て
、積
み
上
げ
、算
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
に
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
や
予
算
委
員
会
で
も

そ
う
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

 

答

　村
長

　平
成
３０
年
度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
き
た
中
で
庭
に
関
し
て
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
お
り

ま
す
の
で
何
ら
問
題
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

9

　指
定
管
理
料
が
、お
か
し
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、

算
出
し
て
い
く
過
程
で
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。ど
ん
な

対
策
を
行
う
の
か
を
聞
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
指
定
管
理
料
に
か
か
る

部
分
に
つ
い
て
精
査
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

9

　２９
年
度
は
い
く
ら
の
補
助
金
、委
託
金
を
観
光
協

会
に
出
し
た
か
。

 

答

　産
業
課
長

　観
光
部
門
と
し
て
１
３
，９
２
８
千
円
、ふ
る
さ
と
納

税
部
門
で
２
５
，２
７
７
千
円
、合
計
３
９
，２
０
５
千

円
で
す
。

9

　先
の
議
員
質
問
で
、村
長
は
、運
営
が
脆
弱
な
団
体

に
は
補
助
金
、委
託
金
は
付
け
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
ま
す
。観
光
協
会
は
脆
弱
な
団
体
で
は
な
い

の
か
。

 

答

　村
長

　

　当
初
予
算
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、委
託
金
と

い
う
名
目
で
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
川
村
温
泉
開
設
準
備
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
支
配
人
及
び
料
理
長
は
、い
つ
採

用
す
る
予
定
か
、指
定
管
理
者
の
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ

ン
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

　ま
た
、開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
て
い

る
か
。実
質
あ
と
約
３
ヵ
月
だ
が
、プ
レ
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
早
急
に
作
ら
せ
て
、議
会
へ
も

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 

答

　副
村
長

　

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
か
ら
は
期
日
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

早
急
に
雇
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
ジ
ャ
ル
ダ

ン
と
調
整
確
認
を
し
て
決
定
し
た
も
の
を
議
会
に
も
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　温
泉
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
の
案
内
書
が
、元
従
業
員

達
に
送
ら
れ
て
来
た
と
聞
い
た
。

　元
従
業
員
の
個
人
情
報
が
、北
川
村
観
光
協
会
か
ら

き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
へ
漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、そ
の
案
内
書
に
は
、会
社
印
で
な
く
、和
田
社

長
の
個
人
印
が
、押
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
２
点
に
つ
い
て
回
答
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　温
泉
が
、閉
館
す
る
時
に
、再
開
時
に
は
、案
内
さ
せ

て
頂
く
事
で
、従
業
員
の
方
々
と
北
川
村
観
光
協
会
に

了
解
済
み
で
し
た
の
で
、情
報
漏
洩
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
押
印
に
つ
い
て
は
、個
人
印
で
出
さ

れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、指
導

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　営
業
許
可
や
予
約
受
付
体
制
に
つ
い
て
と
、こ
れ

ま
で
に
来
ら
れ
た
方
々
の
宿
泊
名
簿
が
、温
泉
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

 

答

　副
村
長  

　宿
泊
の
予
約
は
、建
物
完
成
後
、旅
館
業
の
許
可
を

取
っ
て
か
ら
に
な
り
、そ
の
許
可
が
な
い
と
正
式
な
予

約
受
付
と
い
う
の
は
出
来
ま
せ
ん
が
、準
備
と
し
て
、宿

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

進
め
て
お
り
、許
可
が
取
れ
た
ら
直
ぐ
に
予
約
体
制
が

取
れ
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。　宿

泊
者
名
簿
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
確

認
は
取
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

9

　営
業
許
可
は
い
つ
頃
取
れ
る
予
定
か
。

　ま
た
、北
川
村
温
泉
も
色
ん
な
時
代
を
経
て
き
て
、資

産
台
帳
の
整
理
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、新

し
い
行
政
財
産
と
し
て
、建
物
や
備
品
等
の
資
産
台
帳

を
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う
指
示
を
。

 

答

　副
村
長

　

　営
業
許
可
は
、６
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。建
築
の
確
認
、消
防
の
確
認
が
終
わ
っ

て
か
ら
約
１０
日
か
ら
２
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　資
産
台
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

し
っ
か
り
と
法
令
を
遵
守
し
て
適
切
な
取
扱
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て

9

　役
場
職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、管
理
職
員
を
集
め
た
課
長

会
等
の
場
で
、議
論
を
し
ま
し
た
。

　直
ぐ
着
手
で
き
る
も
の
と
し
て
、業
務
改
革
、事
務
の

見
直
し
、窓
口
業
務
、例
え
ば
税
務
業
務
で
す
け
れ
ど
も
、

証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
様
式
を
改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
も
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
よ
う
な
表
示
を
し
ま
し
た
。そ
れ
と
先
日
の
臨

時
議
会
の
時
に
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
入
札
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
対
し
て
は
、原
因
と
対
策
を
し
っ
か

り
と
分
析
し
、入
札
事
務
に
共
通
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　ミ
ス
を
し
た
ら
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
か
を
徹
底
的

に
洗
い
出
し
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、や
る
必
要
が
あ
る
。行
政
の
業
務
に

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。是
非
、課
長
会
で

全
部
署
共
通
の
課
題
と
し
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
、そ
う
い
う
も
れ
が
出
て
い
る
、気
の
緩
み
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　新
年
度
を
迎
え
、気
分
を
新
た
に
ミ
ス
の
な
い
よ
う

人
材
育
成
も
計
れ
る
よ
う
な
事
業
予
算
の
執
行
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
温
泉
新
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
温
泉
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

森
林
セ
ン
タ
ー「
北
川
温
泉
」施
設
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
８
，４
７
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
，４
１
０
，９
０
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、９
，８
７
７
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
６
４
，３
９
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
３
，３
８
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
，７
７
０
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
　

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，５
９
９
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，８
４
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，１
５
３
，７
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，２
２
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
９
，１
０
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
１
５
，６
５
０
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
２
，４
３
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

■
平
成
３０
年

１２
月
２１
日（
木
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

１２
月
２１
日（
木
）
　年
頭
挨
拶

　録
音

　（
北
川
村
役
場
）

１２
月
２１
日（
木
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
田
野
町
役
場
）

１２
月
２５
日（
月
）
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　

（
愛
光
園
）

１２
月
２５
日（
月
）
　平
成
２９
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
平
成
３０
年

１
月
３
日（
水
）
　北
川
村
成
人
式

　（
モ
ネ
の
庭
）

１
月
１０
日（
水
）
　中
国
四
国
農
政
局
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　（
圃
場
整
備
）
　（
岡
山
市
）

１
月
１４
日（
日
）
　出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
）

１
月
１５
日（
月
）
　全
員
協
議
会

　（
小
水
力
発
電
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

１
月
１７
日（
水
）
　自
動
車
道
整
備
促
進
勉
強
会

　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

中
芸
地
区
町
村
長
議
長
商
工
会
正
副

会
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

１
月
２３
日（
火
）、２４
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研

修

　（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

１
月
２６
日（
金
）
　奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

　
　

（
奈
半
利
町
）

１
月
３０
日（
火
）
　四
国
地
方
整
備
局
長
視
察

　
　
　
　

（
北
川
村
内
）

２
月
８
日（
木
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
視
察

　

（
徳
島
県

　橘
湾
火
力
発
電
所
、長

安
口
ダ
ム
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　

（
高
知
県
自
治
会
館
）

２
月
１５
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
北
川
村
議
会
臨
時

会

　

２
月
２２
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
６９
回
定

期
総
会

　

　
　
　
　
　
　
　町
村
長
町
村
議
会
議
長
大
会

　
　

（
高
知
市
）
　
　
　
　

２
月
２３
日（
木
）
　第
３７
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
自
治
会
館
）
　

２
月
２７
日（
火
）
　一
般
質
問
受
理

２
月
２７
日（
火
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２
月
２８
日（
水
）
　北
川
村
議
会
運
営
委
員
会

　

２
月
２８
日（
水
）
　全
員
協
議
会

　（
北
川
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

３
月
１
日（
木
）
　中
芸
高
等
学
校
卒
業
式

　（
田
野
町
）

３
月
２
日（
金
）
　平
成
３０
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

３
月
２
日（
木
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
北
川
村
役
場
）

３
月
４
日（
土
）
　や
な
せ
水
源
の
森
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

（
馬
路
村

　魚
梁
瀬
）

３
月
５
日（
日
）
　北
川
村
観
光
開
き

　（
モ
ネ
の
庭
）

尾﨑　一マ 議員
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　平
成
３０
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、２
月
１５
日
に
開

会
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）
　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

　平
成
３０
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
に
開
会
し
、

契
約
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

当
初
予
算
５
件
、条
例
６
件
の
議
案
の
審
議
が
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　９
日
に
は
、４
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま

し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・

■
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

　平
成
３０
年
度
は「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
実
行
３
年
目
、折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま

す
。　北

川
村
の
人
口
を
、過
去
５
年
の
出
生
数
や
死
亡
数

の
自
然
増
減
の
状
況
を
基
に
村
独
自
に
推
計
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、２
０
３
０
年
の
人
口
は
９
３
６
人（
１５
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
５２
人
）と
、国
の
推
計
よ
り
も
さ
ら
に

５
％
ほ
ど
低
い
値（
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
は
約
半

分
）と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、何
ら
対
応
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、当
初
の
想
定
よ
り
も
早
い
速
度

で
人
口
が
減
り
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　村
の
人
口
が
１
，０
０
０
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
足

掻
き
き
ら
な
け
れ
ば
、北
川
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
し
ま
い
ま
す
。残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。「
北

川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
作
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」こ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
徹
底
的
に
追
求
し
、政
策
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の

一
体
化
」な
ど
、戦
略
目
標
は
明
確
化
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
村
民
の
皆
様
に
そ
の
具
体
的
な
動
き
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　平
成
３０
年
度
は
、戦
略
全
体
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
村
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
の
実
現
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成  ３０
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、２
，１
５
３
，７
１
７
千
円（
前
年
度
当
初

予
算
比
△
８
７
２
，４
６
３
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、北
川
村
の
５
つ
の

基
本
政
策
①
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築 

②
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実 

③
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活

用 

④
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑤
日
本
一
元
気
な

長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　一
方
、こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
抑
制

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
村
債
残
高
の
減
少
、基

金
残
高
の
増
加
に
加
え
、国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
な

ど
、積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、当
面
の

財
政
運
営
は
健
全
な
状
況
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。 

　し
か
し
、本
村
予
算
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、小
規
模
な
市
町
村
に
有
利
で
あ
っ
た
算
定

項
目
が
廃
止
さ
れ
、平
成
３０
年
度
か
ら
約
１
億
円
減
少

と
な
る
見
通
し
で
、今
後
の
財
政
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、再
度
収

支
見
込
み
の
洗
い
出
し
を
行
い
、平
成
３０
年
度
予
算
は
、

村
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
に
対
応
で
き
る
様
、基
金

の
取
り
崩
し
や
今
年
度
予
算
の
繰
り
越
し
を
財
源
に

充
て
る
こ
と
で
、何
と
か
収
支
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　北
川
村
に
住
ん
で
働
き
、生
活
に
必
要
な
収
入
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、農
業
、特
に
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
ゆ
ず
の
振
興
を
軸
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　平

成
３０
年
度
か
ら
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る
基

盤
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、ゆ
ず
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
基
盤
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　村
内
各
地
域
に
基
盤
整
備
の
候
補
地
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、宗
ノ
上
、小
島
、二
タ
又
、久

江
ノ
上
の
４
地
区
で
あ
わ
せ
て
約
５
・
５
ha
を
整
備
す

る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　今
後
も
村
内
で
１
ha
の
耕
作
面
積
を
持
つ
専
業
農
家

１
０
０
軒
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、整
備
可
能
な
候
補
地

の
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、ゆ
ず
園
地
の

若
返
り
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
担
い
手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３１
年
度

後
半
か
ら
の
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、そ
し

て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住
者
、と
い
う

順
を
追
っ
て
規
模
拡
大
農
家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず
栽
培

の
技
術
的
な
支
援
や
大
規
模
な
園
地
に
必
要
な
機
械
類

の
導
入
に
よ
る
営
農
の
効
率
化
、省
力
化
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
な
評
価

を
得
て
い
る
高
知
大
学
と
新
規
就
農
者
に
対
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、省
力
化
の
た
め
の
機
械
整
備
に
必
要
な
経
費

の
助
成
制
度
を
平
成
３０
年
度
に
創
設
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、行
政
に
よ
る
支
援
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、村
全
体
に「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
気
運
を
醸
成
し
、行
政
と
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
機
関
も
加
え
、オ
ー
ル
北
川
村
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
学
習
機
会
を
確
保
し
、学
習
の
場
を
通
じ
て「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
ん
で
い
く
」「
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
自
主
的

に
進
ん
で
い
く
」と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
取
組
み
は
、す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
を
感
じ

に
く
い
分
野
で
も
あ
り
、現
段
階
で
は
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、

高
知
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
る
体
験
の
機
会
を
創
る
な
ど
、

地
域
で
学
ん
で
活
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、将

来
に
わ
た
り
北
川
村
の
学
校
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
を

目
標
に
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、少
子
化
が
一
層
進
む
教
育
環
境
を
踏
ま
え
、中

学
校
卒
業
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
、子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的
な
教
育
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
６
月
に
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
、教
育
関
係

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
北
川
村
保
小
中
一
体
化
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

各
教
育
機
関
の
抱
え
る
課
題
、ま
た
地
域
か
ら
見
た
課

題
な
ど
の
拾
い
出
し
を
進
め
る
一
方
、既
に
一
体
化
教

育
を
展
開
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
３０
年
度
は
、こ
れ
ら
の
課
題
整
理
や
先
進
地
に

お
け
る
参
考
点
を
踏
ま
え
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素

案
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
３２
年

度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、い

わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

る
課
題
に
い
か
に
対
応
で
き
る
か
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
や「
生
き
る
力
」、「
郷
土
愛
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
力
を
い
か
に
養
う
か
、社
会
生
活
に
お
い

て
必
要
と
な
る
力
の
基
礎
を
中
学
校
卒
業
時
に
全
員
が

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、今
、北
川
村
に
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
課
題
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　災
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
本
村
に
と
り
ま
し
て
、

村
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、道
路
や
住
宅
、水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、村
道
石
ノ
内
線
な
ど
村
内
の
道
路
改
良

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、石
ノ
内
沿
線

の
宅
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、耐
震
改
修
が
必
要
な
野
友
の
簡
易
水
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、詳
細
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。野
川
地

区
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、補
助
事
業

の
活
用
や
工
期
的
な
こ
と
も
考
え
、一
部
地
域
の
皆
様

に
は
お
待
た
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、平
成
３０
年

か
ら
３１
年
度
の
２
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

川
道
路
の
柏
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
和
田
地
区
ま

で
の
約
４
㎞
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　本
年
１
月
に
は
、国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
四
国
地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
野
根
〜
安
倉
間
に
つ
き
ま
し
て
、審
議

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
平
成
２６
年
８
月
に
小
島
地
区
で
発

生
し
た
災
害
な
ど
、国
道
４
９
３
号
に
は
複
数
の
危
険

箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、防
災
上
の
観
点
か

ら
野
根
〜
安
倉
間
の
整
備
の
在
り
方
が
審
議
さ
れ
、現

道
の
改
良
案
と
２
つ
の
バ
イ
パ
ス
整
備
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　村
と
し
て
も
、引
き
続
き
議
会
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、県
と
も
連
携
し
な
が
ら
粘
り
強
く
国

や
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
、地
域
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、個
人
、地

域
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
本
村
で
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、重
要
な「
共
助
」、助
け
合
い
も
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、守
っ
た
命
を
地
域
で
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
の
基
本
と
な
る
取
組
み
が
住
宅
の
耐
震
化
で
す
。

今
年
度
、全
地
区
の
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、平
成
３１
年
度
か
ら
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
金
の
制

度
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、出
来
る
だ
け
平
成

３０
年
度
中
に
耐
震
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
へ
の
周
知
方
法
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

す
。　ま

た
、非
常
時
の
通
信
手
段
で
あ
る
衛
星
携
帯
電
話

を
各
避
難
所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
訓
練

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　あ
わ
せ
ま
し
て
、防
災
学
習
会
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、避
難
所
に
設
置
す
べ
き
そ
の
他
の
資
機
材
に
つ
い

て
、自
主
防
災
組
織
で
も
検
証
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
防
災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。　こ

う
し
た
自
助
、共
助
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

同
時
に
、地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、大

規
模
災
害
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。こ

の
た
め
、平
成
３０
年
度
に
は
、実
際
現
場
で
復
旧
復
興
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

大
き
な
災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
や
今
後
の
防
災
体

制
の
構
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。免
許

を
お
持
ち
で
な
い
、あ
る
い
は
返
上
し
て
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
で
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、村
営
バ
ス
を
活
用
し
て
、公
共
交

通
や
福
祉
的
交
通
手
段
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
と
さ
れ
る「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
実
現
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
末
永
く
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、

６５
歳
以
上
に
占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
で
あ
る「
要
介

護
率
」が
全
国
で
一
番
低
い
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、今
年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　平
成
２８
年
度
の
北
川
村
の
要
介
護
率
は
１４
・
２
％
で

す
が
、総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末

に
は
、全
国
平
均
の
１３
・
３
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
対
策
と
し
て
重
要
な
特
定
健

診
の
受
診
率
を
平
成
２８
年
の
４６
・
４
％
か
ら
平
成
３１
年

に
は
約
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　村
で
雇
用
を
し
て
い
る
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
成
果
も
あ
り
、特
定
健
診
の
受
診
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
方
で
、健
診
受
診
者
の
問
診
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
生
活
改
善
意
欲
が
な
い
」と
お
答
え
た
方
の
割
合
が
男

性
で
５０
・
８
％
、女
性
で
３８
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、村
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
い
、と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、北
川
村
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
も
２
割
程
度
高
い
こ
と
、高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
症
状
で
病
院
を
受
診
す
る
割
合
が
、県
平
均
と
比
較

し
て
高
い
こ
と
、な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
３０
年
度
は「
健
康
意

識
の
向
上
」と「
健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
」を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　健
康
意
識
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推

進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
、ま
た
昨
年
度
よ
り
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
ん
検
診
の
無
料
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
ま
し
て
、健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
北
川
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」は
、さ
ら
に
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、取
組
み
を
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、若

い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
様
、こ

れ
ま
で
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
２０
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、専
門
的
な
視
点
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
な
ど
、自
ら
の
健
康
と
生
活
改
善
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
に
よ
る
健
診
結
果
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。さ
ら
に
、２０
歳
か
ら
５０
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
を

中
心
に
し
た
運
動
や
食
に
関
す
る
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
、健
康
づ
く
り
に
取
組
む
自
発
的
な
活
動
を
後
押

し
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

・・ 

行
政
報
告 

・・

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　昨
年
、村
内
で
は
豪
雨
に
よ
り
村
道
１
件
、林
道
４
件

の
計
５
件
が
被
災
し
、林
道
の
う
ち
１
件
は
す
で
に
工

事
が
完
成
し
、年
度
内
に
さ
ら
に
１
件
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。残
り
の
林
道
２
件
及
び
村
道
１
件
に
つ
き
ま

し
て
も
契
約
済
み
で
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、２
月
末
現
在
で
村
内

所
有
者
の
う
ち
耐
震
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震
診
断
１７
件

（
累
計
１
８
７
件
／
３
９
０
件（
４７
・
９
％
））、改
修
工
事

１１
件（
累
計
６５
件
／
３
９
０
件（
１６
・
６
％
））と
な
っ
て

い
ま
す
。

　野
友
、小
島
、島
地
区
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、勉
強
会
や
防
災
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
様
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
住
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　住
民
の
皆
様
の
移
動
手
段
を
守
る
方
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、久
木
線
の
往
復
一
便
を
定
時
定
路
線
と
し
、

デ
マ
ン
ド
区
間
及
び
福
祉
的
バ
ス
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

実
施
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　本
年
５
月
頃
を
目
途
に
村
民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、運
賃
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
賜
る
と
と
も
に
、財
政
運
営
を
鑑
み
つ
つ
改
善
で

き
る
点
は
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　特
定
健
診
の
受
診
率
は
２
月
調
査
分
で
４５
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、前
年
度
同
時
期
の
３８
・
６
％
と
比
較
し
て

約
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、約
４
か
月
間
で
延
べ
４８
人

の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
る
方
も
お
り
、健
康
意
欲
の
増
進

に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て
、今
後
も
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　野
友
地
区
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
基
盤
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、地
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、村
に
売
却
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

約
半
数
、ま
た
代
替
地
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
、当

地
域
で
の
耕
作
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
中
旬
に
県
安
芸
土
木
事
務
所
が
奈
半
利
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
予
定
箇
所
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

さ
る
３
月
１
日
に
、地
権
者
や
地
区
の
総
代
、南
部
地
区

土
地
改
良
区
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　小
規
模
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、今
年
度
、加
茂
地

区
と
西
谷
地
区
の
２
件
の
整
備
を
実
施
し
、新
規
就
農

者
が
今
年
か
ら
ゆ
ず
を
植
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。平
成
３０
年
度
は
、早
期
に
実
施
可
能
性
が
高
い
加
茂
、

野
川
の
２
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
若
返
り
を
目
的
と
し
た
苗
木
購
入
に
対

す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
希
望
数
は
５
，

１
７
３
本
と
な
り
、そ
の
全
て
を
供
給
で
き
る
見
通
し

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
末
時
点

に
お
い
て
６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円
と
な
り
、

目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１６
日

の
落
成
式
、そ
し
て
６
月
２６
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
開
業
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
る
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
川
村
観
光
び
ら

き
に
は
約
２
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。会

場
で
は
、村
内
の
商
店
、加
工
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
川
村
の
特
産
品
で
来
場
者
を
も
て

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
平
成
２９
年
度
の
入
園
者
数
は
７
４
，７

０
０
人
と
な
り
、 

目
標
の
６
５
，０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、昨
年
４
月

の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、幕

末
維
新
博
と
の
連
動
企
画
に
よ
る
集
客
効
果
、さ
ら
に
、

県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
し
て

き
た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
や
移
住
相
談
会
の
参
加
に
よ
り
、今
年
度
の

相
談
件
数
は
３１
件
、こ
の
う
ち
、ゆ
ず
の
就
農
相
談
が
１６

件
あ
り
ま
し
た
。移
住
実
績
は
４
組
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、久
府
付
地
区
２
戸

と
野
川
地
区
の
１
戸
の
住
宅
改
修
が
完
了
し
、う
ち
、２

戸
に
入
居
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
に
整
備
予
定

の
野
友
地
区
及
び
久
府
付
地
区
の
各
１
戸
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
入
札
を
行
い
、工
事
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、小
島
の
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、３
月

末
に
完
成
し
、地
区
の
浄
化
槽
の
整
備
が
完
了
す
る
６

月
か
ら
稼
働
す
る
見
込
み
で
す
。

　既
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
１
名
が
村
内
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、４
月
よ
り
２
人
目
の
隊
員
が
着

任
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
度
は
２

人
体
制
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
中
岡
慎
太
郎
に
つ
い
て
）

　中
岡
慎
太
郎
館
は
、昨
年
３
月
４
日
に
開
幕
し
ま
し

た「
志
国
高
知

　幕
末
維
新
博
」の
地
域
会
場
と
し
て
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、来
館
者
数
は
２
月
末
現

在
で
９
，２
７
８
人（
前
年
同
期
比
７０
・
３
％
増
）と
な
っ

て
お
り
、好
調
を
持
続
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
平
成
３１
年
度
末
ま
で
続
く「
志
国
高
知

　幕

末
維
新
博
」の
期
間
中
、企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、情
報
発
信
と
来
館
者
の

増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
）

　５
月
１３
日
の
大
会
開
催
に
向
け
、住
民
説
明
会
の
開

催
、協
賛
企
業
の
募
集
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
業
務
に
つ
い
て
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

は
、３
月
１
日
時
点
で
次
の
と
お
り
で
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
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　小
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、北
川
村
温
泉
の

オ
ー
プ
ン
も
近
づ
き
集
客
に
期
待
が
持
て
る
が
再
開
の

予
定
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
は
、６
月
に
北

川
村
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、高
知
県
が
、ポ
ス
ト
維
新
博
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
や

自
然
体
験
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
小
島
地
区
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　し

か
し
、こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
豪
雨
に
よ
っ

て
流
失
し
た
こ
と
が
、記
憶
に
あ
る
中
で
は
５
回
あ
り

ま
す
。度
々
発
生
し
て
い
る
水
害
、平
成
２６
年
の
道
路
が

決
壊
し
た
災
害
に
つ
い
て
、そ
の
対
策
が
い
ま
だ
に
検

討
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、直
ぐ
に
再
開
さ
せ

る
事
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
後
、中
北
部
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活

性
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
鑑
み
、安
全
確
保
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　温
泉
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、キ
ャ
ン
プ
場
で
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
、キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
と
が

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。安
全
が
確
認
で

き
れ
ば
、是
非
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

9

　村
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、昨
年
１０
月
ダ
イ
ヤ
改
正

さ
れ
、そ
の
後
、利
用
者
が
ど
の
様
に
改
善
さ
れ
た
か
。

ま
た
、久
木
発
６
時
５０
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、平
成
２７
年
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、移
動
に
要
す
る
負
担
を
軽
減
し
、

公
営
性
を
保
た
せ
る
こ
と
か
ら
、同
年
に
運
賃
の
上
限

を
３
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。そ

の
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
行
政
座
談
会
で
の
声
を
受

け
、久
木
線
で
の
上
下
線
１
便
の
定
時
定
路
線
化
、デ
マ

ン
ド
区
間
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
、宗
ノ
上
築
溜
や
西

谷
地
区
へ
の
運
行
区
間
の
拡
張
、福
祉
的
バ
ス
の
運
行

開
始
な
ど
の
新
た
な
運
行
体
型
を
構
築
し
、昨
年
１０
月

に
実
証
運
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
鍋
以
北
の
状
況
は

実
証
運
行
開
始
か
ら
３
ヵ
月
間
で
対
前
年
比
１
０
２
・

５
％
、１
月
以
降
は
前
年
並
の
乗
車
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、自
然
減
が
進
む
地
域
人
口
を
考
え
れ
ば
利
用

頻
度
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
福
祉
的
バ
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、周
知
を
徹
底
す
れ
ば
利
用
者
数
は
伸
び
る
と
推
測

し
て
い
ま
す
。築
溜
、西
谷
に
つ
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
区
間
と
な
り
ま
す
が
、地
域

人
口
に
応
じ
た
利
用
者
数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運
行

形
態
を
切
り
替
え
て
約
５
ヵ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、利
用

者
の
反
応
は
デ
マ
ン
ド
区
間
で
上
下
１
便
を
定
路
線
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、「
予
約
す
る
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、村
営

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
夏
ま
で
に
利
用
状

況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　次
に
、早
朝
の
運
転
手
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
に
必
要
な
対
応
が
お
こ
な
え
る
よ
う
反
映
し
て
い

ま
す
。委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
、土
日
な
ど
こ

れ
ま
で
に
全
く
利
用
が
な
い
便
の
デ
マ
ン
ド
化
や
、運

行
便
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
軽
減
負

担
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、冬
場
の
運
行
は
、道
路
の
凍

結
が
あ
っ
て
危
険
で
、平
鍋
か
ら
北
部
へ
は
、大
型
ダ
ン

プ
カ
ー
が
頻
繁
に
通
っ
て
い
て
、す
れ
違
い
が
多
く
、ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
行
き
違
い
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。デ
マ
ン
ド
な
ら
乗
客
は
、確
実
に
乗

れ
る
。定
時
バ
ス
は
、乗
客
が
出
て
い
な
い
と
、素
通
り

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、費
用
の
問
題
も
あ
り
、デ
マ

ン
ド
で
運
行
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　今
年
は
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

大
変
苦
慮
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。注
意
し
て
運
行
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、先
ほ
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
交
通
会
議
も
開
い
て
運
行

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　冬
場
の
凍
結
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と

か
、チ
ェ
ー
ン
を
車
に
乗
せ
て
お
く
と
い
う
対
策
も
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、デ
マ
ン
ド
運
行
が
い
い
の
か
、あ
る
い
は
一
便
だ
け

で
も
定
時
定
路
線
化
の
方
向
が
い
い
の
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　出
来
る
だ
け
村
民
の
利
便
性
を
考
え
た
対
応
を
図
る

べ
く
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

北
川
村
の
観
光
に
つ
い
て

9

　北
川
村
は
モ
ネ
、北
川
村
温
泉
、中
岡
慎
太
郎
と
十

分
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、中
岡
慎
太
郎
は
、他
の
２
つ

よ
り
少
し
弱
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。中
岡
慎
太
郎
を

も
っ
と
表
に
出
し
て
北
川
村
の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　

　村
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る

昭
和
４２
年
に
中
岡
記
念
館
と
し
て
生
家
の
復
元
を
行
い
、

そ
れ
以
降
、慎
太
郎
読
本
の
発
刊
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
本
村
が
誇
る
全
国
区
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　特
に
慎
太
郎
の
盟
友
と
い
わ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
生
誕

１
５
０
年
が
迫
り
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
６０
年
頃
、

龍
馬
に
続
け
と
地
域
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
ふ
る
さ
と
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
、そ
れ

ぞ
れ
各
行
政
団
体
に
資
金
が
国
か
ら
配
ら
れ
、そ
の
資

金
活
用
に
お
い
て
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
高

い
支
持
が
あ
っ
た
中
岡
慎
太
郎
館
を
建
設
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、中
岡
慎
太
郎
を
顕
彰
し
て
功
績

や
人
と
な
り
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
、そ
し
て
伝

承
し
続
け
る
為
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　開
館
し
た
平
成
６
年
に
は
来
館
者
が
約
３
万
人
を
超

え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、平
成
２２
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
年
に
県
を
挙

げ
て「
龍
馬
で
あ
い
博
」と
い
う
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
博
に
併
せ
て
集
客
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、観
光
の
一
素
材
と
し
て
時
折
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　現
在
開
催
中
の「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」に
お
い
て

は
、地
域
会
場
に
位
置
づ
け
て
頂
い
て
、入
館
者
数
も
１

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。歴
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
覧
会
等
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
入
館
者
数
は
増
え
、

ま
た
そ
れ
が
終
わ
る
と
少
し
減
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
、花
家
紋
や
中
岡
慎
太
郎
館
の
年
間
を
通
じ

た
企
画
展
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、そ
れ
と
並
行
し

て
村
内
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
地
道
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
し
た
結
果
、特
に
こ
の
幕
末
維
新
博
の
開
催
に

よ
り
対
前
年
比
７
割
増
し
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　観
光
と
中
岡
慎
太
郎
の
顕
彰
、慎
太
郎
館
に
は
目
的

が
二
つ
有
り
ま
す
。し
か
し
根
幹
と
な
る
、中
岡
慎
太
郎

先
生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
為
の
施
設
と
し
て
今
後

の
展
開
に
お
い
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、交
流
人
口
の
拡

大
に
目
を
向
け
、村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅

持
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　館
の
み
で
な
く
、館
を
取
り
巻
く
人
、他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
事
に
対
し
て
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。支
援
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

 

答

　村
長

　中
岡
慎
太
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
、あ
る
い
は
地
域
の
方
、そ
う
し
た
方
々

の
支
援
が
あ
っ
て
今
が
在
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
き
ま
し
て
は
共
に

携
え
て
、時
に
は
主
に
な
っ
て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　村
と
し
て
は
顕
彰
会
が
、任
意
団
体
で
あ
っ
た
時
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
き
に
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、き
ち
っ
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
、議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
頂
き
、中
岡
慎
太
郎
生
家
の
指
定
管
理
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
で
、今
後
も
き
ち
ん
と
確
固
た
る
持
続

で
き
る
組
織
と
し
て
形
成
し
て
頂
い
て
、共
に
今
後
も

携
え
て
中
岡
慎
太
郎
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、中
岡

慎
太
郎
の
顕
彰
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
や
っ
て
い
る
微
々
た
る
行

動
で
も
、や
は
り
持
続
し
て
行
っ
て
村
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
、温
泉
・
モ
ネ
・
慎
太
郎
は
、北
川
村
の
観
光
の
中

心
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
。

　顕
彰
会
は
、今
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。顕

彰
会
の
組
織
を
弱
ら
せ
な
い
為
に
事
務
局
長
を
も
う
１

人
雇
用
し
て
頂
き
た
い
、そ
う
し
な
い
と
持
続
し
て
い

け
な
い
。

 

答

　村
長

　村
と
し
て
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
い
て
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
大
変
ご
苦
労
も
な
さ
り
、組
織
を
ま
と
め

て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
一
同
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
し
、今
も
地
道
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
き

ち
っ
と
持
続
で
き
る
団
体
に
な
る
為
に
基
盤
を
作
る
準

備
段
階
で
も
あ
っ
た
、そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
し
て
頂

い
た
上
で
議
員
の
皆
様
も
賛
同
し
て
頂
い
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。脆
弱
な
団
体
に
指
定
管
理
、あ
る
い
は
補
助
金
を
継

続
し
て
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
の
予
算
査
定
に
お
い
て
顕
彰
会
か
ら
こ
う
い
う

ふ
う
に
持
続
出
来
る
組
織
に
な
り
た
い
か
ら
、こ
う
い

う
支
援
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
出
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
努
力
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
の
段
階
に
進
め
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
。現
状
の
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
脆
弱
な

体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
支
出
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。体
質
の
改
善
の
見
込
み
が
立
ち
、こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き

れ
ば
、３０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
執
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
し
、さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
企
画
、提
案
が
な
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
支
援
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　顕
彰
会
自
体
が
活
動
と
し
て
生
家
の
管
理
、あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
等
懸
命
に
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
き
た
と

い
う
の
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、今
後
も
そ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　た
だ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と

な
っ
て
い
る
今
、本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
持
続
で

き
る
形
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と

言
う
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　や
は
り
村
が
き
ち
っ
と
対
処
し
て
い
く
た
め
に
初
志

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手
を
携
え
て
今
後
も

や
っ
て
い
け
る
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

北
川
村
温
泉
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
開
館
の
準
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　２
月
１
日
に
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と
北
川
村
温
泉

の
指
定
管
理
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、担
当
者
を
雇

用
し
て
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
採
用
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求
人
掲
載

を
依
頼
し
、支
配
人
や
料
理
長
候
補
に
つ
い
て
は
、早
速

数
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旧
従
業
員
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
掲
載
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
に
て
求
人
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　営
業
開
始
に
向
け
、フ
ロ
ン
ト
、宿
泊
予
約
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
発
注
を
終
え
て
、現
在
、営
業
許
可
、労
働
保
険

関
係
等
の
手
続
き
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
必
要
な
備

品
類
の
選
定
、決
定
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　村
と
し
て
も
奈
半
利
駅
や
国
道
沿
い
の
案
内
看
板
を

新
年
度
早
々
に
は
整
備
し
ま
す
。

9

　開
園
前
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
村
民
向
け
の
無
料
入

浴
や
、試
食
会
の
よ
う
な
催
し
の
計
画
は
あ
る
か
。

　ま
た
、従
前
の
入
浴
券
が
、新
た
な
温
泉
で
利
用
出
来

る
の
か
。

 

答

　村
長

　村
民
へ
の
披
露
は
、落
成
式
後
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
、こ
こ
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　入
浴
に
際
し
て
村
民
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
割
引
券
は
、平
成

３２
年
３
月
末
、開
館
か
ら
２
年
間
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　ふ
る
さ
と
納
税
の
前
年
度
の
実
績
は
、約
４
７
，０

０
０
千
円
で
、新
年
度
の
目
標
額
は
、下
方
修
正
し
て
、

４
０
，０
０
０
千
円
と
聞
い
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　地
方
創
生
の
提
唱
に
あ
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
で

日
本
を
元
気
」に
と
考
え
て
、地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、都

会
に
出
た
方
々
が
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ

税
制
を
通
じ
て
貢
献
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
意
義
と
し
て

①
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
税
の
使
わ

れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。税
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、納
税
の
大
切
さ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
。

②
生
ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力
に
な
れ
る
こ
と
。

③
自
治
体
間
の
競
争
が
進
む
こ
と
。

　と
国
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
北
川
村
は
、北
川
村
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
、応
援
団
に
な
っ
て
頂
く
方
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
と
共
に
、自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

北
川
村
が
生
き
残
る
為
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、こ

の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
年
に
な
り
ま
す
が
、農
作
物
や
ジ
ビ
エ
関
係
に
返

礼
品
を
広
げ
る
こ
と
で
、徐
々
に
農
業
者
や
村
の
狩
猟

関
係
者
な
ど
、村
民
が
返
礼
品
を
出
す
と
い
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　多
く
の
村
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、オ
ー
ル
北

川
村
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
も
出

来
る
だ
ろ
う
し
、高
齢
者
に
も
稼
ぎ
が
可
能
と
な
り
、農

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
繋
が
る
と
い
う
側

面
も
生
じ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
た
だ
単
に
産
品
を
売
っ
て
北
川
村
の
消
費

を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
度
の
目
標
額
に
つ
い
て
は
、返
礼
率
が
総
務
省

の
指
導
に
よ
り
３０
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加

え
て
、観
光
協
会
の
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
が
退
職

し
て
、受
託
で
き
な
く
な
り
、観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託

先
が
、決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
得
ら
れ
た
金

額
と
い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
、４
，０
０
０
万
円
に
設

定
し
ま
し
た
。

9

　観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託
先
の
目
安
は
つ
い
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　

　新
た
な
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
の
変

わ
り
に
業
務
を
ま
か
せ
ら
れ
る
企
業
、あ
る
い
は
団
体

が
見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　継
続
で
き
る
組
織
、団
体
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
う
で

な
け
れ
ば
村
が
専
門
の
職
員
を
雇
用
す
る
と
い
う
形
で
、

直
接
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
月
中
に
早
急
に
判
断
し
、決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
・
小
・
中
一
体
化
教
育
に
つ
い
て

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
２９
年
度
に
視

察
さ
れ
た
視
察
先
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　高
知
市
の
土
佐
山
学
舎
、香
南
市
夜
須
小
中
学
校
、埼

玉
県
の
草
加
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　土
佐
山
学
舎
は
、小
中
同
じ
校
舎
で
、校
区
外
か
ら
の

流
入
者
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
高
知
市
の
特
認
校
に

な
っ
て
い
て
、外
国
語
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
て
校
区

外
か
ら
児
童
を
迎
え
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。日
常
的
に
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に
、小
学

校
の
先
生
が
中
学
校
に
、出
入
り
が
垣
根
な
く
出
来
て

い
ま
す
。

　夜
須
小
中
学
校
の
校
舎
は
、別
々
で
、位
置
が
離
れ
て

い
る
形
で
一
貫
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　草
加
市
は
、保
育
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま
で
の
一
体

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

は
な
か
な
か
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
時
間
の
か
か

る
大
変
難
し
い
分
野
だ
。

　子
供
達
へ
の
北
川
村
へ
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
中

岡
慎
太
郎
や
ゆ
ず
に
特
化
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　北
川
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
供
達
が
他
所
へ
い
っ

た
と
き
に
北
川
の
子
は
さ
す
が
、慎
太
郎
や
幕
末
、ゆ
ず

の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
北
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　ま
た
、例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
、鉛
筆
の
よ
う
な

グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
北
川
村
の
子
達
に
配
布
し
て
、慎
太

郎
や
ゆ
ず
の
こ
と
を
常
日
頃
、目
に
し
て
い
る
と
、意
識

も
芽
生
え
て
、定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　安
芸
市
は
、子
ど
も
達
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
関
す

る
下
敷
き
を
配
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
と
し
て
、中
学
生
の
海
外

派
遣
も
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ベ
ル
ニ
ー
へ
行
き
も
っ
と
交
流

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　特
徴
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、保
・
小
・
中
の
一
体
化

の
み
な
ら
ず
、今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で
す
。

　郷
土
愛
を
育
む
た
め
慎
太
郎
・
ゆ
ず
が
事
例
に
上
が

り
ま
し
た
。知
識
と
し
て
北
川
村
を
卒
業
す
る
子
ど
も

達
に
は
持
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　海
外
派
遣
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
英
語
研
修

で
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ジ
ベ
ル
ニ
ー
経
由
、あ
る
い

は
イ
ギ
リ
ス
経
由
ジ
ベ
ル
ニ
ー
と
い
う
形
が
取
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の

中
で
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
で
素
案
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
盛

り
込
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

9

　ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
が
平
成
３１
年
ま
で
と
聞

い
て
い
る
。平
成
３２
年
度
以
降
も
ゆ
ず
園
地
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
中
で
、今
後
も
、農
家
を
支
援
す
る
制

度
を
継
続
す
る
か
。

 

答

　村
長

　検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゆ
ず
専

業
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
を
作
ろ
う
と
い
う
の
が
機

軸
で
す
。今
後
専
業
農
家
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、あ
る

一
定
絞
っ
た
形
に
は
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
形
で
支
援
は
続
け
て
行
き
た
い
と
検
討
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　過
去
３
年
間
の
寄
附
実
績
額
と
使
い
方
の
指
定
及

び
資
金
活
用
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　総
務
課
長

　平
成
２７
年
度
は
２
９
０
千
円
、平
成
２８
年
度
は
２
２
，

５
４
５
千
円
、平
成
２９
年
３
月
４
日
現
在
、で
４
７
，７

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
目
的
別
に
つ
い
て
は
、１
次
産

業
に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
が
２

４
，１
０
０
千
円
で
す
。同
じ
く
自
然
環
境
に
９
，３
９

０
千
円
、教
育
文
化
振
興
に
４
，７
０
０
千
円
、福
祉
子

育
て
支
援
に
１
１
，２
０
０
千
円
、全
て
の
用
途
に
使
っ

て
貰
い
た
い
が
、１
３
，０
０
０
千
円
ほ
ど
で
す
。そ
の

他
指
定
無
し
が
９
，４
０
０
千
円
で
、合
計
約
７
２
，０

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
活
用
実
績
に
つ
い
て
は
、２
件

で
、平
成
２２
年
に
１
，６
６
０
千
円
で
福
祉
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　今
年
度
に
も
リ
フ
ト
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
両
を

４
，０
０
０
千
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

9

　教
育
文
化
の
分
野
で
、子
ど
も
達
に
対
し
て
北
川

な
ら
で
の
教
育
に
使
え
る
財
源
が
４
，７
０
０
千
円
ほ

ど
あ
り
ま
す
。３０
年
度
の
予
算
の
中
に
は
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、こ
の
財
源
を
利
用
し
た
事
業
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　１
次
産
業
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
各
課
か
ら
提

案
す
る
形
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　北
川
村
は
、納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
て
ど
の
位
の

割
合
の
返
礼
品
を
出
し
て
い
た
の
か
。

　返
礼
品
と
し
て
村
内
の
企
業
、個
人
か
ら
集
め
た
商

品
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　

　総
務
省
か
ら
の
通
達
の
３
割
以
前
は
、返
礼
率
は
５

割
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
は
池
田
柚
華
園
さ
ん
の
商
品
の
み
で
す
。

　平
成
２８
年
に
な
っ
て
か
ら
組
み
合
わ
せ
商
品
が
色
々

出
て
き
ま
し
た
。

　第
１
位
が
き
た
が
わ
ポ
ン
酢
セ
ッ
ト(

柚
華
園
ポ
ン

酢
２
本
＋
ゆ
ず
王
国
ポ
ン
酢
＋
う
ま
塩
ポ
ン
酢)

が
２

３
３
件
で
す
。

　２
位
が
モ
ネ
の
手
作
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
１
９
１

件
、３
位
が
ゆ
ず
王
国
の
柚
茶
セ
ッ
ト
で
１
４
０
件
。

　平
成
２９
年
に
な
っ
て
生
産
者
の
品
物
も
入
っ
て
い
ま

す
。順
位
別
に
１
位
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
の
３０
本
セ
ッ
ト
が

５
３
２
件
、２
位
が
ト
マ
ト
の
２
０
０
個
箱
、５
２
３
件
、

３
位
が
ゆ
ず
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
３
７
５
件
、４
位
に

猪
肉
ス
ラ
イ
ス
３
６
４
件
で
、生
産
者
の
も
の
も
人
気

商
品
と
し
て
上
位
に
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
、

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

9

　レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て
、入
園
者
数
に
対

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
率
、客
単
価
を
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　７
４
，７
０
０
人
の
有
料
の
入
園
者
数
の
内
、約
３５
％

の
利
用
率
で
、約
２
６
，０
０
０
人
と
推
計
し
、一
人
当

た
り
の
客
単
価
は
、約
１
，１
３
８
円
で
す
。

9

　計
算
式
は
あ
っ
て
い
る
が
、モ
ネ
の
庭
の
指
定
管

理
料
の
算
出
に
つ
い
て
は
、担
当
部
署
は
、年
間
の
実
績

書
が
、上
が
っ
て
き
た
ら
社
長
や
支
配
人
な
ど
の
経
営

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、年
間
の
入
園
者
数
や
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ
の
増
減
の
要
因
の
営

業
分
析
し
た
う
え
で
、翌
年
の
売
上
げ
数
の
目
標
値
を

立
て
て
、収
益
増
加
に
繋
げ
て
い
く
営
業
計
画
を
立
て

て
、積
み
上
げ
、算
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
に
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
や
予
算
委
員
会
で
も

そ
う
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

 

答

　村
長

　平
成
３０
年
度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
き
た
中
で
庭
に
関
し
て
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
お
り

ま
す
の
で
何
ら
問
題
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

9

　指
定
管
理
料
が
、お
か
し
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、

算
出
し
て
い
く
過
程
で
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。ど
ん
な

対
策
を
行
う
の
か
を
聞
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
指
定
管
理
料
に
か
か
る

部
分
に
つ
い
て
精
査
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

9

　２９
年
度
は
い
く
ら
の
補
助
金
、委
託
金
を
観
光
協

会
に
出
し
た
か
。

 

答

　産
業
課
長

　観
光
部
門
と
し
て
１
３
，９
２
８
千
円
、ふ
る
さ
と
納

税
部
門
で
２
５
，２
７
７
千
円
、合
計
３
９
，２
０
５
千

円
で
す
。

9

　先
の
議
員
質
問
で
、村
長
は
、運
営
が
脆
弱
な
団
体

に
は
補
助
金
、委
託
金
は
付
け
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
ま
す
。観
光
協
会
は
脆
弱
な
団
体
で
は
な
い

の
か
。

 

答

　村
長

　

　当
初
予
算
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、委
託
金
と

い
う
名
目
で
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
川
村
温
泉
開
設
準
備
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
支
配
人
及
び
料
理
長
は
、い
つ
採

用
す
る
予
定
か
、指
定
管
理
者
の
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ

ン
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

　ま
た
、開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
て
い

る
か
。実
質
あ
と
約
３
ヵ
月
だ
が
、プ
レ
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
早
急
に
作
ら
せ
て
、議
会
へ
も

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 

答

　副
村
長

　

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
か
ら
は
期
日
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

早
急
に
雇
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
ジ
ャ
ル
ダ

ン
と
調
整
確
認
を
し
て
決
定
し
た
も
の
を
議
会
に
も
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　温
泉
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
の
案
内
書
が
、元
従
業
員

達
に
送
ら
れ
て
来
た
と
聞
い
た
。

　元
従
業
員
の
個
人
情
報
が
、北
川
村
観
光
協
会
か
ら

き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
へ
漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、そ
の
案
内
書
に
は
、会
社
印
で
な
く
、和
田
社

長
の
個
人
印
が
、押
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
２
点
に
つ
い
て
回
答
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　温
泉
が
、閉
館
す
る
時
に
、再
開
時
に
は
、案
内
さ
せ

て
頂
く
事
で
、従
業
員
の
方
々
と
北
川
村
観
光
協
会
に

了
解
済
み
で
し
た
の
で
、情
報
漏
洩
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
押
印
に
つ
い
て
は
、個
人
印
で
出
さ

れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、指
導

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　営
業
許
可
や
予
約
受
付
体
制
に
つ
い
て
と
、こ
れ

ま
で
に
来
ら
れ
た
方
々
の
宿
泊
名
簿
が
、温
泉
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

 

答

　副
村
長  

　宿
泊
の
予
約
は
、建
物
完
成
後
、旅
館
業
の
許
可
を

取
っ
て
か
ら
に
な
り
、そ
の
許
可
が
な
い
と
正
式
な
予

約
受
付
と
い
う
の
は
出
来
ま
せ
ん
が
、準
備
と
し
て
、宿

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

進
め
て
お
り
、許
可
が
取
れ
た
ら
直
ぐ
に
予
約
体
制
が

取
れ
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。　宿

泊
者
名
簿
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
確

認
は
取
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

9

　営
業
許
可
は
い
つ
頃
取
れ
る
予
定
か
。

　ま
た
、北
川
村
温
泉
も
色
ん
な
時
代
を
経
て
き
て
、資

産
台
帳
の
整
理
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、新

し
い
行
政
財
産
と
し
て
、建
物
や
備
品
等
の
資
産
台
帳

を
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う
指
示
を
。

 

答

　副
村
長

　

　営
業
許
可
は
、６
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。建
築
の
確
認
、消
防
の
確
認
が
終
わ
っ

て
か
ら
約
１０
日
か
ら
２
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　資
産
台
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

し
っ
か
り
と
法
令
を
遵
守
し
て
適
切
な
取
扱
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て

9

　役
場
職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、管
理
職
員
を
集
め
た
課
長

会
等
の
場
で
、議
論
を
し
ま
し
た
。

　直
ぐ
着
手
で
き
る
も
の
と
し
て
、業
務
改
革
、事
務
の

見
直
し
、窓
口
業
務
、例
え
ば
税
務
業
務
で
す
け
れ
ど
も
、

証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
様
式
を
改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
も
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
よ
う
な
表
示
を
し
ま
し
た
。そ
れ
と
先
日
の
臨

時
議
会
の
時
に
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
入
札
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
対
し
て
は
、原
因
と
対
策
を
し
っ
か

り
と
分
析
し
、入
札
事
務
に
共
通
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　ミ
ス
を
し
た
ら
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
か
を
徹
底
的

に
洗
い
出
し
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、や
る
必
要
が
あ
る
。行
政
の
業
務
に

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。是
非
、課
長
会
で

全
部
署
共
通
の
課
題
と
し
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
、そ
う
い
う
も
れ
が
出
て
い
る
、気
の
緩
み
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　新
年
度
を
迎
え
、気
分
を
新
た
に
ミ
ス
の
な
い
よ
う

人
材
育
成
も
計
れ
る
よ
う
な
事
業
予
算
の
執
行
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
温
泉
新
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
温
泉
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

森
林
セ
ン
タ
ー「
北
川
温
泉
」施
設
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
８
，４
７
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
，４
１
０
，９
０
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、９
，８
７
７
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
６
４
，３
９
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
３
，３
８
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
，７
７
０
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
　

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，５
９
９
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，８
４
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，１
５
３
，７
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，２
２
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
９
，１
０
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
１
５
，６
５
０
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
２
，４
３
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

■
平
成
３０
年

１２
月
２１
日（
木
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

１２
月
２１
日（
木
）
　年
頭
挨
拶

　録
音

　（
北
川
村
役
場
）

１２
月
２１
日（
木
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
田
野
町
役
場
）

１２
月
２５
日（
月
）
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　

（
愛
光
園
）

１２
月
２５
日（
月
）
　平
成
２９
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
平
成
３０
年

１
月
３
日（
水
）
　北
川
村
成
人
式

　（
モ
ネ
の
庭
）

１
月
１０
日（
水
）
　中
国
四
国
農
政
局
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　（
圃
場
整
備
）
　（
岡
山
市
）

１
月
１４
日（
日
）
　出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
）

１
月
１５
日（
月
）
　全
員
協
議
会

　（
小
水
力
発
電
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

１
月
１７
日（
水
）
　自
動
車
道
整
備
促
進
勉
強
会

　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

中
芸
地
区
町
村
長
議
長
商
工
会
正
副

会
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

１
月
２３
日（
火
）、２４
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研

修

　（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

１
月
２６
日（
金
）
　奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

　
　

（
奈
半
利
町
）

１
月
３０
日（
火
）
　四
国
地
方
整
備
局
長
視
察

　
　
　
　

（
北
川
村
内
）

２
月
８
日（
木
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
視
察

　

（
徳
島
県

　橘
湾
火
力
発
電
所
、長

安
口
ダ
ム
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　

（
高
知
県
自
治
会
館
）

２
月
１５
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
北
川
村
議
会
臨
時

会

　

２
月
２２
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
６９
回
定

期
総
会

　

　
　
　
　
　
　
　町
村
長
町
村
議
会
議
長
大
会

　
　

（
高
知
市
）
　
　
　
　

２
月
２３
日（
木
）
　第
３７
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
自
治
会
館
）
　

２
月
２７
日（
火
）
　一
般
質
問
受
理

２
月
２７
日（
火
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２
月
２８
日（
水
）
　北
川
村
議
会
運
営
委
員
会

　

２
月
２８
日（
水
）
　全
員
協
議
会

　（
北
川
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

３
月
１
日（
木
）
　中
芸
高
等
学
校
卒
業
式

　（
田
野
町
）

３
月
２
日（
金
）
　平
成
３０
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

３
月
２
日（
木
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
北
川
村
役
場
）

３
月
４
日（
土
）
　や
な
せ
水
源
の
森
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

（
馬
路
村

　魚
梁
瀬
）

３
月
５
日（
日
）
　北
川
村
観
光
開
き

　（
モ
ネ
の
庭
）

モネ
の

からの
お知らせ

【お問い合わせ】　北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441  高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
http://www.kjmonet.jp/　定休日：毎週火曜日

FAX

年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50

国民年金保険料の免除期間・猶予期間がある方へ
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間があ
る場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等の承認を受けた期間の保険料については、10年以内で
あればさかのぼって納める（追納）ができます。
　ただし免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して、3年度目以降の追納の場合、当時の保険料額に
一定の加算額が上乗せされます。
　追納は古い月のものから納付することとなりますが、次の点にご注意ください。

　詳しくは、お近くの年金事務所または「ねんきん加入者ダイヤル」（０５７０－００３－００４）へお問い合わせください。

・一度免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ、追納はできません。
・「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である場合は、どちらを優

先して納めるか本人が選択できます。

出張年金相談開設日程（南国）

6月  7日（木）10：00～12：00／13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター
 予約制（南国年金事務所へ申し込み）

6月28日（木）11：00～12：00／13：00～15：00 室戸市役所　
 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです。
○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）
  8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15

年金事務所への相談について
相談の際には、事前の予約をおすすめしています。予約がない場合に、長時間お待たせすることがありますの
で、「ねんきんダイヤル（０５７０－０５－１１６５）」へ予約の上、来訪ください。

○週末の年金相談
・５月１２日（第2土曜日）
  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数
は若干少なくなっています）

フラワーパレット～夏の章～

渡邊智美展

「前田博史」阿蘇風景写真×
「くまモンとブルービーの大冒険」

絵本原画展

モネの庭では睡蓮の季節を迎えています。
現在は赤や白、黄色、桃色の温帯性睡蓮が咲いていますが、6月下旬ごろ
から青い睡蓮が開花します。午後には花が閉じてきますので午前中のご
来園がおすすめです。

梅雨シーズンで雨も多くなります。睡蓮は雨でもいつも通り開
花します。雨の水の庭は、もやのかかる池、波紋の広がる水
面、雨粒をまとった睡蓮などいつもとは雰囲気が違ってお
すすめです。雨の日のご散策にぜひご来園ください。

6月の見ごろのお花は・・・アガパンサス・アジサイ・グラジ
オラス・ガウラ・ゆり・ダリア、モネの愛したバラのマーメイ
ドなどです。

- Imagine -
絵のテーマはエターナルエナジー
（Eternal　Energy）

熊本応援コラボ企画として葉山祥鼎氏の「くまモンとブルー
ビーの大冒険」の絵本原画展と阿蘇の風景写真を撮る高知
県在住の天然写真家前田博史氏の写真展をモネの庭で開
催します。詳細は来月の広報にて。

会　期 ： 開催中～6月17日（日）
時　間 ： 9：00～17：00
　　　　（最終日14：00まで）
休園日 ： 火曜日
会　場 ： フローラルホール
ギャラリー入場料 ： 無料

会　期 ： 7月1日（日）～9月2日（日）
会　場 ： フローラルホール
☆7月15日（日）葉山祥鼎氏トークショー開催☆

 2018年6月1日（金）～8月31日（金）

会期あとわずか!!
お早目に

ご来場ください。

平
成
２９
年
１２
月
議
会
後
の

岩
垣
議
長
行
事
等
活
動
報
告

北川村温泉で一緒に働いて下さい。時間帯、曜日は相談に応じます。
まずはお電話下さい。　090-3988-5047（岸本）



12
き

　  た
　  が

わ

13
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、２
月
１５
日
に
開

会
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）
　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

　平
成
３０
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
に
開
会
し
、

契
約
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

当
初
予
算
５
件
、条
例
６
件
の
議
案
の
審
議
が
、行
わ
れ

ま
し
た
。

　９
日
に
は
、４
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま

し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・

■
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針

　平
成
３０
年
度
は「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
実
行
３
年
目
、折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま

す
。　北

川
村
の
人
口
を
、過
去
５
年
の
出
生
数
や
死
亡
数

の
自
然
増
減
の
状
況
を
基
に
村
独
自
に
推
計
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、２
０
３
０
年
の
人
口
は
９
３
６
人（
１５
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
５２
人
）と
、国
の
推
計
よ
り
も
さ
ら
に

５
％
ほ
ど
低
い
値（
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
は
約
半

分
）と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、何
ら
対
応
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、当
初
の
想
定
よ
り
も
早
い
速
度

で
人
口
が
減
り
続
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　村
の
人
口
が
１
，０
０
０
人
を
割
り
込
む
ま
で
に
足

掻
き
き
ら
な
け
れ
ば
、北
川
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
し
ま
い
ま
す
。残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。「
北

川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
作
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」こ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
徹
底
的
に
追
求
し
、政
策
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の

一
体
化
」な
ど
、戦
略
目
標
は
明
確
化
し
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
村
民
の
皆
様
に
そ
の
具
体
的
な
動
き
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　平
成
３０
年
度
は
、戦
略
全
体
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
村
民
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
の
実
現
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成  ３０
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、２
，１
５
３
，７
１
７
千
円（
前
年
度
当
初

予
算
比
△
８
７
２
，４
６
３
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、北
川
村
の
５
つ
の

基
本
政
策
①
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築 

②
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実 

③
生
活
社
会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活

用 

④
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑤
日
本
一
元
気
な

長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　一
方
、こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
抑
制

や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
村
債
残
高
の
減
少
、基

金
残
高
の
増
加
に
加
え
、国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
な

ど
、積
極
的
に
財
源
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、当
面
の

財
政
運
営
は
健
全
な
状
況
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。 

　し
か
し
、本
村
予
算
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、小
規
模
な
市
町
村
に
有
利
で
あ
っ
た
算
定

項
目
が
廃
止
さ
れ
、平
成
３０
年
度
か
ら
約
１
億
円
減
少

と
な
る
見
通
し
で
、今
後
の
財
政
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、再
度
収

支
見
込
み
の
洗
い
出
し
を
行
い
、平
成
３０
年
度
予
算
は
、

村
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
に
対
応
で
き
る
様
、基
金

の
取
り
崩
し
や
今
年
度
予
算
の
繰
り
越
し
を
財
源
に

充
て
る
こ
と
で
、何
と
か
収
支
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　北
川
村
に
住
ん
で
働
き
、生
活
に
必
要
な
収
入
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、農
業
、特
に
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
ゆ
ず
の
振
興
を
軸
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　平

成
３０
年
度
か
ら
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る
基

盤
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
、ゆ
ず
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
基
盤
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　村
内
各
地
域
に
基
盤
整
備
の
候
補
地
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、宗
ノ
上
、小
島
、二
タ
又
、久

江
ノ
上
の
４
地
区
で
あ
わ
せ
て
約
５
・
５
ha
を
整
備
す

る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　今
後
も
村
内
で
１
ha
の
耕
作
面
積
を
持
つ
専
業
農
家

１
０
０
軒
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
、村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、整
備
可
能
な
候
補
地

の
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、ゆ
ず
園
地
の

若
返
り
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
担
い
手
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３１
年
度

後
半
か
ら
の
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、そ
し

て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住
者
、と
い
う

順
を
追
っ
て
規
模
拡
大
農
家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず
栽
培

の
技
術
的
な
支
援
や
大
規
模
な
園
地
に
必
要
な
機
械
類

の
導
入
に
よ
る
営
農
の
効
率
化
、省
力
化
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
な
評
価

を
得
て
い
る
高
知
大
学
と
新
規
就
農
者
に
対
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、省
力
化
の
た
め
の
機
械
整
備
に
必
要
な
経
費

の
助
成
制
度
を
平
成
３０
年
度
に
創
設
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、行
政
に
よ
る
支
援
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、村
全
体
に「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
気
運
を
醸
成
し
、行
政
と
村
民
の
皆
様
に
関

係
す
る
機
関
も
加
え
、オ
ー
ル
北
川
村
で
支
援
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
学
習
機
会
を
確
保
し
、学
習
の
場
を
通
じ
て「
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
ん
で
い
く
」「
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
自
主
的

に
進
ん
で
い
く
」と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
取
組
み
は
、す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
を
感
じ

に
く
い
分
野
で
も
あ
り
、現
段
階
で
は
、保
護
者
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、

高
知
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
絆
を
深
め
る
体
験
の
機
会
を
創
る
な
ど
、

地
域
で
学
ん
で
活
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、将

来
に
わ
た
り
北
川
村
の
学
校
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
を

目
標
に
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、少
子
化
が
一
層
進
む
教
育
環
境
を
踏
ま
え
、中

学
校
卒
業
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
、子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的
な
教
育
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　昨
年
６
月
に
は
、保
護
者
や
地
域
の
方
々
、教
育
関
係

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
北
川
村
保
小
中
一
体
化
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

各
教
育
機
関
の
抱
え
る
課
題
、ま
た
地
域
か
ら
見
た
課

題
な
ど
の
拾
い
出
し
を
進
め
る
一
方
、既
に
一
体
化
教

育
を
展
開
し
て
い
る
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
３０
年
度
は
、こ
れ
ら
の
課
題
整
理
や
先
進
地
に

お
け
る
参
考
点
を
踏
ま
え
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
素

案
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
３２
年

度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、い

わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ

る
課
題
に
い
か
に
対
応
で
き
る
か
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
や「
生
き
る
力
」、「
郷
土
愛
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
力
を
い
か
に
養
う
か
、社
会
生
活
に
お
い

て
必
要
と
な
る
力
の
基
礎
を
中
学
校
卒
業
時
に
全
員
が

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、今
、北
川
村
に
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
課
題
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　災
害
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
本
村
に
と
り
ま
し
て
、

村
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、道
路
や
住
宅
、水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、村
道
石
ノ
内
線
な
ど
村
内
の
道
路
改
良

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、石
ノ
内
沿
線

の
宅
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
３０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、耐
震
改
修
が
必
要
な
野
友
の
簡
易
水
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、詳
細
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。野
川
地

区
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、補
助
事
業

の
活
用
や
工
期
的
な
こ
と
も
考
え
、一
部
地
域
の
皆
様

に
は
お
待
た
せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、平
成
３０
年

か
ら
３１
年
度
の
２
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

川
道
路
の
柏
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
和
田
地
区
ま

で
の
約
４
㎞
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　本
年
１
月
に
は
、国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
の
四
国
地
方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
野
根
〜
安
倉
間
に
つ
き
ま
し
て
、審
議

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
平
成
２６
年
８
月
に
小
島
地
区
で
発

生
し
た
災
害
な
ど
、国
道
４
９
３
号
に
は
複
数
の
危
険

箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、防
災
上
の
観
点
か

ら
野
根
〜
安
倉
間
の
整
備
の
在
り
方
が
審
議
さ
れ
、現

道
の
改
良
案
と
２
つ
の
バ
イ
パ
ス
整
備
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　村
と
し
て
も
、引
き
続
き
議
会
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、県
と
も
連
携
し
な
が
ら
粘
り
強
く
国

や
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
、地
域
の
実
状
や
道
路
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、個
人
、地

域
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
本
村
で
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、重
要
な「
共
助
」、助
け
合
い
も
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、ま
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、守
っ
た
命
を
地
域
で
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そ
の
基
本
と
な
る
取
組
み
が
住
宅
の
耐
震
化
で
す
。

今
年
度
、全
地
区
の
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、平
成
３１
年
度
か
ら
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
金
の
制

度
が
変
更
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、出
来
る
だ
け
平
成

３０
年
度
中
に
耐
震
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
へ
の
周
知
方
法
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

す
。　ま

た
、非
常
時
の
通
信
手
段
で
あ
る
衛
星
携
帯
電
話

を
各
避
難
所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
訓
練

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　あ
わ
せ
ま
し
て
、防
災
学
習
会
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、避
難
所
に
設
置
す
べ
き
そ
の
他
の
資
機
材
に
つ
い

て
、自
主
防
災
組
織
で
も
検
証
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
防
災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。　こ

う
し
た
自
助
、共
助
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

同
時
に
、地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、大

規
模
災
害
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。こ

の
た
め
、平
成
３０
年
度
に
は
、実
際
現
場
で
復
旧
復
興
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

大
き
な
災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
や
今
後
の
防
災
体

制
の
構
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。免
許

を
お
持
ち
で
な
い
、あ
る
い
は
返
上
し
て
移
動
手
段
を

持
た
な
い
方
で
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、村
営
バ
ス
を
活
用
し
て
、公
共
交

通
や
福
祉
的
交
通
手
段
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
と
さ
れ
る「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
実
現
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
末
永
く
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、

６５
歳
以
上
に
占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
で
あ
る「
要
介

護
率
」が
全
国
で
一
番
低
い
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
、今
年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　平
成
２８
年
度
の
北
川
村
の
要
介
護
率
は
１４
・
２
％
で

す
が
、総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
３１
年
度
末

に
は
、全
国
平
均
の
１３
・
３
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
対
策
と
し
て
重
要
な
特
定
健

診
の
受
診
率
を
平
成
２８
年
の
４６
・
４
％
か
ら
平
成
３１
年

に
は
約
１０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　村
で
雇
用
を
し
て
い
る
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
成
果
も
あ
り
、特
定
健
診
の
受
診
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　一
方
で
、健
診
受
診
者
の
問
診
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
生
活
改
善
意
欲
が
な
い
」と
お
答
え
た
方
の
割
合
が
男

性
で
５０
・
８
％
、女
性
で
３８
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、村
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
い
、と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、北
川
村
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
も
２
割
程
度
高
い
こ
と
、高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
症
状
で
病
院
を
受
診
す
る
割
合
が
、県
平
均
と
比
較

し
て
高
い
こ
と
、な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
３０
年
度
は「
健
康
意

識
の
向
上
」と「
健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
」を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　健
康
意
識
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推

進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
、ま
た
昨
年
度
よ
り
開
始
い
た

し
ま
し
た
が
ん
検
診
の
無
料
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
ま
し
て
、健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
北
川
村
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」は
、さ
ら
に
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、取
組
み
を
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　健
康
づ
く
り
の
機
会
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、若

い
世
代
か
ら
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
様
、こ

れ
ま
で
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
２０
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、専
門
的
な
視
点
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
な
ど
、自
ら
の
健
康
と
生
活
改
善
を
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
に
よ
る
健
診
結
果
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。さ
ら
に
、２０
歳
か
ら
５０
歳
代
の
比
較
的
若
年
層
を

中
心
に
し
た
運
動
や
食
に
関
す
る
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
、健
康
づ
く
り
に
取
組
む
自
発
的
な
活
動
を
後
押

し
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

・・ 

行
政
報
告 

・・

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　昨
年
、村
内
で
は
豪
雨
に
よ
り
村
道
１
件
、林
道
４
件

の
計
５
件
が
被
災
し
、林
道
の
う
ち
１
件
は
す
で
に
工

事
が
完
成
し
、年
度
内
に
さ
ら
に
１
件
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。残
り
の
林
道
２
件
及
び
村
道
１
件
に
つ
き
ま

し
て
も
契
約
済
み
で
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、２
月
末
現
在
で
村
内

所
有
者
の
う
ち
耐
震
が
必
要
な
住
宅
の
耐
震
診
断
１７
件

（
累
計
１
８
７
件
／
３
９
０
件（
４７
・
９
％
））、改
修
工
事

１１
件（
累
計
６５
件
／
３
９
０
件（
１６
・
６
％
））と
な
っ
て

い
ま
す
。

　野
友
、小
島
、島
地
区
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、勉
強
会
や
防
災
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
様
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
住
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　住
民
の
皆
様
の
移
動
手
段
を
守
る
方
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、久
木
線
の
往
復
一
便
を
定
時
定
路
線
と
し
、

デ
マ
ン
ド
区
間
及
び
福
祉
的
バ
ス
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の

実
施
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　本
年
５
月
頃
を
目
途
に
村
民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、運
賃
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
賜
る
と
と
も
に
、財
政
運
営
を
鑑
み
つ
つ
改
善
で

き
る
点
は
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　特
定
健
診
の
受
診
率
は
２
月
調
査
分
で
４５
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、前
年
度
同
時
期
の
３８
・
６
％
と
比
較
し
て

約
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、約
４
か
月
間
で
延
べ
４８
人

の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
月

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
れ
る
方
も
お
り
、健
康
意
欲
の
増
進

に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て
、今
後
も
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　野
友
地
区
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
基
盤
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、地
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、村
に
売
却
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

約
半
数
、ま
た
代
替
地
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
３
割
、当

地
域
で
の
耕
作
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
が
約
２
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
中
旬
に
県
安
芸
土
木
事
務
所
が
奈
半
利
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
予
定
箇
所
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

さ
る
３
月
１
日
に
、地
権
者
や
地
区
の
総
代
、南
部
地
区

土
地
改
良
区
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　小
規
模
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、今
年
度
、加
茂
地

区
と
西
谷
地
区
の
２
件
の
整
備
を
実
施
し
、新
規
就
農

者
が
今
年
か
ら
ゆ
ず
を
植
え
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。平
成
３０
年
度
は
、早
期
に
実
施
可
能
性
が
高
い
加
茂
、

野
川
の
２
地
区
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
若
返
り
を
目
的
と
し
た
苗
木
購
入
に
対

す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
希
望
数
は
５
，

１
７
３
本
と
な
り
、そ
の
全
て
を
供
給
で
き
る
見
通
し

で
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
末
時
点

に
お
い
て
６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円
と
な
り
、

目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１６
日

の
落
成
式
、そ
し
て
６
月
２６
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
開
業
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
る
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
川
村
観
光
び
ら

き
に
は
約
２
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。会

場
で
は
、村
内
の
商
店
、加
工
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
川
村
の
特
産
品
で
来
場
者
を
も
て

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
平
成
２９
年
度
の
入
園
者
数
は
７
４
，７

０
０
人
と
な
り
、 

目
標
の
６
５
，０
０
０
人
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、昨
年
４
月

の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、幕

末
維
新
博
と
の
連
動
企
画
に
よ
る
集
客
効
果
、さ
ら
に
、

県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
し
て

き
た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
や
移
住
相
談
会
の
参
加
に
よ
り
、今
年
度
の

相
談
件
数
は
３１
件
、こ
の
う
ち
、ゆ
ず
の
就
農
相
談
が
１６

件
あ
り
ま
し
た
。移
住
実
績
は
４
組
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、久
府
付
地
区
２
戸

と
野
川
地
区
の
１
戸
の
住
宅
改
修
が
完
了
し
、う
ち
、２

戸
に
入
居
が
決
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
に
整
備
予
定

の
野
友
地
区
及
び
久
府
付
地
区
の
各
１
戸
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
入
札
を
行
い
、工
事
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、小
島
の
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、３
月

末
に
完
成
し
、地
区
の
浄
化
槽
の
整
備
が
完
了
す
る
６

月
か
ら
稼
働
す
る
見
込
み
で
す
。

　既
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
１
名
が
村
内
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、４
月
よ
り
２
人
目
の
隊
員
が
着

任
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
度
は
２

人
体
制
で
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
中
岡
慎
太
郎
に
つ
い
て
）

　中
岡
慎
太
郎
館
は
、昨
年
３
月
４
日
に
開
幕
し
ま
し

た「
志
国
高
知

　幕
末
維
新
博
」の
地
域
会
場
と
し
て
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、来
館
者
数
は
２
月
末
現

在
で
９
，２
７
８
人（
前
年
同
期
比
７０
・
３
％
増
）と
な
っ

て
お
り
、好
調
を
持
続
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
平
成
３１
年
度
末
ま
で
続
く「
志
国
高
知

　幕

末
維
新
博
」の
期
間
中
、企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、情
報
発
信
と
来
館
者
の

増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
）

　５
月
１３
日
の
大
会
開
催
に
向
け
、住
民
説
明
会
の
開

催
、協
賛
企
業
の
募
集
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
業
務
に
つ
い
て
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

は
、３
月
１
日
時
点
で
次
の
と
お
り
で
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て

9

　小
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、北
川
村
温
泉
の

オ
ー
プ
ン
も
近
づ
き
集
客
に
期
待
が
持
て
る
が
再
開
の

予
定
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　小
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
つ
い
て
は
、６
月
に
北

川
村
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、高
知
県
が
、ポ
ス
ト
維
新
博
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
や

自
然
体
験
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
小
島
地
区
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　し

か
し
、こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
豪
雨
に
よ
っ

て
流
失
し
た
こ
と
が
、記
憶
に
あ
る
中
で
は
５
回
あ
り

ま
す
。度
々
発
生
し
て
い
る
水
害
、平
成
２６
年
の
道
路
が

決
壊
し
た
災
害
に
つ
い
て
、そ
の
対
策
が
い
ま
だ
に
検

討
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、直
ぐ
に
再
開
さ
せ

る
事
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
後
、中
北
部
地
域
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活

性
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
鑑
み
、安
全
確
保
の
見
通

し
が
つ
い
た
段
階
で
関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　温
泉
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、キ
ャ
ン
プ
場
で
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
、キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
と
が

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。安
全
が
確
認
で

き
れ
ば
、是
非
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

9

　村
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、昨
年
１０
月
ダ
イ
ヤ
改
正

さ
れ
、そ
の
後
、利
用
者
が
ど
の
様
に
改
善
さ
れ
た
か
。

ま
た
、久
木
発
６
時
５０
分
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、平
成
２７
年
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、移
動
に
要
す
る
負
担
を
軽
減
し
、

公
営
性
を
保
た
せ
る
こ
と
か
ら
、同
年
に
運
賃
の
上
限

を
３
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。そ

の
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
行
政
座
談
会
で
の
声
を
受

け
、久
木
線
で
の
上
下
線
１
便
の
定
時
定
路
線
化
、デ
マ

ン
ド
区
間
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
、宗
ノ
上
築
溜
や
西

谷
地
区
へ
の
運
行
区
間
の
拡
張
、福
祉
的
バ
ス
の
運
行

開
始
な
ど
の
新
た
な
運
行
体
型
を
構
築
し
、昨
年
１０
月

に
実
証
運
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
鍋
以
北
の
状
況
は

実
証
運
行
開
始
か
ら
３
ヵ
月
間
で
対
前
年
比
１
０
２
・

５
％
、１
月
以
降
は
前
年
並
の
乗
車
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、自
然
減
が
進
む
地
域
人
口
を
考
え
れ
ば
利
用

頻
度
は
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
福
祉
的
バ
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、周
知
を
徹
底
す
れ
ば
利
用
者
数
は
伸
び
る
と
推
測

し
て
い
ま
す
。築
溜
、西
谷
に
つ
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
な
か
っ
た
区
間
と
な
り
ま
す
が
、地
域

人
口
に
応
じ
た
利
用
者
数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。運
行

形
態
を
切
り
替
え
て
約
５
ヵ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、利
用

者
の
反
応
は
デ
マ
ン
ド
区
間
で
上
下
１
便
を
定
路
線
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、「
予
約
す
る
煩
わ
し
さ
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、村
営

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
夏
ま
で
に
利
用
状

況
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　次
に
、早
朝
の
運
転
手
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
に
必
要
な
対
応
が
お
こ
な
え
る
よ
う
反
映
し
て
い

ま
す
。委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
、土
日
な
ど
こ

れ
ま
で
に
全
く
利
用
が
な
い
便
の
デ
マ
ン
ド
化
や
、運

行
便
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
軽
減
負

担
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、冬
場
の
運
行
は
、道
路
の
凍

結
が
あ
っ
て
危
険
で
、平
鍋
か
ら
北
部
へ
は
、大
型
ダ
ン

プ
カ
ー
が
頻
繁
に
通
っ
て
い
て
、す
れ
違
い
が
多
く
、ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
行
き
違
い
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。デ
マ
ン
ド
な
ら
乗
客
は
、確
実
に
乗

れ
る
。定
時
バ
ス
は
、乗
客
が
出
て
い
な
い
と
、素
通
り

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、費
用
の
問
題
も
あ
り
、デ
マ

ン
ド
で
運
行
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　今
年
は
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
が

大
変
苦
慮
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。注
意
し
て
運
行
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、先
ほ
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
交
通
会
議
も
開
い
て
運
行

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　冬
場
の
凍
結
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と

か
、チ
ェ
ー
ン
を
車
に
乗
せ
て
お
く
と
い
う
対
策
も
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、デ
マ
ン
ド
運
行
が
い
い
の
か
、あ
る
い
は
一
便
だ
け

で
も
定
時
定
路
線
化
の
方
向
が
い
い
の
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　出
来
る
だ
け
村
民
の
利
便
性
を
考
え
た
対
応
を
図
る

べ
く
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

北
川
村
の
観
光
に
つ
い
て
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　北
川
村
は
モ
ネ
、北
川
村
温
泉
、中
岡
慎
太
郎
と
十

分
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、中
岡
慎
太
郎
は
、他
の
２
つ

よ
り
少
し
弱
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。中
岡
慎
太
郎
を

も
っ
と
表
に
出
し
て
北
川
村
の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

答

　村
長

　

　村
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
没
後
１
０
０
年
に
あ
た
る

昭
和
４２
年
に
中
岡
記
念
館
と
し
て
生
家
の
復
元
を
行
い
、

そ
れ
以
降
、慎
太
郎
読
本
の
発
刊
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
本
村
が
誇
る
全
国
区
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　特
に
慎
太
郎
の
盟
友
と
い
わ
れ
た
坂
本
龍
馬
の
生
誕

１
５
０
年
が
迫
り
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
６０
年
頃
、

龍
馬
に
続
け
と
地
域
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
ふ
る
さ
と
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
、そ
れ

ぞ
れ
各
行
政
団
体
に
資
金
が
国
か
ら
配
ら
れ
、そ
の
資

金
活
用
に
お
い
て
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
高

い
支
持
が
あ
っ
た
中
岡
慎
太
郎
館
を
建
設
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、中
岡
慎
太
郎
を
顕
彰
し
て
功
績

や
人
と
な
り
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
、そ
し
て
伝

承
し
続
け
る
為
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　開
館
し
た
平
成
６
年
に
は
来
館
者
が
約
３
万
人
を
超

え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、平
成
２２
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
年
に
県
を
挙

げ
て「
龍
馬
で
あ
い
博
」と
い
う
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
博
に
併
せ
て
集
客
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、観
光
の
一
素
材
と
し
て
時
折
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　現
在
開
催
中
の「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」に
お
い
て

は
、地
域
会
場
に
位
置
づ
け
て
頂
い
て
、入
館
者
数
も
１

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。歴
史
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
覧
会
等
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
入
館
者
数
は
増
え
、

ま
た
そ
れ
が
終
わ
る
と
少
し
減
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
、花
家
紋
や
中
岡
慎
太
郎
館
の
年
間
を
通
じ

た
企
画
展
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
し
、そ
れ
と
並
行
し

て
村
内
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
地
道
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
し
た
結
果
、特
に
こ
の
幕
末
維
新
博
の
開
催
に

よ
り
対
前
年
比
７
割
増
し
と
い
う
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　観
光
と
中
岡
慎
太
郎
の
顕
彰
、慎
太
郎
館
に
は
目
的

が
二
つ
有
り
ま
す
。し
か
し
根
幹
と
な
る
、中
岡
慎
太
郎

先
生
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
為
の
施
設
と
し
て
今
後

の
展
開
に
お
い
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、交
流
人
口
の
拡

大
に
目
を
向
け
、村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
堅

持
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　館
の
み
で
な
く
、館
を
取
り
巻
く
人
、他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
出
来
る
事
に
対
し
て
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。支
援
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

 

答

　村
長

　中
岡
慎
太
郎
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
方
、あ
る
い
は
地
域
の
方
、そ
う
し
た
方
々

の
支
援
が
あ
っ
て
今
が
在
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
き
ま
し
て
は
共
に

携
え
て
、時
に
は
主
に
な
っ
て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　村
と
し
て
は
顕
彰
会
が
、任
意
団
体
で
あ
っ
た
時
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
き
に
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、き
ち
っ
と
し
た
団
体
に
な
っ
て
行
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
、議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

も
頂
き
、中
岡
慎
太
郎
生
家
の
指
定
管
理
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
で
、今
後
も
き
ち
ん
と
確
固
た
る
持
続

で
き
る
組
織
と
し
て
形
成
し
て
頂
い
て
、共
に
今
後
も

携
え
て
中
岡
慎
太
郎
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、中
岡

慎
太
郎
の
顕
彰
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
や
っ
て
い
る
微
々
た
る
行

動
で
も
、や
は
り
持
続
し
て
行
っ
て
村
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
、温
泉
・
モ
ネ
・
慎
太
郎
は
、北
川
村
の
観
光
の
中

心
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
と
思
う
。

　顕
彰
会
は
、今
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。顕

彰
会
の
組
織
を
弱
ら
せ
な
い
為
に
事
務
局
長
を
も
う
１

人
雇
用
し
て
頂
き
た
い
、そ
う
し
な
い
と
持
続
し
て
い

け
な
い
。

 

答

　村
長

　村
と
し
て
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
に
つ
い
て
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
大
変
ご
苦
労
も
な
さ
り
、組
織
を
ま
と
め

て
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
一
同
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
し
、今
も
地
道
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
き

ち
っ
と
持
続
で
き
る
団
体
に
な
る
為
に
基
盤
を
作
る
準

備
段
階
で
も
あ
っ
た
、そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
し
て
頂

い
た
上
で
議
員
の
皆
様
も
賛
同
し
て
頂
い
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。脆
弱
な
団
体
に
指
定
管
理
、あ
る
い
は
補
助
金
を
継

続
し
て
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
の
予
算
査
定
に
お
い
て
顕
彰
会
か
ら
こ
う
い
う

ふ
う
に
持
続
出
来
る
組
織
に
な
り
た
い
か
ら
、こ
う
い

う
支
援
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
出
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
努
力
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
次
の
段
階
に
進
め
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
。現
状
の
中
岡
慎
太
郎
顕
彰
会
の
脆
弱
な

体
質
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
支
出
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。体
質
の
改
善
の
見
込
み
が
立
ち
、こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き

れ
ば
、３０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
執
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
し
、さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
企
画
、提
案
が
な
さ

れ
る
か
に
よ
っ
て
支
援
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　顕
彰
会
自
体
が
活
動
と
し
て
生
家
の
管
理
、あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
等
懸
命
に
や
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
き
た
と

い
う
の
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、今
後
も
そ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　た
だ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
と

な
っ
て
い
る
今
、本
当
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
持
続
で

き
る
形
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と

言
う
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　や
は
り
村
が
き
ち
っ
と
対
処
し
て
い
く
た
め
に
初
志

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手
を
携
え
て
今
後
も

や
っ
て
い
け
る
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

北
川
村
温
泉
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
開
館
の
準
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　２
月
１
日
に
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と
北
川
村
温
泉

の
指
定
管
理
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、担
当
者
を
雇

用
し
て
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
採
用
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
求
人
掲
載

を
依
頼
し
、支
配
人
や
料
理
長
候
補
に
つ
い
て
は
、早
速

数
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旧
従
業
員
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
掲
載
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
に
て
求
人
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　営
業
開
始
に
向
け
、フ
ロ
ン
ト
、宿
泊
予
約
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
発
注
を
終
え
て
、現
在
、営
業
許
可
、労
働
保
険

関
係
等
の
手
続
き
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
必
要
な
備

品
類
の
選
定
、決
定
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　村
と
し
て
も
奈
半
利
駅
や
国
道
沿
い
の
案
内
看
板
を

新
年
度
早
々
に
は
整
備
し
ま
す
。

9

　開
園
前
の
テ
ス
ト
期
間
中
に
村
民
向
け
の
無
料
入

浴
や
、試
食
会
の
よ
う
な
催
し
の
計
画
は
あ
る
か
。

　ま
た
、従
前
の
入
浴
券
が
、新
た
な
温
泉
で
利
用
出
来

る
の
か
。

 

答

　村
長

　村
民
へ
の
披
露
は
、落
成
式
後
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
、こ
こ
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　入
浴
に
際
し
て
村
民
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
割
引
券
は
、平
成

３２
年
３
月
末
、開
館
か
ら
２
年
間
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　ふ
る
さ
と
納
税
の
前
年
度
の
実
績
は
、約
４
７
，０

０
０
千
円
で
、新
年
度
の
目
標
額
は
、下
方
修
正
し
て
、

４
０
，０
０
０
千
円
と
聞
い
た
が
、新
年
度
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　地
方
創
生
の
提
唱
に
あ
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
で

日
本
を
元
気
」に
と
考
え
て
、地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、都

会
に
出
た
方
々
が
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ

税
制
を
通
じ
て
貢
献
を
す
る
仕
組
み
と
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
は
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
意
義
と
し
て

①
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
税
の
使
わ

れ
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。税
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
り
、納
税
の
大
切
さ
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
機
会
と
な
る
こ
と
。

②
生
ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力
に
な
れ
る
こ
と
。

③
自
治
体
間
の
競
争
が
進
む
こ
と
。

　と
国
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
北
川
村
は
、北
川
村
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
、応
援
団
に
な
っ
て
頂
く
方
を
増
や
す
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
と
共
に
、自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

北
川
村
が
生
き
残
る
為
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、こ

の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
年
に
な
り
ま
す
が
、農
作
物
や
ジ
ビ
エ
関
係
に
返

礼
品
を
広
げ
る
こ
と
で
、徐
々
に
農
業
者
や
村
の
狩
猟

関
係
者
な
ど
、村
民
が
返
礼
品
を
出
す
と
い
う
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　多
く
の
村
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、オ
ー
ル
北

川
村
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
も
出

来
る
だ
ろ
う
し
、高
齢
者
に
も
稼
ぎ
が
可
能
と
な
り
、農

作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
に
繋
が
る
と
い
う
側

面
も
生
じ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
た
だ
単
に
産
品
を
売
っ
て
北
川
村
の
消
費

を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　新
年
度
の
目
標
額
に
つ
い
て
は
、返
礼
率
が
総
務
省

の
指
導
に
よ
り
３０
％
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加

え
て
、観
光
協
会
の
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
が
退
職

し
て
、受
託
で
き
な
く
な
り
、観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託

先
が
、決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
得
ら
れ
た
金

額
と
い
う
の
は
難
し
い
と
考
え
、４
，０
０
０
万
円
に
設

定
し
ま
し
た
。

9

　観
光
協
会
に
代
わ
る
委
託
先
の
目
安
は
つ
い
て
い

る
か
。

 

答

　村
長

　

　新
た
な
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
の
変

わ
り
に
業
務
を
ま
か
せ
ら
れ
る
企
業
、あ
る
い
は
団
体

が
見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　継
続
で
き
る
組
織
、団
体
を
検
討
し
ま
す
が
、そ
う
で

な
け
れ
ば
村
が
専
門
の
職
員
を
雇
用
す
る
と
い
う
形
で
、

直
接
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
月
中
に
早
急
に
判
断
し
、決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
・
小
・
中
一
体
化
教
育
に
つ
い
て

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
２９
年
度
に
視

察
さ
れ
た
視
察
先
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　高
知
市
の
土
佐
山
学
舎
、香
南
市
夜
須
小
中
学
校
、埼

玉
県
の
草
加
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　土
佐
山
学
舎
は
、小
中
同
じ
校
舎
で
、校
区
外
か
ら
の

流
入
者
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
高
知
市
の
特
認
校
に

な
っ
て
い
て
、外
国
語
教
育
に
特
徴
を
持
た
せ
て
校
区

外
か
ら
児
童
を
迎
え
、児
童
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。日
常
的
に
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に
、小
学

校
の
先
生
が
中
学
校
に
、出
入
り
が
垣
根
な
く
出
来
て

い
ま
す
。

　夜
須
小
中
学
校
の
校
舎
は
、別
々
で
、位
置
が
離
れ
て

い
る
形
で
一
貫
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　草
加
市
は
、保
育
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま
で
の
一
体

的
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

9

　保･

小･

中
の
一
体
化
教
育
に
つ
い
て
の
制
度
設
計

は
な
か
な
か
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
時
間
の
か
か

る
大
変
難
し
い
分
野
だ
。

　子
供
達
へ
の
北
川
村
へ
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
中

岡
慎
太
郎
や
ゆ
ず
に
特
化
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　北
川
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
供
達
が
他
所
へ
い
っ

た
と
き
に
北
川
の
子
は
さ
す
が
、慎
太
郎
や
幕
末
、ゆ
ず

の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
北
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　ま
た
、例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
、鉛
筆
の
よ
う
な

グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
北
川
村
の
子
達
に
配
布
し
て
、慎
太

郎
や
ゆ
ず
の
こ
と
を
常
日
頃
、目
に
し
て
い
る
と
、意
識

も
芽
生
え
て
、定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　安
芸
市
は
、子
ど
も
達
に
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
関
す

る
下
敷
き
を
配
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
と
し
て
、中
学
生
の
海
外

派
遣
も
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ベ
ル
ニ
ー
へ
行
き
も
っ
と
交
流

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　特
徴
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、保
・
小
・
中
の
一
体
化

の
み
な
ら
ず
、今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で
す
。

　郷
土
愛
を
育
む
た
め
慎
太
郎
・
ゆ
ず
が
事
例
に
上
が

り
ま
し
た
。知
識
と
し
て
北
川
村
を
卒
業
す
る
子
ど
も

達
に
は
持
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　海
外
派
遣
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
英
語
研
修

で
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
ジ
ベ
ル
ニ
ー
経
由
、あ
る
い

は
イ
ギ
リ
ス
経
由
ジ
ベ
ル
ニ
ー
と
い
う
形
が
取
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の

中
で
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
で
素
案
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
盛

り
込
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

9

　ゆ
ず
の
苗
木
の
無
償
配
布
が
平
成
３１
年
ま
で
と
聞

い
て
い
る
。平
成
３２
年
度
以
降
も
ゆ
ず
園
地
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
中
で
、今
後
も
、農
家
を
支
援
す
る
制

度
を
継
続
す
る
か
。

 

答

　村
長

　検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゆ
ず
専

業
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
を
作
ろ
う
と
い
う
の
が
機

軸
で
す
。今
後
専
業
農
家
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、あ
る

一
定
絞
っ
た
形
に
は
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
形
で
支
援
は
続
け
て
行
き
た
い
と
検
討
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

9

　過
去
３
年
間
の
寄
附
実
績
額
と
使
い
方
の
指
定
及

び
資
金
活
用
の
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　総
務
課
長

　平
成
２７
年
度
は
２
９
０
千
円
、平
成
２８
年
度
は
２
２
，

５
４
５
千
円
、平
成
２９
年
３
月
４
日
現
在
、で
４
７
，７

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
目
的
別
に
つ
い
て
は
、１
次
産

業
に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
が
２

４
，１
０
０
千
円
で
す
。同
じ
く
自
然
環
境
に
９
，３
９

０
千
円
、教
育
文
化
振
興
に
４
，７
０
０
千
円
、福
祉
子

育
て
支
援
に
１
１
，２
０
０
千
円
、全
て
の
用
途
に
使
っ

て
貰
い
た
い
が
、１
３
，０
０
０
千
円
ほ
ど
で
す
。そ
の

他
指
定
無
し
が
９
，４
０
０
千
円
で
、合
計
約
７
２
，０

０
０
千
円
で
す
。

　こ
れ
ま
で
の
寄
附
の
活
用
実
績
に
つ
い
て
は
、２
件

で
、平
成
２２
年
に
１
，６
６
０
千
円
で
福
祉
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　今
年
度
に
も
リ
フ
ト
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
車
両
を

４
，０
０
０
千
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

9

　教
育
文
化
の
分
野
で
、子
ど
も
達
に
対
し
て
北
川

な
ら
で
の
教
育
に
使
え
る
財
源
が
４
，７
０
０
千
円
ほ

ど
あ
り
ま
す
。３０
年
度
の
予
算
の
中
に
は
計
上
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、こ
の
財
源
を
利
用
し
た
事
業
を
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　１
次
産
業
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
各
課
か
ら
提

案
す
る
形
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　北
川
村
は
、納
税
さ
れ
た
方
に
対
し
て
ど
の
位
の

割
合
の
返
礼
品
を
出
し
て
い
た
の
か
。

　返
礼
品
と
し
て
村
内
の
企
業
、個
人
か
ら
集
め
た
商

品
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　

　総
務
省
か
ら
の
通
達
の
３
割
以
前
は
、返
礼
率
は
５

割
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
は
池
田
柚
華
園
さ
ん
の
商
品
の
み
で
す
。

　平
成
２８
年
に
な
っ
て
か
ら
組
み
合
わ
せ
商
品
が
色
々

出
て
き
ま
し
た
。

　第
１
位
が
き
た
が
わ
ポ
ン
酢
セ
ッ
ト(

柚
華
園
ポ
ン

酢
２
本
＋
ゆ
ず
王
国
ポ
ン
酢
＋
う
ま
塩
ポ
ン
酢)

が
２

３
３
件
で
す
。

　２
位
が
モ
ネ
の
手
作
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
１
９
１

件
、３
位
が
ゆ
ず
王
国
の
柚
茶
セ
ッ
ト
で
１
４
０
件
。

　平
成
２９
年
に
な
っ
て
生
産
者
の
品
物
も
入
っ
て
い
ま

す
。順
位
別
に
１
位
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
の
３０
本
セ
ッ
ト
が

５
３
２
件
、２
位
が
ト
マ
ト
の
２
０
０
個
箱
、５
２
３
件
、

３
位
が
ゆ
ず
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
３
７
５
件
、４
位
に

猪
肉
ス
ラ
イ
ス
３
６
４
件
で
、生
産
者
の
も
の
も
人
気

商
品
と
し
て
上
位
に
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

モ
ネ
の
庭
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
、

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

9

　レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て
、入
園
者
数
に
対

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
率
、客
単
価
を
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　７
４
，７
０
０
人
の
有
料
の
入
園
者
数
の
内
、約
３５
％

の
利
用
率
で
、約
２
６
，０
０
０
人
と
推
計
し
、一
人
当

た
り
の
客
単
価
は
、約
１
，１
３
８
円
で
す
。

9

　計
算
式
は
あ
っ
て
い
る
が
、モ
ネ
の
庭
の
指
定
管

理
料
の
算
出
に
つ
い
て
は
、担
当
部
署
は
、年
間
の
実
績

書
が
、上
が
っ
て
き
た
ら
社
長
や
支
配
人
な
ど
の
経
営

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、年
間
の
入
園
者
数
や
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
の
売
上
げ
の
増
減
の
要
因
の
営

業
分
析
し
た
う
え
で
、翌
年
の
売
上
げ
数
の
目
標
値
を

立
て
て
、収
益
増
加
に
繋
げ
て
い
く
営
業
計
画
を
立
て

て
、積
み
上
げ
、算
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
に
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
や
予
算
委
員
会
で
も

そ
う
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

 

答

　村
長

　平
成
３０
年
度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
き
た
中
で
庭
に
関
し
て
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
お
り

ま
す
の
で
何
ら
問
題
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

9

　指
定
管
理
料
が
、お
か
し
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、

算
出
し
て
い
く
過
程
で
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。ど
ん
な

対
策
を
行
う
の
か
を
聞
き
た
い
。

 

答

　村
長

　

　先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
指
定
管
理
料
に
か
か
る

部
分
に
つ
い
て
精
査
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

9

　２９
年
度
は
い
く
ら
の
補
助
金
、委
託
金
を
観
光
協

会
に
出
し
た
か
。

 

答

　産
業
課
長

　観
光
部
門
と
し
て
１
３
，９
２
８
千
円
、ふ
る
さ
と
納

税
部
門
で
２
５
，２
７
７
千
円
、合
計
３
９
，２
０
５
千

円
で
す
。

9

　先
の
議
員
質
問
で
、村
長
は
、運
営
が
脆
弱
な
団
体

に
は
補
助
金
、委
託
金
は
付
け
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

さ
れ
て
い
ま
す
。観
光
協
会
は
脆
弱
な
団
体
で
は
な
い

の
か
。

 

答

　村
長

　

　当
初
予
算
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、委
託
金
と

い
う
名
目
で
計
上
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
川
村
温
泉
開
設
準
備
に
つ
い
て

9

　北
川
村
温
泉
の
支
配
人
及
び
料
理
長
は
、い
つ
採

用
す
る
予
定
か
、指
定
管
理
者
の
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ

ン
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

　ま
た
、開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
て
い

る
か
。実
質
あ
と
約
３
ヵ
月
だ
が
、プ
レ
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
早
急
に
作
ら
せ
て
、議
会
へ
も

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 

答

　副
村
長

　

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
か
ら
は
期
日
ま
で
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

早
急
に
雇
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
ジ
ャ
ル
ダ

ン
と
調
整
確
認
を
し
て
決
定
し
た
も
の
を
議
会
に
も
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　温
泉
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
の
案
内
書
が
、元
従
業
員

達
に
送
ら
れ
て
来
た
と
聞
い
た
。

　元
従
業
員
の
個
人
情
報
が
、北
川
村
観
光
協
会
か
ら

き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
へ
漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、そ
の
案
内
書
に
は
、会
社
印
で
な
く
、和
田
社

長
の
個
人
印
が
、押
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
２
点
に
つ
い
て
回
答
し
て
欲
し
い
。

 

答

　村
長

　

　温
泉
が
、閉
館
す
る
時
に
、再
開
時
に
は
、案
内
さ
せ

て
頂
く
事
で
、従
業
員
の
方
々
と
北
川
村
観
光
協
会
に

了
解
済
み
で
し
た
の
で
、情
報
漏
洩
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
押
印
に
つ
い
て
は
、個
人
印
で
出
さ

れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、指
導

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

9

　営
業
許
可
や
予
約
受
付
体
制
に
つ
い
て
と
、こ
れ

ま
で
に
来
ら
れ
た
方
々
の
宿
泊
名
簿
が
、温
泉
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

 

答

　副
村
長  

　宿
泊
の
予
約
は
、建
物
完
成
後
、旅
館
業
の
許
可
を

取
っ
て
か
ら
に
な
り
、そ
の
許
可
が
な
い
と
正
式
な
予

約
受
付
と
い
う
の
は
出
来
ま
せ
ん
が
、準
備
と
し
て
、宿

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

進
め
て
お
り
、許
可
が
取
れ
た
ら
直
ぐ
に
予
約
体
制
が

取
れ
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。　宿

泊
者
名
簿
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
確

認
は
取
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

9

　営
業
許
可
は
い
つ
頃
取
れ
る
予
定
か
。

　ま
た
、北
川
村
温
泉
も
色
ん
な
時
代
を
経
て
き
て
、資

産
台
帳
の
整
理
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、新

し
い
行
政
財
産
と
し
て
、建
物
や
備
品
等
の
資
産
台
帳

を
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う
指
示
を
。

 

答

　副
村
長

　

　営
業
許
可
は
、６
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。建
築
の
確
認
、消
防
の
確
認
が
終
わ
っ

て
か
ら
約
１０
日
か
ら
２
週
間
く
ら
い
か
か
る
と
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　資
産
台
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

し
っ
か
り
と
法
令
を
遵
守
し
て
適
切
な
取
扱
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
す
。

職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て

9

　役
場
職
員
の
育
成
と
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　副
村
長

　

　人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、管
理
職
員
を
集
め
た
課
長

会
等
の
場
で
、議
論
を
し
ま
し
た
。

　直
ぐ
着
手
で
き
る
も
の
と
し
て
、業
務
改
革
、事
務
の

見
直
し
、窓
口
業
務
、例
え
ば
税
務
業
務
で
す
け
れ
ど
も
、

証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
様
式
を
改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
置
き
場
も
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
よ
う
な
表
示
を
し
ま
し
た
。そ
れ
と
先
日
の
臨

時
議
会
の
時
に
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
入
札
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
に
対
し
て
は
、原
因
と
対
策
を
し
っ
か

り
と
分
析
し
、入
札
事
務
に
共
通
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　ミ
ス
を
し
た
ら
な
ぜ
ミ
ス
が
起
き
た
か
を
徹
底
的

に
洗
い
出
し
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、や
る
必
要
が
あ
る
。行
政
の
業
務
に

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。是
非
、課
長
会
で

全
部
署
共
通
の
課
題
と
し
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
、そ
う
い
う
も
れ
が
出
て
い
る
、気
の
緩
み
が
出
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　新
年
度
を
迎
え
、気
分
を
新
た
に
ミ
ス
の
な
い
よ
う

人
材
育
成
も
計
れ
る
よ
う
な
事
業
予
算
の
執
行
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
温
泉
新
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す

る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

野
友
石
ノ
内
地
区
分
譲
団
地
宅
地
造
成
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
温
泉
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

森
林
セ
ン
タ
ー「
北
川
温
泉
」施
設
整
備
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
８
，４
７
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
，４
１
０
，９
０
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、９
，８
７
７
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
２
６
４
，３
９
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
３
，３
８
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
，７
７
０
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
　

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
２９
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，５
９
９
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，８
４
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，１
５
３
，７
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
１
，２
２
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
９
，１
０
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
１
５
，６
５
０
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
２
，４
３
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
　

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

■
平
成
３０
年

１２
月
２１
日（
木
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

１２
月
２１
日（
木
）
　年
頭
挨
拶

　録
音

　（
北
川
村
役
場
）

１２
月
２１
日（
木
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
田
野
町
役
場
）

１２
月
２５
日（
月
）
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　

（
愛
光
園
）

１２
月
２５
日（
月
）
　平
成
２９
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
平
成
３０
年

１
月
３
日（
水
）
　北
川
村
成
人
式

　（
モ
ネ
の
庭
）

１
月
１０
日（
水
）
　中
国
四
国
農
政
局
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　（
圃
場
整
備
）
　（
岡
山
市
）

１
月
１４
日（
日
）
　出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
）

１
月
１５
日（
月
）
　全
員
協
議
会

　（
小
水
力
発
電
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

１
月
１７
日（
水
）
　自
動
車
道
整
備
促
進
勉
強
会

　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

中
芸
地
区
町
村
長
議
長
商
工
会
正
副

会
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

１
月
２３
日（
火
）、２４
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研

修

　（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

１
月
２６
日（
金
）
　奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

　
　

（
奈
半
利
町
）

１
月
３０
日（
火
）
　四
国
地
方
整
備
局
長
視
察

　
　
　
　

（
北
川
村
内
）

２
月
８
日（
木
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
視
察

　

（
徳
島
県

　橘
湾
火
力
発
電
所
、長

安
口
ダ
ム
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　

（
高
知
県
自
治
会
館
）

２
月
１５
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
北
川
村
議
会
臨
時

会

　

２
月
２２
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
６９
回
定

期
総
会

　

　
　
　
　
　
　
　町
村
長
町
村
議
会
議
長
大
会

　
　

（
高
知
市
）
　
　
　
　

２
月
２３
日（
木
）
　第
３７
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
自
治
会
館
）
　

２
月
２７
日（
火
）
　一
般
質
問
受
理

２
月
２７
日（
火
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２
月
２８
日（
水
）
　北
川
村
議
会
運
営
委
員
会

　

２
月
２８
日（
水
）
　全
員
協
議
会

　（
北
川
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

３
月
１
日（
木
）
　中
芸
高
等
学
校
卒
業
式

　（
田
野
町
）

３
月
２
日（
金
）
　平
成
３０
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

３
月
２
日（
木
）
　北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
北
川
村
役
場
）

３
月
４
日（
土
）
　や
な
せ
水
源
の
森
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

（
馬
路
村

　魚
梁
瀬
）

３
月
５
日（
日
）
　北
川
村
観
光
開
き

　（
モ
ネ
の
庭
）

モネ
の

からの
お知らせ

【お問い合わせ】　北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441  高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
http://www.kjmonet.jp/　定休日：毎週火曜日

FAX

年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50

国民年金保険料の免除期間・猶予期間がある方へ
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間があ
る場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等の承認を受けた期間の保険料については、10年以内で
あればさかのぼって納める（追納）ができます。
　ただし免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して、3年度目以降の追納の場合、当時の保険料額に
一定の加算額が上乗せされます。
　追納は古い月のものから納付することとなりますが、次の点にご注意ください。

　詳しくは、お近くの年金事務所または「ねんきん加入者ダイヤル」（０５７０－００３－００４）へお問い合わせください。

・一度免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ、追納はできません。
・「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である場合は、どちらを優

先して納めるか本人が選択できます。

出張年金相談開設日程（南国）

6月  7日（木）10：00～12：00／13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター
 予約制（南国年金事務所へ申し込み）

6月28日（木）11：00～12：00／13：00～15：00 室戸市役所　
 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです。
○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）
  8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15

年金事務所への相談について
相談の際には、事前の予約をおすすめしています。予約がない場合に、長時間お待たせすることがありますの
で、「ねんきんダイヤル（０５７０－０５－１１６５）」へ予約の上、来訪ください。

○週末の年金相談
・５月１２日（第2土曜日）
  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数
は若干少なくなっています）

フラワーパレット～夏の章～

渡邊智美展

「前田博史」阿蘇風景写真×
「くまモンとブルービーの大冒険」

絵本原画展

モネの庭では睡蓮の季節を迎えています。
現在は赤や白、黄色、桃色の温帯性睡蓮が咲いていますが、6月下旬ごろ
から青い睡蓮が開花します。午後には花が閉じてきますので午前中のご
来園がおすすめです。

梅雨シーズンで雨も多くなります。睡蓮は雨でもいつも通り開
花します。雨の水の庭は、もやのかかる池、波紋の広がる水
面、雨粒をまとった睡蓮などいつもとは雰囲気が違ってお
すすめです。雨の日のご散策にぜひご来園ください。

6月の見ごろのお花は・・・アガパンサス・アジサイ・グラジ
オラス・ガウラ・ゆり・ダリア、モネの愛したバラのマーメイ
ドなどです。

- Imagine -
絵のテーマはエターナルエナジー
（Eternal　Energy）

熊本応援コラボ企画として葉山祥鼎氏の「くまモンとブルー
ビーの大冒険」の絵本原画展と阿蘇の風景写真を撮る高知
県在住の天然写真家前田博史氏の写真展をモネの庭で開
催します。詳細は来月の広報にて。

会　期 ： 開催中～6月17日（日）
時　間 ： 9：00～17：00
　　　　（最終日14：00まで）
休園日 ： 火曜日
会　場 ： フローラルホール
ギャラリー入場料 ： 無料

会　期 ： 7月1日（日）～9月2日（日）
会　場 ： フローラルホール
☆7月15日（日）葉山祥鼎氏トークショー開催☆

 2018年6月1日（金）～8月31日（金）

会期あとわずか!!
お早目に

ご来場ください。

平
成
２９
年
１２
月
議
会
後
の

岩
垣
議
長
行
事
等
活
動
報
告

北川村温泉で一緒に働いて下さい。時間帯、曜日は相談に応じます。
まずはお電話下さい。　090-3988-5047（岸本）
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北 川 村 の 国 際 交 流 員

マ員流交国　際 イ カ ・ ラ ビ ノ ウ ィ ッ ツ

　北川村の皆さんこんにちは！6月に入り、暑い夏がもう高知にやってきましたね。慎太郎マラソンが終わって、村

はやっと落ち着きました。私は去年と同じく、ランナーさんたちにバナナを配る係でした。楽しい仕事に間違いない

です。イベントをスムーズに行うため、たくさんの村の方々がボランティアとしてそれぞれの役割を担い、教育委員会

に協力してくださいました。私は北川村の国際交流員（CIR）としての役割は何だろうと思案しました。

　自治体国際化協会（クレア）という市町村に外国人の公務員を派遣する文部科学省のサイトによると、CIRは主

に地方公共団体の国際交流担当部局等に配属され、国際交流活動に従事します。その職務内容から、応募者には

高い日本語能力が求められます。ほとんどのCIRは翻訳や通訳、市民との国際交流教室、姉妹都市交流などの分

野で活躍しています。 募集要項には国際交流員の仕事内容はこのように説明されています。9ヶ月間の応募手続き

を通して、北川村に派遣されることが発表された時、私もそのような仕事になると思っていました。

　平成26年度のデータによるとクレアを通して契約しているCIRは370人程です。CIRに加えて、クレアは全国に

4,500人以上の外国語指導助手（ALT）を派遣しています。高知県にはALTは90人、CIR は18人います。そのう

ち県庁に勤めている4人と高知市市役所で勤めている3人は翻訳や通訳などの仕事をしています。残りの11人は高

知の町村で外国語指導助手として働きます。日本語能力の高い指導助手を採用することを確かめるため、いくつか

の町村はCIRを依頼します。

　クレアを通して北川村へ派遣されました。ここに転勤になることを初めて知った時に、ネットで 「CIR北川村」 を

検索して、3年前の国際交流員、オーストラリア出身のアマンダさんが書いた広報きたがわを見つけて初めて仕事の

内容を知りました。CIRという名前でも、内容はALTと似ているようです。

　個人的にこの内容は私にぴったりだと思います。子供達に教えることは今までの私の人生の中で大きな喜びと

なっています。ちょっと自慢みたいに聞こえますが、私は教えることに情熱をかけており、悪くない教師だと思いま

す。子供達と共に遊びながら、子供達の伸びしろを作ってあげることが好きです。子供達がどれだけの可能性を

持っているのか見せることに飽きることはないでしょう。子供達に教えることはいつも私の人生の一部であってほ

しいと思っています。私の経歴と教えることへの情熱は私がCIRとして選ばれた理由だと考えています。

　北川村のこと、同僚の皆さんと子供達全員は私の心にずっと残ります。CIRまたはALTだとしても、私がしたこと

が何かポジティブなことを村にもたらせたと思うと、とても幸せです。これからもできるだけ頑張りたいです。この

仕事を通じてたくさんの村の人々に出会えたこと、そして自分自身が成長できたことに感謝しています。これからも

頑張りたいと思います。またよろしくお願いします。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.11 ～

日本遺産
Story #051

GWに田野駅屋の臨時観光案内所で日本遺産PR！

高知県庁ロビーに展示！

　4月28日（土）～5月8日（日）の9日間、「田野駅屋」で中芸商工会が臨時で設置した観光案内所で観光の案内と
共に日本遺産のPRをしました。多くの方に足を止めていただき、興味深そうに東部の各地域のパンフレットを手に
取っていただきました。中芸の5町村が日本遺産に認定され
たということは、ご存じでない方もまだまだ多かったですが、日
本遺産に認定されたストーリーを説明すると「面白そう」や「ロ
マンを感じる」と言って興味を持っていただけました。また、大
変好評だったのが案内所で実施していたアンケートに回答
すると「ごっくん馬路村」か「北川村ゆずサイダー」をもらえるこ
とで、訪れた方のほとんどに協力していただくことができ、それ
が日本遺産PRにも繋がりました。
　おかげさまで、中芸の日本遺産だけでなく、訪れた様々な
観光客の方々の足掛かりとなることができました。

　4月28日で日本遺産認定1周年を迎えることから、高知県庁の１階ロビーにて４月23日（月）から1週間、日本遺産
認定に関する展示を行いました。日本遺産のポスターや森林鉄道のジオラマ、リーフレット、小さな体験プログラムを
集め、期間限定で実施したイベント「ゆずFeS」のパンフレットなど、平成29年に中芸地域の魅力を発信したPRグッ
ズを揃えさせていただきました。特に森林鉄道のジオラ
マは1番人気で、多くの方の注目を浴びました。また、
リーフレットなどのPRグッズはほとんど無くなってしまうほ
ど好評でした。
　新たな年度となり、イベントやパンフレット作製、テレビ
での放送など今回展示させていただいたもの以上の新
たな取り組みやPRを今年も行いたいと思いますのでよ
ろしくお願いします。

お問い合わせ 中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
ホームページ：http://www.yuzuroad.jp/

☎0887-30-1865

ゴールデンウィーク

Facebookが
新しくなりました。
ログインはこちらから→
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頑張りたいと思います。またよろしくお願いします。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.11 ～

日本遺産
Story #051

GWに田野駅屋の臨時観光案内所で日本遺産PR！

高知県庁ロビーに展示！

　4月28日（土）～5月8日（日）の9日間、「田野駅屋」で中芸商工会が臨時で設置した観光案内所で観光の案内と
共に日本遺産のPRをしました。多くの方に足を止めていただき、興味深そうに東部の各地域のパンフレットを手に
取っていただきました。中芸の5町村が日本遺産に認定され
たということは、ご存じでない方もまだまだ多かったですが、日
本遺産に認定されたストーリーを説明すると「面白そう」や「ロ
マンを感じる」と言って興味を持っていただけました。また、大
変好評だったのが案内所で実施していたアンケートに回答
すると「ごっくん馬路村」か「北川村ゆずサイダー」をもらえるこ
とで、訪れた方のほとんどに協力していただくことができ、それ
が日本遺産PRにも繋がりました。
　おかげさまで、中芸の日本遺産だけでなく、訪れた様々な
観光客の方々の足掛かりとなることができました。

　4月28日で日本遺産認定1周年を迎えることから、高知県庁の１階ロビーにて４月23日（月）から1週間、日本遺産
認定に関する展示を行いました。日本遺産のポスターや森林鉄道のジオラマ、リーフレット、小さな体験プログラムを
集め、期間限定で実施したイベント「ゆずFeS」のパンフレットなど、平成29年に中芸地域の魅力を発信したPRグッ
ズを揃えさせていただきました。特に森林鉄道のジオラ
マは1番人気で、多くの方の注目を浴びました。また、
リーフレットなどのPRグッズはほとんど無くなってしまうほ
ど好評でした。
　新たな年度となり、イベントやパンフレット作製、テレビ
での放送など今回展示させていただいたもの以上の新
たな取り組みやPRを今年も行いたいと思いますのでよ
ろしくお願いします。

お問い合わせ 中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
ホームページ：http://www.yuzuroad.jp/

☎0887-30-1865

ゴールデンウィーク

Facebookが
新しくなりました。
ログインはこちらから→
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（※1） 平成30年度の保険料改定により、皆さまの保険料の支払い額が変わるのは、振込み・口座振替等の方で７月から、年金引き落としの方で10月からとなりま
す。（お住まいの市区町村によっては時期が異なる場合があります。）

（※2） 65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。

平成29年度の所得割は、
特例的に２割軽減されていましたが、
平成30年度から本来納めていただく所
得割額になります。（均等割の定額部分
は変わりません。）

平成３０年度（※1）から、

医療保険料の軽減率が変わります
75歳以上（※2）の方の保険料は、

所得割が変わる方

75歳以上（※2）の皆さまへ

① 年収に応じて納めていただく部分 所得割 と、

② 全員に納めていただく定額部分 均等割 があります。

⇒ 平成３０年度（※1）から、７５歳以上の方の軽減率が下のように変わります。

年金からの引き落としの場合、
前半（4月・6月・8月）の保険料は前年度と同じ額を引き落とし、
後半（10月・12月・2月）で残りの保険料を調整します。
そのため平成29年度よりも平成30年度の保険料額が増える方
についても、実際に引き落とし額が増えるのは、10月からです。
　※ なお、お住まいの市区町村によっては６月から引き落とし額が増える場合があります。

1 年収　約１５３万円～約２１１万円の方
※ 年収は年金収入のみの方の金額。

平成29年度の均等割は、
特例的に7割軽減されていましたが、
平成30年度は5割軽減になります。
※ただし、元被扶養者であっても、世帯の所得が低い方は、

均等割の軽減（９割軽減、8.5割軽減）が受けられます。

均等割が変わる方2 元被扶養者で､特定の要件に該当する方

本来納めて
いただく
所得割額
（10割）

所得割

納付額（8割）

平成29年度

2割軽減

平成30年度

納付額（10割）

元被扶養者とは 75歳になる前日に、ご家族の会社の健康保険、共済組合などで被扶養者であった方

特定の要件の例 単身の方であれば、年金収入が168万円を超える方など
75歳以上の夫婦2人世帯であれば、一方の年金収入が168万円を超える場合など

本来納めて
いただく
均等割額
（10割）

均等割

納付額（3割）

平成29年度

7割軽減

平成30年度

納付額（5割）

5割軽減

〈平成30年度の保険料の引き落とし金額〉

4月

前年度（10～2月）と
同額

6月 8月
10月 11月 12月

残りの保険料を
3等分

保険料を年金からの引き落としで納めている皆さまへ

高知県からのお知らせ
森林所有者の皆さんへ

ご存じですか？平成30年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか？平成30年度の間伐事業等の支援制度
1. 施業を集約化し、間伐等を行う場合の補助事業

  ■造林事業(国庫事業)　下表以外の作業種…再造林、鳥獣害防止施設、下刈、森林作業道等　

  ■木材安定供給推進事業(国庫事業)　下表以外の作業種…路網整備

区分 作業種

除　伐

保　育
間　伐

搬　出
間　伐

間　伐

更新伐

対象林齢
～25年生
（除伐）

A：～35年生
　（保育間伐A）
B：林齢制限なし
　（保育間伐B）

C：～ 60年生
　（保育間伐C）

不用木の除去、不良木の淘汰

不用木の除去、不良木の淘汰、
搬出集積

不用木の除去、不良木の淘汰

0.1ha以上／施行地

0.1ha以上／施行地

0.1ha以上／施行地

30％

30％

68％

規定無

事業内容 事業規模 間伐率 補助要件等 補助率

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

環
境
林
整
備
事
業

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②特措法に基づく特定間伐促進計画の事業主体

に位置付けられた者。

※保育間伐を実施する場合は、施業実施前に「事
前計画書」の提出に努めること。

2. 自分で自分の山を手入れをする場合の補助事業（自伐林家等を含む。）
  ■緊急間伐総合支援事業(県事業)　下表以外に…路網整備（500～1,500円/ｍ）など　

作業種

間　伐

対象林齢

11～60年生

31～60年生

公益林保全整備事業
（保育間伐）

森林整備支援事業
（搬出間伐）

0.1ha以上／施行地

0.1ha以上／施行地

30％

30％

20％

事業内容 事業規模 間伐率 補助要件等 補助率

保安林又は市町村森林整備計画に規定する公益
的機能が高い森林で集約化が困難な森林

造林補助事業で採択された人工造林及び附帯施設等整備（鳥獣害防止施設等
整備）、下刈り（隔年）とする。
ただし、シカ被害防護施設については、再造林と一体的に実施するものとする。

国庫補助事業の対象とならない森林

作業種

間伐材生産

対象林齢

～ 60年生 0.1ha以上／施行地

事業内容 事業規模 間伐率 補助要件等 補助率

①県が作成する体質強化計画に明記された「原
木供給計画参画事業実施主体」のうち、市町
村、森林所有者、森林組合等、森林法施行令第
11条に定める特定非営利活動法人等、森林経
営計画認定者等、特定間伐促進計画の事業主
体に位置付けられた者並びに知事が認める者

②同一林班又は区域内に森林経営計画が作成さ
れている場合は、翌年度末までに本事業での
施行箇所を経営計画対象森林とすること。

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②特措法に基づく特定間伐促進計画の事業主体

に位置付けられた者、かつ集約化実施計画の
対象森林。

※間伐・更新伐を実施する場合は、施業実施前に
「事前計画書」を提出すること。（森林作業道の
計画を含む）

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①県・市町村（ただし、事業主体が自ら所有する

森林以外で森林所有者と締結した場合、又は
寄付や分収契約解除等により公有林化した森
林で実施した場合に限る。）

②森林整備法人、森林組合、森林法施行令第11
条に定める特定非営利活動法人等（ただし、事
業主体が自ら所有する森林で実施することを
除くこととし、地方公共団体及び森林所有者と
協定を締結した場合に限る。）

A：不 用 木 の 除 去、不 良 木
の淘汰

B：伐採木の平均胸高直径
が18ｃｍ未満の不用木
の除去、不良木の淘汰

～60年生
※森林経営計画に

基づく場合は標
準伐期齢の２倍
以下の林齢

～90年生

 0.1ｈａ以上／施行地
①森林経営計画に基づく場合
　森林経営計画ごとに間伐・更新伐の

施行地面積の合計が5ha以上で平
均搬出材積が10㎥メートル以上

②特定間伐等促進計画に基づく場合　
　集約化実施計画ごとに間伐・更新伐

のそれぞれにおいて施行地面積の合
計が5ha以上で平均搬出材積が10
㎥/ｈａ以上

不用木の除去、不良木の淘
汰、支障木やあばれ木等の
伐倒、搬出集積

不良木の除去、不良木の淘
汰、支障木やあばれ木等、の
伐倒造材、集材、搬出集積、
積込

保 安 林 又 は 市 町 村
森 林 整 備 計 画 に規
定 する公 益 的 機 能
が高い森林（72%）

その他（36%）

定額
350千円/ha
+間接費以内

  ■みどりの環境整備支援交付金（県事業)…造林事業への嵩上げ（造林事業と合計で概ね90%相当）
作業種

除　伐

保育間伐

対象林齢

11～25年生

事業内容 補助要件等 補助率

除伐：不用木の除去（森林環境保全直接支援事業）

造林事業で採択された除伐及び保育間伐（A・B・C）と
する。

11～35年生

11～45年生

保育間伐A：不用木の除去、不良木の淘汰（森林環境保全直接支援事業）

11～45年生 保育間伐C：不用木の除去、不良木の淘汰（環境林整備事業）

保育間伐Ｂ：伐採木の平均胸高直径が18cm未満の不用木の除去、不
良木の淘汰（森林環境保全直接支援事業）

定額35,000円/ha

定額80,000円/ha

定額183,300円/ha

定額122,000円/ha

定額35,000円/ha

定額30,000円/ha

定額23,000円/ha

3. 再造林及び被害防護施設等に対する支援制度
  ■森林資源再生支援事業(県事業)…造林事業への嵩上げ（造林事業と合計で概ね90%相当）

作業種

再造林

シカ被害防護施設

高知県　林業振興・環境部　木材増産推進課（間伐担当）　☎０８８－８２１－４６０２
安芸林業事務所 ☎０８８７－３４－１１８１ 中央東林業事務所 ☎０８８７－５３－０６５５
嶺北林業振興事務所 ☎０８８７－８２－０１６２ 中央西林業事務所 ☎０８８－８９３－３６１２
須崎林業事務所 ☎０８８９－４２－２３７１ 幡多林業事務所 ☎０８８０－３５－５９７７
※もしくは、お近くの市町村、森林組合までお問い合わせください。
     

下刈り（隔年）

補助要件等 補助率

22%以内
（造林補助率68%の場合は、合わせて90%となる。）

※20%の間伐は、高知県小規模林
　業推進協議会の会員に限ります。

上記の事業を実施した場合には転用制限期間（５年又は１０年）がありますので、山林を開発、
転売、皆伐などを計画する場合は、必ず下記のお問い合わせ先へ連絡してください。

注意！ ：

お問い合わせ先

みどりの環境整備支援交付金と公益林保
全整備事業には、みなさまからお預かりし
た森林環境税が活用されています。
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（※1） 平成30年度の保険料改定により、皆さまの保険料の支払い額が変わるのは、振込み・口座振替等の方で７月から、年金引き落としの方で10月からとなりま
す。（お住まいの市区町村によっては時期が異なる場合があります。）

（※2） 65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。

平成29年度の所得割は、
特例的に２割軽減されていましたが、
平成30年度から本来納めていただく所
得割額になります。（均等割の定額部分
は変わりません。）

平成３０年度（※1）から、

医療保険料の軽減率が変わります
75歳以上（※2）の方の保険料は、

所得割が変わる方

75歳以上（※2）の皆さまへ

① 年収に応じて納めていただく部分 所得割 と、

② 全員に納めていただく定額部分 均等割 があります。

⇒ 平成３０年度（※1）から、７５歳以上の方の軽減率が下のように変わります。

年金からの引き落としの場合、
前半（4月・6月・8月）の保険料は前年度と同じ額を引き落とし、
後半（10月・12月・2月）で残りの保険料を調整します。
そのため平成29年度よりも平成30年度の保険料額が増える方
についても、実際に引き落とし額が増えるのは、10月からです。
　※ なお、お住まいの市区町村によっては６月から引き落とし額が増える場合があります。

1 年収　約１５３万円～約２１１万円の方
※ 年収は年金収入のみの方の金額。

平成29年度の均等割は、
特例的に7割軽減されていましたが、
平成30年度は5割軽減になります。
※ただし、元被扶養者であっても、世帯の所得が低い方は、

均等割の軽減（９割軽減、8.5割軽減）が受けられます。

均等割が変わる方2 元被扶養者で､特定の要件に該当する方

本来納めて
いただく
所得割額
（10割）

所得割

納付額（8割）

平成29年度

2割軽減

平成30年度

納付額（10割）

元被扶養者とは 75歳になる前日に、ご家族の会社の健康保険、共済組合などで被扶養者であった方

特定の要件の例 単身の方であれば、年金収入が168万円を超える方など
75歳以上の夫婦2人世帯であれば、一方の年金収入が168万円を超える場合など

本来納めて
いただく
均等割額
（10割）

均等割

納付額（3割）

平成29年度

7割軽減

平成30年度

納付額（5割）

5割軽減

〈平成30年度の保険料の引き落とし金額〉

4月

前年度（10～2月）と
同額

6月 8月
10月 11月 12月

残りの保険料を
3等分

保険料を年金からの引き落としで納めている皆さまへ

高知県からのお知らせ
森林所有者の皆さんへ

ご存じですか？平成30年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか？平成30年度の間伐事業等の支援制度
1. 施業を集約化し、間伐等を行う場合の補助事業

  ■造林事業(国庫事業)　下表以外の作業種…再造林、鳥獣害防止施設、下刈、森林作業道等　

  ■木材安定供給推進事業(国庫事業)　下表以外の作業種…路網整備

区分 作業種

除　伐

保　育
間　伐

搬　出
間　伐

間　伐

更新伐

対象林齢
～25年生
（除伐）

A：～35年生
　（保育間伐A）
B：林齢制限なし
　（保育間伐B）

C：～ 60年生
　（保育間伐C）

不用木の除去、不良木の淘汰

不用木の除去、不良木の淘汰、
搬出集積

不用木の除去、不良木の淘汰

0.1ha以上／施行地

0.1ha以上／施行地

0.1ha以上／施行地

30％

30％

68％

規定無

事業内容 事業規模 間伐率 補助要件等 補助率

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

環
境
林
整
備
事
業

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②特措法に基づく特定間伐促進計画の事業主体

に位置付けられた者。

※保育間伐を実施する場合は、施業実施前に「事
前計画書」の提出に努めること。

2. 自分で自分の山を手入れをする場合の補助事業（自伐林家等を含む。）
  ■緊急間伐総合支援事業(県事業)　下表以外に…路網整備（500～1,500円/ｍ）など　

作業種

間　伐

対象林齢

11～60年生

31～60年生

公益林保全整備事業
（保育間伐）

森林整備支援事業
（搬出間伐）

0.1ha以上／施行地

0.1ha以上／施行地

30％

30％

20％

事業内容 事業規模 間伐率 補助要件等 補助率

保安林又は市町村森林整備計画に規定する公益
的機能が高い森林で集約化が困難な森林

造林補助事業で採択された人工造林及び附帯施設等整備（鳥獣害防止施設等
整備）、下刈り（隔年）とする。
ただし、シカ被害防護施設については、再造林と一体的に実施するものとする。

国庫補助事業の対象とならない森林

作業種

間伐材生産

対象林齢

～ 60年生 0.1ha以上／施行地

事業内容 事業規模 間伐率 補助要件等 補助率

①県が作成する体質強化計画に明記された「原
木供給計画参画事業実施主体」のうち、市町
村、森林所有者、森林組合等、森林法施行令第
11条に定める特定非営利活動法人等、森林経
営計画認定者等、特定間伐促進計画の事業主
体に位置付けられた者並びに知事が認める者

②同一林班又は区域内に森林経営計画が作成さ
れている場合は、翌年度末までに本事業での
施行箇所を経営計画対象森林とすること。

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②特措法に基づく特定間伐促進計画の事業主体

に位置付けられた者、かつ集約化実施計画の
対象森林。

※間伐・更新伐を実施する場合は、施業実施前に
「事前計画書」を提出すること。（森林作業道の
計画を含む）

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①県・市町村（ただし、事業主体が自ら所有する

森林以外で森林所有者と締結した場合、又は
寄付や分収契約解除等により公有林化した森
林で実施した場合に限る。）

②森林整備法人、森林組合、森林法施行令第11
条に定める特定非営利活動法人等（ただし、事
業主体が自ら所有する森林で実施することを
除くこととし、地方公共団体及び森林所有者と
協定を締結した場合に限る。）

A：不 用 木 の 除 去、不 良 木
の淘汰

B：伐採木の平均胸高直径
が18ｃｍ未満の不用木
の除去、不良木の淘汰

～60年生
※森林経営計画に

基づく場合は標
準伐期齢の２倍
以下の林齢

～90年生

 0.1ｈａ以上／施行地
①森林経営計画に基づく場合
　森林経営計画ごとに間伐・更新伐の

施行地面積の合計が5ha以上で平
均搬出材積が10㎥メートル以上

②特定間伐等促進計画に基づく場合　
　集約化実施計画ごとに間伐・更新伐

のそれぞれにおいて施行地面積の合
計が5ha以上で平均搬出材積が10
㎥/ｈａ以上

不用木の除去、不良木の淘
汰、支障木やあばれ木等の
伐倒、搬出集積

不良木の除去、不良木の淘
汰、支障木やあばれ木等、の
伐倒造材、集材、搬出集積、
積込

保 安 林 又 は 市 町 村
森 林 整 備 計 画 に規
定 する公 益 的 機 能
が高い森林（72%）

その他（36%）

定額
350千円/ha
+間接費以内

  ■みどりの環境整備支援交付金（県事業)…造林事業への嵩上げ（造林事業と合計で概ね90%相当）
作業種

除　伐

保育間伐

対象林齢

11～25年生

事業内容 補助要件等 補助率

除伐：不用木の除去（森林環境保全直接支援事業）

造林事業で採択された除伐及び保育間伐（A・B・C）と
する。

11～35年生

11～45年生

保育間伐A：不用木の除去、不良木の淘汰（森林環境保全直接支援事業）

11～45年生 保育間伐C：不用木の除去、不良木の淘汰（環境林整備事業）

保育間伐Ｂ：伐採木の平均胸高直径が18cm未満の不用木の除去、不
良木の淘汰（森林環境保全直接支援事業）

定額35,000円/ha

定額80,000円/ha

定額183,300円/ha

定額122,000円/ha

定額35,000円/ha

定額30,000円/ha

定額23,000円/ha

3. 再造林及び被害防護施設等に対する支援制度
  ■森林資源再生支援事業(県事業)…造林事業への嵩上げ（造林事業と合計で概ね90%相当）

作業種

再造林

シカ被害防護施設

高知県　林業振興・環境部　木材増産推進課（間伐担当）　☎０８８－８２１－４６０２
安芸林業事務所 ☎０８８７－３４－１１８１ 中央東林業事務所 ☎０８８７－５３－０６５５
嶺北林業振興事務所 ☎０８８７－８２－０１６２ 中央西林業事務所 ☎０８８－８９３－３６１２
須崎林業事務所 ☎０８８９－４２－２３７１ 幡多林業事務所 ☎０８８０－３５－５９７７
※もしくは、お近くの市町村、森林組合までお問い合わせください。
     

下刈り（隔年）

補助要件等 補助率

22%以内
（造林補助率68%の場合は、合わせて90%となる。）

※20%の間伐は、高知県小規模林
　業推進協議会の会員に限ります。

上記の事業を実施した場合には転用制限期間（５年又は１０年）がありますので、山林を開発、
転売、皆伐などを計画する場合は、必ず下記のお問い合わせ先へ連絡してください。

注意！ ：

お問い合わせ先

みどりの環境整備支援交付金と公益林保
全整備事業には、みなさまからお預かりし
た森林環境税が活用されています。
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　ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上限額を超えて支払った額を払い
戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。

　ご家庭の不燃性粗大ごみ及び可燃性粗大ごみを、長山ごみ処理場及び安芸メルトセンターへ搬出す

ることが身体的に困難で、身近な人等の協力を得られない高齢者や障がい者の方を主な対象として、ご

家庭まで収集にうかがう「粗大ゴミ福祉収集事業」を行っています。

粗 大 ゴ ミ
福 祉 収 集 事 業 の
お 知 ら せ

北川村役場　住民課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL 0887ｰ32ｰ1214

（※） 65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。

（※1） 世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。
（※2） 過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
（※3） 住民税非課税世帯の方については、従来どおり、限度額適用・標準負担額減額認定証を交付します。

高額療養費制度とは、

○対　象　者

　自己で搬出が困難な高齢者及び障がい者

◯訪問収集日

　毎月１回（第２水曜日）　※祝日の場合は翌日

◯個別収集料金

　収集作業は無料です。但し、収集したゴミ処理料は有料となります。

◯収集の対象物

　収集の対象物は、村が各家庭に配布している「ごみ分別パンフレット」に記載する長山ごみ処理
場及び安芸メルトセンターに搬入できるごみです。

◯収集の対象とならないもの

　次に掲げる粗大ごみについては、収集の対象としません。
　・リサイクル家電(エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・乾燥機)
　・農薬等の有害物・ガスボンベ・消火器等・バッテリー等処理困難物・危険物
　・長尺物、重量物等、作業員が容易に車両へ積み込むことができないもの。
　・取り外し作業、解体作業等が必要なもの。
　・その他、運び出すことが著しく困難であると認められるもの。

◯収集にあたって

　・収集を実施するときは、依頼者の立会いのもとに行います。
　・家の敷地入り口に出されたごみを収集しますので、収集できるよう準備して下さい。
　・申込件数により希望する収集日に収集できない場合があります。

◯申込み方法及び、お問い合わせ

　粗大ゴミ福祉収集事業を希望する方、お問合せは、電話又は直接住民課にご連絡下さい。収集
日の５日前までに予約が必要です。

平成３０年8月から、

高額療養費の上限額が変わります
70歳以上（※）の皆さまへ

⇒ 平成３０年８月から、上限額（月ごと・70歳以上（※））が下の表のように変わります。
　 あわせて「限度額適用認定証」が必要になる場合がありますので、ご留意ください。

平成30年８月以降、ひと月に１つの医療機関での支払いが高額になる可能性がある方
は、市区町村窓口にて、「限度額適用認定証」の交付を申請してください。

　※ 「限度額適用認定証」が提示されない場合、医療機関での支払い額が高額になる場合があります。
　　 （ただし、その場合でも、上限額を超えて支払われた額を後日払い戻すよう申請することができます。）

年収約370万円～約1,160万円（住民税課税所得145万円以上
690万円未満）の方はご注意ください!! ※年収は年金収入のみの方の金額

住民税課税所得
　145万円以上の方

住民税課税所得
　145万円未満の方
　 （※1）

Ⅱ 住民税非課税世帯
　 （※3）

Ⅰ 住民税非課税世帯
  （年金収入80万円
  以下など）（※3）

Ⅲ 住民税課税所得
　690万円以上の方

Ⅱ 住民税課税所得
　380万円以上
　690万円未満の方

Ⅰ 住民税課税所得
　145万円以上
　380万円未満の方

住民税課税所得
　145万円未満の方
　 （※1）

運用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

運用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

57,600円

14,000円

80,100円

＋（医療費－
267,000円）×1％

〈多数回44,400円
（※2）〉

252,600円

＋（医療費－842,000円）×1％
〈多数回140,100円（※2）〉

167,400円

＋（医療費－558,000円）×1％
〈多数回93,000円（※2）〉

80,100円

＋（医療費－267,000円）×1％
〈多数回44,400円（※2）〉

57,600円
〈多数回44,400円

（※2）〉

57,600円
〈多数回44,400円

（※2）〉

24,600円

15,000円
8,000円

Ⅱ 住民税非課税世帯
　 （※3）

Ⅰ 住民税非課税世帯
  （年金収入80万円
  以下など）（※3）

24,600円

15,000円
8,000円

年間の上限
144,000円

平成３０年７月までの上限額 （70歳以上（※）） 平成３０年8月からの上限額 （70歳以上（※））

現
役
並
み

一
般

住
民
税
非
課
税

18,000円

年間の上限
144,000円

新
た
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
申
請
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　ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上限額を超えて支払った額を払い
戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。

　ご家庭の不燃性粗大ごみ及び可燃性粗大ごみを、長山ごみ処理場及び安芸メルトセンターへ搬出す

ることが身体的に困難で、身近な人等の協力を得られない高齢者や障がい者の方を主な対象として、ご

家庭まで収集にうかがう「粗大ゴミ福祉収集事業」を行っています。

粗 大 ゴ ミ
福 祉 収 集 事 業 の
お 知 ら せ

北川村役場　住民課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL 0887ｰ32ｰ1214

（※） 65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。

（※1） 世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。
（※2） 過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
（※3） 住民税非課税世帯の方については、従来どおり、限度額適用・標準負担額減額認定証を交付します。

高額療養費制度とは、

○対　象　者

　自己で搬出が困難な高齢者及び障がい者

◯訪問収集日

　毎月１回（第２水曜日）　※祝日の場合は翌日

◯個別収集料金

　収集作業は無料です。但し、収集したゴミ処理料は有料となります。

◯収集の対象物

　収集の対象物は、村が各家庭に配布している「ごみ分別パンフレット」に記載する長山ごみ処理
場及び安芸メルトセンターに搬入できるごみです。

◯収集の対象とならないもの

　次に掲げる粗大ごみについては、収集の対象としません。
　・リサイクル家電(エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・乾燥機)
　・農薬等の有害物・ガスボンベ・消火器等・バッテリー等処理困難物・危険物
　・長尺物、重量物等、作業員が容易に車両へ積み込むことができないもの。
　・取り外し作業、解体作業等が必要なもの。
　・その他、運び出すことが著しく困難であると認められるもの。

◯収集にあたって

　・収集を実施するときは、依頼者の立会いのもとに行います。
　・家の敷地入り口に出されたごみを収集しますので、収集できるよう準備して下さい。
　・申込件数により希望する収集日に収集できない場合があります。

◯申込み方法及び、お問い合わせ

　粗大ゴミ福祉収集事業を希望する方、お問合せは、電話又は直接住民課にご連絡下さい。収集
日の５日前までに予約が必要です。

平成３０年8月から、

高額療養費の上限額が変わります
70歳以上（※）の皆さまへ

⇒ 平成３０年８月から、上限額（月ごと・70歳以上（※））が下の表のように変わります。
　 あわせて「限度額適用認定証」が必要になる場合がありますので、ご留意ください。

平成30年８月以降、ひと月に１つの医療機関での支払いが高額になる可能性がある方
は、市区町村窓口にて、「限度額適用認定証」の交付を申請してください。

　※ 「限度額適用認定証」が提示されない場合、医療機関での支払い額が高額になる場合があります。
　　 （ただし、その場合でも、上限額を超えて支払われた額を後日払い戻すよう申請することができます。）

年収約370万円～約1,160万円（住民税課税所得145万円以上
690万円未満）の方はご注意ください!! ※年収は年金収入のみの方の金額

住民税課税所得
　145万円以上の方

住民税課税所得
　145万円未満の方
　 （※1）

Ⅱ 住民税非課税世帯
　 （※3）

Ⅰ 住民税非課税世帯
  （年金収入80万円
  以下など）（※3）

Ⅲ 住民税課税所得
　690万円以上の方

Ⅱ 住民税課税所得
　380万円以上
　690万円未満の方

Ⅰ 住民税課税所得
　145万円以上
　380万円未満の方

住民税課税所得
　145万円未満の方
　 （※1）

運用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

運用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

57,600円

14,000円

80,100円

＋（医療費－
267,000円）×1％

〈多数回44,400円
（※2）〉

252,600円

＋（医療費－842,000円）×1％
〈多数回140,100円（※2）〉

167,400円

＋（医療費－558,000円）×1％
〈多数回93,000円（※2）〉

80,100円

＋（医療費－267,000円）×1％
〈多数回44,400円（※2）〉

57,600円
〈多数回44,400円

（※2）〉

57,600円
〈多数回44,400円

（※2）〉

24,600円

15,000円
8,000円
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役
並
み
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般

住
民
税
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課
税
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年間の上限
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～血圧・体重・腹囲を計ってみませんか？～6月

保健だより
北川村の健康に関する数字（血圧と体重、腹囲について）
～平成28年度　集団健診を受けた方のうち、それぞれに該当する方の割合～

50.0％

40.0％

30.0％

20.0％

10.0％

0.0％
北川村 県 国

42.8％
35.5％ 33.7%

12.0％
10.0％
8.0％
6.0％
4.0％
2.0％
0.0％

北川村 県 国

10.1%

4.5% 4.7%

現在、医療機関にかかっていますか？
（高血圧症で「服薬中・治療中」と答えた方） BMI（肥満度※1）が高い方（25.0以上）

高血圧や肥満の改善につなげる生活のポイント

　今年もまもなく梅雨入り・前線の通過・台風を迎える時期となり奈半利
川流域でも集中豪雨が頻繁に発生し川が増水します。
　下流域が晴れていても、上流域での集中豪雨により急激な増水が下流
域で発生することがあります。反対に上流域で雨が降らなくとも下流域の
雨だけで川が増水することもあります。

　このほかに、降雨や発電等により、サイレンが鳴らなくても、水位変動する場合があります。

・ 上流域で大雨が降った場合、魚梁瀬ダム・久木ダム・平鍋ダムには大量の水が流れ込み、この
増水をダムから流すことがあります。

・ ダムから水を流し始める時は、ダム下流のみなさんにサイレン局の放送とサイレンでお知らせ
します。この際、下流に向け順にパトロールも行っています。

減塩
・外食、お総菜、加工食品（インスタント、ハム、ウイン

ナーなど）を減らす
・味噌汁は１日１杯、具だくさんに
栄養バランスや調理法
・野菜の多い定食スタイルを心がける
・食べ過ぎを防ぐ
 （１人分を食べる量だけ盛りつける、良く噛む、野菜
から食べる）

間食
・菓子パンやお菓子は、果物や乳製品にチェンジ
・お菓子がやめられない→マイルールを決める

・階段を使う、近いところに行くとき
には歩く

・毎日のちょっとした活動を続ける
 （窓ふき、風呂掃除、ストレッチ等）

・毎朝しっかり朝日を浴びる、昼寝は短めにする
・運動をするなどして質の良い睡眠を心がける

・週に２日の休肝日を！
・寝る２時間前にはお酒を飲まない

大雨による川の増水にご注意！

60.0％

40.0％

20.0％

0.0％
男　  女 男　  女 男　　女
北川村 県 国

53.3％

15.4％

54.4％

20.9％

50.1%

17.3%

腹囲が大きい方
（男性：85.0㎝以上、女性90.0㎝以上） 国や県の平均と比べて

・高血圧症で服薬中・治療中の方が多い
・BMIが判定基準外の方が多い

国の平均と比べて
・男性の腹囲が大きい方が多い

※1  BMIとは肥満度を表す指数。体重(kg)÷身長(m) )÷身長(m)で計算される。

高血圧を放っておくと…血管が硬くなって、動脈硬化を起こし、脳梗塞や心筋梗塞などの血管病を起こ
します

肥満度（腹囲）値が大きくなると…生活習慣病につながります

血圧や肥満の改善に取り組みませんか？
取り組むときは、ぜひ北川村健康チャレンジにご参加ください

お問い合わせ先　　　住民課　☎３２－１２１４

食生活 運　動

休　養

節　酒

大雨による奈半利川の水の増え方

上流域で増水した時のダムの運用

・ 増水によるダムからの水は徐々に下流へ到達しますが、水が到達
する前にサイレン局のスピーカーで放送した後、引き続きサイレ
ンを2回鳴らしてお知らせします（下図）。

流域のみなさんへのお知らせの方法

・ ダムから増水を流している間はサイレン局の回転灯が回し続け電光板でも表示します。終了し
た際は、回転灯・電光板を停止します。

スピーカー放送

サイレン（60秒） 休止（30秒） サイレン（60秒）

※日常の発電使用水量などのお問合せ：「電源開発テレホンサービス」にお電話ください。

0120ｰ780328　　　　　

または ☎0887ｰ38ｰ252５
ナ ハ リ ノ ミ ズ ハ ？

（フリーダイヤル）

電源開発株式会社　高知電力所　　　☎0887ｰ38ｰ4003
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行 事 予 定 表

乳 児 健 診
1 歳 6カ 月・3 歳 児 健 診
乳がん検診・子宮がん検診
乳がん検診・子宮がん検診

大腸がん検診（容器配布） 

野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏 木・崎 山 介 護 予 防 教 室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こ う ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

6月6日㈬
6月20日㈬
6月1日㈮
6月1日㈮

6月1日㈮

6月7日㈭・14日㈭・21日㈭・28日㈭
6月1日㈮・8日㈮・15日㈮・22日㈮・29日㈮

6月6日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬
6月7日㈭・14日㈭・21日㈭・28日㈭
6月6日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬
6月5日㈫・12日㈫・19日㈫・26日㈫
6月7日㈭・14日㈭・21日㈭・28日㈭

6月1日㈮・8日㈮・15日㈮・22日㈮・29日㈮
6月19日㈫
6月21日㈭
6月6日㈬

毎週月・木曜日
毎週木曜日

（受付）12：45～13：30
（受付）12：45～13：30
（受付） 8：30～
（受付）11：00～15：00
（受付） 8：30～ 9：00
（受付）11：00～15：00
 10：00～
 10：00～ 
 10：00～ 
 13：30～ 
  9：30～
  9：30～
 13：30～ 
  9：00～
 10：30～
 10：00～ 
 10：00～ 
  9：00～16：00
  9：00～

奈半利町保健センター
奈半利町保健センター
小 島 集 会 所
北 川 村 保 健 センタ ー
小 島 集 会 所
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 農 業 センタ ー
北 川 村 農 村 婦 人 の 家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 保 健 センタ ー

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所

みどり保育所

人権相談所
開設の ご案内

今回の開催日
日時
場所

6月1日（金）10：00～15：00
北川村総合保健福祉センター  相談室

たまねぎ収穫
5月1日（火）

PHOTO通信

北村　美咲さん（野友下）の長男

お母さんから一言

「元気いっぱい、笑顔いっぱいで
　　　　　大きく育って下さい。」

遥人くん（平成29年4月24日生まれ）

はる　  と


